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　　　１




　アインクラッド第一層は、特に統一されたデザインテーマのない、言わば《なんでもあり》のフロアだった。

　地形は草原、森、荒野、渓谷とバリエーションに富み、主街区以外の町や村も多く、これぞファンタジーＲＰＧと言わんがばかりの賑にぎ々にぎしさでプレイヤーを出迎える。──もっとも、この状況デスゲームでは、風景を楽しむ余裕があった奴やつはごく少数だろうが。

　続く二層は、打って変わって統一性のあるデザインを与えられていた。緑の牧草に覆おおわれた多層構造のテーブルマウンテンが幾いくつも連なり、出現するモンスターも大部分が動物型。一層攻略お疲れ様的な意味合いなのか難なん易い度どもフィールドではそれほどでもなく、のんびりとした雰囲気の二層のテーマは《牧場》ということになるのだろう。しかし、たいていのプレイヤーは《牛フロア》と呼んだ。理由は、今更言うまでもあるまい。

　そして──いまだ未み踏とうなる地、第三層。

　二層ボス部屋から三層主街区へと繫つながる螺ら旋せん階段を上りながら、俺おれは右手を強く握り締しめ、独り言のつもりで呟つぶやいた。

「ある意味、ここからが《ＳＡＯ》の本番だ……」

　自分に気合を入れ直すための台詞せりふだったが、即座に背後から、

「そうなの？　なんで？」

　という問いが飛んできたので、緩ゆるめた手で頭を搔かき搔き答えざるを得ない。

「えっと……それは、この三層から、本格的に人型ｍｏｂが出てくるんだよ。一層のコボルドとか二層のトーラスも一応は亜人族デミヒユーマンで、簡単なソードスキルも使ったけど、見た目は完全にモンスターだったろ？　でも、この上で俺たちを待ってる敵の一部は、外見的にはほとんどプレイヤーと見分けられない。カラー・カーソルがなきゃ本気で解わからないかもだよ。もちろん、ＮＰＣと同じく喋しやべるし、ソードスキルも高度な使い方をする。つまり……」

　肩越しに振り向き、俺はこちらを見上げる細剣使いフエンサーのアスナに向けて言った。

「……いよいよここから本物の《ソードアート・オンライン》が始まるんだ。俺たちをここに閉じ込めた男……茅かや場ば晶あき彦ひこが、ＳＡＯを特集した雑誌のインタビューで言ってたよ。『《ソードアート》とは、ソードスキルとソードスキルが織おりなす光と音、生と死の協奏曲コンチエルト』だ、って……」

「…………ふぅん……」

　一年前の俺を大いに興奮させたそのフレーズを聞いても、アスナはさして感銘を受けた様子もなかった。規則正しいペースで階段を上りながらひょいと肩をすくめ、予想外のコメントを発する。

「……その記事が載のった時点で、茅場はもうこの犯罪を計画してたってことよね？」

「え…………あー、まあ、当然そうなる……よな」

　一ヶ月と一週間前のあの日、はじまりの街の中央広場に強制転移されたプレイヤー一万人を見下ろして、茅かや場ばは確かに言った。『この世界を創つくり出し、観賞するためにのみ私はナーヴギアを、ＳＡＯを造った。そしていま、全すべては達成せしめられた』と。

　あの言葉が真実ならば、茅場晶あき彦ひこは、ＳＡＯどころかナーヴギアの回路図に最初の線を書き入れた時点で、この途方もない犯罪を最終目標としていたわけだ。幼い（と言ってもいまからせいぜい一年前だが）俺おれの胸をときめかせた数少ないインタビュー記事も、全て二重の意味が隠されていたことになる。

　今更のようにそんなことに気付く俺に向かって、アスナは静かに言った。

「生と死の……コンチェルト。それって、ほんとに、プレイヤー対人型モンスターの《ソードアート》だけを想定した言葉なのかしら」

「え……？　つまり、どういう……？」

　今度は俺が首を捻ひねる。後ろを向いたままでも螺ら旋せん階段を上れるのは、この《迷宮区⇔次層往おう還かん階段》が基本的にどれも同じデザインで、ベータ時代を入れれば十回以上も通っているからだ。黒ずんだ壁かべのレリーフだけは全層異なり、よくよく見ると次の層の風景や物語を暗示しているのだが、いまはアスナの言葉に集中する。

　レイピア使いは、真剣さの増した表情で、囁ささやくように言った。

「わたしの考えすぎかもしれないけど……協奏曲って、楽器と楽器が対ついをなして演奏する形式じゃないのよ。そういう意味で使うなら、《二重奏》のほうが適当だわ」

「じゃあ……協奏曲の、正確な意味って……？」

「時代によって少しずつ変化してるんだけど、基本的には、管弦楽器をバックにして単独または少数の独奏楽器が主役として演奏する形式……かしらね。つまり、一対一じゃなくて一対多、あるいは少数対多数の音楽なのよ」

「一対……多……」

　小声で繰くり返してから、俺は、「それならやっぱりプレイヤー対ｍｏｂ集団の比ひ喩ゆなんじゃないか？」と言おうとしたものの、寸前で口を閉じた。

　なぜなら、この世界では、一人のプレイヤーが多数、たとえば十体以上のモンスターと同時に戦うようなシーンはほとんど有り得ないのだ。広こう範はん囲いを殲せん滅めつできる魔ま法ほうが存在せず、範囲型ソードスキルもせいぜい武器の間合いプラスアルファしか届かないＳＡＯで、多くのモンスターに取り囲まれることはすなわち死を意味する。

　もちろんそれはゲームデザインにも反映されていて、ほとんどのモンスターは単独か、せいぜい二、三匹単位でしか出現しない。意図的に集めて回るか、アラームトラップを踏ふむなどのミスを犯さない限り、一対多の戦せん闘とうは起こり得ない……というか、その状況になったら誰だれもが全速力で逃げるだろう。

「……それならそもそも、協奏曲にたとえられる戦せん闘とうなんか、この世界じゃ起きないってことじゃないか。強しいて言えば、ボス戦だけはそれっぽいけど……それだと、ボスが主役で攻略レイドが伴奏みたいだなあ」

　苦笑しながら肩をすくめた俺おれに、アスナは何かを言おうとしたが、すぐに唇を閉じた。わずかな間を置いてから、仄ほのかな笑みとともに頷うなずく。

「そうね。やっぱりわたしの考えすぎだわ。……それより、キリト君」

「え？　何？」

「……いえ、もう遅いみたい」

　という言葉が聞こえた直後、後ろ向きに階段を上っていた俺の後頭部が、分厚い石扉に思い切り激げき突とつした。

「んごっ……」

　情けない悲ひ鳴めいを上げながらよろめき、石段を踏ふみ外しそうになって両手をばたばた振り回す。しかし体勢を回復させるに至らず、前に転がってアスナに激突するよりはマシだろうと敢あえて後ろに倒れる。

　すると、背中を受け止めてくれるはずの扉がいつの間にか開いていて、俺は「わああー」と叫びながら出口を通過し、苔こけむした石畳にこの上なく見事な尻しり餅もちをついた。それが、未み踏とう層そうへの記念すべき最初の足跡となった。




　アインクラッド第三層。

　デザインテーマは《森》だ。しかし、一層ホルンカの村周辺や、二層南エリアにあったような森とは規模も迫力も桁けた違い。何せ、いちばん小さい樹きでも幹の直径一メートル、高さは三十メートル以上もあるのだから。巨木という形容でもまったく足りないような古こ樹じゆが見渡す限り連なり、幾いく重えにも折り重なる枝葉の隙すき間まから金色の光の筋が降り注ぐ光景は、幻想的のひとことである。

「わあ……！」

　尾骨をしたたか打ち付けた衝しよう撃げきに耐たえる俺の隣となりを、アスナが小さな歓かん声せいを上げながら駆かけ抜けた。俺は座ったまま百八十度旋せん回かいし、その姿を眼めで追う。少し先で立ち止まり、細い陽光を浴びながらくるくると回るアスナは、どこまでも広がる大森林のパノラマを全力で堪たん能のうしているようだ。

「凄すごい……この眺めだけでも、ここまで上ってきた甲か斐いがあったわね……！」

　レイピア使いが常に装備しているウールケープのフードがいまは後ろに払われているので、長い栗色の髪に滑すべる光が眩まばゆく俺の眼を射る。華きや奢しやな体格や、凜りん冽れつなる美び貌ぼうと相まって、プレイヤーではなく森に棲すまう妖よう精せいとも思える。

「……ほんとに、甲斐があったな」

　呟つぶやき、俺おれはよいしょと立ち上がった。レザーコートを払い、大きく伸びをする。気のせいか、空気までもが甘く潤うるおっているようだ。フィトンチッドたっぷり……かどうかは解わからないが。

　ちらりと後ろを見ると、ひときわ大きな樹きの根元に古びた石造りの四阿あずまやが建ち、その床には俺たちが出てきた階段が黒々と口を開けている。二層ボス部屋で戦後処理をしている他ほかの前線攻略プレイヤーも、あと二十分もすれば上ってくるだろう。

「……さて……」

　呟きながらウインドウを開き、インスタント・メッセージを手早く入力する。第二層攻略が完了し、一時間以内に第三層の転移門が開通することを広くアナウンスしてくれ、という文面を情報屋《鼠ねずみのアルゴ》に送信。彼女もいちおう二層ボス攻略の場に居合わせていたのだが、ボスが倒れる前にいつの間にか姿を消してしまっていたので、念のためというわけだ。

　これで、攻略隊リーダーのリンドに頼まれた任務はコンプリート。窓を消去し、改めて周囲の森を眺める。

　三層に来たぞ、という感慨をもう少し味わっていたいのは山々なれど、あまり時間を無む駄だにもできない。新しい層でもやることはこれまで同様、買い物してクエスト受けて戦せん闘とうしてレベル上げて、なわけだが、その前に一つだけ、暫ざん定てい的パーティーメンバーに確認しておくべきことがあると言えばある。

　意を決し、俺は相変わらず風景に見入っているアスナの隣となりまで移動すると、ひとつ咳せき払ばらいしてから口を開いた。

「えー、お楽しみのところすみませんが……」

「……？　何？」

　珍しく笑顔を向けてくるフェンサーの視線を、右手の人差し指で前方、つまり北へと誘ゆう導どうする。背後の四阿から延びる石いし敷じきの古道が、二十メートルほど先でＹ字に分岐しているのが見える。

「あの道、右に行くとすぐに主街区。左に行くとしばらく森が続いて、抜けると次の村」

「……うん」

「本来なら、まず主街区に行って転移門を有効化アクテイベートすべきところだけど、俺としてはその役目はすぐに追いついてくるはずのリンド隊かキバオウ隊に任まかせたい」

「…………うん」

「理由は、まあ人目につきたくないからってのもあるけど、左の森で先に一件済ませておきたいタスクがあるからというのもある。ただまあ、それは両方とも俺の個人的な事情というわけで……」

　このへんで、レイピア使いの笑みが徐々に薄うすれ始める。反比例して、瞳ひとみには剣けん吞のんな光が宿る。ここからの台詞せりふを選び損そこなうと、アスナさんのご機き嫌げんがウルトラナナメってしまうことを俺はようやく学びつつあるが、問題はその法則がまったく解明できていないことだ。

「…………それで？」

　クールな声こわ音ねに促うながされ、おそるおそる続ける。

「……えっと……補給やメンテもしなきゃだろうし、もしアスナが先に主街区に行きたいなら、パーティーはここで解散ってことになるかなーって思うんだけど……もちろん、森の用事にお付き合いいただけるなら、こちらにはまったく異存はござら……ござりませ……」

「べ・つ・に、パーティーを解散したくないってわけじゃ全然ないですけど？　あなたもわたしもソロプレイヤーなんだし？」

「は、はい」

「ただ、あなたの言うその用事って、当然《先に済ませておいたほうがお得》なことなのよね？　なら同行するわ、わたし効率悪いこと大だい嫌きらいだから。もちろん、あなたが現状まだパーティーメンバーのわたしを放り出してまで利益を独占したいって言うならやむを得ないですけど」

「い、いえいえ、独り占めしたいなんてまったく、これっぽっちも。それに、複数人のほうが効率いいし」

「なら急ぎましょ。補給もメンテもまだしばらく大丈夫だから」

「は、はい」

　くるりと振り向き、ブーツの踵かかとをかつかつ鳴らして歩き始めるレイピア使いを追いかけながら、俺おれは胸中で『ギリギリセーフ！』と謎なぞの判定をしていた。何がセーフなのか自分でも解わからないが。

　まったく、こんなことなら、クラスの女子たちともう少し会話っぽいことをしておくんだった……と考えてしまってからフンと鼻息で否定。俺がそういう能力構成ビルドの男子中学生なら、そもそもＳＡＯの正式サービス開始時間に五秒と遅れずダイブしたりしていない。すなわち今この森を、きまぐれなフェンサーさんと二人歩いている状況も起こり得なかったわけで、無意味な仮定そのものだ。

　──そう言えば、とふと考える。

　この城に囚とらわれてからの一ヶ月と少しを思い返してみると、俺は生き延びるため……イコール自分を強化するために無我夢中で走り続けてきたものの、ＳＡＯというＶＲＭＭＯゲームに手を出したことそのものを後悔しただろうか。

　普通するだろう、しないヤツがいたら異常だ。しかし、自分自身の感情ログをどれだけさかのぼっても、恐怖や望郷こそあれど後悔の二文字はなかなか発見できない。

　つまり俺は異常なヒトなのか、それとも状況が後悔する余裕を与えてくれなかったのか。後者だとすれば、その《状況》には、いま俺の三メートル前を颯さつ爽そうと歩くレイピア使いも間違いなく含まれている。彼女にぶんぶん振り回されているので、後悔その他のネガティブな感情が頭からぽろぽろ零こぼれ落ちているのだとしたら……。

　──いやいや、こっそりでも感かん謝しやなんかしないぞ。向こうからはお礼の十倍怒られてるんだからな！

　そんな決意を固めつつ、俺おれは足を早めると、行きずりのパーティーメンバーに肩を並べた。

　ベータテスト時代の経験からすると、フロアボスが倒され、往おう還かん階段で次の層に上ったプレイヤーが新しい主街区の転移門を有効化するまでの約三十分は、モンスターのＰＯＰがかなり少なく抑えられている。

　ボス戦で疲ひ弊へいしたプレイヤーたちが、次層主街区の門をくぐる前に雑ざ魚こｍｏｂ相手に間違っても全滅しないように、というささやかな気き遣づかいなのだろうが、その恩恵は残念ながら街の周辺限定だ。

　森を貫つらぬく古道を五分ばかりも歩くと、俺は実際に索敵スキルが発動するより早く、周囲の空気が変質したのを感じた。うららかに美しい幻想的な森が、冷たい敵意を内包する《圏外》へと一歩ごとにシフトしていく。

「アスナ、このへんで出る敵は、強さ的には二層迷宮区の連中と大差ない。ほとんどが動物か植物型だからソードスキルも使わないしな」

　俺の解説に、レイピア使いは無言でこくんと頷うなずいた。

「ただ、全ｍｏｂに共通する行動パターンとして、戦せん闘とう中ちゆうに少しずつこっちを森の奥に引き込もうとする。相手が隙すきを見せたからって突進攻こう撃げきばかりしてると、勝った時には道を見失ってることがけっこうあるんだ」

「でも、マップタブを見れば、歩いたところは明るくマッピングされてるんじゃないの？」

「それが……」

　右手を振り、実際にウインドウを呼び出した俺は、手早くマップ表示に切り替えてから可視化するとアスナに示した。

「あ……薄うすいね」

　という言葉のとおり、大部分がグレーアウトしたマップは、本来ならば俺たちが歩いた場所だけがくっきり３Ｄビジュアル表示されているはずなのだが、今はその表示が霧きりがかかったように薄いのだ。よくよく見ても、どこに道があるのか定かでない。

「このへんのエリアは固有名《迷いフオレスト・オ霧のブ・ウエイバリ森ング・ミスト》っていうんだけどさ、マップも見づらいし、時々すごく濃こい霧がかかって、マジで迷うんだ。だから、たとえ戦闘中でも原則としてこの道とパーティーメンバーからは絶対離はなれない。これだけ気をつけといてくれ」

「了解。……それじゃ、早さつ速そくあなたに実演してもらおうかな」

「へ？」

「なんか、見てるよ、後ろから」

　その言葉に、おそるおそる振り向く。道から少し外れた森のとば口に立っている……というか生えているのは、一本の細い枯かれ木だ。薄黄色の幹は直径十五センチ、高さ二メートルと、周囲の古木と比べれば遥はるかに小さい。しかし、上部に並ぶ二つのうろには青白い燐りん光こうが眼めのように浮かび、左右に長く伸ばした枝を細長い鉤かぎ爪づめのようにゆらゆらさせている。

　枯かれ木は俺おれと数秒間見つめ合っていたが、やがて右側の根っこがみしみしいいながら地面から離はなれ、一歩前に出た。続いて左の根っこ。ゆらゆら不安定な歩行は、すぐに猛然としたダッシュに変わる。二つ並ぶうろの下に三つ目が口を開け、そこから「モロオオォォォォ！」という雄お叫たけびが漏もれる。

　枯れ木改め植物型ｍｏｂ《トレント・サプリング》は幾いくつも特殊な能力を持っているが、その一つが、じっと生えている時はプレイヤーの索敵スキルに反応しないことだ。どうやら俺は説明に夢中になるあまり、トレントのすぐ隣となりを歩き過ぎていたらしい。

　油断禁物！　と自分を縛いましめつつ、俺は背中に右手を走らせると、愛剣《アニール・ブレード＋６》を音高く抜刀した。




　左右の枝を俺の剣に伐採され、口状のうろをアスナの《ウインド・フルーレ＋５》に貫つらぬかれたトレントが、悲しげに「モロロロ……」と啼なきつつ爆ばく散さんしたのは約三分後だった。

　互いの左拳こぶしを軽くこつんと打ち付けて勝利を祝ってから、同時に剣を収める。注意はしていたものの、トレントの《体の前後が入れ替わる》という技に惑まどわされ、石いし敷じきの道から五メートル近くも森に入り込んでしまっている。これくらいなら容易たやすく戻れるが、霧きりが出た状態で十メートル離れるともうかなり危うい。

　古道に向かって歩きながら、アスナが言った。

「なんだか……ちょっと罪悪感があるわね」

「へ？」

「だって、さっきの木のおばけ、苗木サプリングってことはこれから育つんでしょ？　切り倒しちゃうのはエコじゃないわ」

「ま、まあ、そうだけど……でも、あいつが育った《エルダー・トレント》あたりを一度見たら、苗のうちに退治せなアカン！　って思うよきっと」

「……その口調やめてよね。キバオウさんだけで充分」

　そんな軽口を叩たたきながら道に戻り、ふうっとひと息。遥はるか頭上の梢こずえから差し込む金色の筋は少し角度を増しているが、まだまだ夜までには間がある。

「……さて、と。このへんなんだけどな……」

「何が……って、アレか。さっきキリト君が言ってた、《先に済ませておきたいタスク》ね」

「イエス。つっても、単にクエストを一件受けるだけなんだけど……スタートＮＰＣの居場所がちょっとランダムなんだよな。アスナ、耳に自信ある？」

　言いながら、俺が何なに気げなく視線を向けると、レイピア使いはなぜか桜色の可愛かわいらしい耳を両手で隠して一歩後あと退ずさった。

「……キリト君て、そういう趣味だったの？　耳フェチ？」

「ち、ち、ちがわい！　この状況で自信って言ったら形じゃなくて聴力に決まって……」

「冗談よ。ていうか、この状況って言うなら耳の善よし悪あしなんか関係ないでしょ。わたしたち、音を鼓膜じゃなくて脳で聴いてるんだから」

「……なるほど、そりゃそうだ。じゃあ二人で探そう。聞き耳スキル取ってれば簡単なんだけどな……」

　俺おれが背筋を伸ばし、無意味かもしれないが耳の後ろに掌てのひらを当てると、アスナも真ま似ねしながら言った。

「探すのはいいけど、どんな音？　葉っぱが一枚落ちる音とか言わないでよね」

「大丈夫、自然音じゃなくて金属音……具体的には、剣と剣がキンキンいう音だから」

　するとアスナは一いつ瞬しゆん途と惑まどうような顔をしたが、すぐに「了解」と頷うなずいた。

　古道の真ん中で、どちらからともなくぴったり背中を合わせて立ち、合計四つの耳で全方位の音を精査する。普段は聞き逃しているが、この仮想世界にも、実に様々な環かん境きよう雑音が存在する。風鳴り、葉は擦ずれ、背景生物クリツターの足音、小鳥のさえずり……。それらを一つ一つ意識から排除していき、硬質な人工音だけを探し求めていると──。

「…………！」

　俺とアスナは、触れ合う背中を同時にぴくんと震わせた。俺が右回り、アスナが左回りで振り向き、頷き合ってから同じ方向……南西を指差す。そちらから、かすかではあったが確かに、キンッという剣けん戟げきの音が届いたのだ。

「行こう」

　足を踏ふみ出した俺のコートを、アスナがくいっと引いた。

「でも、森に入って大丈夫なの？」

「大丈夫、無事にクエを受けられれば道まで戻ってこられる」

「……受けられなかったら？」

「問題ない、野営セット完備！　さあ、急ごう！」

　小走りに森を目指す俺の耳に、「やえい……？」という非常に懐かい疑ぎ的な声が届いたが、それはすぐに俺を追う足音に変わった。




　石畳から外れても、ふかふかの苔こけに覆おおわれた地面は、わずかに弾はずむ感覚が気になる程度でさして歩きにくいことはない。巨木の幹を右に左に避よけながら、音源目指して突き進む。ｍｏｂとエンカウントすると面倒なので、索敵スキルに反応があったカーソルは遠回りで回かい避ひ。《生えてるトレント》だけはいかんともし難がたいが、幸い出くわすことはなかった。

　五分足らず走る間に、問題の金属音はかなりボリュームを増し、剣戟の合間の叫び声さえ届き始める。視界中央に、まずＮＰＣ色のカーソルが二つ浮かび、次いで木々の幹に反射するライトエフェクトが視認される。

　巨木をあと一本回り込めば目指す戦場に到着できる──というところで俺おれは足を止め、背後のアスナを右手で制した。人差し指を立てて《静かに》とゼスチャーし、太い幹の端はしから二人同時にそっと向こうを覗のぞき込む。

　やや広めの空き地に、激はげしく戦う二つのシルエットがあった。

　一方は、きらびやかな金色と緑色の軽装鎧よろいに身を固めた長身の男。右手のロングソードや左手のバックラーも一見してハイレベル品だと解わかる。後頭部で結ゆわえられた髪は見事なプラチナブロンド、ハリウッド俳優の誰だれかを連想させるような北欧系のハンサムだ。

　もう一人は、対照的に黒と紫の鎧をまとっている。緩ゆるく弧を描くサーベルと、小型のカイトシールドもダークカラーだが、装備のランクは同じく高い。スモークパープルの髪は短めで、やや浅黒い肌の横顔はこちらもぞくっとするほどの美び貌ぼう。艶つややかに赤い唇と、わずかに隆起したブレストプレートが、黒い剣士が女性であることを示している。

「ハアッ！」

　金髪の男が、猛たけ々だけしい気合とともに右手の剣を振り下ろした。

「シャッ！」

　それを、紫髪の女がサーベルで迎げい撃げきする。キイィィン！　と澄すんだ金属音が響ひびき、発生したライトエフェクトが深い森を一いつ瞬しゆん明るく照らし出す。

「……ほ、ほんとにＮＰＣなの……？」

　俺のすぐ下で、アスナが信じられないというように呟つぶやいた。

　気持ちは解る。全身の動きや生々しい表情は、とてもシステムによって操そう縦じゆうされる魂たましいなきアバターとは思えない。だが──

「ＮＰＣどころか、厳げん密みつにはｍｏｂモンスター扱いだけどな。彼らの耳、見てみろよ」

「え……あっ！　二人とも……尖とがってる。ってことは……」

「男のほうが《森フオレストエルフ》。女のほうが《黒ダークエルフ》さ。それと、頭の上も見てみ」

　その言葉に、アスナの視線が少し上に移動。もう一度、「あ」という声が漏もれる。

　激しく戦う剣士たちは、二人とも頭上に金色の【！】マークを表示させている。あれこそ、クエスト開始ＮＰＣである証あかしだ。普通は、近づいて話しかけるだけで自動的にクエストログが展開される。のだが──

「二人ともクエマークつきで、しかも戦ってるって、どういうこと……？」

「簡単な話さ、片方しか受けられないんだ。──ここでアスナに、重大な選択をしてもらわなきゃならない」

　俺がそう言うと、レイピア使いはエルフたちから視線を外し、くるっと俺を見上げた。

「選択……？」

「ああ。彼らがくれるクエストは、単発モノでもこれまで幾いくつかあったシリーズモノでもない。初の大型キャンペーン・クエだ。層をまたいで延々続いて、完結するのはなんと第九層」

「き……」

　九層!?　と叫びそうになった口を、アスナが慌てて押さえる。しかしはしばみ色の瞳ひとみは、驚きよう愕がくに見開かれている。その彼女に、俺おれは内心で少しばかりニヤニヤしながら、更なるビックリ情報を追加爆ばく撃げきする。

「しかも、途中でミスっても受け直し不可。当然、対立ルートへの変更も不可。ここで選んだ道を、九層まで走り続けるしかないってわけだ」

「ちょっとアナタ……そういうことはもっと早く……」

　怒イカり面メンに変化しかけたアスナの顔が、途中で迷い面に変わった。

「……って、対立ルート？　それってつまり、あの二人のエルフの……」

「そう。どっちかを助けて、どっちかと戦うんだ。黒と白、どっちがいい？」

　あっさり訊たずねる俺を、アスナはなぜかジトーっとした眼めで睨にらんだ。

「……それ、選択の余地ないでしょ？　普通のゲームならともかく、今のＳＡＯじゃ、ベータの時にあなたが選んだルートに行くしかないじゃない。ていうか……わたし、あなたがどっちを選んだかカンペキに確信できるんですけど」

　ウッ。と、今度は俺が押し黙だまる。アスナはますますじっとり冷ややかな眼になると、揺るぎない口調で断言した。

「──ダークエルフのお姉さんでしょ。Ｄｉｄｎ，ｔ　ｙｏｕ？」

「い、イエスアイディッド……で、でもお姉さんだからじゃないよ、黒いからだよ」

　──などという言い訳が通用するはずもなく、アスナは立ち上がるやふんっと顔を逸そらせて言った。

「まあ、いいわよ。わたしも男の味方して女の人を斬きるなんてまっぴらだから。じゃあ、黒エルフに加勢して森エルフを倒すってことでいいのね。行きましょ」

　早口でまくし立て、隠れ場所から出ようとするアスナのフードを、俺は慌てて引っ張った。

「ま、待った待った。あと一つ、大事なこと！」

「何よ？」

「あのな……ええと、黒に加勢するのはそうなんだけど、残念ながら俺たちは森エルフには絶対勝てない」

「え……ええ!?」

　再び両眼を見開くアスナを落ち着かせるべく、細い両肩に手を置いたまま続ける。

「強げな装備を見ても解わかると思うけど、あの白いほう《フォレストエルブン・ハロウドナイト》と、黒いほう《ダークエルブン・ロイヤルガード》は、本来七層まで行かないと現れない、しかもエリートクラスのｍｏｂなんだ。いくら安全マージンを取ってるといっても、三層に来たばっかりの俺たちに勝てる相手じゃない」

「じゃ、じゃあ……どうするの？　だって……わたしたち、死んだら……」

「大丈夫、負けるといっても絶対にそこまではいかない。こっちのＨＰが半分減ったところで、加勢したほうが奥の手を使ってくれて、それで倒せるから。俺おれたちがすべきなのは、慌てず防御に徹てつすることだ。それでもＨＰをがりがり持っていかれるけど、黒エルフのお姉さんが助けてくれるのを落ち着いて待てばいい。パニックになって逃げ惑まどうのがいちばん危ない、万が一他ほかのｍｏｂを引っかけないとも限らないからな」

「…………解わかった」

「よし」

　俺はアスナの両肩をぽんと叩たたき、手を離はなした。

「じゃあ、三つ数えてから飛び出すぞ。近づくと自動でクエが始まるから、俺の近くにいるだけでいい」

　こくりと頷うなずくレイピア使いと並んで立ち、３カウントを数えながら、俺は内心で短く謝しや罪ざいしていた。

　実は、アスナに敢あえて伝えなかった情報があと一つだけある。それは、俺たちが助けると決めたダークエルフのお姉さん……名前を《キズメル》という彼女は、森エルフの騎き士しに圧倒される俺たちを助けんがために禁断の技を使って、敵と同時に自分も命を落としてしまうということだ。逆ルート……つまり森エルフに加勢してお姉さんと戦っても、結果は同じ。どちらを選ぼうと、この場所で二人のエルフは死に、俺たちは二つの種族の戦争に巻き込まれて、そこから長い長いキャンペーン……いや物語が始まるのだ……。

「……２、１、ゼロ！」

　カウントに合わせて、俺とアスナは空き地に飛び込んだ。戦うエルフたちが同時にこちらを見るや、大きく後ろに跳んで距きよ離りをとる。同時に、二人の頭上の！マークが、クエスト進行中を意味する？マークに変わる。

「人ひと族ぞくがこの森で何をしている！」と、森エルフの男。

「邪じや魔ま立だて無用！　いますぐに立ち去れ！」と、黒エルフのお姉さん。

　もちろんここで、言われるがまま立ち去ることもできる。だがそれでは何も始まらない。俺とアスナはちらりとアイコンタクトすると、同時に剣を抜き──その切きっ先さきを、きらびやかな森エルフの胸甲へと向けた。

　ハンサムな顔立ちがみるみる険けわしくなる。イベントｍｏｂの黄色いカラー・カーソルに、敵対状況への移行を警けい告こくする赤い枠が点滅する。

「愚おろかな……ダークエルフ如ごときに加勢して、我が剣の露つゆと消えるか」

「そ……」

「そうよ、でも消えるのはそっちよこのＤＶ男！」

　決きめ台詞ぜりふを取られ、しかもこの状況がＤＶなのかどうか迷う俺の視線の先で、森エルフのカーソルが変色した。薄うすい黄色から──どす黒いダーククリムゾンへ。うへぇ強そう、と思う間もなく、男がハンサムな顔に優美かつ酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「よかろう、ならば貴様らから始末してやろう、人間よ」

　じゃきっ！　と構えられるロングソードに意識を集中しながら、俺おれはアスナに囁ささやいた。

「いいな、ガード専念だぞ！」

　──と言っても、三分と持たないけどね。と内心で付け加えた俺は、パーティーメンバーの横顔にある種の表情を見て、とても不ふ穏おんな気持ちにならざるを得なかった。なぜならその顔は──レイピア使いアスナが、本気のホンキになった時にのみ見せるものだと、短い付き合いの間に学んでいたからだ。

「あの、ガード……専念……」

「解わかってるわよ！」

　低く叫び、しかし言葉と裏腹に、右手のレイピアがきらんと獰どう猛もうな輝きを放った。




　二十分後。

「ば……馬ば鹿かな…………」

　そんな言葉を残し、どうっと倒れる森エルフのお兄さんを呆ぼう然ぜんと眺めながら、俺も呟つぶやいていた。

「ば……バカな…………」

　何度も瞬まばたきしながら敵のＨＰゲージを確認するが、どこからどう見てもゼロだ。対して、俺とアスナのゲージは、両方とも半減、つまり黄色くなるほんの手前で踏ふみとどまっている。ベータ時代、俺が四人パーティーでこの森エルフと戦った時は、わずか二分で全員蹴け散ちらされたというのに。

「…………なんだ、やればできるじゃないの」

　という声に顔を動かすと、さすがに疲労した様子ながらもぴんと背筋を伸ばして立つアスナと眼めが合った。更に一メートル左に視線を移す。そこには、黒いサーベル片手に、無言で敵のむくろを見下ろすダークエルフの姿がある。

　死んだはずだよお嬢じようさん、などという出所不明のフレーズを脳内でリフレインさせながら俺が見守っていると、黒エルフの騎き士しキズメルさんは、ゆっくりと顔を上げて俺を見た。

　オニキスのような瞳ひとみに、驚おどろきと途と惑まどい、そして「あの、私、いったいどうすれば？」と言いたげな色を見た気がしたのは気のせいに違いない。

　気のせいであって欲しい。










　　　２




　俺おれがベータテスト時代に経験したこのクエスト、その名も《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》は、本来ならば次のような展開となるはずだった。

　森エルフの男騎き士しに味方しても、黒エルフの女騎士に味方しても、最終的には二人とも倒れる。共きよう闘とうしたほうのエルフがほんの数秒だけ長く持ちこたえ、『秘鍵を○○に届けてくれ』と言い残して死ぬ。○の中は、森エルフならばこの森の北部にある野営地。黒エルフならば南部にある野営地になる。二人の遺い骸がいが消滅したあとには、木の葉を縫ぬい合わせた小さな袋がひとつ残される。中には、緑色の貴石で造られた大振りの鍵かぎが収められている。

　当然プレイヤーは、騎士の遺ゆい言ごんに従って北または南の野営地に鍵を届ける──もちろん届けずに街のＮＰＣショップに売ってもいいが、そこそこの額のコルと引き替えにクエストは進行できなくなる。誘惑に耐たえてお使いに成功すれば、野営地の司令官エルフがちょっとしたご褒ほう美びとともに次のクエストをくれる。

　だが、味方したエルフ騎士が生き残る展開分岐があるなどとはついぞ知らなかった。俺が知らないのだから、他ほかのベータテスト出身者も、あのアルゴだって知らないだろう。つまり、ここからはほぼ未知のストーリー展開を覚悟しなければならないということだ……。

　などと考えながら立ち尽くす俺と、平然とレイピアを鞘さやに収めるアスナ、そして相変わらず無言のままのダークエルフ騎士キズメルさんから少し離はなれた場所で、森エルフの死体がささやかな破砕音とともに消滅した。かなりの経験値とコルが加算され、幾いくつかレアげなアイテムもドロップしたようだが、いまは確認している余裕はない。

　なぜなら、死体が消えたあとの地面に、見覚えのある葉っぱ製巾きん着ちやく袋ぶくろが残されたからだ。放置アイテムは早めに拾わないと消滅してしまうが、この状況で拾っていいのかどうか咄とつ嗟さに判断できない。もし手を出して、それがキズメルさんの敵対フラグだったら目も当てられない。

「え、えーと…………な、なんだろう、これ」

　俺がたいへんわざとらしい台詞せりふを口にし、それを聞いたアスナが当たり前のように拾おうとしたので、反射的に彼女のフーデッド・ケープを後ろから引っ張ってしまい、ぎろっと睨にらまれたところでようやくキズメルが反応を見せた。

　腰を屈かがめ、黒い革手袋に包まれた両手で大切そうに袋を拾う。そっと胸に抱き、安あん堵どしたように長々と息を吐く。

「……これでひとまず聖堂は守られる……」

　ひそやかな声で呟つぶやくと、袋を腰のポーチにしまい、騎士は姿勢を正して俺たちを見た。漆しつ黒こくの瞳ひとみに厳きびしさが甦よみがえり、それが迷うように揺れるさまは、プログラムに操そう作さされるムービング・オブジェクトだとはとても思えない。

「…………礼を言わねばなるまいな」

　黒と紫の鎧よろいをがしゃっと鳴らして一礼し、キズメルは言葉を続けた。

「そなたらのお陰で第一の秘ひ鍵けんは守られた。助力に感かん謝しやする。我らが司令からも褒ほう賞しようがあろう、野営地まで私に同行するがいい」
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　ここで再び、彼女の頭上にクエストの進展を知らせる【？】マークが点灯。俺おれは、顔に出ないよう注意しつつも全力でほっとする。森エルフ騎き士しを倒してしまっても、どうやらキャンペーン・クエストはいちおう正常に進行しているようだ。

　とはいうものの──。俺の予定では、エルフ同士の戦せん闘とうに割り込んでキーアイテムを入手したところで、いちど主街区に帰き還かんするつもりだったのだ。何せ、第二層ボスとの死闘からここまで休息なしで来てしまっている。新フロア到達の高揚感でまだ疲労らしい疲労は自覚していないが、この世界で疲れるのは肉体ではなく精神なので、無理をしているといきなりどすんと消耗感が襲おそってくるのが恐ろしいところだ。暫ざん定てい的相棒のアスナも、第一層迷宮区の奥で俺と初遭そう遇ぐうした直後、極度の疲労から失神にまで至ってしまった。なかなかそこまでは行かないにせよ、集中力の欠けつ如じよは大小のミスを招くので、目に見えぬ疲労パラメータをコントロールするのもソロプレイヤーに必須のスキルというわけだ。

　と、いうような思考を高速展開しつつ横目でちらりと細剣使いを見たのだが、彼女は俺に眼めもくれず一歩前に出ると、騎士キズメルに向けて言った。

「それじゃ、お言葉に甘えて」

「…………」

　と言葉を吞のみ込んだのは俺おれだけではない。キズメルもじっとアスナを見たまま沈ちん黙もくしている。ＮＰＣ──ダークエルフのキズメルは厳げん密みつにはｍｏｂ扱いなのだが──への受け答えは、イエスもしくはノーの意味が明確な言葉でないと正しく反応してもらえないのだ。

　俺はこほんと咳せき払ばらいしてから、「ＯＫ、行こう」と言おうとした。

　しかしそれより早く、女騎き士しは軽く頷うなずき、身を翻ひるがえした。

「よかろう。野営地は森を南に抜けた先だ」

　クエストログが進行し、騎士の頭上の【？】マークがゆるやかに消滅。代わりに、視界左側に三人目のパーティーメンバー加入を告げるメッセージが流れ、新たなＨＰバーが追加表示される。

　颯さつ爽そうと歩き始めるキズメルの後に、これまた軽やかな足取りでアスナが付いていく。俺は三秒ほど棒立ちになってしまってから、慌てて二人の後を追った。

　いましがたの反応からして、黒エルフはアスナの言葉にイエスのニュアンスを汲くみ取ったとしか思えない。だが、俺の知る限り、ベータテスト時代のＮＰＣにはとてもそこまでの会話能力は備そなわっていなかった。

　普通に考えれば、正式サービスが開始されるにあたって、ＮＰＣの自動応答プログラム用データベースが拡充された……というだけのことなのだろう。しかしそれにしては、騎士キズメルの口調や表情がやけに自然、言い換えればプレイヤーっぽい気がしてならない。

　三人パーティーの最後尾を歩きながら、もう一度彼女のカラーカーソルを確認してみるが、色はＮＰＣ──正確にはイベントｍｏｂ──の黄色だし、名前も【Ｋｉｚｍｅｌ：Ｄａｒｋ　Ｅｌｖｅｎ　Ｒｏｙａｌ　Ｇｕａｒｄ】としっかり書いてある。モンスターの名前とまったく同じ文字列はプレイヤーネームとして選べないので、彼女がプログラムに動かされるムービング・オブジェクトであることは間違いない。ＳＡＯが平常運転されていれば、万に一つの可能性として生身の運営スタッフが中に入っていることを疑ったかもしれないが、デスゲームと化したいまそれも有り得ない……はずだ。

　…………気のせい、だな。

　と安易な結論を採用し、俺はひとつ頷くと足を早めて女性二人を追いかけた。




　ビーターの価値が危うくなるイレギュラーな状況にも、少なくともひとつは確かなメリットが存在することを、俺は次なる目的地までの道中で認識させられた。

　ダークエルフ部隊の野営地に辿たどり着くには、古道から外れて森を突っ切らねばならないので、当然モンスターとの遭そう遇ぐう率も上がる。更には《迷い霧きりの森》特有の濃のう霧むにまかれて現在位置を見失うリスクもある。

　しかし、モンスターに関してはエンカウントするそばからキズメルさんのサーベルがばったばったと斬きり倒してくれたし、さすがエルフと言うべきか霧きりの中でも進むべき道が解わかるらしい。効率第一主義を自認する俺おれとしては、ここでクエストを一時保留して、キズメルをパーティーに入れたままｍｏｂを狩りまくる選択肢にかなりの魅力を感じたのだが、さすがにそれは遠えん慮りよしておいた。理由は、あまり調子に乗るとエリート黒エルフさんが怒り出すような予感がしたからだ。

　そんなわけで、深い霧の中で翻ひるがえる何本もの黒い旗が視界に入ったのは、移動を開始してからわずか十五分後のことだった。

「けっこうあっさり着いちゃったわね」

　と隣となりでアスナが言うので、俺としては微妙な角度で頷うなずくしかない。すると前を行くキズメルも足を止めて振り向き、これまた気のせいかもしれないが少し自慢そうに言った。

「野営地全体に《森沈みのまじない》が掛けてあるゆえ、そなたらだけではこうも容易たやすく見つけられはしなかったぞ」

「へえ……おまじないって魔ま法ほうのこと？　でもこの世界に魔法はないんじゃないの？」

　物もの怖おじとは無む縁えんのアスナがタメ口でそんな質問を発するので、少しひやりとさせられる。言こと葉ば遣づかいはさておき、プリセットされた反応しかできないはずのＮＰＣが、アスナの言葉を理解できるだろうか。それに、仮に理解できたとしても、キズメルには答えられない質問である気もする。

　なぜなら、ＳＡＯに魔法が存在しない理由は、《ＶＲＭＭＯにおける戦せん闘とうを文字どおりに体感させる》──言い換えれば戦闘をシューティングゲーム化しない、というデザインコンセプト上の理由だからだ。

「あのなアスナ、それは……」

　キズメルに助け船を出すつもりで、俺は裏事情を小声で説明しようとした。

　しかし、俺の手厚いフォローは、またしても綺き麗れいに空から振ぶった。

「…………我らのまじないは、とうてい魔法とは呼べぬものだ」

　と、ダークエルフが長い睫まつ毛げを伏せて呟つぶやいたのだ。

「言わば、古いにしえの偉大なる魔法のかすかな残のこり香が……。大地から切り離はなされたその時より、我らリュースラの民は、あらゆる魔法を失ってしまった……」

　キズメルの嘆たん声せいは、五秒ほどの時間差を経て俺に巨大なる衝しよう撃げきをもたらした。いや、内容を咀そ嚼しやくするのにそれだけの時間が必要だった、と言うべきか。

　大地から切り離されたから、魔法を失った。

　その言葉は、ＳＡＯというゲームに魔法スキルが存在しない理由を説明しているだけではない……気がする。ひょっとしたら、浮遊城アインクラッドが存在する理由にまで繫つながるのではないか。

　思い返せば俺おれは、今日この時点に至るまで、ＳＡＯの《世界設定》なるものにほとんど触れてこなかった。雑誌やネットでの情報公開以来、無数の記事やレビュー、開発者インタビューを貪むさぼり読んできたが、そこに載のっていた設定名の情報は、『ゲームの舞ぶ台たいは空に浮かぶ巨大な城で、それは百層ものフィールドを積み重ねられて造られている』程度のものでしかなかったのだ。マルチプレイであれシングルプレイであれ、ＲＰＧであればゲーム世界のバックグラウンド設定……つまり《世界がそこに至るまでの物語》はシステム面と同じくらい大きな比重を持つ要素であるはずなのに。

　世界設定の希き薄はくさはベータテストが始まっても変わらなかった。俺は当時、このエルフ戦争キャンペーン・クエストを一度クリアしているのだが、内容は森エルフと黒エルフが《聖堂》なるものを巡って争う（しかもその聖堂が何なのかは最後まで不明）──と至ってシンプルで、アインクラッドの存在理由などまったく絡んでこなかったと記憶している。

　やがて正式サービスが開始され、それが脱出不可能のデスゲームへと変へん貌ぼうした時点で、俺はＳＡＯにバックグラウンド設定が希薄なわけを理解できた気がしていた。

　開発者から与えられる、言わばお仕着せのストーリーの欠けつ如じよは、ゲームマスターたる茅かや場ば晶あき彦ひこの宣言なのだ、と。舞台は用意した、物語はお前たちが作れ、そう言われているのだ、と。

　もちろん勝手な想像だが、大きく外れているとはいまも思っていない。であるならば、騎き士しキズメルの……つまりは彼女を動かしているはずのＳＡＯシステムの《言葉》は、茅場の意図すらも跳ちよう躍やくするもの、ということになるのだが。

　俺は、やや俯うつむき加減のまま先を歩くエルフ騎士を質問攻めにしたい、という強い衝しよう動どうに駆かられた。彼女が言った《リュースラ》というのが大陸の名なのか国の名なのか街の名なのか解わからないが、なぜ黒エルフたちは故郷の大地から引き離はなされ、この浮遊城に閉じ込められたのか。そもそもこの城は、誰だれが何のために造ったのか。

　恐らくそれらの情報は、デスゲームをクリアして現実世界に戻る、という第一目的にはほとんど寄与しないだろう。そもそも俺がこのキャンペーン・クエストを受けたのも、パートごとのクリア経験値が多めで報酬アイテムもハイスペックだからという、それだけの理由だ。べつにダークエルフ軍にことさら肩入れしているわけではない。数十分前にアスナがどうしてもと主張すれば、森エルフの男騎士についてキズメルと戦っていた可能性すらあるのだ。

　ゆえに俺は、急きゆう激げきに燃え上がった好奇心を深呼吸ひとつでどうにか鎮ちん火かさせ、しばし無言で騎士の後を歩いた。




　濃のう霧むの奥に翻ひるがえる漆しつ黒こくの旗に近づいていくと、あるところで霧きりが噓うそのように晴れ、急激に視界がクリアになった。

　もう森の南端にほど近いらしく、切り立った山肌が左右に続いている。その一箇所に幅五メートルほどの谷間が口を開けていて、左右に細長い柱が立つ。目印になっていた、黒地に角つの笛ぶえと片刃刀が染め抜かれた旗が柱の天てつ辺ぺんで微風にたなびく。

　そして、二本の柱の前には、キズメルよりやや重武装の──と言ってもプレイヤーの基準に照らせば軽装の範はん疇ちゆうだが──ダークエルフ衛えい兵へいの姿があった。細身の薙刀グレイヴをこれ見よがしに立てる彼らに向かって、女騎き士しはすたすた歩み寄っていく。

　ベータ時代に同じクエストを進めた時は、キズメルは森エルフと相打ちになって死亡していたので、俺おれと行きずりのパーティーメンバー三人は先せん導どう者しやなしで衛兵に接近せねばならなかった。だが、じわじわとせり上がってくる緊きん張ちようの度合いは今のほうが上だ。どうやら隣となりのアスナも同様らしく、耳にぽそっと囁ささやき声ごえが届く。

「……まさかと思うけど、この野営地で戦せん闘とうになったりはしないのよね？」

「そのはず……だよ。こっちから彼らに斬きりかかったりしなければ。いや、その場合もクエスト中断と追放くらいで済むんだったかな……」

「試したりしないでよね」

　軽くこちらを睨にらんでから、細剣使いは意を決したように足を早めた。

　幸い衛兵たちは、じろっと胡う散さん臭くさそうな視線を向けてはきたものの、何も言わずに俺とアスナを通してくれた。狭い谷は少し歩いた先で急きゆう激げきに広がり、直径五十メートルはあろうかという円形の空間を作っている。そこに黒紫色の天幕が大小合わせて二十近くも張られ、優美な外見のダークエルフ戦士たちが行ゆき交かうさまは、なかなかに見事な眺めだ。

「へえ……ベータの時の野営地よりだいぶデカいなあ……」

　俺がキズメルに聞こえないボリュームで呟つぶやくと、アスナが訝いぶかししそうにこちらを見た。

「前と場所が違ってるの？」

「ああ。でもそれは異常なことじゃなくて、こういうキャンペーン・クエスト関連のスポットはたいてい一時的インスタンスマップだから……」

「いんす……たんす？」

　この一ヶ月でゲームシステムを猛勉強したらしいアスナだが、この用語には聞き覚えがないようだ。谷のいちばん奥にある最大の天幕に向かって歩きながら、小声で説明する。

「ええと、クエストを受けてるパーティーごとに、一時的に生成される空間……って言えばいいかな。俺たちはこれからダークエルフの司令官と話してクエを進行させるわけだけど、そこに同じクエをやってる他ほかのパーティーが来ちゃったりしたら具合悪いからさ。まあ、一層の《森の秘薬》みたいに、誰だれかがＮＰＣと話してる時はそのスポットが閉へい鎖さされるだけのクエストもあるけど」

「ん、んん……つまり、あなたとわたしはいま、三層のマップからは一時的に消滅してこの野営地に転移してる状態、なわけ？」

　さすが理解が早いなあ、と感心しながら俺は頷うなずく。

「そういうこと」

　すると細剣使いは少々胡う散さん臭くさい目つきになりつつ、すかさず言った。

「いつでも出られるんでしょうね？」




　色々とイレギュラーな展開ではあるが、ダークエルフ先せん遣けん部隊司令官との面談は、平へい穏おんな雰囲気のうちに無事終了した。もっとも、キズメルより強いはずの彼と戦せん闘とうになったりしたら、俺おれもアスナもあっけなく秒殺されていただろうが。

　司令官はキズメルの生せい還かんと翡ひ翠すい製のカギの奪還を大いに喜び、俺たちに結構な額のクエスト報酬となかなかの性能の装備アイテムをくれた。しかも装備は幾いくつかの選択肢から選べるという親切仕様だ。キズメルの剣と似た意い匠しようのサーベルに心惹ひかれたが、現時点では俺のアニール・ブレード＋６のほうが強かったので諦あきらめて筋力が１上がる指輪にしておく。アスナも同様の判断で、敏びん捷しよう力りよく＋１のイヤリングをゲット。

　最後に司令官から、キャンペーンの第二幕となる新たなクエストを受けて、俺とアスナは大天幕を辞した。

　谷あいの草地に戻ると、空代わりの次層の底はいつの間にか夕暮れ色に染まっていた。時刻はもう午後五時近い。緊きん張ちようがほぐれると同時にずっしりした疲労感も訪れ、今日はもう休息する頃ころ合あいだと感じる。

　キズメルは実に自然な動作で大きく伸びをすると、俺たちに向き直り、ごく仄ほのかではあったが微笑の滲にじむ唇を動かした。

「人族の剣士たちよ、そなたらの助力に私からも改めて礼を言おう。次の作戦もよろしく頼むぞ」

「いや、こ、こちらこそ」

「考えてみれば、まだ名前も聞いていなかったな。なんというのだ？」

　これには再びナニィと思ってしまう。ｍｏｂ……いや、いつまでもモンスター扱いは申し訳ないのでＮＰＣとしておくが、それにしても名前を訊きかれたのは初めてだ。

「え、ええと……俺の名前はキリト」

「ふむ、人族の名は発音が難むずかしいな。キリト、でいいか？」

　イントネーションがちょっと微妙だったので、俺はもう一度繰くり返す。

「キリト」

「キリト」

「そう、完かん璧ぺき」

　どうやらいまのは、名前の発音を微調整するシークエンスだったらしい。ほんとにＮＰＣなんだなあ、と今更のように実感しながら、キズメルがアスナとも同様のやり取りを繰り返すのを見守る。

　発音調整を終え、満足そうに頷うなずくと、女騎き士しは会話を再開した。

「キリト、アスナ。私のことはキズメルと呼んでくれ。……それでは、作戦に出発する時刻はそなたらに任せよう。いちど人族の街まで戻りたいのなら近くまでまじないで送り届けるが、この野営地の天幕で休んでもかまわん」

　そうそう、こういう展開だった、と俺おれは内心で頷うなずく。

　ベータの時は、主街区に戻る手間を惜おしんでしばらくここのテントを借りていたものだ。何せベッドは上等、食事もけっこう美う味まくて、しかも両方タダときている。もちろんクエストをある程度クリアするまでの時限つきだが、利用しないのは損というものだ──

　という俺の思考を、アスナはきっちり看破したようだった。やれやれ、とばかりに軽く肩を上下させてから、キズメルに答える。

「それじゃ、お言葉に甘えて天幕をお借りします。お気き遣づかいありがとう」

「礼には及ばぬ、なぜならば……」

　そうそう、こういう展開…………いや、待て、なんだか少し違う。

　かつてここで提供されたのは、持もち主ぬしの死亡に伴って空いたテントだった。つまり以前はキズメルが寝起きしていた場所だ。そこを俺とパーティーメンバー三人（全員オトコ）が間借りしたわけだが、いまの展開では、主たる騎き士しどのは生きている。ということは──

「……予備がないゆえ、私の天幕で寝てもらわねばならんからな。三人では少々手狭だが我慢してくれ」

「いえ、ありがたく使わせていただき…………三人？」

　そこでアスナはびたっと活動を停止した。

　キズメルが言葉の続きを待っているようなので、やむなく俺が後を引き取る。

「ありがとう、では遠えん慮りよなく使わせてもらいます」

「うむ。私はこの野営地内にいるので、用があればいつでも呼び止めてくれ。それでは、しばし失礼」

　そして誇り高きダークエルフは一礼すると、食堂のほうに颯さつ爽そうと歩み去っていった。

　アスナはそこから更に三秒ほどフリーズしていたが、やがて体ごと俺に向き直ると、表情を三パターンほどに変化させてから言った。

「さっきの取り消して、主街区までおまじないで転送させてもらうのは可能？」

　残念ながら、その問いの答えは知っている。なぜなら以前にパーティーメンバーの一人が試したからだ。ゆえに、ビーターたる者の務つとめを果たすべく、俺は事実を口にした。

「えっと……もうムリ」




　野営地それ自体と同じように、キズメルの天幕もベータ時代から比べるとかなりのグレードアップを果たしていた。

　持ち主は『三人では手狭』と言っていたが、倍の六人でも楽々横になれそうなほどの面積がある。床にはふかふかと柔らかい毛皮が贅ぜい沢たくに敷しき詰められ、そのまま寝転がっても朝まで快適に眠れそうだ。

　壁かべがわりの布も分厚い織おり物もので、外部の騒そう音おんをほぼシャットアウトする。中央の柱の前には不思議な形のストーブが置かれ、オレンジ色の光と暖気を穏おだやかに放っている。

　そんな快適空間に踏ふみ込んだ俺おれは、天幕の中央付近まで歩くや、ふは──っと長いため息を吐つきつつ座り込んでしまった。のろのろと手を上げてウインドウを開き、背中の剣と各種防具、ロングコートを武装解除する。

　そのまま背中からどさっと倒れ込んだ途と端たん、後方から冷ややかに俺を見下ろすアスナと眼めが合う。細剣使いは数歩前進して俺の右横まで移動すると、ブーツの爪つま先さきでこちらの脇わき腹ばらを優しくプッシュする。

　無言の圧力に従ってごろごろ回転し続け、天幕の左端はしまで到達したところで、アスナはようやく足を戻した。

「あなたの場所、そこね。で、このへんに国境線があると思ってください」

　床を三等分するあたりのラインでブーツを左右に動かすので、いちおう確認してみる。

「…………国境侵犯したらどうなるんです？」

「ここって《圏外》よね？」

「わかりました、完かん璧ぺきに理解しました」

　俺が寝転がったままこくこく首を振ると、アスナは笑顔で頷うなずき返し、部屋の反対側へと歩いていった。円形の天幕は直径約八メートルと広いので、端と端に離はなれるとかなりの距きよ離り感かんがある。だからというわけでもないが、ほけーっと眼で追い続けていると、あちらもブレストプレートやレイピアを除装し、長い髪を一振りしてから毛皮の上に座り込んだ。背中を柱に預け、少し迷うような素振りを見せてからロングブーツもストレージに戻す。

　白いソックスだけになった脚をまっすぐ前に伸ばし、仰あお向むいてふーっと長いため息。少しして顔を戻した彼女と、ここまで不ぶ躾しつけに眺めていた俺の視線がぶつかった。

　反射的に眼を逸そらしつつ、上ずり気味な声で言う。

「えっと、もしアレなら俺、外で寝ても全然かまわないけど……寝袋持ってるし……」

「別にいいわよ、国境線さえ守れば」

　と応じた口調が意外とノーマルモードだったので、俺はもう一度天幕の反対側を見た。するとアスナは、どうやらこの状況よりも気にかかっていることがあるらしく、右手で床の毛皮を撫なでながら話題を変えた。

「……この連続クエスト……わたしまだ状況がよく摑つかめてないんだけど、黒エルフと森エルフのどっちかが正義でどっちかが悪とか、そういう話じゃないのよね？」

「へ？　……う、うん、そのはずだよ。基本設定がベータの時と同じなら、もうちょっと上の層にあるらしい《聖堂》って場所の中になんか凄すごい力のあるアイテムが封印されてて、それを巡って黒エルフと森エルフが争ってるって、そんな感じだと思う」

「ふうん……。じゃああの葉っぱの袋に入ってた鍵かぎが、その聖堂の鍵ってこと？」

「そうそう。確か全部で六個あって、層をまたいであちこちに隠されてるから、それを集めてくのが大筋かな」

「なるほどね……。──わたしが気になったのはそこなの。最初、森の中で戦ってるキズメルさんと森エルフの騎き士しを見つけた時、どっちに味方するか選べるって言ったでしょ？」

「言いました」

「ってことは、わたしたちとは逆に、森エルフに味方してあっち側のストーリーを進めるプレイヤーもいるってことよね？」

「当然、そういうことに……」

　頷うなずこうとして、俺おれはようやくアスナの危き惧ぐするところを察した。

「ああ……俺たちがこのままクエストを進めれば、森エルフサイドのクエストを進めてるプレイヤーと……」

「……敵対することになるんじゃないのかな、って思ったの」

　自分の言葉に眉まゆをひそめる細剣使いを安心させようと、俺は慣れない笑顔を作って言った。

「大丈夫、そうはならないよ。特定のｍｏｂを何匹倒せとか、特定のアイテムを何個集めろとか、そういうクエストは他ほかのプレイヤーと競争になることもあるけど、この手のストーリー進行型クエストはプレイヤーもしくはパーティーごとに、ええと、独立した、その……」

　いちおうはネットゲーム初心者であるはずのアスナにどう説明したものか、寝転がったまま頭を捻ひねっていると、先方はあっさり自力解決したらしく深々と頷いた。

「そっか、この野営地みたいなものなのね。幾いくつものパーティーが別個にストーリーを進行させて、それぞれに違う結末がある……？」

「うん、そんな感じ。だから、敵対陣営のクエストを進めてるパーティーとアイテムの取り合いになることもないし、どっちかが成功エンドならどっちかが失敗になるとか、そういうこともないよ」

「ふうん……」

　俺の言葉に、アスナはいちおう納得したように頷いたが、他のプレイヤーと争わされるのではないかという懸け念ねんは解消されたはずなのに表情は晴れない。

　よいしょと体を起こし、アスナと正対する形で胡座あぐらをかくと、俺は訊たずねた。

「まだ何か気になるのか？」

「んん……気になるっていうか、うまく吞のみ込めないっていうか……あなたの言うとおりなら、一時的空間インスタンス……だっけ？　この野営地は、同時にクエストを進めてるパーティーの数だけ存在するし、キズメルさんやさっきの司令官も複数存在する、ってことになるのよね。そこが何か……」

「ああ…………」

　ようやくアスナの途と惑まどいを理解し、俺おれはしばし考え込んだ。

　ネットゲームに於おけるクエストというものが内包する、それは最大の矛む盾じゆんだ。本来であれば、ひとつの事件は一回しか起きないのが正しい姿だろう。たとえば、俺が一層でクリアした《森の秘薬》クエストは、病気の少女アガサのために森に棲せい息そくする植物型モンスターから貴重な薬の材料を採集してくるという設定だった。俺は首尾良く──とはいかなかったがキーアイテムを入手し、アガサの母親が作った特効薬を飲んで、少女は元気になった。

　だが次に他ほかのプレイヤーがあの家を訪れた時、そこにいるのは病気のアガサなのだ。彼女は同じクエストを受けるプレイヤーがいる限り、辛つらい病やまいの治ち癒ゆと再発を永遠に繰くり返す。

　俺とアスナがいま進行させているキャンペーン・クエストはその拡大版だ。俺たちは二十分に及ぶ激げき闘とうの果てに運良く森エルフ騎き士しを倒しキズメルを生き残らせたが、今後他のプレイヤーたちがこのクエストを開始すれば、何十人、何百人ものキズメルが死ぬだろう。そして恐らく、ほぼ同じ数の男騎士も。

　しかし、それはやむを得ないことなのだ。物語の唯一性を保つために、ひとつのクエストは一人のプレイヤーまたはひとつのパーティーしかクリアできない、などという設定にすれば今度はゲームの公平性が失われる。その問題を解決するには、膨ぼう大だいな……それこそ無限に等しい数のクエストを用意するしかないが、現実的にはそれは不可能だ。たとえ、狂気の天才たる茅かや場ば晶あき彦ひこにも。

　──というような事情を、俺は訥とつ々とつと語った。

　聞き終えたアスナは、ゆっくり頷うなずいてから礼を言ったが、恐らく彼女もそんな理屈はとうに解わかっていたのだろう。解っていてなお割り切れないものが残る、その気持ちは俺の中にもある。なぜなら、単なるイベントＮＰＣと見なすには、騎士キズメルはあまりに本物の人間、いや本物のエルフらしすぎる……。

　その時、野営地のどこかでもの悲しげな角つの笛ぶえの音が響ひびいた。時刻表示を見ればいつの間にか午後六時になっている。眠気と空腹感が等量ずつ襲おそってきて、どちらを先に充足させるべきか考えていると、天幕の入り口の垂たれ布ぬのがさっと持ち上げられた。

　入ってきたのは、もちろんここの家や主ぬしたるキズメルだ。相変わらずきらびやかな金属鎧よろいに長いマント姿。

　騎士は天幕の左右で慌てて立ち上がる俺とアスナを順に見ると、口を開いた。

「陣中ゆえ、大したもてなしもできぬがこの天幕は自由に使ってくれ。食堂ではいつでも食事をとれるし、簡易だが湯ゆ浴あみ用の天幕もある」

「お風ふ呂ろ、あるんですか？」

　と、すかさず反応したのはもちろんアスナだ。キズメルは頷き、左手で天幕の入り口方向を指し示す。

「食堂天幕の隣となりだ。こちらもいつでも使える」

「ありがとう、遠えん慮りよなく使わせていただくわね」

　迷う素振りもなく答えると、ぺこりと会え釈しやくしてアスナは最も早はや俺おれには目もくれず入り口へと歩き始めた。キズメルは頷うなずき、奥に進みながら言った。

「私は少し休ませてもらう。用があればいつでも声を掛けてくれ」

　二人のスピーディなやり取りを、俺は相変わらずゴハンと睡眠どっちにしようかなーと考えながらぼんやり聞いていた。すると、ストーブのそばで立ち止まったキズメルが、左の肩当ての留め具に嵌はめられた大きな宝石に触れた。

　しゃららん。と不思議な音がして、金属鎧よろいとマントとサーベルが光の粒子となって消滅した。その下は、シルクと思おぼしき光こう沢たくのあるぴったりしたインナー一枚きり。俺は驚おどろきのあまり視線を固定させてしまう。黒い布地に包まれた肢し体たいは、エルフとは思えない──と言うべきかさすがダークエルフと言うべきか予想外のボリューム感が…………

　そこでいきなり襟えり首くびを引っ張られると同時に、右耳近くで冷ややかな声。

「君もお風ふ呂ろ入ったほうがいいわよ。ボス戦で汗かいたでしょ」

　…………まあ、冷や汗はたっぷりかいたな。

　と思いつつ、俺は有無を言わせぬ力で入り口方向へと引きずられていった。

　天幕から出ると、夕暮れから夜へと移ろいつつあるダークエルフ野営地は、いっそう幻想的な雰囲気に包まれていた。

　あちこちに立つ優美なデザインの鉄籠かごの中で、紫がかった炎が音もなく燃えている。どこかのテントから流れ出してくる控えめなリュートの旋せん律りつに、草むらの虫たちが鈴のような羽音を添える。

　大きな食堂天幕では兵士たちが笑いさざめき、それらの合間に響ひびく従軍鍛か冶じ師しの鎚つち音おとさえ、まるで楽器のように澄すんだ音色だ。アスナの後について歩きながら、人間の街とは明らかに異なる背景音にしばし耳を傾かたむけていた俺は、ふと重要ミッションを思い出してチュニックの背中に声を掛けた。

「そうだ、アスナ」

「なに？」

　細剣使いはややスピードを落として俺の横についたが、足を止めるつもりはないらしい。

「ここのＮＰＣ鍛冶師、かなりスキル高いからいまのうちに武器を限界まで強化しとこう」

「……限界まで？　大丈夫なの？」

　俺の提案を聞くと、アスナは不安そうに眉まゆを寄せた。きっと数日前に愛剣が儚はかなく砕け散ったシーンを思い出しているのだろう。正確には、あの時砕けたのは《クイックチェンジ》Ｍｏｄを利用したトリックですり替えられた偽にせ物ものだったのだが、当時はそうと知らなかったのでショックの大きさは変わらない。

　安心させるように大きく頷うなずいてから、俺おれは言った。

「そりゃ成功率百パーセントとはいかないけど、少し素材を追加するだけで、確率を上限までブーストできるはずだよ。ここで＋６にしとけば、三層の半なかばくらいまでは使い続けられると思う」

　アスナの愛剣ウインド・フルーレは、第一層フロアボス攻略作戦の直前に購こう入にゆうしたものだ。正直、スペック的には三層まで引っ張るのはやや厳きびしいのだが、完全強化──試行回数を失敗なしで使い切ること──に成功すればもうしばらくは活かつ躍やくできるはずだ。

　俺にしては珍しく効率よりも心情を優先させた提案だったのだが、アスナは考え込むように睫まつ毛げを伏せた。やがて、いまはストレージに格納されている細剣の鞘さやを探るように、左手の指先を腰の近くに遊ばせながら呟つぶやく。

「……キリト君、前に言ってたわよね。使ってる剣を金属素材に戻して、それを材料に新しい剣を作れる、って」

「え……う、うん、できるけど」

「それって、ここの鍛か冶じ屋やさんにも頼める？」

「う、うん、頼めるけど……でも……」

　俺が無意識のうちに立ち止まると、今度こそアスナも歩みを止め、こちらに向き直った。珍しく穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべ、そっと頷く。

「気き遣づかってくれてありがと。でも、リスクを取って完全強化してもあと何日かでお別れしなきゃならないなら……ここで生まれ変わらせてあげようって、そう思ったの」

「そっか……」

　アスナがそう考えたのなら、俺に否いなやを言う理由があるはずもない。

「解わかった。きっと強い剣になるよ。じゃあ、さっそく鍛冶屋のテントに……」

　方向転換しかけた俺のシャツを、アスナがぐいっと引っ張った。

「先にお風ふ呂ろ！」




　ベータ時代、この野営地に風呂場があったかどうかは憶おぼえていない。仮にあったとしても、野郎だらけのパーティーの誰だれも使おうとしなかっただろう。何せ当時は、いつでもログアウトして本物に入れたのだから。わざわざ天幕で寝落ちしていたのも、キャンプ気分が楽しかったからでしかない。

　ログアウト不能のデスゲームに囚とらわれたいまも、俺は入浴行為にさしたる優先度を与えていないが、一時的相棒の細剣使いにとってはかなりの重要案件らしい。ステータスに支援効果バフを貰もらえるマジカル温泉的なものならまだしも──いや、その場合も俺は完全武装したまま入るだろう。水濡ぬれエフェクトは不快だし装備重量がやや増加するが、水から上がればそのうちに消える。

　そういえば、ここのお風ふ呂ろはダークエルフ愛用ということで、バフ効果があったりするのだろうか。あるいは入っているとだんだん耳が伸びる的なイタズラ阻害効果デバフだってないとは言えない……。

　などと益やく体たいもないことを考えながら、食堂天幕の裏手にある小さなテントに辿たどり着いた俺おれとアスナは、その前でしばし立ち止まり、互いに顔を見合わせた。なぜなら、入り口はたったひとつだけで、【男】【女】と染め抜かれたノレンに類する一いつ切さいが存在しなかったからだ。

「…………」

　無言のまま歩を進め、垂たれ布ぬのを搔かき分けて内部を覗のぞいたアスナが、首を引き抜いて言った。

「…………お風呂、ひとつしかないわ」

「ふ、ふうん」

　ここで、「じゃあ混浴とゆうことですね」などという無益なジョークを口にしないくらいの分別は中学二年生の俺にもある。極力真ま面じ目めな顔で頷うなずきつつ、すすっと一歩下がる。

「じゃあ、アスナが風呂ってるあいだ俺は隣となりでメシ食ってるよ。上がったらそっちに……」

「さっきも訊きいたけど、ここってほんとに犯罪防止コード圏外なのよね？」

　いきなり現状とはあまり関係なさそうな問いをぶつけられ、俺は二、三度瞬まばたきしてから頷いた。

「そうだけど……」

「なら、武装を全解除するのは危険よね」

「ま、まあ、そう言えなくもないけど……」

「なら、お互いに相手の入浴中は入り口でガードすることにしましょ。どっちが先かは、そうね、コイントスで……」

　ここでようやく、俺はアスナの懸け念ねんを推察した。彼女も別にモンスターだの敵対的プレイヤーだのが襲おそってくると本気で考えているわけではなく、入浴中に野営地の男ダークエルフが入ってきたりすることを心配しているのだろう。相手はＮＰＣじゃん、と思わなくもないものの、彼女の気持ちもまあ解わからなくもない。

　以前、アスナが使用中のバスルームに情報屋のアルゴが乱入するというクライシスを引き起こしてしまった俺としては、ここは諒りようとしておくべきだろう。約一秒かけてその結論に至り、俺は深々と頷いた。

「了解。俺は後でいいよ、お先にどうぞ」

「そう、ありがとう」

　ちらりと微ほほ笑えみを残し、アスナは素晴らしいスピードで天幕に消えた。持ち上げられた垂れ布の奥に、優美な形状のバスタブと、縁ふちまで満たされた薄うす緑みどり色のお湯が垣かい間ま見みえた。つまり浴室と外界を隔へだてるのは、鍵かぎがかからない布製ドア一枚きりというわけだ。

　これはまあ確かに一人っきりで入浴するのは女子としては不安かもと想像する反面、そこまでしてバーチャル風ぶ呂ろに入らなくても！　と思いたくなるが、彼女には彼女の大切な優先順位があるのだろう。リアルな死と隣となり合わせのこの世界では、時に心身を解放し、蓄積したストレスをリセットすることもきっと必要なのだ。俺おれもせいぜい、安全なこの野営地にいる時くらいは心を休ませよう。

　そんなことを考えつつ、その場に腰を下ろして、天幕の支柱に背中を預けた。すると布一枚隔へだてた後方から、しゅわん、しゅわん、と小さな効果音が二度聞こえた。恐らく、いや間違いなく《衣服全解除》と《下着全解除》のボタンが続けて押された音だ。更に、ちゃぽん、ざざーっという水音。とどめに、はあ──っと満足そうなため息。

「…………休めるか！」

　ごく小声で唸うなり、俺は腕組みをすると座禅っぽいポーズで眼めを閉じてみた。

　ＳＡＯに《瞑めい想そう》スキルはあれど《座禅》スキルは存在しないが、精神の集中力ならちょっとばかり自信がある。休息するのは無理でも、今後のビルド方針やら装備の強化順位を全力で考え続けることならきっと可能…………

「んんんんーふふーふふーん」

　というかすかな鼻歌が聴覚野に侵入し、俺の集中力を跡形もなく粉砕した。

　ことここに至れば、背後の支柱が俺の重量に耐たえきれず倒とう壊かいしてごろごろどーんと天幕内に転がり込むような展開が状況に最適化オプテイマイズされた唯一解ソリユーシヨンなのではないか。というような気もしたが、細い丸太の柱はあくまでどっしりと大地に屹きつ立りつし続けるのだった。

　水音と鼻歌による精神攻こう撃げきは、その後実に三十分にもわたって続いた。
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　水底から浮き上がった泡が、ぱちん、と弾はじけるように眼めが醒さめた。

　どうやらまだ夜のようだ。耳に届くのは、かすかな虫の声だけ。寝入る時には聞こえていたリュートの演奏は止まり、兵士たちの声や足音、鍛か冶じ師しの鎚つち音おとも途切れている。

　もう一眠りしようかと再び瞼まぶたを閉じたが、ほんの数秒のうちに眠気の余よ韻いんは消え去ってしまっていた。二度寝を諦あきらめ、俺おれはそっと上体を起こした。

　天幕の反対側では、毛布にくるまった細剣使いがぴしっと正しい姿勢で眠っている。だが、俺と彼女の間に横たわっていたはずのキズメルの姿がない。

　昨夜、暫ざん定てい的パートナーに続いて入浴した俺は、お湯に浸つかって百まで数えてから速すみやかに出た。幸い、俺もアスナも耳がとんがったりはしなかったので、そのまま隣となりの食堂天幕に突入。案外気のよさそうなエルフ兵士たちに交じって、薄うす焼やきパンとローストチキン、野菜スープと果物というメニューの夕食をご馳ち走そうになり、満ち足りた気分でキズメルの天幕に戻った。

　すると、家や主ぬしは早くもストーブのそばで横になり、毛布にくるまって安らかな寝息を立てていた。その姿を見た途と端たん、しばし忘れていた眠気が再来し、俺とアスナは顔を見合わせてから無言で床の左右に分かれ、もぞもぞと毛皮に横たわった。近くに畳まれていた毛布を広げ、首くび許もとまで引っ張り上げた直後から記憶が完全に途切れている。

　そっとメニューウインドウを出すと、時刻は午前二時。たっぷり七時間も熟じゆく睡すいした計算だ。道理でスッキリしちゃってるはずだ、と思いながら窓を消し、音を立てないように寝床から抜け出す。

　入り口の垂たれ布ぬのをくぐって天幕の外に出ると、いつの間にかかがり火もほとんど消され、野営地は青白い月光の底に沈んでいた。ぐるりと見回すが、周囲の壁かべ際ぎわを巡回する二人の歩ほ哨しよう以外に動くものはない。

　となると、キズメルさんはどこに行ったのだろう。もしや一人で次のクエストに、などと考えてしまってからまさかと首を振る。ＮＰＣがそこまで自由に行動するはずもないし、視界左上に俺とアスナのそれと並んで表示されるキズメルのＨＰバーは満タンのままだ。

　俺は少し考え、このダークエルフ野営地でいまだ足を踏ふみ入れていないエリア──すなわち一番奥に張られた司令部天幕の、更に裏手へと向かった。

　アインクラッドの月光は、上空が開けている場所ならそこそこ明るく、照明がなくても歩くのに不自由はしない。もちろん外周部付近でもなければ月そのものは見えず、光は上層の底に反射して届くのだが、そのぶんまるで空間そのものが青く発光しているかのような幻想的な効果を醸かもし出す。

　大天幕の東を通り抜け、裏手の空間が視界に入った瞬しゆん間かん、俺は立ち止まっていた。

　小さな樹きが一本立っているだけの、ささやかな草地。ベータ時代は、それ以外には何も存在しないデッドスペースだったと記憶している。

　しかしいまは、長く伸びた枝の下に、新たなオブジェクトが三つ存在した。木材から削り出した、簡素だが美しい形の──墓標。

　俺おれが探すともなく探していた人は、左端はしのお墓の前にひっそりと座っていた。さすがに下着一枚きりではないが、金属防具を全すべて外したチュニックとタイツ姿だ。やや俯うつむき加減に、墓標の根元を見詰めている。スモークパープルの髪が月明かりを吸い込み、淡いすみれ色に光って見える。

　数秒間迷ってから、俺はゆっくりと歩み寄り、二メートルほど距きよ離りを置いて立ち止まった。足音に気付いたか、ダークエルフ騎き士しは顔を上げるとこちらを見て、囁ささやくように言った。

「……キリトか。しっかり休んでおかないと、明日が辛つらいぞ」

「普段よりよく寝られたよ。天幕を貸してくれてありがとう」

「構わんさ。私ひとりには広すぎる」

　そう応じると、キズメルは再び顔をお墓に向けた。

　俺はもう二歩だけ近づき、墓標を眺めた。まだ真新しい白木の表面に、小さな文字が刻まれている。眼めを凝こらすと、【Ｔｉｌｎｅｌ】と読める。

「ティルネル……さん？」

　口に出してから、俺はその名の響ひびきがキズメルとよく似ていることに気付いた。騎士は少し間を置いてから、短く答えた。

「双子の妹だ。先月、この層に降りてきて最初の戦いくさで命を落とした」

『層に降りてきて』という言葉が示しているように、彼女たち黒エルフは──そしてたぶん敵対する森エルフも、浮遊城アインクラッドが無数の階層構造を成していることを知っている。それだけではない、独自の魔ま法ほう、ではなくまじないで、迷宮区の往おう還かん階段や主街区の転移門を使わずとも層の間を行き来できるのだ。もっとも移動可能な範はん囲いは、この第三層から城のある第九層までに限られているようだが。

　ベータ時代にこのキャンペーン・クエストをいちおうクリアした俺は、エルフたちについてその程度の知識は持っている。だが当時は他ほかのプレイヤーより早く上層に上ることで頭がいっぱいで、森エルフと黒エルフの争いがゲーム世界そのものの設定にも結びつき得ることなど考えもしなかった。

　俺は再び、キズメルにアインクラッドが生まれた理由を訊たずねたい衝しよう動どうに駆かられたが、夜気と一緒に吞のみ込んだ。そんな重要事項をアスナがいないところで質問するのは抜け駆けもいいところだし、そもそもいま持ち出すべき話題ではない。

　代わりに、一ひと月つき前に亡くなったという妹のことを訊きく。

「ティルネルさんも……騎士だったのか？」

「いや……妹は薬くす師しだった。戦いくさ場ばでは怪け我が人にんを癒いやすのが仕事で、ダガーより大きな剣は持ったこともなかった。だが、妹がいた後方の部隊に、森エルフの鷹たか使つかいどもが奇き襲しゆうをかけてな……」

「…………」

　それを聞いた途と端たん、俺おれは反射的に息を詰めた。森エルフフオレストエルブの鷹使いン・フアルコナーは、ボスやイベントｍｏｂを除けば三層に出現する最悪の敵だ。ダークエルフ側にも、対応する黒エルフダークエルブン・の狼使いウルフハンドラーがいるのだが、厄やつ介かいさでは地と空から同時に攻こう撃げきしてくる鷹使いのほうが上だろう。

　俺の沈ちん黙もくをどう解したか、キズメルは張り詰めた横顔を少し和やわらげると言った。

「いつまでも立っていないで、座ったらどうだ。椅い子すも敷しき布ふもないが」

「あ……ああ」

　頷うなずき、隣となりに腰を下ろす。仮の墓所には柔らかな下草が密に生えていて、ふんわりと俺の体重を受け止める。

　騎き士しは、傍かたわらに置いてあった革袋を取り上げると、栓を抜いて一口呷あおった。それをそのままこちらに差し出してくる。この頃ころには、相手がＮＰＣであるという意識は俺の中から八割方消え失うせていて、自然に礼を言って受け取る。

　革袋を口くち許もとで傾かたむけると、少しとろりとした液体が流れ込んできた。仄ほのかに甘あま酸ずっぱく、飲み下すと強めの酒精が喉のどを灼やいたあとに爽さわやかな後味が立ち上る。

　俺が革袋を返すと、キズメルは右手を前に伸ばし、残った酒をティルネルの墓標に余さず注そそぎかけた。

「妹が大好きだった、月げつ涙るい草そうのワインだ。驚おどろかせてやろうと、城から内緒で持ってきたのだがな……。一口も飲ませてやれなかったよ……」

　右手から空からになった革袋が滑すべり落ち、草の上で軽い音を立てた。騎士はのろのろと手を戻すと、両膝ひざを揃そろえて立て、しっかりと抱え込んだ。

「……昨日、秘ひ鍵けん奪だつ還かんの任務に志願した時、私は死を覚悟していた。いや、それを望んでさえいたのかもしれん。事実、あの森エルフとはよくて相討ち、あるいは敗れていただろう。……だが、運命はそなたらを我が死地に導みちびいた。この世界に、もはやいかなる神も存在しないはずなのだがな……」

　呟つぶやくと、キズメルはちらりとこちらを見た。オニキス色の瞳ひとみが薄うすく濡ぬれているのに気付き、俺はついにどう反応していいのか解わからなくなった。何せキズメルや妹のティルネルは真にこの世界の住人であり、たった一つの命を賭かけて種族のために戦っているのに対して、俺は言わば仮かり初そめの来訪者…………

　いや。それも、いまとなっては違う。脱出不能のデスゲームに囚とらわれた俺もアスナも、キズメルたちと同じく一つの命しか持たない身だ。なのに俺は、彼女と森エルフの戦いに割り込んだ時、愚おろかにもたかをくくっていた。森エルフには勝てないけど、ＨＰが半分減ったら黒エルフが自分を犠ぎ牲せいにして助けてくれるから大丈夫、と。

　あんな心構えで剣を抜いた俺おれは間違っていた。その先の展開を知っていようといるまいと、全力で戦うべきだったのだ。俺と、アスナと、そしてキズメルの命を守るために。

　密ひそやかな悔いを嚙かみ締しめながら、俺は言った。

「……神の導みちびきじゃないさ。俺とアスナは、自分の意志であの場所にいたんだ。だから、最後まで付き合うよ。キズメルが家に帰れる時まで」

　すると、騎き士しは小さく微ほほ笑えみ、頷うなずいた。

「ならば、私もそなたらを守ろう。進む道が分かれる時まで」




　二〇二二年十二月十五日、木曜日。

　俺、レベル14片手剣使いキリトと、暫ざん定てい的パーティーメンバーのレベル12細剣使いアスナ、そしてイベントｍｏｂのレベル15ダークエルフ騎士キズメルは、新たな冒険の旅に出るべく野営地をあとにした。

　正確には、まだ夜が明けてはいない。時刻は午前三時、森の木々は青白い月光の底で静かな眠りについている。なぜこんな時間に出発したかというと、俺とキズメルが深夜の外出から天幕に戻ったところ、熟じゆく睡すいしていたはずのアスナが用意万ばん端たん整えて待機していたからだ。

　細剣使いは、武器も防具も身につけていない俺を見ると、『出発の準備しに行ったんじゃなかったの？』と呆あきれたように言った。直後、続いて天幕に入ってきた薄うす着ぎのキズメルに気付くとこちらを見る視線がやや冷ややかになったので、俺としては『準備はとっくにできてるさ』と胸を張るしかなかったわけだ。

　天幕を出て野営地の中を歩いている間、アスナはずっと懐かい疑ぎ的な眼めで俺を見ていたが、それも谷から出て再び《迷い霧きりの森》に入るまでのことだった。苔こけむした巨きよ樹じゆや低く流れる霧の帯が月明かりに青く照らされる様子は昼間よりもいっそう幻想的で、昔同じ光景を見ているはずの俺ですら小さくため息を漏もらさずにいられなかった。初見のアスナは感動もひとしおだったらしく、綺き麗れい、とひと言呟つぶやいてから、三十秒近くも動こうとしなかったものだ。

　ダークエルフ騎士の挙きよ措そに驚おどろかされるのは初めてではなかったが、俺だけでなくキズメルもその間ずっと無言で待ち続けていた。《プレイヤーの反応待ちをするＮＰＣ》と見るならば至し極ごくノーマルな反応なのだろうが、俺には彼女がアスナの心中を理解したうえでそっとしておいている、としか思えなかったのだ。

　やがてアスナが我に返り、振り向いたところで騎士はようやく口を開いた。

『あの子も、夜の森が好きだった。……さあ、出発しよう』




《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》に続いて司令官から与えられたクエストの名称は、《毒どく蜘ぐ蛛も討伐》。

　森に有毒のクモ型モンスターが異常発生し、部隊の任務に支障を来きたしているので、その巣をつきとめて欲しいという内容だ。

　もちろん俺おれはこのクエストも経験済みだが、残念ながら巣の場所はランダム配置なので、当時の記憶は役に立たない。毒グモと戦せん闘とうしながら、森のどこかにある巣を見つけねばならないわけだ。

　当然、クエスト進行中に毒を喰くらう回数は一度や二度では済まない。ＳＡＯに数あま多たあるバッドステータスの中でも《ダメージ毒》は最もポピュラーであり、レベル１のウィーク毒ポイズンやレベル２のライト毒ならさして危険ではないものの、それも対策をしっかり講こうじていればの話だ。

　森の底を歩きながら、俺はアスナに確認した。

「解毒ポーション、何個持ってる？」

「んーと……」

　細剣使いはチリリン、と効果音を響ひびかせてウインドウを開き、

「ポーチに三個と、ストレージに十六個」

「俺もそれくらいだ。まあ充分かな」

　頷うなずいてから、ハテと思う。ポーションは結晶アイテムと違って他人に使えない。ということは、仮にキズメルが毒った場合、彼女には自分で解毒ポーションを飲んでもらわねばならないわけだが──。

　という懸け念ねんに基づき、俺は少し後ろを歩いているエルフ騎き士しに訊たずねた。

「ええと、キズメル、解毒ポーションの持ち合わせは……」

「念のため幾いくつか持ってはいるが、基本的には必要ない。私にはこれがあるからな」

　気のせいか少し自慢そうに言うと、ぴったりとしたレザーグローブに包まれた右手を俺に見せる。人差し指には、手袋の上から幅広の指輪が嵌はめられている。朧おぼろな月光の下でも強く輝く宝石の色は、解毒ポーションとよく似た緑──。

「……その指輪は？」

「これは私が近衛このえ騎士に叙任された折、剣と共に女王陛下より賜たまわったものだ。十分間に一度、解毒のまじないを使えるのだ」

「……すっ……」

　すっげ────!!

　と叫びそうになったが、危うく堪こらえる。正式サービスが開始されてからはもちろん、ベータ時代を通しても解毒スキルを無制限に──クールタイムはあるにせよ──使えるアクセサリーなど見たことも聞いたこともない。仮にレベル５のリーサル毒まで一いつ瞬しゆんで解毒できるなら超が三つくらいつくレアアイテムである。

　──という俺の高速思考は、声に出さずとも表情で丸わかりだったようで、キズメルはこほんと咳せき払ばらいして言った。

「そんな顔をされても、これを譲ゆずるわけにはいかん。第一、この指輪は、我らリュースラの民の血にわずかながら残る魔ま力りよくをまじないの源泉としているゆえ、おぬしら人族には使えぬよ、恐らく」

　……恐らく？　と訊きき返しそうになってから、慌ててかぶりを振る。

「い、いや別に、欲しいなんてこれっぽっちも思ってないよ。キズメルに解毒の準備があるなら、それでいいんだ」

　俺おれが邪よこしまな物欲を爽さわやかに否定すると、アスナもにっこり微ほほ笑えみながらコメントした。

「そうよね。君もいちおう男なんだから、女の子に指輪をねだるような真ま似ねはしないわよね」

「も、もちろんですとも。……って、なんだかその言い方だと、逆は許されるみたいな……」

　一転ぶつぶつ文句を言う俺に、アスナのスマイルもかき消える。

「別にそうは言ってないわよ！　わたしがいつあなたに指輪ねだったのよ！」

「べ、別に俺もアスナのことだとは言ってないだろ！」

　足を止め、ムムムと睨にらみ合う俺たちに、騎き士しどのがそこはかとない困り顔で声を掛けた。

「キリト、アスナ。歓かん談だん中に申し訳ないが」

　ムムムム。

「何かが近づいてくる。足音からしてエルフでも人でも獣けものでもないようだ」

　ムムムムム。

「しかも前と右から二匹。前方の敵は任まかせるぞ」

　ムムム……むむ？

　俺とアスナはガンの飛ばし合いを中断し、視線を進行方向へと振った。すると、木こ立だちの下を高速で移動する影かげがひとつ。高さは俺たちの腰ほどまでしかないが、横幅が広い。たくさんの細長い脚をカサカサ動かし、滑すべるように接近してくる。

　直後、視界にカラーカーソルが表示された。色はピンクと赤の中間。ＨＰバー下の名前は、【Ｔｈｉｃｋｅｔシケツト　Ｓｐｉｄｅｒスパイダー】。

「アスナ、戦せん闘とう用意！」

　俺が思考を切り替え、抜剣しつつ叫んだ時にはもう、アスナの右手も腰のウインド・フルーレを抜き放っていた。任務を進めつつ素材アイテムを溜ためて、次に野営地に戻った時には新たな剣に鍛きたえ直す予定なので、一層からずっとアスナの相棒として戦い続けた緑色の細剣もこのクエストが最後の見せ場だ。

「直接攻こう撃げきは牙きばの咬かみ付きオンリーだけど、ケツから発射する糸に触れると動きを阻害されるぞ！」

「了解！」

　短く応答してから、アスナは一いつ瞬しゆんだけ俺を睨にらんだ。今度はなんだろう、と考えてから我が言こと葉ば遣づかいの不備に気付く。

「すまん、ケツじゃなくて……ええと……」

「もう、いいわよなんでも！」

　叫び、アスナは飛びかかってくる毒グモの牙きばを華か麗れいなステップで回かい避ひすると、気合の入った《リニアー》を巨大な単眼へと突き込んだ。

　有毒の牙と粘着糸は侮あなどれないが、三層までに出現する虫型モンスターの中では《シケット・スパイダー》は戦いやすいほうだ。飛ばないし、逃げないし、硬い外殻も持っていない。そのうえ全すべての攻こう撃げきが単発なので、スイッチするタイミングにも困らない。

　ソードスキルと通常技で毒グモのＨＰをたちまち四割がた減らしたアスナは、いったん距きよ離りを取るとちらりと俺おれを見た。交替のアイコンタクトを受け、戦せん闘とうに割り込む準備をする。ここが森ではなく荒野や草原ならアスナ一人でもほぼノーダメージで倒せるだろうが、クモが時々尻しりから発射する糸が周囲の木こ立だちを繫つなぐかたちで数十秒残存するので、一箇所で戦い続けているとだんだん回避スペースがなくなってしまうのだ。もちろんその場合は糸がない場所まで移動してまた戦えばいいのだが、他ほかのｍｏｂを引っかけてしまうリスクが発生する。この森には、本物の枯かれ木と見分けにくいトレントが湧わくので尚なお更さらだ。

　きしゃああっ！　といかにもクモっぽい（もちろんゲーム世界の、だが）叫び声を上げ、シケット・スパイダーが突進してきた。巨大な毒どく牙がを備そなえた口めがけて、アスナが単発下段突き《オブリーク》を放つ。《リニアー》と比べると攻撃範はん囲いが狭いが、体重を乗せて撃うち下ろすぶん威力は上。牙と剣が激げき突とつし、派手なエフェクトとともに両者は大きくノックバックする。

「スイッチ！」

　叫び、俺は大グモの後方から柔らかい腹部へと斬きり付けた。通常攻撃だが、弱点である尻の糸イボを痛撃され、クモは短い悲ひ鳴めいを迸ほとばしらせつつ振り向いた。頭部前面に並ぶ単眼に怒りの色を滲にじませ、毒液に濡ぬれる大おお顎あごをせわしなく動かす。

　クモ型モンスターとしては小さいほうなのだが、それでも左右の脚の先から先まで一メートル半はあろうかという図体は迫力たっぷりだ。苦手な人にとっては、この外見だけでもかなりの精神的デバフとなるのではないか。俺は、子供の頃ころに近所の神社境けい内だいで大小様々なクモを見慣れているので──巨大な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの巣に顔から突っ込んでしまった経験さえある──戦闘に支障を来きたすほどではないが、考えてみればお風ふ呂ろ大好きで都会育ちっぽいアスナがよく臆おくさずに戦えたものだ。

　などと考えたせいで、間合いを取ってこちらを見守る細剣使いについ視線を振ってしまった、その隙すきを狙ねらいすましたかのようにクモが動いた。灰色の剛毛に覆おおわれた八本脚を縮ちぢめ、一気にジャンプ。この飛びかかり攻撃に押し倒されて転倒タンブル状態に陥おちいると、上から複数回咬かまれて毒を貰もらうのは必至なので、これだけは絶対に避さけねばならない。

「ふぬっ……」

　初動が遅れたせいでステップ回避も重ソードスキルによる迎撃も不可能と判断した俺は、やや迫力に欠ける声とともに敢あえて背中から地面に倒れ、少し我慢してから右足を思い切り振り上げた。ブーツの爪つま先さきに黄色の光が生まれ、宙に半円の弧を描く。エクストラスキル《体術》の蹴けり技、《弦ゲン月ゲツ》。本来は立ち姿勢から後方宙返りしつつ放つ技らしいが、蹴り足のモーションをちゃんと合わせれば倒れながらでも発動できる。

　つまり仰あお向むけ寝転がり状態から撃うてる便利な攻こう撃げきスキルだが、空から振ぶりすると転倒タンブルしつつ攻撃後硬直デイレイというなかなか困った状況に陥おちいってしまうのでリスクは高い。恐怖に耐たえて敵を引きつけた甲か斐いあって、俺おれの右足は上から降ってくるスパイダーの、八本脚の付け根をクリーンヒットした。ズガッ、と爽そう快かいなサウンドが響ひびき、クモは回転しながら吹っ飛んでいく。

　蹴り技の余勢を利用して立ち上がり、後ろを見ると、クモは少し離はなれた樹きの根元でひっくり返って足をばたばたさせていた。翅はねのない虫型モンスターは概して転倒状態からの立ち直りが遅いので、慌てないよう意識しながらアニールブレードを腰だめに構える。やや黒みがかった刀身を鮮あざやかな青い光が包み、同時に体がぐんっと加速される。

「──りゃあっ！」

　気合とともに地面を蹴り、剣を走らせる。左から水平に放たれた刃やいばは、シケット・スパイダーの丸く膨ふくれた腹を一直線に切り裂く。抜け出た瞬しゆん間かん、くるりと手首が返って今度は右から左への斬ざん撃げき。水平二連撃技、《ホリゾンタル・アーク》。

　弱点の腹を左右から深々と抉えぐられた毒グモは、緑色の体液を撒まき散らしつつ派手に吹き飛ぶと再び仰向けに転がり、八本の脚を縮ちぢめた。直後、巨体は無数の破片となって爆ばく砕さい。

　中腰で愛剣を左前方に突き出した姿勢から、俺はゆっくり身を起こした。ひゅひゅんと左右に斬きり払い、背中の鞘さやに収める。振り向くと、こちらに近づくアスナと眼めが合ったので、反射的にハイタッチするべく右手を持ち上げてしまう。

　当然ながら先方はそんな行動を予定してはいなかったらしく、一いつ瞬しゆん微妙な表情を作ったものの、幸い俺の右手を無視することなくポン、と軽く叩たたいてくれた。やれやれと思うのも束つかの間ま、セットでお小言も飛んでくる。

「さっき戦せん闘とう中にちょっとだけど上うわの空そらになってたでしょ」

「……ハ、ハイ」

「いったい何考えてたのよ」

　じろりと睨にらまれ、えーとなんだっけと考えてから、眼前の細剣使いが意外にもクモが大丈夫な件についてだったと思い出す。しかしそれを口にしていいものかどうか更に悩んでいると、右側からも声。

「いかな弱敵だろうとも、侮あなどれば危地を招くぞ、キリト」

　横を向くと、俺とアスナよりずいぶんと早くもう一匹のシケット・スパイダーを屠ほふったらしいキズメルが、腕組みして立っていた。表情はアスナ同様に厳きびしい。なんだか、クラスの女子生徒と女性担任にいっぺんに叱しかられているような気分に陥りながら、反射的に言い訳する。

「あ、侮ったわけじゃないんだけど、ついちょっとだけ考えごとを……」

「だから、その中身を訊きいてるんじゃない」

「え、ええと……ええっと……」

　咄とつ嗟さにうまくごまかせるような台詞せりふも浮かばず、俺おれは観念して真実を白状した。

「……アスナが、クモとかハチとかぜんぜん平気そうなのがちょっと意外だなーって……」

「は!?　そんなどうでもいいこと考えてたの!?」

「は、ハイ」

　頷うなずくと、細剣使いはしばし柳りゆう眉びを逆立てていたが、やがてはぁーっとため息。

「……あんなに大きければ虫も獣けものも一緒でしょ。モンスターを見た目でいちいち怖がってられないわよ」

「そ、そっすか」

　俺が再び頷き、アスナがやれやれと首を振り──そこでキズメルが、ふふっと短く笑い声を漏もらした。驚おどろいて眼めを向けると、ダークエルフ騎き士しは、自分よりかなり背の低いアスナにいつになく温かな眼を向けていた。

「頼もしいことだな。あの子も……私の妹ティルネルも、実体ある怪物なら虫だろうとウーズだろうと苦にしなかったものだ……」

　後半は囁ささやくように発せられた言葉に、俺のみならずアスナもわずかに眼を伏せる。アスナは亡きティルネルの墓標を見ていないが、キズメルにそういう名前の妹がいたことは、道中に俺から耳打ちしておいたのだ。

　俺たちの表情を見て、キズメルは「すまん、余計なことを言った」と小声で謝あやまると、雰囲気を切り替えるように右手を持ち上げた。

「それより、先刻そなたらが行ったこの仕草は、どういう意味なのだ？」

　言って、軽く手を前に振るので、俺は再び考え込む。ダークエルフの……というかＳＡＯ世界のＮＰＣであるキズメルに、現実世界のハイタッチの意味を教えていいものかどうか。だが、俺が結論を出す前に、アスナがにこっと笑って言った。

「お互いの健けん闘とうを称たたえる、人族の挨あい拶さつよ」

　自分も右手を持ち上げ、俺の時より勢い七割増しでキズメルの右手に打ち付ける。パン、といい音が響ひびくと、キズメルは手を下ろしてしばし掌てのひらに見入っていたが、やがて感触を保存しようとするかのように軽く握った。

「なるほど。我らエルフはあまり他者と触れ合わぬが……悪くない挨拶だな」

　真顔で言い、もう一度右手を持ち上げて、今度は俺に向ける。こうなれば妙な遠えん慮りよをするわけにもいかないので、俺も勢いよく掌を打ち付けた。もう一度軽やかな音が響き、手に一いつ瞬しゆんの熱を感じる。
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　途と端たん、脳裏にひとつの記憶が甦よみがえった。

　もう遥はるかな過去とさえ思える、このデスゲームの開始初日……。いや、あの時点ではまだＳＡＯはデスゲームではなかった。正確には三十九日前となる十一月六日日曜日の午後、俺はここで初めてできた友人であるクラインという名の曲刀使いと一緒に、第一層はじまりの街郊外で初心者用モンスターである青イノシシをのんびり狩っていた。

　ソードスキルの発動に手間取るクラインに、俺おれはどうにかモーション起動のコツを教え、ようやく最初の一匹を倒した彼と、思い切りハイタッチを交かわしたのだ。だが、彼との触れ合いは、それが最後となってしまった。

　なぜなら俺は、茅かや場ば晶あき彦ひこによる残酷なチュートリアルが終了した直後に、誰だれよりも早く次の村へと向かったからだ。ほとんど初心者のままのクラインをはじまりの街に残して。──いや、見捨てて。

「……キリト君？」

「どうかしたのか、キリト？」

　アスナとキズメルに同時に呼びかけられ、俺はハッと顔を上げた。中ちゆう途と半はん端ぱに持ち上げたままだった右手を慌てて下ろし、言う。

「あ、いや、なんでもない」

　ぎこちない笑顔を作ると、二人はなおも訝いぶかしげに俺を見ていたが、しばらくしてキズメルがゆっくり頷うなずいた。

「そうか。ならば、先を急ごう。先刻クモどもが現れた方向に、奴やつらの巣があるはずだ」

「よ、よし。ってことは、ええと……ん、あれ……」

「こっちよ」

　またしても呆あきれ顔になった細剣使いが、北西方向を指差した。

　移動を再開し、三十歩ほど進んだところで、アスナは俺おれの耳に口を寄せてぽそっと囁ささやいた。

「ねえ……さっきキズメルが、『実体ある怪物なら』って言ってたでしょ？」

「へ？　……う、うん」

「ってことは、ここには実体のないモンスターもいるわけ？」

「は？　……つまり、ええと、幽ゆう霊れい的な？」

　問い返すと、アスナは一いつ瞬しゆんだけ実に微妙な顔になってから頷うなずいた。

「ん。それ的な」

「いや、どうかなあ……少なくとも、ベータ時代には見たことないけど。だいたい、実体ない系のモンスターを剣で倒せるのか謎なぞだし……」

「ふうん。ならいいのよ」

　何がどういいのか解わからず首を傾かしげたが、アスナはそれ以上何も言わずにスピードを落とし、後ろのキズメルに並んだ。仕方ないので、俺は毒グモの巣が待つと思われる方向へとてくてく歩き続けた。




《シケット・スパイダー》及びその上位モンスターである《コピス・スパイダー》との戦せん闘とうを更に四回繰くり返し、そのたびに進行方向を微調整した俺たちは、やがて前方に小さな丘を発見した。

　青い月明かりに照らされる丘の横腹には、天然の洞どう窟くつが黒々とした口を開けている。木こ立だちの陰にしゃがんで眼めを凝こらすと、入り口付近をチョロチョロと小型のクモが（と言っても現実世界のタランチュラくらいはあるのだが）十匹近くも走り回っているのが見える。あれが探していた毒グモの巣に間違いあるまい。

「……あのちっちゃいのも、いちいち退治しないといけないの？」

　俺の頭上から巣を見たアスナが大変面倒くさそうな声を出すので、肩をすくめて答える。

「いや、ありゃクリッターだろ」

「クリッター？　……じゃらじゃら言うの？」

「…………？」

　今度は俺が首を傾げると、細剣使いは教師っぽい口調で言った。

「『ｃｌｉｔｔｅｒ』って英語で『じゃらじゃら』っていう擬ぎ音おんのことでしょ」

「へ、へえ……そうなのか。でも、その意味じゃないと思うよ。ＭＭＯで言うｃｒｉｔｔｅｒは、えーと、モンスターじゃない背景扱いの小動物……のことかな。そのへん飛んでるチョウチョとか、街中にいる猫とか」

「ふうん……。──いちいち訊きくのも手間だから、あなた今度、そういうスラングの一覧表みたいなの作ってよ」

「えええー……」

　アルゴあたりに頼めよきっとぼったくられるけど、と言おうとした時、背後に立つキズメルが笑いを含んだ声で囁ささやいた。

「そなたらの言葉はいまなお未統一なのだな。いにしえの《大地切断》の折、人族は九もの国に分かたれていたのだからやむを得ぬのかもしれないが」

「…………」

　これには、アスナと俺おれも上と下から顔を見合わせざるを得ない。

《大切断》ならば、一ヶ月ほど前に起きた出来事を指す言葉だ。大勢のプレイヤーが突とつ如じよの回線切断デイスコネクシヨンに見み舞まわれ、復帰するのに六十分前後もの時間を要した。どうやら全プレイヤーが必ず一度は切断されるらしいと聞き、必死のレベル上げ中だった俺も自分がそれを経験するまで宿屋での待機を強しいられた。原因不明の障害にプレイヤーたちは混乱したが、いまでは、あの六十分のあいだに生身の体が自宅から病院へと搬送されたのだろうと推測されている。

　しかし、キズメルの言った《大地切断》は間違いなく別物だろう。なぜなら彼女はこの世界の住人であり、俺やアスナのようにナーヴギアと通信回線を使ってダイブしているわけではないからだ。恐らくは、彼女が以前にも口にした、浮遊城アインクラッドの創成にかかわる…………

　そこまで考えた俺は、キズメルに投げかけるべき質問を瞬しゆん時じに何パターンか検討したが、いざ口を開こうとした寸前に黒エルフ騎き士しが一歩踏ふみ出した。

「さあ、あの横穴を調べに行こう。司令にクモどもの巣穴発見を報告するには、もう少し確たる情報が必要だからな」




　そろそろ価値が怪しくなりつつあるベータテスト時代の記憶によれば、この《毒どく蜘ぐ蛛も討伐》クエストは二段階に分かれている。パート１は、発見した洞どう窟くつの地下一階で黒エルフ偵察兵の遺い品ひんを発見し、野営地に持ち帰ってクリア。パート２では、再び洞窟に赴おもむき、地下二階の奥に陣取る女王グモと戦う。

　というわけで、見つけた横穴がクモの巣だと確信しても、それだけではクリアフラグが立たない。どうあれ二度は、湿った洞窟に潜もぐらねばならないのだ。

「…………わたし、こういう天然系ダンジョン好きじゃないわ……」

　レザーブーツで浅い水たまりを嫌いやそうに踏みながら、アスナが呟つぶやいた。賛意を表して、俺も深々と頷うなずく。

「せめてもう少し明るけりゃなあ……」

　迷宮区タワーに代表される人工タイプのダンジョンならば、壁かべにカンテラだの蛍光石だのが設置されていて灯あかりに苦労することはないが、このクモの巣はところどころにちっぽけな発光ゴケが貼はり付いているくらいでほぼ真まっ暗くら闇やみに等しい。ゆえに、俺おれとアスナは左手オフハンドに小さな松たい明まつを握っているわけだが、これがまた照射範はん囲いは狭いし水たまりに落とすと消えるしで実に頼りない。おまけに、日ひ頃ごろ左手はフリーにしているので、ソードスキル発動にあたって妙な違和感がある。盾たてを松明に持ち替えねばならない盾持ち戦士に比べればまだしもだし、戦せん闘とう前に松明を落とさねばならない──もちろん乾いた床を狙ねらって──両手武器持ちに言わせれば「何を贅ぜい沢たくな」ということになるのだろうが。

　この状況でまたしても心強いのが、エルフ族の特性たる暗視能力を持つキズメルさんだった。森にいたハエトリグモ系に代わって、高速走行するハシリグモ系がメインとなったクモｍｏｂが松明の照射範囲に入る前に警けい告こくしてくれるので、余裕を持って剣を構えられる。

　慎重に、しかし着実なペースで俺たちは地下一階の部屋をひとつずつ探索し、時には宝箱を見つけてニッコリしたり、アスナの新しい剣の素材となる鉱石アイテムを拾ったりしながら、フロア全体をだいたいマッピングし終えた──というあたりでアスナが今更のような質問を口にした。

「そういえば、このダンジョンは、ええと、例の……インスタンス？　なの？　それとも……」

「インスタンス・ダンジョンの対義語は、ええと、パブリック・ダンジョンかな。そんで、ここはパブリックのほう」

　この会話が、前を歩くキズメルの耳に入るとまた人族言語の不完全性についてコメントされてしまうので、アスナの左耳に口を近づけてぽそぽそ答える。

「なぜパブリックかというと、ここは俺たちのやってる《毒どく蜘ぐ蛛も討伐》の他ほかにも、幾いくつか別クエストのキースポットになってるんだ」

「ふうん。たとえばどんな？」

「えーと、森を抜けた先の村で受けられるペット探しクエとか、あとは主街区で受けられる………………」

　そこまで言って、俺はガチンと口を閉じた。オレンジ色の光に照らされたアスナの顔に怪け訝げんそうな表情が浮かぶが、そこから視線を引き剝はがして後方を凝ぎよう視しする。

　来し方はほぼ完全な暗闇に沈み、いまのところ誰だれかの気配はない……──いや、いま何か聞こえなかったか？　小さく、鋭するどい金属音のようなものが？

「ちょっと、どうしたのよ？」

「……アスナ、俺たちが三層に来て何時間くらい経たったっけ？」

「いっぺん寝てるから、えーと、十四時間くらいじゃない」

「う……まずいな、ちょうどそれくらいか」

「だから、何がちょうどなのよ」

　もう一度後ろを確かめてから、俺は早口に囁ささやいた。

「ここは、主街区で受けられる重要クエストのキースポットなんだ。進行ルートが何パターンかあるから絶対じゃあないけど、そのクエを進めるプレイヤーのうち、かなりの人数がここにキーアイテムを取りに来る。パーティーの規模にもよるけど、クエ受けてからだいたい十から十五時間くらいで……」

　その時──。

　俺おれは、再びかすかな金属音を聞いた。錯さつ覚かくではない証あかしとして、前を行くキズメルもぴたりと足を止めた。横顔を厳きびしく引き締しめてしばし気配を窺うかがってから、俺たちを見て言う。

「キリト、アスナ。どうやら、我々の他ほかにも訪問者がいるようだ」

「ああ。きっとプレ……じゃない、人族の戦士だ。キズメル、ちょっと事情があって、彼らと顔を合わせたくない」

「ほう、実は私もだ」

　にやりと笑うと、エルフの騎き士しは、ちょうどすぐ傍そばに存在した壁かべの窪くぼみを指差した。

「ならば、しばらくあそこに隠れてやり過ごそう」

「ええ？　隠れるって言っても、松たい明まつで照らされたら丸見えなんじゃ……」

　アスナが眼めを丸くすると、もう一度微ほほ笑えんで頷うなずく。

「我ら森の民には、いろいろ手て妻づまがあるのさ」

　俺とアスナの背に触れ、深さ一メートルほどの窪みに入らせたキズメルは、奥の壁に俺たちを押しつけると自分もぴったりと覆おおい被かぶさった。豊かな曲線を描く胸甲や引き締まったお腹なか、滑なめらかな太ふと腿ももの肌などなどが俺の各所と密着し、一いつ瞬しゆん「いけないよキズメルさんこのままじゃハラスメントコードが」などと考えてしまうがどうやらＮＰＣからくっついてきた場合は容認されるらしい。そんな俺の内心など知るはずもない騎士は、真剣な表情で囁ささやいた。

「松明を消せ」

　言われるまま、俺たちは左手の炎を床の水たまりに落とす。周囲が暗くら闇やみに満たされると、キズメルが背中のマントを広げ、三人をすっぽりと覆う。

　不思議なことに、外からはただの織おり物ものにしか見えなかったマントは、内側からだと向こうの光景を透かして見せた。もちろんほぼ真っ暗だが、正面の壁に貼はり付く発光ゴケの緑色の光が仄ほのかに視認できる。

　俺を驚おどろかせた現象は、それだけではなかった。《隠蔽ハイデイング》スキルを使用してもいないのに、視界の下側に《隠れ率ハイド・レート》インジケータが表示されたのだ。しかも数字は、驚きの95％。これはつまり、キズメルのマントには隠いん蔽ぺいスキルを発動できる魔ま法ほう……ではなくオマジナイが掛けられているということだろう。解毒指輪といい、実に何とも羨うらやましい……

「……で、キリト君。さっき言ってた話だけど」

　俺の左側で同じくキズメルに押さえ込まれているアスナが、極小ボリュームの声で俺の物欲まみれな思考を遮さえぎった。なんだっけ、と考えてから口を開く。

「ああ、そうか。後ろから来てる連中が受けてるクエストは、例のアレだよ。前線組の連中が心待ちにしてた、《ギルド結成クエスト》」

「…………！」

　細剣使いも思い出したのか、暗くら闇やみの下ではしばみ色の瞳ひとみを大きく見開いた。続けて何か言おうとしたが、キズメルが短く警けい告こくする。

「静かに。もうすぐ前を通り過ぎる」

　同時にごくりと生なま唾つばを吞のみ、俺おれとアスナは口を引き結んだ。

　十秒ほどして、まず聞こえてきたのは金属鎧よろいががちゃがちゃと鳴る音だった。重装タイプの戦士が、少なくとも二……いや、三人。続けて幾いくつもの足音。パーティーの推定人数が、五ないし六に上昇する。

　そして最後に──ダンジョンの中にあって実に無ぶ遠えん慮りよな、男の叫び声。




「なんでや！　なんで宝箱が片かたっ端ぱしから開けられとるんや！」




　聞き覚えがある、と言うよりも、感覚的にはついさっきまで聞いていたようにも思える声だ。実際は、あの男と別れてからすでに十五時間近くが経過しているはずだが、こちらが主街区に立ち寄っていないせいか、あるいは彼の胴どう間ま声ごえが個性的すぎるせいか、どうしても感じざるを得ない──「またかよ！」と。アスナも同様の感慨にとらわれたのだろう、闇の中でも仄ほの白じろく見える顔に少々微妙な表情を浮かべている。

　そのまま息を殺して待つこと数秒、手を伸ばせば届きそうなところを、最初のプレイヤーが横切った。

　やや厚めのスケイルアーマーに、頭をすっぽり覆おおう鎖コ頭イ巾フ。この暗さでは胴衣とズボンの色は判別できないが、まず間違いなくモスグリーンだろう。武装はラウンドシールドと、前線ではやや珍しい片手斧おの。無骨なその武器を、右手の指を使って器用にクルクル回転させている。

　次の一人も似たような盾たてプラス片手武器持ちで、そして三人目は俺たち同様にヘルメットを被かぶっていなかった。代わりに、ある種の打だ撃げき武器を思わせる、トゲトゲした髪型が眼めを引く。目つきは鋭するどく、口くち許もとはへの字に曲げられている。鋼はがねのブレストプレートを装備し、武器は片手直剣。

　男の名前は《キバオウ》。第一層ボス攻略以前からの、なかなかに因いん縁ねん浅からぬ相手だ。反ベータテスター主義を掲げる彼は事あるごとに俺を敵視する傾向があり、こんなダンジョンで顔を付き合わせたらイヤミの一つや二つや三つや四つ言われることは間違いない。
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　目の前を通り過ぎる瞬しゆん間かん、キバオウのツリ眼が俺たちの隠れる窪くぼみを一いち瞥べつし、隠いん蔽ぺい率りつの数字が90まで下がった。しかし幸い看破リビールには至らず、内心で胸を撫なで下ろす。更に三人のプレイヤーが続き、ガシャガシャとやかましい足音が少しずつ遠ざかって、やがて消えた。

　数秒待ってからキズメルが体を起こし、広げていたマントを背中に戻した。俺と同時にふうーっと息を吐いたアスナは、複雑そうな表情を維持したまま呟つぶやいた。

「……なんだか、モンスター相手の時より緊きん張ちようしたわ」

「同感。別に見つかったからって、戦せん闘とうにはならなかっただろうけどな」

　俺おれが答えると、細剣使いは頷うなずくでも否定するでもない角度に首を傾かたむける。

「でも、宝箱から出たアイテム分けんかい、くらいのことは言われたかも」

「いやぁ、いくらアイツでもそこまでは……言わないと、思うけどなあ……」

　歯切れの悪い俺の言葉を聞きつけたか、六人パーティーが去った方向を窺うかがっていたキズメルが振り向き、言った。

「先ほどの小隊に、知っている相手でもいたのか？」

「あー、うん、まあ……。あんまり友好的とは言えない関係だけど……」

「ほう？　この城に暮らす人族は、長く平和を保っていると聞いているが」

「も、もちろん、剣を向け合うほどじゃないよ。大きなモンスターと戦う時は協力だってするし……でも、仲良しでもないというか、そんな感じ」

　キズメルに元ベータテスターと非テスターの確かく執しつなど説明のしようもないので、俺の説明は不ふ明めい瞭りようなものにならざるを得なかったが、どうにかエルフ騎き士しは納得してくれたようだった。軽く頷き、仄ほのかな苦笑を漂ただよわせる。

「なるほどな。私の所属するエンジュ騎士団と、王都を警けい護ごするビャクダン騎士団のようなものか」

　……エンジュとはなんぞや。

　と俺おれが首を傾かしげたのも束つかの間ま、アスナが華やいだ声を出した。

「すてき、騎き士し団だんに樹きの名前がついてるのね。他ほかにもあるの？」

「あとは、重装部隊のカラタチ騎士団がある。そちらともあまり仲がいいとは言えないが」

「へえ……。じゃあ、入れてもらうならわたしもエンジュ騎士団がいいかな」

　これにはキズメルも再び苦笑した。

「残念ながら、人族がリュースラの女王から、騎士の証あかしたる剣を授けられた例はないと聞いている。……だが、そなたらの勲くん功こう大なることを考えれば、女王への謁えつ見けんくらいならばあるいは……」

「ほんとに？　じゃあ、もっとがんばろ！」

　アスナはあくまで前向きだが、いろいろ余計な知識がある俺のほうは思わず視線を泳がせてしまう。ベータ時代にこのキャンペーンに挑んだ時は、九層にある黒エルフの城下町には行けたもののクエストはそこで終了してしまい、城へと繫つながる大門は結局最後まで…………

「よーし、それじゃそろそろ行きますか！」

　早くも《エンジュ騎士団》の見習いにでもなったつもりなのか、アスナが勢いよく俺の背中を叩たたいた。思考を中断して「へぇーい」と返事をすると、俺は床から二本の松たい明まつを拾い、ひとつをアスナに渡した。水たまりに落として消えても、耐久度が残っているうちは再使用可だ。壁かべに擦こすりつけて着火すると、キズメル同様に窪くぼみから顔を出し、六人パーティーが消えた方向に耳を澄すませる。

　キバオウたちがギルド結成クエストに挑んでいるならば、彼らの目的地は地下二階だろう。一階のクモ類は俺たちがあらかた掃除済みなので、今いま頃ごろはもう階段を下りているかもしれない。もちろん二階にはより強力なｍｏｂが出現するが、六人もいれば危険な状況にはなるまい。

　俺は右手を振ってウインドウを出し、一階の地図を確認した。すでに八割がマッピングされ、グレーアウトしている部分は二箇所。ひとつが下への階段で、もうひとつがキーアイテムのある部屋だと思われる。キバオウたちの進路から離はなれているほうを最初に潰つぶすことにして、地図を消す。

「じゃあ、まずこっちから……」

　言いかけたところで、俺を見るキズメルと眼めが合った。なんだろう、と考えてから気付く。ＮＰＣである彼女は、俺が出したメニューウインドウをどう解釈したのか。それとも見て見ぬフリなのか。

「……人族の使うそのまじない、久しぶりに見たな」

「へ？　ま、まじない？」

「うむ。ほぼ全すべての魔ま法ほうを失った人族が、いまに伝える数少ないまじないの一つ、《幻書の術》であろう？　知識のみならず品物までをも幻まぼろしの書物に収めるという……」

　──言われてみれば、手を振って紫に光る板を出す行為は魔ま法ほう以外の何ものでもない。なるほどなあと思いながらこくこく頷うなずく。

「そ、そう、それ。ゲンショに描いてある地図によれば、まだこっちのほうを調べてないみたいだから……」

　俺おれの苦しい応答を聞いたアスナが、キズメルの向こうで笑いを堪こらえるような顔をした。




　二つ残った部屋のうち、最初の一つに巣くっていたクモを難なんなく倒した俺たちは、奥の壁かべ際ぎわで瞬またたくささやかな光を発見した。近寄り、剣を鞘さやに収めてから拾い上げると、それは木の葉を象かたどった銀細工だった。根元のところにオパールのような白い宝石が輝いている。

　顔を上げた俺は、キズメルの左肩に輝くマントの留め具を見た。デザインも色合いも、まったく同一。

「……エンジュ騎き士し団だんの徽き章しようだ。この洞どう窟くつを調べていた偵察兵のものだろう。持ち主は、もう生きてはいるまい……」

　沈んだ声を出すキズメルに、俺は徽章を差し出したが、騎士は小さくかぶりを振った。

「それは、キリトから司令に渡してくれ。ひとまず、報告に戻ろう」

「……解わかった。じゃあ、預からせてもらうよ」

　徽章をポーチにしまうと、視界左側にクエストログ進行を告げるメッセージが流れる。

　ベータ時代にこのクエストを進めた時は、苦労して偵察兵の遺い品ひんを見つけた瞬しゆん間かん、パーティー全員でガッツポーズをしたものだ。しかしもちろん、いまは到底そんな気分にはなれない。十数時間前、森の奥でキズメルを助けたあの瞬間から、クエストやＮＰＣという言葉の持つ意味合いが少しずつ変わってきていることを意識しながら、俺は二人に続いて部屋を出た。

　ダンジョンのｍｏｂが再湧出リポツプするペースは概してフィールドよりも速いので、入り口近くのクモはそろそろ復活してしまっているだろう。左手に松たい明まつ、右手に剣を握ったまま、節足動物の足音がしないか耳を澄すませる。

　だが。

　数秒後、俺の聴覚に届いたのは、ｍｏｂがカサカサ走る音ではなく、男たちの叫び声だった。

「やべえ……あいつ階段上ってくるぞ!!」

「走れ走れ！　入り口まで逃げろ!!」

　続けて、ガシャガシャと鎧よろいが鳴る金属音に、乱れた足音。更に──枯かれ木が軋きしるような、大型ｍｏｂの咆ほう哮こう。

「あ……あんなクソデカいクモおるなんて聞いてへんぞ！　どうなっとるんや!!」

　十数分ぶりに聞くキバオウの声は、先刻の苛いら立だちに倍する狼ろう狽ばいに彩いろどられていた。

　俺は女性二人に向き直り、咄とつ嗟さに訊たずねようとした。

「どうす……」

「どうするの、キリト君!?」

「ここはそなたに任まかせよう！」

「す……る……」

　──別にパーティーリーダーになったつもりもないんだけどなあ！

　と内心で叫んではみたものの、今更遅すぎることは明らかだった。

　やむを得ず、この突発的状況にどう対応するかを考える。

　理想的な展開は、俺おれたち→隠れる、キバオウたち→ダンジョン外への脱出に成功する、クソデカいクモ→ターゲットを失ってＢ２Ｆの定位置に戻る、だろう。だがそうなる確率は低いと言わざるを得ない。ダンジョンの出口付近では移動速度の速いハシリグモｍｏｂが少なからずリポップしているだろうから、キバオウのパーティー全員が外の森まで走り抜けるのは困こん難なんだ。ヘタをすると、前後をｍｏｂに塞ふさがれてしまう。クソでかいクモというのはまず間違いなくこのダンジョンのボスである女王グモのことだろうし、そんなことになれば深刻な危機に陥おちいりかねない。

　となると次善の展開は、キバオウたちが脚を止め、追ってくる大グモと戦ってくれることだ。俺の記憶によれば、女王グモは、平均レベルが10程度の六人パーティーなら死者ゼロで倒すことは決して難むずかしくない。しかしそれも、パーティー全員が落ち着いて女王の特殊攻こう撃げきに対処できればという条件がつく。キバオウ率いる《アインクラッド解放隊》は、ベータテスターには頼らないという主義を掲げており、初見のボスモンスターの情報を知るメンバーがいるとは思えない。

　二秒かけてそこまで考えた俺は、更に〇・五秒を費ついやして、騎き士しキズメルの張り詰めた横顔を見やった。

　キバオウたちは、ウマが合う合わないはさておき、デスゲームＳＡＯをクリアするためには欠かせぬ戦力だ。彼らのピンチを無視はできないが、さりとて正面から割って入るのも躊躇ためらわれる。戦せん闘とうが終わり、彼らが──ことにキバオウが、ＮＰＣであるキズメルの存在に気付いた時、どのような反応を見せるのかはまったく読めない。

　よもやいきなり攻撃はしないだろうが、それでもキズメルを彼らの目に触れさせることには強い拒否感を覚える。なぜなら俺は、いつの間にか、ダークエルフの女性騎士に《ＮＰＣ》だの《ゲーム》といった言葉を聞かせたくないと思い始めているからだ。

「……パーティーが通り過ぎたら、後から来るクモをこっちに引きつけて戦おう。すぐそこの大きな部屋に引っ張り込めば、広さは充分足りるはずだ」

　俺が早口で囁ささやくと、アスナとキズメルは一いつ瞬しゆんだけじっとこちらを見た。ヘイゼルブラウンの瞳ひとみと、オニキスブラックの瞳の奥にはそれぞれの思考が存在したはずだが、俺が読み取るよりも早く二人は頷うなずき、口を開いた。

「解わかった。指揮は任まかせたわよ」

「そなたが戦うと決めたのならば」

　キズメルはまだしも、アスナからも異論が出なかったのは少々意外だが、いまはその理由を追及している暇ひまはない。頭の中にダンジョン一階の地図を広げ、キバオウたちの移動経路を推測する。

「よし、こっちだ！」

　左手の松たい明まつを掲げ、俺おれは足音の聞こえる方向に走り始めた。

　わずか十秒足らず移動すると、通路は前方でやや広い横道と交差する。キバオウたちはそこを左から右に横切り、女王グモもそれに続くはずだ。パーティーが通過してから女王のタゲを取り、さっき偵察兵の遺い品ひんを拾った部屋までプルして戦う。六人は一目散に出口までダッシュし続け、恐らく途中で雑ざ魚こｍｏｂに引っかかるので、後方の大グモが消えても自力で振り切ったとしか思わないだろう。

　壁かべの浅い窪くぼみに貼はり付いて姿を隠し、アスナの松明だけ残して俺のほうは火を消す。濃のう度どを増した暗がりの中で、突進のタイミングを計る。本来この手のｍｏｂ釣りには、専用の挑発タウントスキルもしくは投剣スキルによる遠隔攻こう撃げきが最適なのだが、どちらも未習得のいまは無いものねだりだ。通路と通路が交わる空間に女王グモが現れた瞬しゆん間かん、右手の剣で一撃浴びせるしかない。しかも即座に後退する必要があるので、技後硬直を強しいられるソードスキルは使えない。

　アニールブレードを握り直したのと同時に、再び男たちの叫び声が聞こえた。

「十字路だ！　出口どっちだ!?」

「さっき通ったとこやろが、まっすぐや、まっすぐ！」

　六人分の足音と金属音がどんどん大きくなる。俺は岩いわ壁かべに背中を押しつけ、五メートル先の四つ辻つじを睨にらむ。

　二秒後、男たちがひとかたまりになって俺の視界を横切った。先頭の斧おの使いは相変わらず斧をクルクルさせているが、続く数名は必死の形相だ。強敵から逃げる時は、どうしても軽装プレイヤーが重装プレイヤーを引き離はなしてしまいがちだが、最も脚の遅い一人にきちんとスピードを合わせているのはキバオウの指揮能力のたまもの、だろうか。

　パーティーが右側へと走り去ると、今度は枯かれ木を擦こすり合わせるような怪物の咆ほう哮こうが耳に届く。足音はほとんど聞こえないが、大型モンスターが走る時特有の震動がブーツの底を通して伝わる。通過まで、あと三秒……二秒……

　──ここだ！

　俺は無言で地面を蹴けると、アニールブレードをコンパクトな構えで振りかぶった。大ダメージを与える必要はないが、狙ねらいが俺に移るだけの憎ヘ悪イ値トは稼かせがねばならない。斬ざん撃げきが開始された瞬間、視界左側から巨大な塊かたまりが躍おどり出る。真ん丸な単眼が赤い光の筋を引いて横切り、ちょっとした木の幹ほどもありそうな脚が続き、最後に丸々と膨ふくらんだ腹部がさらけ出される。

「……ッ!!」

　無音の気合に乗せて、俺おれは愛剣を大グモの横っ腹に叩たたき込んだ。ややセーブした通常攻こう撃げきなので一気に切り裂くとまではいかなかったが、どうにか剣先が鈍にぶい紫に光る外殻を貫つらぬき、緑色の体液が飛び散る。

「キシャシャア────ッ!!」

　俺が剣を引き抜くのと、大グモが怒りの雄お叫たけびを上げて停止するのは同時だった。モンスターの方向転換を待たずに飛び退のき、後方のアスナたちのところまで一目散に駆かけ戻る。

　振り向くと、ちょうど女王グモも右九十度旋せん回かいを終えたところで、真っ赤に燃える幾いくつもの単眼とばっちり視線が合った。その上に浮かぶ二段ＨＰバーは、一段目がささやかに削れている。表示される固有名は、【Ｎｅｐｈｉｌａ　Ｒｅｇｉｎａ】。確かレジーナは女王を表す単語なので、《ネフィラ女王》というような意味だろう。そのつもりで眺めると、光こう沢たくのある紫の体に浮き上がる銀色の模様は高貴な雰囲気を醸かもし出していなくもない。

「……タゲ取りは成功したみたいね」

　アスナが囁ささやき、壁かべから離はなれた。すると、彼女の持つ松たい明まつの光がお気に召さなかったのか、八本脚の女王陛下は単眼を剣けん吞のんに光らせ、巨きよ軀くを低く屈かがめた。直後──。

「キシャアッ！」

　ひと声吼ほえるや、猛然と駆け寄ってくる。もちろん俺たちも黙だまって見ていたわけではない。女王グモが右の第一歩脚を動かした時にはもう、三人揃そろって後方に走り始めている。移動阻害系の特殊攻撃持ち相手に、狭い通路では戦えない。

　再び十秒ほど走ると、行く手右側の壁に大部屋の入り口が見えた。躊躇ためらわず飛び込み、俺を中心に広く散開する。振り向き、左手の松明に再点火した直後、女王グモが部屋に飛び込んできた。もう脚を止めようとせず、一直線に俺目掛けて突進してくる。

　高々と振りかざされる二本の歩脚を、俺は立ち止まったまま見上げた。ベータ時から変わっていなければ、女王グモの攻撃パターンは左右の脚による突き下ろし、毒どく牙がによる咬かみ付き、尾部からの粘着網放出、そして垂直ジャンプで発生する振動波だ。粘着網は踏ふむと靴が床に貼はり付くし、頭から被かぶるとしばらく剣が振れなくなる。振動波は二層ボスのミノタウロスたちと同じ種類の攻撃で、脚を取られるとよろめくか転倒してしまう。

　それらの情報をアスナたちに伝える暇ひまはなかったので、戦せん闘とう中にリアルタイムでレクチャーしていかねばならない。俺は女王の脚を睨にらみながら叫ぶ。

「脚の突き下ろし二連撃は、先っぽが震えたほうの脚からだ！　必ず外側に避よけないと、二発目を喰くらうぞ！」

　と言ったそばからクモの右前脚がぴくぴくっと震えたので、俺は左に跳ぶ。直前まで俺が立っていた場所を、ズガン！　と巨大な鉤かぎ爪づめが貫つらぬき、わずかに遅れて左前脚も振ってくるが、先に突き下ろした脚が邪じや魔まをして俺を追い切れない。二本の脚が地面に突き刺さった瞬しゆん間かん、大声で指示。

「ソードスキル一本！」

　女性二人は、初見のボスモンスターに臆おくする様子もなく、打てば響ひびく反応でそれぞれの愛剣に必殺の輝きをまとわせる。その様子を視界の端はしで捉とらえながら、俺おれも単発水平斬ぎり《ホリゾンタル》を女王の脚に叩たたき込む。三重の光と音がクモの巨体を包み、耳みみ障ざわりな悲ひ鳴めいとともに一段目のＨＰバーが三割以上も減る。ボス相手とは思えない派手な削れ方は、キズメルの一いち撃げきの威力ゆえだろう。

　このペースなら、安全性を重視して単発技に限定しても、三人がほんの六発か七発ずつソードスキルを撃うち込めば倒せる。しかし俺は気を緩ゆるめることなく、ディレイから立ち直って動き出すネフィラ女王の全身を睨にらみ続けた。地下二階しかないダンジョンの主ぬしではあるが、彼女もボスモンスターには違いない。フロアボスと同様に、ベータ時代から攻撃パターンが変わっている可能性がある以上はどんな些さ細さいな挙動をも見逃せない。

　女王はその場で小刻みに足あし踏ぶみすると、八本の脚を一気に縮ちぢめた。

「跳ぶぞ！　着地の寸前にこっちもジャンプ、タイミングはカウントする！」

　ぐわっ、と空気を震わせて巨体が垂直に飛び上がる。洞どう窟くつの天井近くにまで到達し、落下に転じた瞬しゆん間かん、続けて叫ぶ。

「二、一、ゼロ！」
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　女王に向かってジャンプした俺たちの足あし許もとを、波紋状の振動エフェクトが通過していった。着地するや否いなや、再びソードスキルを一いち撃げき──。

　ありったけの観察力と判断力を振り絞った戦いの最中にあって、俺おれはいつしか忘れていた。頼もしい仲間である女性騎き士しが、本当は人間ならぬＮＰＣであるという事実を。

　本来ならばあり得ないのだ。ＮＰＣが、自みずからに与えられたアルゴリズムではなく、プレイヤーの俺が極限まで省略した言葉で伝える指示に従って戦うなどということは。しかしこの時の俺は、キズメルの戦いぶりを不思議だとは思わなくなっていた。

　ＶＲＭＭＯでは、戦せん闘とう中の経過時間を体感だけで正確に計るのはなかなか難むずかしい。たいていは、戦闘後に「一分しか経たってないの!?」とか「一時間もかかってたの!?」などと驚おどろくことになる。

　ゆえに、大おお蜘ぐ蛛も型モンスター《ネフィラ女王》が派手なエフェクトに包まれながら爆ばく散さんし、視界にＬＡボーナス獲かく得とくのメッセージが流れると、俺はすかさずウインドウを開いて現在時刻を確認した。

　午前四時二十分。逆算すると戦闘に費ついやしたのはわずか三分程度だが、ボスの気配が消えたことに気付いたキバオウたちが戻ってくるには充分な時間だ。仮にそうなっても、もう一度キズメルの光学迷彩マントに入れてもらう手もあるにはあるが、ボス戦の派手なサウンドエフェクトを聞かれていたら隠れおおせるのは難しい。

　ウインドウを消した俺は、再びハイタッチを交かわそうとしている女性剣士二人に向き直り、人差し指を口くち許もとにあてた。幸い《静かに》のゼスチャーはダークエルフ族にも伝わったようで、二人は右手を打ち合わせることなく下に降ろす。今度は《待ってて》の合図をしてから、戦場となった大部屋の入り口まで忍び足で移動。壁かべに背中を押し当て、外の通路に耳を澄すませるが、いまのところ声や足音は聞こえない。

　──しかし、まだ朝の四時過ぎってことは、あいつらいったい何時に街を出てきたんだよ。いやいや、案外徹てつ夜やでギルドクエを進めていたというセンも。

　などと《解放隊》の勤勉さに呆あきれ半分称賛半分の感想を抱きつつ三秒間待ったが、近づいてくる者は存在しないようだった。恐らく、洞どう窟くつの入り口付近で雑ざ魚こｍｏｂを引っかけて戦闘になったのだろう。ふうっと息を吐き、アスナたちのところに戻る。

「キバオウたちには気付かれなかったみたいだ。たぶん連中は、ギルドクエストを進めるためにもういちど地下二階に戻るだろう。その隙すきに洞窟から出よう」

　の提案に「そうね」と頷うなずいたアスナは、ふと気付いたように質問を付け加えた。

「さっきのボス蜘蛛、復活するのに何分くらいかかるの？」

「えっと……」

　俺はベータ時の記憶を検索しようとしたが、それより早くキズメルが答えた。

「あの大きさなら、洞窟に満ちる霊れい力りよくによって新たな主ぬしが生まれるまでに、短くとも三時間はかかるだろう」

　どうやらキズメルたちは、ｍｏｂのリポップをそのように解釈しているらしい。《霊れい力りよく》と、アインクラッドから失われてしまったという《魔ま力りよく》がどう違うのか訊きいてみたい気もしたが、今度はアスナに発言を先んじられる。

「それだけかかるなら、キバオウさんたちは安全に二階を探索できそうね。……なんだか、彼らの知らないところで手助けしちゃったみたいでちょっとシャクよね」

「ははは、『善よき行いは森が、悪あしき行いは虫が見ている』と言うではないか。そなたらにはきっと聖せい大たい樹じゆの恵みがあろう」

「……そ、そうよね。ちなみに人族の国では、そういうのを『情けは人のためならず』って言うのよ」

「ほう、憶おぼえておこう」

　などとやり取りするアスナたちを眺めながらも、俺おれの脳裏に存在したのは、「先刻拾った遺い品ひんを野営地の司令官に届けてクエストを進行させてここに戻ってきてもう一度ボス蜘ぐ蛛もと戦うのは二度手間だなぁ」という至って即物的な思考だった。しかしすぐ、足あし許もとの床に何か黒光りするものが落ちているのに気付く。拾い上げるとそれは、《ネフィラ女王》の口から伸びていた巨大な牙きばだった。念のために指先でタップすると、【女王蜘蛛の毒どく牙が】というアイテム名が浮き上がる。

　うまくいけば、司令官に遺品を届けて次の女王討伐ミッションを受けたら、即座にこの牙でクエストを完了させられるかもしれない。そうだといいなあ、と思いながらストレージに格納し、ついでにもう一度時刻を見ると、四時半を回っていた。そろそろキバオウたちも地下二階に戻っているだろう。

「じゃあ、いったん野営地に戻ろうぜ」

　俺がそう言うと、キズメルとアスナは同時に振り向き、同時に頷うなずいた。

　二人の顔立ちはまるで似ていないし、そもそもキズメルは肌が浅黒く耳が長いダークエルフ族──という以前にＮＰＣなのだが、並んで立つ二人の様子は不思議と姉妹めいた印象を俺に与えた。




　期待どおり、キバオウたちと出くわすことなく地上に戻った俺たちは、戦せん闘とうを極力回かい避ひしつつ森の南の野営地へと急いだ。

　深い霧きりの向こうに翻ひるがえる何本もの旗が見えてきた頃ころには、浮遊城外周部から届いてくる仄ほのかなすみれ色の光が、朝の訪れを告げていた。十二月中旬の夜明け前、現実世界ならばセーターにダウンジャケットでも着込まないととても外を出歩く気にはなれないだろうが、異世界の朝冷えは激げき戦せんの熱気が残る体にむしろ心ここ地ち好よいくらいだ。もちろん、寒さも熱さもナーヴギアが作り出す感覚信号に過ぎないのだが。

《森沈みのまじない》が作り出す魔法の濃のう霧むを通り抜け、谷あいの野営地に入ったところで、三人揃そろってすうはあと深呼吸。緊きん張ちようを解き、ついでに重い武装もある程度解除する。

　プレイヤーと違ってアスイトテレムー欄ジを使えないキズメルは、俺おれたちが呼び出した《幻書の術》──という名のメニューウインドウにもう一度「便利なものだな」とコメントしたあと、野営地の奥に視線を振った。

「──キリト、アスナ。洞どう窟くつで見つけた徽き章しよう、そなたらが司令に届けてくれないか」

「あ、ああ……それは構わないけど……」

「よろしく頼む。命を落とした偵察兵は、司令の血族でな……。報告の場に立ち会いたくないのだ。わがままを言ってすまない」

　そう言って長い睫まつ毛げを伏せるキズメルに、亡くなったティルネルさんのことを思い出すからか、と訊たずねる必要はあるまい。俺と同時に頷うなずいたアスナは、いたわるようにエルフ騎き士しの左腕にそっと触れると囁ささやきかけた。

「解わかったわ、わたしたちがちゃんと報告しておくから、安心して。……キズメルは、これからどうするの？」

「少し天幕で休ませてもらうよ。私の助けが必要な時は、いつでも声を掛けてくれ」

　淡く微ほほ笑えみながらそう答えたキズメルが一歩下がると、どこかしんみりした響ひびきの効果音とともに、視界左上のＨＰバーがひとつ消滅した。同時に、騎士がパーティーから外れたことを伝えるシステム・メッセージが小さく流れる。

　鎧よろいを鳴らして一礼し、野営地の右手奥へと去っていくキズメルの背中を見送ってから、俺はちらりと隣となりを見た。予想どおり、アスナの横顔には寂しさ半分不安半分の表情が浮かんでいて、つい小声でフォローしてしまう。

「大丈夫だよ、もう一度話しかければ、またいつでもパーティーに入ってくれる……はずだから」

　例によって怒られるかと思ったが、返ってきたのは、

「……うん」

　という短いいらえだけだった。

　細剣使いは、気持ちを切り替えるように、背中に払っていた大きなフードをすっぽり被かぶると言った。

「さあ、クエストの報告に行きましょ」




　ダークエルフ先せん遣けん隊たい司令官は、俺が木の葉を象かたどった徽章を手渡しても、大きく表情を動かすことはなかった。やはりこの野営地に配置されたＮＰＣの中では、キズメルひとりが突出して高度なＡＩを与えられているのだろうが、彼女と長い時間を過ごしたあとだと、司令官の変わらぬ態度の奥に深い悲しみが隠されているように感じるのだから不思議なものだ。

　偵察兵の遺い品ひんを届けたことでクエストログが進行し、司令官から洞窟の奥に潜ひそむボス蜘ぐ蛛もの討伐を依頼されたところで、おそるおそる【女王蜘ぐ蛛もの毒どく牙が】を取り出して司令官の前の大きなテーブルに置く。ラッキーなことにそれでクリア条件が満たされ、俺おれたちは二度目の探索行に出ることなく、キャンペーン・クエスト第二章《毒蜘蛛討伐》を完了することができた。今後もクエストは延々と続き、三層だけでも第十章まで存在するのだから先は長い。

　報酬のコルと経験値とアイテム──俺もアスナも、選択したのは見た目よりずっと大容量のマジックおまじない効果付きベルトポーチ──をありがたく頂ちよう戴だいし、更に第三章クエストも受じゆ諾だくしてから、司令官の大天幕を出る。

　いつの間にかすっかり夜が明け、野営地を行き交かうダークエルフたちも数を増しているが、そこにキズメルの姿はない。大天幕前の広場で足を止めた俺は、再び一人だけになってしまったパーティーメンバーに訊たずねた。

「……どうする？　もう、いつでもキズメルをパーティーに誘えるけど……」

「ん…………」

　アスナは少し考えるように俯うつむいてから、軽くかぶりを振った。

「もう少し、あとにしよ。……なんだか、変なこと言うようだけど……しばらく、一人にしておいてあげたい気がするの」

「そっか。いや、別に変じゃないよ。そりゃ、キズメルはＮＰＣだけど……それ以前に、もう俺たちの仲間だもんな」

「わたしは別にあなたの仲間になったつもりはないけどね」

「…………ハイ」

　というようなやり取りをしている間に、少し離はなれた食堂天幕から何やらいい匂においが漂ただよい始める。ふらりとその方向へ足を踏ふみ出そうとする俺の袖そでを、アスナがくいっと引っ張る。

「ご飯の前に、付き合ってよ」

「へ？　どこに？」

「ちょっと、たった一晩で忘れないでよね。素材が溜たまったら、鍛か冶じ屋やさんでわたしの剣を新調することになってたでしょ！」




　ＳＡＯに存在する全すべての武器防具は、入手方法によって三つのカテゴリーに大別される。

　まず、ボスを含むｍｏｂを倒して獲かく得とくする《モンスタードロップ》。ダンジョン内の宝箱から得られる《チェストドロップ》と併せて《ドロップ品》とも言う。

　次に、クエストのクリア報酬である《クエストリワード》。

　そして最後に、プレイヤーもしくはＮＰＣの鍛冶師や革細工師が素材アイテムから製造する《ショップメイド》。

　デスゲーム開始から一ヶ月と一週間が経過するが、いまのところこの三カテゴリーに性能上の優劣はない。俺の愛剣《アニール・ブレード＋６》は一層のクエストリワードだし、アスナの《ウインド・フルーレ＋５》は同じく一層産のモンスタードロップだ。レベル帯が上がるとクエスト報酬及びＮＰＣ製造武器のスペックは低下し、強力な武器はドロップ品とプレイヤー製に偏かたよっていくと予想されるが、ＳＡＯでそんな状況が到来するのは果たして何ヶ月先か。……何年、ということにはならないと祈りたい。

　等々とボンヤリした思考を巡らせつつ、俺おれはフーデッドケープをなびかせるアスナの後ろを俯うつむき加減で歩いた。

　昨夜ゆうべたっぷり七時間も寝たはずなのに、暗いうちからけっこう重めのクエストをこなしてきたせいか、朝日を浴びた途と端たんに追加の眠気が襲おそってくる。そんな俺とは対照的に、細剣使いの足取りがやけにキッパリしているのは、ネットゲーマーにあるまじき完全朝型ビルドなのか、あるいは足あし許もとから這はい上ろうとする不安をブーツの踵かかとで蹴けりつけているのか。

「大丈夫だよ、うまくいくって」

　眼めをしょぼしょぼさせながら、ほとんど無意識のうちにそんな台詞せりふを投げかけると、一・五メートル前方でショートブーツがぴたりと止まった。背中に追突しそうになり、慌ててブレーキをかける俺の耳に、怒り七割にそれ以外の何か三割がブレンドされた声が届く。

「……別に何も心配してないわよ」

　いくら脳が低電圧モードでも、ここで「うっそだぁー」と言わないくらいの判断力は健在だったので、俺は短く答えるにとどめた。

「そっか」

「そうよ。それより、いままでの戦せん闘とうで素材とかちゃんと貯たまったんでしょうね。嫌いやよ、足りなくて追加で取りにいくとか……」

　振り向きながらそこまで言いかけたアスナだったが、一度口を閉じてから、少し語気を弱めて続けた。

「……いつまでも、これじゃ駄だ目めよね……」

「へ？　何の話？」

「だから……武器作るのに必要な素材の種類とか、モンスターの攻略法とか、キリト君に訊きいてばっかりじゃなくて自分でちゃんと解わかるようにならないとって、そういう話」

「あー……で、でも、二層の主街区で会った時は、素材アイテムの種類も落とすモンスターもバッチリ知ってたじゃん」

　たった一週間前の再会を、ずいぶん昔のことのように思い出しながら俺が言うと、アスナはフードの奥でどこかほろ苦い笑みを浮かべた。

「あれは、アルゴさんの攻略本の、自分に必要なところを暗記しただけ。だから、テキストに書いてなかったことは何も知らないし、解らない。この世界に来る前のわたしと、まったく同じ」

「…………」

　予想外の言葉に、どう答えたものかしばし迷ってから、小さくかぶりを振る。

「それは、俺おれだって同じだよ。いまはまだベータ時代の知識が使えてるだけで、その有効期限が切れたらもう右も左も……」

「ううん、テキストから得た知識と、実体験で得た知識はやっぱり違うわ。武器をひとつ作るだけなのにこんなに不安になるのは、それを体験してないからだもの」

　話している間にどうにか眠気を追い払った俺は、「やっぱり心配なんじゃないですか」と指摘するのはやめておいて、真顔を維持しつつ言った。

「なら、これから色々体験していけばいいよ。いま、いちばん大事なことは、生きて前に進み続ける……それだけだろ。そのために利用できるものは何でも利用すればいい。アルゴの攻略本でも、俺の知識でも。そうやって、一日生き延びるごとに、数字じゃない経験値も増えていくんだからさ」

　本心ではあったものの、柄がらにもない台詞せりふに少々照れくさくなった俺は、先ほど出てきたばかりの大天幕の向こうを見上げた。すると、ほど近い外周部から差し込み始めた曙しよ光こうが、上層の底を赤く染めているのが見えた。

「…………そうね。またこうして、新しい一日が始まるんだもんね…………」

　呟つぶやいたアスナの声から、先ほどまでの張り詰めた響ひびきが薄うすれているのを感じ、俺は頷うなずきながらそっと息を吐いた。再び細剣使いに視線を戻し、何なに気げなく付け加える。

「ああ、それと、言い忘れてたかもだけど……」

「え……？」

「武器の強化と違って、作成には基本的に失敗はないからさ。だから、あんまり不安になる必要は」

　そこまで聞いた瞬しゆん間かん、アスナはダメージが発生しないぎりぎりの強さで俺の脇わき腹ばらを小こ突づき、剣けん吞のん極きわまる唸うなり声を出した。

「それを早く言いなさいよ！」




　硬い地面を割り砕かんばかりの勢いで前進する細剣使いから、二メートルばかり距離を取りつつしばらく歩くと、ダークエルフ野営地のささやかな商業エリアが見えてきた。

　道沿いに連なる四つの天幕は、手前から道具屋、裁さい縫ほう屋や、革細工屋、そして鍛か冶じ屋やの小旗を掲げている。店頭に所狭しと並ぶ、人間の街のショップでは入手不可能な各種レアアイテムに心が躍おどるが、どれも三層に到着して間もない俺の財布には厳きびしすぎるお値段だ。ぐっと我慢して通り過ぎ、鍛冶屋の前で立ち止まる。

　ＮＰＣ鍛冶職人と言えばヒゲのマッチョガイと相場が決まっているが、さすがエルフの村と言うべきか、鉄床アンビルに向かってハンマーを振っているのは長髪を後ろで括くくった細身のお兄さんだった。鍛冶屋らしい外見的記号は、黒い革の前掛けと肘ひじまでの手袋だけだ。しかし彼の武器作成スキル熟じゆく練れん度どは、右手に握られた上級スミスハンマーが示すとおり、三層主街区のＮＰＣ職人を大幅に上回る。二層で知り合った、ギルド《レジェンド・ブレイブス》のネズハがチャクラム使いに転向したいま、眼前のエルフを超える腕前のプレイヤーも現状では存在しないはずだ。

　たった一つ、問題があるとすれば──。

　俺おれとアスナが天幕の前で立ち止まると、ダークエルフ鍛か冶じ師しは浅黒い精せい悍かんな顔でこちらを一いち瞥べつし、「フン」と鼻を鳴らしただけで仕事に戻った。隣となりから負のオーラが立ち上るのを感じて、思わずケープの裾すそを軽く引っ張る。この野営地は丸ごと《圏外》なので、犯罪者フラグを立てようものなら鬼のように強い衛えい兵へいに袋ふくろ叩だたきにされて追放の憂うき目に遭あいかねない。それ以前に、眼前の鍛冶師も充分すぎるほど強そうだ。

　幸い、アスナは店主の無愛想ぶりに口も手も出すことはなく、代わりに俺をじろりと睨にらんだ。

「……ほんとにだいじょうぶなの？」

　小声の問いに、こくこく頷うなずく。依頼するのが武器強化であれば絶対はないが、先刻アスナに言ったとおり、新たな武器を造るにあたっては完全なる失敗は有り得ない。もちろん、作成者が必要充分なスキル熟練度に達していれば、だが。

　俺がケープから手を離はなすと、アスナは一歩前に出て、それなりに礼れい儀ぎ正しくエルフ鍛冶師に話しかけた。

「すみません、武器の作成をお願いします」

　返事は二度目の「フン」であったが、アスナの前に、ＮＰＣショップ特有のメニューウインドウが出現する。プレイヤーが経営するショップでは口頭での売買が基本だが、ＮＰＣ相手だと言葉を使った注文がスムーズに伝達されない場合があるので、補助的にメニュー窓が用意されているのだ。

　エルフにとってはこの窓も何かのオマジナイなのかなあ、と考えながら俺が首を伸ばすと、アスナは窓の片かた隅すみに触れて可視化してくれた。細い人差し指は、続けて鍛冶屋専用メニューの《武器作成》ボタンを押そうとしたが、寸前で停止する。

「……そっか、作成の前に、やることあるんだよね」

　ごくかすかな呟つぶやきに、俺は一いつ瞬しゆん間を置いてから答えた。

「それは必須じゃないから、アスナがしたいようにすればいいよ」

「うん……。──でも、もう、決めたの」

　小声ながらきっぱりと宣言すると、アスナはショップメニューの操そう作さを中断し、左手で腰の細剣──緑色の鞘さやに収められた《ウインド・フルーレ＋５》を外した。

　一層の対フロアボス戦、苦しかった二層の攻略、そして三層に来てからもいまに至るまで共に戦い続けてきたシンプルだが美しいデザインの武器を、アスナは両手で強く抱き締しめた。俺には聞こえない声で短く囁ささやきかけてから、それをエルフ鍛冶師に向かって差し出す。メニュー窓を使わず、敢あえて音声での依頼。

「この剣、インゴットにしてください」

　それを聞いたエルフ鍛か冶じ師しが、みたび「フン」を炸さく裂れつさせると俺おれは予想したが、なぜか今回は無言で右手を伸ばしただけだった。

　まさかアスナの心情を慮おもんぱかったわけではなかろうが、丁てい寧ねいな仕草でウインド・フルーレを受け取ると、おもむろに鞘さやから抜く。新品の頃ころの鏡のような輝きは薄うすれたものの、しっとりと深い艶つやをまとうようになった刀身をしばし検分してから、ひとつ頷うなずいて両手で捧げ持つようにすると、背後の炉フオージにそっと載のせる。

　ネズハが使っていたような携けい行こう炉ろではなく、煉れん瓦がを四角く組んだ本格的な鍛冶炉だ。火力を上げるためのふいごはついていないが、上面から立ち上る炎は不思議な青緑色なので、これもエルフお得意の魔ま法ほう動力なのだろう。炎は銀色の刀身をたちまち赤熱させ、すぐに切きっ先さきから柄つか頭がしらまでが眩まばゆく輝き始める。隣となりのアスナが、胸の前で両手を握り締しめる。

　やがて、剣はひときわ強烈な閃せん光こうを放ち、一気に収縮して長さ二十センチほどの直方体へと変化した。

　光が収まると、エルフは手袋を嵌はめただけの右手で炎の中から直方体を取り上げ、ずいっと差し出した。朝日を浴びて、クリアな銀色に輝くひとつの金属地金インゴツト。アインクラッドには、鉄アイアンや銅カツパーといった実在する金属から、真銀ミスリルのような架空の金属まで膨ぼう大だいな種類のインゴットが存在し、俺も見た目だけではアイテム名を識別できない。しかし、アスナの愛剣がかたちを変えたそれが、かなりのレアリティを持つ一品であることだけは解わかる。

「ありがとうございます」

　エルフに礼を言い、両手で銀色の塊かたまりを受け取ったアスナは、しばらくその重さを確かめるようにじっと抱え持っていたが、やがてメインメニューを開くとアスイトテレムー欄ジに格納した。窓を消し、先に開いていたショップメニューを体の前にスライドさせると、操そう作さを再開する。

　改めて武器作成ボタンを押し、片手武器→細剣→素材選択へと進む。するとアスナのストレージに入っている各種アイテムの中から、素材として使用可能なものだけが抽出された小窓が浮き上がるので、カテゴリごとに選択していく。

　武器強化の場合は、使用するのは《基材》と《添加材》だけだが、作成だとそこに《心材》つまりインゴットが加わる。蜘く蛛もの洞どう窟くつで集めてきた鉱石からもインゴットは作れるが、今回は基材として用いる。俺が口を出すまでもなく、アスナの指は次々と素材を選び、最後に元はウインド・フルーレだった心材──《アルゲンティウム・インゴット》なる名前だった──を指定。必要アイテムが全すべて満たされると、工賃の額とともに最後の確認を求めるＹＥＳ／ＮＯダイアログが出現する。

　アスナはもう一度エルフ鍛冶師に視線を向けると、「お願いします」と一礼してからＹＥＳボタンを押した。

　しゅわわん、という効果音が響ひびき、鍛か冶じ師しのそばの作業台に、革袋二つとさっき見たばかりの白銀のインゴットが出現する。エルフは無言で手を伸ばし、基材と添加材の入った袋二つをぽいっとフォージに放る。袋はたちまち燃え尽き、中のアイテム群も赤く灼やけ始める。

「……な、なんかテキトーな作業っぷりだなあ……ほんとに大丈夫なのかよ……」

　俺おれが小声で呟つぶやくと、アスナが呆あきれたように囁ささやき返した。

「作成に失敗はないって言ったのはあなたでしょ。あとは信じて任まかせるしかないじゃない」

　──二層でネズハにウインド・フルーレの強化を依頼した頃ころと比べれば、このヒトもずいぶん肝きもが据わったものだなあ。

　などとつい考えてしまうが、俺がアスナに敢あえて言わなかったことも、ひとつだけ存在する。

　武器作成に、完全なる失敗──つまり素材アイテムが全すべて消滅し、しかも剣は完成しないという結果は有り得ない。しかしいっぽうで、結果が確定しているわけでもない。プレイヤーが決められるのは作成する武器の種類までで、どんな姿、どんな名前になるのかは作ってみないと解わからないのだ。それは言い換えれば、完成品のスペックには幾いくらかの幅がある、ということでもある。

　だが今回の場合は、完成品が元のウインド・フルーレよりも弱くなってしまうということは有り得ない──はずだ。エルフ鍛冶師は究極的無愛想ではあるがスキル熟じゆく練れん度どは高いし、基材と添加材は質・量ともに上限だし、そして何より心材インゴツトにはアスナの思いが籠こもっているのだから。オカルトと言われようが、そういう力は、全てデジタルデータのこの世界にもある。と俺は信じる。

　刹せつ那なの思考を巡らせている間に、火中の素材群が溶け崩くずれ、炎の色が明るい白へと変わった。鍛冶師はすかさずインゴットを炎に投入。冷たい金属塊は、徐々に眩まばゆく輝き始める。

「バフ、頂ちよう戴だい」

　不意にそんな声が耳に届き、右手の人差し指から薬指までの第二関節から先が、柔らかい掌てのひらにきゅっと包み込まれた。

　──と言われても、いまはなんの支援効果バフもかかってないし、そもそも手を握っても効果が移動するわけじゃないし。

　という心の声を押し戻し、俺は親指をアスナの手の甲に触れさせると、いい剣ができますようにと祈った。

　エルフ鍛冶師は、作業を食い入るように見詰める俺たちには眼めもくれず、インゴットが充分に熱せられるや黒手袋を嵌はめた左手で摑つかみ、アンビルへと移動させた。右手のスミスハンマーをくるっと回し、二秒に一度のペースでリズミカルに叩たたき始める。早朝の野営地に、かぁん、かぁん、と澄すんだ鎚つち音おとが響く。

　叩く回数は、作られる武器の性能に比例して多くなる。初期装備の《プレーン・レイピア》や《スモール・ソード》あたりなら、強化よりも少なくたった五回。《ウインド・フルーレ》と同クラスで二十回前後。つまり、鎚つち音おとが続けば続くほど強い武器ができるわけで、この音を数えるのが武器作成に於おける最大の楽しみであり気が張る瞬しゆん間かんでもある。

　十回。十五回。鎚音は続く。

　二十回を超えたところで、俺おれは詰めていた息をそっと吐き出した。これで完成品がウインド・フルーレを超えることはほぼ確定だ。

　しかし、金属音が二十五回を数えたあたりから、再び肩に力が入る。いつの間にかアスナの手を強く握っていることにも気付かず、オレンジの火花に彩いろどられるインゴットを凝ぎよう視しする。

　俺の愛剣アニール・ブレードはクエスト報酬限定の品だが、同クラスの剣で鎚打ちの回数は三十程度だったはずだ。鍛か冶じ師しのスミスハンマーは、そのラインをあっさり超えてなお鎚音を響かせ続け、三十五回すら通り過ぎ、四十回を数えたところでやっと止まった。

　純白に輝くインゴットが、ゆっくりと変形し始める。どこまでも細く、長く、鋭するどく、美しく。最後にもう一度強い閃せん光こうを放ち、それが収まると、アンビルの上には全体が白銀に煌きらめく一振りの細剣レイピアが横たわっていた。

　言葉もなく見守る俺とアスナの前で、鍛冶師は細かい彫刻が施ほどこされた柄つかを握り、持ち上げた。左手の指先を細い刀身に走らせ、驚おどろいたことに、ひと言コメントを発した。

「……いい剣だ」

　後方のラックに左手を伸ばし、無数に納められている鞘さやの中から明るい灰色のものを選ぶと、レイピアをぱちんと収めてアスナに差し出す。

　ここでようやく俺は、自分がアスナの左手をしっかとホールドしたままであることに気付き、慌てて手を離はなすとロングコートのポケットに突っ込んだ。アスナは実に微妙な表情でこちらに一いち瞥べつくれてから、エルフ鍛冶師からレイピアを受け取り、ぺこりと頭を下げた。

「ありがとうございます」

　返事は、今度こそ「フン」だった。

　ほんのり苦笑し、新しい剣をベルトの金具に吊つるそうとするアスナの左腕を、俺はもう一度摑つかんだ。訝いぶかしそうに眉まゆを寄せるのにも構わずぐいぐい引っ張り、商業エリアの先のささやかな広場に場所を移す。

　俺が足を止めるや否いなや、アスナは腕を引っこ抜き、軽めの膨ふくれっ面つらで言った。

「ちょっと、どうしたっていうのよ？　新しい剣はちゃんとできたじゃない」

「いや、ケチをつけるつもりはないんだ。でも、ちょっと、その……まずはそれ、見せてくれ」

　俺が右手を突き出すと、アスナは唇を尖とがらせつつも新品の細剣を載のせた。

　持った瞬間、密度のある重さが掌てのひらに伝わる。それだけでもうタダモノでないことは解わかるが、素早くタップしてプロパティ窓を引き出し、アスナと一緒に覗のぞき込む。

　いちばん上に表示されているアイテム名は、【Ｃｈｉｖａｌｒｉｃシバルリツク　Ｒａｐｉｅｒ・レイピア】となっている。シバルリック……騎き士しの、というような意味だろうか。強化値は、もちろん＋０。そしてその隣となりの、残り試行回数が──15。

「なでゅっ……」

　というような意味不明の奇声が、俺おれの口から零こぼれた。

　外面に顕あらわれた反応はそれだけだったが、内心では、「なんでや!!」と叫びながらずぎゅーんと飛び上がって上層の底に頭をぶつけて再び地上に落ちてくるくらいの衝しよう撃げきに見み舞まわれていた。

　窓の下のほうにごちゃごちゃ書いてある、攻Ａ撃Ｔ力Ｋだの攻撃速度ＳＰＤだのの詳細スペックを見るまでもない。十五という強化試行回数は、アニール・ブレードの八のほぼ二倍だ。つまりこのシバルリック・レイピアは、単純に考えてアニールの倍、強い。層で言うなら五、六層クラスの代しろ物ものではあるまいか。

　もちろん、大いに喜ぶべきことだ。武器の性能は戦せん闘とうの勝率に直結する──いや、この世界ではもはや勝率という言葉に意味はない。万が一にも死ねない、イコール全すべての戦闘に勝たねばならないこの世界で、手にする力がどれほど大きくとも大きすぎるということはない。

　しかし、事はそれほど単純ではない。なぜなら俺たちは、スタンドアローンＲＰＧではなく、ＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧという耳慣れないジャンル名を冠するゲームの中に囚とらわれているのだから。

　鍔つばから柄つか、ナックルガードまでが白銀造りとなっている美しい武器を握ったまま、俺はこのレイピアが、アスナという類たぐい稀まれなる細剣使いフエンサーの運命を変えていくのではないかという予感──あるいは畏おそれに打たれ、いっとき無言で立ち尽くした。




「……どうしたのよ？」

　再びそう問われ、ようやく物思いから醒さめる。顔を上げ、アスナの顔をまじまじと見てから、慌ててかぶりを振る。

「あ、いや、なんでもない……いやいや、なんでもなくない。これ、この剣、超強いぞ」

「ふうん？　超？」

「うん、超」

　と小学生のようなやり取りをしていると、不意にアスナがくすっと笑みを漏もらした。笑われてしまったのは不本意だが、それでようやく思考が平常運転に戻り、咳せき払ばらいしてからレイピアを返す。

　アスナが改めて灰色の鞘さやをベルトに吊つるすまで待って、俺は口を開いた。

「えっと……とりあえず、主武器メインアーム更新、おめでとう。ウインド・フルーレは、確かにその剣の中で生きてる……と、俺は思うんだけどまあそういうのは人それぞれと言いますか……」

　腰砕けもいいところな締しまらない台詞せりふに、アスナは笑みを苦笑に変えたが、いつもの厳きびしい突っ込みを炸さく裂れつさせることなく頷うなずいた。

「うん、ありがとう。わたしもそう思うよ……この子となら、また戦っていけるって気がしてるもん」

「そ、そっか」

「……キリト君も憶おぼえてるでしょうけど……」

　そこで少し言葉を切ると、アスナは口くち許もとに仄ほのかな哀切を滲にじませて続けた。

「……はじまりの街から出て、迷宮区を目指して戦い始めた頃ころは、わたし武器なんて使い捨てでいいと思ってたの。安い《アイアン・レイピア》を何本も買って、強化もメンテもしないで、切れ味が落ちたらダンジョンの床に投げ捨ててた。でも……それは、わたし自身の姿でもあったのよね。一直線に、走れるところまで走って、走れなくなったら倒れて死ぬ……それでいいって思ってた……」

　左手を持ち上げ、新たな細剣のナックルガードを指先でなぞる。銀の感触そのものを言葉に変えるかのように、ぽつり、ぽつりと語る。

「……正直、まだ、大きな希望を持てる気はしないの。百層は遠いわ……あまりに遠すぎる。でもね……君に言われて、ウインド・フルーレを手に入れて、強化して、それで戦った時から、少しずつ、変わってきた気がする。ゲームクリアとか、現実世界に帰るとかじゃなくて……一日。きょう一日を、生き抜く希望を持とうって。そのために、剣も、防具も大事にして、いろいろ勉強もして、それと……自分自身にも、必要なメンテはしていこうって、そう思えるようになったの」

「…………自分の、メンテか……」

　もちろんアスナはＳＡＯどころかＭＭＯＲＰＧをプレイするのもこれが初めてで、現状では俺おれのほうがずいぶんたくさんのことを知っているはずだ。しかしそれでも、アスナの言葉に大切なことを教えられた気がして、俺は無意識のうちに自分の右手を見下ろしていた。

　ゲームクリアの困こん難なんさから眼めを背そむけ、どこか捨て鉢になっている。そういう部分は、恐らく俺の中にもある。だからこそ、自みずから《ビーター》などと名乗り、攻略集団のメインストリームから距離を置いてきたのだ。遥はるか遠い百層を見上げ、そこを目指そうとする勇気は、キバオウ率いる《アインクラッド解放隊》やリンド率ひきいる《ドラゴンナイツ》のほうがずっと多く持ち合わせているだろう。俺が戦い続ける理由はたった一つ、自分をひたすらに強化するというそれだけなのだから。

　三十九日前、はじまりの街中央広場に降こう臨りんした茅かや場ば晶あき彦ひこからデスゲームの開始を告げられたその直後には、俺は次の村目指して走り始めていた。ゲームをクリアするためではない。広場に集められた一万のプレイヤー全員を出し抜き、俺ひとりが生き延びるために。

　だが、そんな俺でも、いつしか少なからぬ人たちと出会い、係かかわり、関係性を築きずいた。

　情報屋、《鼠ねずみ》のアルゴ。斧おの戦士のエギル。鍛か冶じ屋や改め円月輪チヤクラム使いのネズハ。一層のボス戦で命を落としたディアベルも、クエストＮＰＣたるキズメルだってそうだ。そしてもちろん、いま俺の目の前にいる、細剣使いアスナ──。

　俺には、たぶん、なにがしかの責任がある。出会った人たちのために、死なずに戦い続ける責任が。面倒だと投げ出して降りることはもう許されない。なぜなら、俺おれもまた、彼らがこの世界で生き続けていることにいつしか深く励はげまされ、慰なぐさめられているのだから。

「……そうだよ」

　自分の手に見入ったままの俺に、アスナがいつになくトゲの抜け落ちた、いっそ優しいとすら思える声を掛けた。

「自分のコト、大事にしてよね。辛つらかったり、悲しかったりする時は、抱え込まないで言ってみるのも大切だと思うよ」

「え……う、うん……」

　顔を少しだけ持ち上げ、穏おだやかに微ほほ笑えむアスナを上うわ目め遣づかいに見やってから、いちおう訊きいてみる。

「……あの、それ、言ったらどうなるんです？」

　すると細剣使いは、まったく迷うことなく言った。

「アツアツの《タラン饅まん頭じゆう》くらいなら、いつでもおごってあげるわ」

「……さ、さいですか」

　少々肩すかしな気分を味わいそうになってから、いやいや別にそういう期待とかしてなかったもんね、と内心で強がる。それに、二層の名物タラン饅頭はけっこう好きな味だ。ちゃんと冷えてさえいれば。

「じゃあ、いつか強化に失敗したらよろしく。──そんで、こっからが本題なんだけど……」

　気分を切り替えて俺がそう言うと、アスナの激げきレアなスマイルが、陽ひに晒さらされた雪花の如ごとく消滅した。

「は!?　さっきの、ウインド・フルーレが生きてるって話、本題じゃなかったの!?」

「そうなのです」

　咳せき払ばらいし、アスナの腰の新たなパートナーを指さす。

「繰くり返すけど、その《シバルリック・レイピア》は、三層としては有り得ないくらい強い。ちょっと強化すれば、一いち撃げきあたりの攻撃力でも俺のアニール・ブレード＋６を超えるだろう。それ自体は素晴らしいことなんだけど、問題は、どうしてここまで強い剣ができたのか、ってことなんだ」

「えーと……」

　アスナは軽く首を傾かしげると、狭い広場を囲む急造の柵さく越しに、十数メートル離はなれた鍛か冶じ師しの天幕を見やった。俺もつられて視線を動かす。ここからは鍛冶師の姿は見えないが、かぁん、かぁん、とのんびりした鎚つち音おとが時折届いてくる。

「あの鍛冶屋さん、接客はアレだけど腕はいいんでしょ？　頼めばいつでもこのレベルの武器を作ってくれるんじゃないの？　接客はアレだけど」

「い……いやいや、そりゃないと思うよ。三層にきてけっこう戦せん闘とうしたけど、ｍｏｂの強さはベータ時代とほとんど変わってなかった。なのに入手できる武器だけが倍以上も強化されたら、バランス崩ほう壊かいもいいとこだよ」

「なら、主街区の鍛か冶じ屋やさんとかは変わってなくて、あのダークエルフさんだけが強い武器を作れるように変更されてるってことは？　接客はアレだけど」

「うーん…………」

　俺おれは視線を天幕から外し、野営地全体をぐるりと見回した。

　いつしか夜はすっかり明け、深い谷間は爽さわやかな朝日に包まれている。たなびく朝あさ靄もやの向こうでは衛えい兵へいや騎き士し、輜し重ちよう兵へいたちが緩ゆるやかに行ゆき交かい、食堂天幕からはパンを焼く香ばしい匂においが漂ただよい始める。ベータ時代にも見た光景そのままだ。

「……この野営地は、森の中で《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストを受ければ誰だれでも来られるんだ。そういう意味じゃ、主街区と大差ないような気がするなあ……」

「もう、なんだかはっきりしないわねえ。理由が何であれ、異常に強い武器が作れるせいでゲームバランスが崩くずれるなら、そんなの望むところじゃないの。逆は困るけど」

「あー、まあ、そのとおりだけどね……」

　アスナの意見は、まったく正しい。俺たちは正々堂々、紳士的にゲームを攻略するためにここにいるのではないのだから。バグでもチートでも、利用できるなら喜んでする。

　だがここに、問題が一つ。

　シバルリック・レイピアがシステムの異常によって出現したイレギュラーなアイテムであるならば、その存在が管理者サイド──この世界に茅かや場ば以外のＧＭが存在するのかどうかは不明だが──に察知された場合、《対処》されてしまう可能性があるのだ。ここでの対処とは、本来作られるべき武器への置き換え、もしくは武器そのものの消去を指す。

　いや、問題はそれだけではないかもしれない。俺たちはいずれ攻略集団に合流し、三層の迷宮区及びボス攻略に挑むことになるが、そこでレイドメンバー全員がアスナの新たな剣の力に驚おどろくだろう。その驚きが、感かん嘆たんだけであればいいのだが……。

「じゃあ、検証しましょ」

「へ？」

　突然の言葉に、俺はぽかんと細剣使いの顔を眺めた。

「もう一度剣の作成を依頼して、現象が再現するか確かめてみればいいじゃない」

「あー、なるほどね………………って」

　二、三度ふんふんと頷うなずいてしまってから、人差し指を自分の鼻に向ける。

「えっ、剣作るって、もしかして俺が？」

「わたしが二本も作ってどうするのよ。両手に持って戦えるわけじゃあるまいし」

「そ、そりゃそうだけど……うーん……」

　唸うなりながら無意識に右手を移動させ、伸ばしたままの人差し指で肩越しに愛剣の鍔つばを触ろうとして、いまはストレージに戻していることを思い出す。行き場のなくなった手を、頭に持っていってこりこり搔かく。

　現象が再現するか、つまり接客がアレなダークエルフ鍛か冶じ師しさんがいつも超ハイスペックな剣を作ってくれるのか否いなかを検証するには、条件をアスナの時ときっちり揃そろえねばならない。高品質の基材と添加材を大量に用いるのは当然として、心材となるインゴットも、鍛きたえ上げ、使い込んだ武器を溶かして作る必要がある。すなわち、デスゲームの開始直後から一ヶ月以上も共に戦い続けてきた、アニール・ブレード＋６だ。

　正直、主武器メインアームとして引っ張るのはそろそろ限界ではある。残り二つの強化枠を両方成功させ、＋８にできれば四層まではなんとか使えるだろうが、この三層でも＋０同士ならアニールより上の剣が、ＮＰＣショップにすら売っているのだ。もちろん安くはないが。

　所しよ詮せん──などという言い方をしたくはないが──アニール・ブレードは、クエストをクリアすれば誰だれでも入手できる報酬武器だ。世界サーバーに何本などというクラスのレア武器と同一視はできない。

　にもかかわらず、ぎりぎりまで使い続けたいと思ってしまうのは、俺おれがあの無骨な片手直剣を好きだから、なのだろう。スペックや外見、使い勝手だけではない。一層はじまりの街を、初期装備のスモールソードのまま飛び出して次の村まで辿たどり着き、そこでも武器を更新せずにクエストを受けて、散々苦労した挙あげ句くにクリア報酬として手に入れた時の達成感。スモールソードとはまったく違う重みを両手に受けた時の、あの感じ。俺がベータ時代と同じ片手直剣スキルを選択したのは、頑張れば早期にアニール・ブレードを獲かく得とくできるからという理由も、何分の一かは含まれているのだ。

　だがいっぽうで、俺たちプレイヤーを取り巻く状況は、ベータ時代とは何もかも変わってしまった。一度の死も許されないという厳きびしすぎる縛しばりの中、可能な限りのスピードでフロアをクリアしていかねばならない。優先されるべきは、効率であり合理性。替えの利きくアイテムに対する個人的な思い入れなど、真っ先に捨て去られるべきものなのかもしれない。俺自身が、二層の宿屋でアスナに言ったではないか。デスゲームをクリアするために最前線で戦い続けるなら、武装は次々に更新していかなければならない。ＭＭＯＲＰＧとはそういうゲームなのだ、と……。

　──どうやらここでお別れみたいだな、相棒。

　俺は、ストレージの中の愛剣に向けて、声に出さずに語りかけた。

　ダークエルフ鍛冶師の腕前を検証すべきなのは確かだし、アニール・ブレードの更新時期が近づいているのもまた確か。ならばこれが、タイミングというものなのだろう。腹を括くくり、

「解わかったよ……」

　と頷うなずこうとした、のだが。

　細剣使いは肩をすくめながら、あっさりと言った。

「でも、気が進まないならやめておくべきね」

「は……ひ？」

「なんかそういうの、影えい響きようしそうじゃない？　嫌いや々いや武器を作り直しても、いい結果は出ないっていうか」

「ふ……へ？」

「そりゃわたしも迷いはしたけど、いざ依頼する時はきっちり心を決めてたもん。でもあなた、顔に出てるわよ。いまの剣で、行けるところまで行きたいって」

「ほ…………」

「検証の方法は、改めて考えましょ。それによく考えてみたら、たった一回だけじゃ検証にも何にもならないよね。本気でやるなら材料いっぱい用意して、最低でも百回は剣作ってもらって、異常に強い武器ができる確率を調べないと……それでも相当ざっくりなデータになっちゃうでしょうけど……」

　すらすらとそこまで口にしたアスナは、一いつ瞬しゆんだけ考え込む表情になると、顔を鍛か冶じ屋やの天幕のほうに向けて続けた。

「……でも、なんだか、あの鍛冶師さんに……ううん、この野営地で、そういうコトはしちゃいけない気もするの。だって鍛冶師さんも、他ほかの兵隊さんも、真剣に自分の任務を果たそうとしてるんだもんね。なのに、使うわけでもない剣を百本も注文するなんて営業妨害もいいとこだし、職人さんを侮ぶ辱じよくすることにもなるかなって……変なこと言ってるかもしれないけど……」

　少し照れたように俯うつむけられたフードの奥から、はしばみ色の瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見詰められて、俺おれはしばらく言うべきことを探した。結果、口から出たのは、

「うん、じゃあやめとく」

　という、賢かしこいお姉さんに諭さとされた賢くない弟が言いそうなひと言だった。

　これだけで終わってはあんまりなので、どうにか脳を一段シフトアップしてから付け加える。

「でも、鍛冶屋にはまだ用があるんだ。アスナのそのレイピア、ここで＋５くらいにはしときたいし、俺の剣もまだ使うならもう少し強化したいし」

　しかしすかさず、お姉さんから論理的な突っ込み。

「強化はいいけど、基材と添加材が足りないんじゃないの？　わたしのレイピアはともかく、キリト君のアニール・ブレード＋６って確か上限八回の二回残しでしょ？　素材はマックスで使って、確率を最大値までブーストしたほうが…………って、何ヘンな顔してるのよ」

「いやあ……あのアスナさんが、立派に育ったもんだなあって思って……丸暗記の知識だから身についてないなんてこと、もう全然……」

　俺としては湧わき上がる感慨を素直に表現しただけのつもりだったが、それを聞いたアスナもまたヘンな顔をすると、数秒してから鍛冶屋譲ゆずりの「フン」を炸さく裂れつさせた。

「わたしのことはどうでもいいのよ。それよりどうするの？　いまから素材集めに行く？」

「その必要はないんだな、コレが」

　にやりと笑うとウインドウを開き、アイテム欄らんを素早くスクロールして目当てのブツを実体化させる。出現したのは、見た目には何の変哲もない黒い革袋だが、側面に焼き印がひとつ押してある。それを見たアスナが、胡う散さん臭くさそうに顔をしかめる。

「そのマーク、二層の牛オトコ軍団の紋章じゃない。中身、ヘンなものじゃないでしょうね」

「残念ながら、あんまりヘンじゃない」

　窓を消した俺おれは、左手で抱えた革袋から中身を一つつまみ出した。三センチ×十センチほどの、黒光りする金属の板。こちらの表面にも牛マークが刻印されている。

「なーんだ、ただの金属片プランクじゃないの。でも、見慣れない色ね……アイアンでも、スチールでもないし……」

　とアスナが首を傾かしげるのももっともだ。プランクとは、主に天然系ダンジョンで採取できる鉱石を溶かして作る素材アイテムで、そのまま強化や製造に使うことも、大型のインゴットに変えることもできる。しかし俺が取り出したのは、プランクではあるがただのプランクではない。にやりと笑いながら、牛印の理由を明かす。

「これは、二層のボス戦で戦った《ナト大佐》のラストアタック・ボーナスだよ。＋10未満の武器を強化する時、これ一個使うだけで成功率を最大までブーストできるうえに強化プロパティも自由に選べるというとってもお得な……」

　眼めと口をぽかんと丸くしたアスナの第一声は、

「もっと早く言いなさいよ！」

　といういつものやつだった。




　接客はアレだが腕はいいダークエルフ鍛か冶じ屋やは、広場から戻ってきた俺たちを見ても相変わらず「フン」しか言わなかったが、マックスでも九十五パーセントの成功率である武器強化を七回全すべて成功させた。

　結果、アスナのシバルリック・レイピアは、＋０から＋５へ。

　そして俺のアニール・ブレードは、＋６から＋８へ。

　革袋には十個の牛印プランクが入っていたが、残りは何かの時のために取っておくことにする。袋をストレージに戻してから、念願のフル強化に成功し、鋭するどさ＋４、丈夫さ＋４となった愛剣を抜いてみる。肉厚の刀身には深みのある艶つやが加わり、ぞくっとするような迫力を感じさせる。これなら、三層と言わず四層の終しゆう盤ばんくらいまでは充分に戦えそうだ。

　満足し、剣をぱちんと鞘さやに戻すと、隣となりからも同じ音が響ひびいた。顔を見合わせ、互いに「ふっ」と不敵な笑いを漏もらす。武器強化でテンションが上がってしまうのは、剣士の業ごうというものであろう。

　俺より少し早く我に返ったアスナは、レイピアを左腰に戻しながら、咳せき払ばらいして言った。

「使わせてもらったプランク五枚の代金、ちゃんと払うからね」

「あー、でもほら、ナト大佐は協力して倒したわけだし、いいよ別に。どっちがＬＡ取ってもおかしくなかったしさ」

「そう……？　じゃあ、次のレアドロップはあなたに譲ゆずるってことで」

　そこで声のボリュームを落とし、俺おれの耳にひそっと囁ささやきかける。

「でも、これじゃ鍛か冶じ屋やさんの腕前は相変わらず謎なぞのままよね。どうにかして、システムの異常なのかどうかだけでも調べられればいいんだけど……」

「そうだよな……うーん…………」

　俺も剣を背中にマウントすると、腕組みしてしばし唸うなった。大量注文でデータ取りをする案は却下されたし、まさか当人に直接訊きくわけにもいかない──

　いや。

「あ……そうか、そうだよ」

　俺は顔を上げると、指を控えめにぱちんと鳴らした。

「訊けばいいんだ。この野営地のことをよく知ってる人に」




　ほぼ円形の谷あいに築きずかれたダークエルフ野営地は、東側に食堂他ほかのアメニティ施設と商業施設、西側に兵舎と倉庫が集められ、真ん中を広い道が貫つらぬいている。規模も細部の作り込みも小さな村に匹敵するレベルで、とてもクエスト進行中のパーティーの数だけ生成される一時的インスタンスマップとは思えない。

　商業エリアを後にした俺とアスナは、メインストリートを横切って兵舎エリアに入ると、南の端はし近くにあるひとつの天幕の前に立った。数時間前にくぐったばかりの、黒い毛皮でできた垂たれ布ぬのを少し持ち上げ、奥に声を掛ける。

「こんにちは、キリトだけど、入っていいかな？」

　するとすぐに、

「どうぞ、ちょうど朝食の用意ができたところだ」

　という声が戻る。アスナと同時に、お邪じや魔ましまーすと言いながら中に入った俺は、まず天幕の中に満ちるミルクっぽい香りに心奪われ、次いで奥のクッションから立ち上がった女性騎き士しキズメルの姿に心乱された。

　昨日の夕方、五秒ほど目もく撃げきした黒いボディスーツ姿もなかなかに衝しよう撃げき的だったが、今朝のキズメルさんはカフェオレ色の肌の上に薄うす絹ぎぬのガウンをまとっているだけで、しかも前の合わせが相当にルーズだ。

　──ＳＡＯって確か十二歳以上推すい奨しようあたりのレーティングだったよなあ。それともデスゲーム化でそのへんの青少年なんたら的基準もウヤムヤになったのかなあ。

　などと脳裏で瞬しゆん間かん的思考を巡らせていると、右斜め後方からある種のプレッシャーを感じたので、俺おれはごくナチュラルに騎き士しの素肌から視線を外しつつ言った。

「食事中に悪いな、ちょっとキズメルに頼みがあって……」

「新たな任務ならば喜んで同行するぞ」

「それはありがたいけど、出発はまだなんだ。その前にひとつ、教えて欲しくてさ」

「ほう。ならば、食べながら話そう。用意するから、座っていてくれ」

　右手でふかふかの毛皮が敷しかれた床を示し、キズメルは天幕の中央に設置されたストーブに向き直った。ここで社交辞令的に「お構いなく」などと言うとそのまま受け取られそうなので、「ありがとう」と素直に頭を下げる。アスナも、フードを払いながら「じゃあ、遠えん慮りよなく」と言ったところを見ると、俺と同じくストーブの上に置かれた鍋なべから発生する匂においが気になっているらしい。

　並んで毛皮に腰を下ろし、鍋の蓋ふたを取って中身をかき混ぜるキズメルの姿をぼーっと眺めていると、隣となりから低い囁ささやき声が聞こえた。

「あんまり見てると、ハラスメント防止コードが発動するわよ」

「え、あれって接触だけじゃなかったっけ？」

　と囁き返してから、しまったここは「見てないよ」と言うべき場面だった、と気付くがもう後の祭りだ。

　ハラスメント防止コードとは、ＮＰＣまたはプレイヤーに《不適切な》接触行為を一定時間続けると発動する、犯罪防止コードとは似て非なるシステムだ。最初は警けい告こくとともに反発力が発生するだけだが、何度も繰くり返していると最終的には第一層はじまりの街にある《黒鉄宮》の牢ろう獄ごくエリアに強制転移させられてしまう。

　このシステムが、危機的状況からの緊きん急きゆう避ひ難なんに使えるのではないかということで、攻略集団のあいだで一時期研究されたらしい。何せフィールドやダンジョンからのテレポートは、本来ならばとんでもなく稀き少しような《転移結晶》を使わなければ実現不可能なのだ。そもそも、下層階では結晶アイテムは手に入らない。

　──でも、研究は大失敗だったみたいだナ、ニャハハハ。と、俺にこの話を売った情報屋のアルゴは愉快そうに笑った。

　強制転移処置牢屋送りを発動させるには、電気ショックめいた不快な──残念ながら俺は未体験だが──反発力に耐たえつつ何度も不適切接触を繰り返す必要があるうえに、相手は異性のプレイヤーでなくてはならないのだ。戦せん闘とう中にのんびり触ったりなんだりしている余裕があるなら走って逃げればいいし、ＳＡＯに於おける男女比の甚はなはだしい不ふ均きん衡こうは今更言うまでもない。相手はＮＰＣでも可だが、危険なダンジョンの奥深くに都合良く道具屋のお姉さんがいるはずもない。

　加えて、転移先の牢ろう屋やからはそう簡単には出られないとか、転移時にアイテムドロップまで発生するという話もあって、ハラスメント防止コードを都合良く運用しようという思惑はあえなく潰ついえたようだ。俺がアルゴからこの情報を買った理由は単なる興味本位で、決してシステムの穴をついて凄すご腕うでのハラスメンティストになろうなどという意図があったわけではないが、ともあれ視線だけでコードが発動しないことは確実──なはずだ。

　なのに、隣となりで正座するアスナの囁ささやき声は止まらない。

「あーあ、発動しちゃうわよ。ほら五秒前、四、三……」

「え……え？　ええ？」

　少々慌てつつ、短いガウンの裾すそから覗のぞくキズメルの生足とほかほか湯気を上げる鍋なべの間で視線を往復させる間にも、容赦なくカウントダウンは進み。

「二、一、コード発動」

　ごすっ。

　とアスナの中なか高だか一いつ本ぽん拳けんが、俺おれの右脇わき腹ばらを抉えぐった。

　なんでこれで本物のコードが発動しないんだよう、と思いつつ体を捩よじっていると、キズメルが振り向いて微ほほ笑えみながら言った。

「相変わらず、仲の良いことだな」




　エルフ騎き士しがご馳ち走そうしてくれたのは、米と麦の中間っぽい穀物を牛乳で煮込み、塩で味付けしてナッツとドライフルーツを散らした食べ物だった。洋風、というかアインクラッド風ではあるのにどこか懐なつかしい味もして大いに気に入ったのだが、惜おしむらくは量が絶対的に少ない。木製の小皿に盛りつけられたそれを同じく木のスプーンで大事に食べていると、アスナがしみじみとした口調で言った。

「おいしい……。まさか、ここでオートミールが食べられるなんて思わなかったわ」

「お、おーとみーる……って、こういうものなの？」

　名前しか知らなかった俺が訊たずねると、細剣使いはこくりと頷うなずく。

「ええ。食感がちょっとだけ違うけど、風味は完かん璧ぺきね」

「へえー……」

　と感心する俺に、キズメルも同調する。

「ほう……、人族の街でも朝に乳ちち粥がゆを食べるのか。それは知らなかったな……いつか……」

　そこで口を閉じてしまった騎士の顔を、俺とアスナは同時に見やったが、美び貌ぼうに浮かぶ表情を読み解くことはできなかった。

　騎士は気分を切り替えるように乳粥もしくはオートミールを勢いよく食べ終えると、俺たちを見返して言った。

「そういえばキリト、アスナ、何か私に訊ききたいことがあったのではなかったか？」

「え……あ、そうだった。えーと、その……」

　いかに切り出したものかしばし考えてから、俺はごくストレートに、野営地で店を開いている鍛か冶じ屋やの腕前をどう評価するかと訊たずねた。

　キズメルの反応は、苦笑と称賛の混じった複雑なものだった。曰いわく、腕はいいが気まぐれで、ごくたまに大変な業わざ物ものを打つこともあるが、頭ごなしの命令や不心得な注文ではなまくらしか作らない──。

　それを聞き、俺おれとアスナはちらりと顔を見合わせ、ひとまず目線で頷うなずき合う。

　いまアスナの腰にあるシバルリック・レイピアは、キズメル言うところの《大変な業物》なのだろう。つまり、システムのバグではなく、低確率ではあるが正常な仕様に基づいて出現したアイテムだということだ。

　これは大いなる朗報だが、穏おだやかでないのは《不心得な注文》という言葉だ。どう考えても、鍛か冶じ屋やの能力を検証するために、低品質な素材だけで剣を何百本も注文するのは不心得以外の何ものでもない。その場合は低品質な武器ばかり出来上がるということなら、実質的に検証は不可能だ。

　すでにアスナは強すぎるほど強い剣を作ってもらったし、俺の剣も完全強化に成功した。俺たちに限って言えば、これ以上の検証など必要ないとも思えるが、ことはそれほど単純ではない。攻略集団の一員として、俺たちは得た情報を他ほかのフロントランナーたちに提供する責務がある。エルフの野営地で、六層クラスの強力な武器を入手できる可能性について。そして、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストに於おいて、エルフ騎き士しのどちらかを生存させられる可能性について──。

　考え込みつつスプーンを動かしていた俺は、いつの間にか皿が空からになっていることに気付き、しまったもっと味わいながら食べるべきだったと後悔しながらキズメルに礼を言った。

「ごちそうさま、キズメル。お粥かゆも旨うまかったし、話もとても参考になった」

　続けてアスナも、ぺこりと頭を下げる。

「わたしも、とっても美お味いしかった。ごちそうさまでした」

「それはよかった。明日の朝は、もっとたくさん作ることにしよう」

　微笑とともにそう言ったキズメルは、俺とアスナから木皿を受け取ると、表情を引き締しめた。

「では、これからどうする？　もう少し野営地で準備をしてもいいし、すぐに任務に出発してもいいぞ」

「……いや」

　俺はそっとかぶりを振ると、迷いを振り切って答えた。

「俺とアスナは、いちど人族の街に戻らなきゃならないんだ」










　　　４




　エルフの魔ま法ほう、ではなくおまじないで主街区の近くまで転送してくれるというキズメルの申し出を深く感かん謝しやしつつも辞退した俺おれとアスナは、日が昇ってもなお霧きりに閉ざされたままの峡谷を抜けて、三層のメインフィールドである深い森へと出た。

　振り向けば、約十五時間にわたって滞在したダークエルフ野営地の旗が、谷の奥にうっすらと揺れている。だがそれも、ほんの何十メートルか遠ざかれば霧に紛まぎれて見えなくなってしまうだろう。俺と同じことを考えたらしいアスナが、少し不安そうに言った。

「……ここ、ちゃんと戻って来られるんでしょうね？」

「大丈夫……だと思うよ。マップにはマーキングされてるはずだし」

「思う？　はず？」

　アスナの表情がますます懐かい疑ぎ的になるので、俺は念のためウインドウを開き、マップタブをアクティブにした。三層の南半分を占める《迷い霧の森》は大部分がグレーアウトしたままで、可視化されているのは俺たちが通ったルートだけだ。しかしそれでも、昨日二層から上ってきた階段のある四阿あずまやと、女王蜘ぐ蛛もの潜ひそむ洞どう窟くつ、そしてダークエルフ野営地の入り口が光点で表示されているので、完全に迷うことはないだろう。たぶん。

　とアスナを納得させ、まずは往おう還かん階段の四阿を目指して歩き始める。当然、道なき森の中を進むことになるが、胸の奥底に居座る心細さの理由はそれだけではあるまい。凄すご腕うでのＮＰＣ、いや正確にはエリートクラスｍｏｂ《ダークエルブン・ロイヤルガード》であるキズメルの不在が、自分でも意外なほどメンタルに影えい響きようしているのだ。

　──こんなことなら、街に戻るのは二、三日後にして、ずっとキズメルと一緒にクエストを進めてたほうがよかったかなあ。

　という俺の弱気の虫が伝染したわけでもないだろうが、隣となりからもどこか元気のない声が投げかけられた。

「ねえ……キズメルさんて、いつまで……」

　しかし、言葉は明確な問いの形を取る前にフェードアウトしてしまう。俺が視線を向けると、フードを後ろに払ったままの細剣使いは、幾いくつかのニュアンスが混合した淡い笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「……こんなふうに頼っちゃ駄だ目めなんだよね、きっと。いつか、必ずお別れする時が来るんだから……」

「……そうだな」

　頷うなずいてから、俺は少々大げさに両手を広げると付け加えた。

「それに、キズメルに関しては、俺のビーター知識も役に立たないんだ。最初のイベント戦せん闘とうで、アスナが森エルフのお兄さんを倒しちゃった時から、俺おれの知ってるルートとは完全に分岐してるんだからさ」

「ちょっと、わたしひとりが倒したみたいに言わないでよね」

「いいや、与ダメージの八割はそっちのポイント……」

　そこまで言いかけた時、前方でイレギュラーなサウンドが発生した気がして、俺はさっと右手を掲げつつ立ち止まった。アスナも口を閉じ、身構える。

　かさ、かさという音は少しずつ大きくなり、数秒後、たなびく霧きりの奥から忍び寄る低く長いシルエットが視認できた。人間型ではない。昆虫……いや、獣けものだ。迷い霧きりの森では五種類の野や獣じゆう型モンスターが出没するが、あのサイズは一種のみ。

　背中のアニール・ブレード＋８に右手を伸ばしながら、小声で注釈する。

「狼おおかみだ。厄やつ介かいな特殊攻こう撃げきはないけど、ＨＰが半減すると遠とお吠ぼえで仲間を呼ぼうとする。ゲージが黄色くなったらソードスキルで一気に片付けるぞ」

「了解」

　簡かん潔けつに応じるアスナと同時に、俺は愛剣を抜き放った。音高い鞘さや走ばしりに挑発されたかのように、濃のう霧むを切り裂いて灰色の影かげが突進してくる。頭部から背中にかけて伸びる鮮あざやかな黄色いたてがみと、狼にしては細長く伸びた鼻筋。間違いなく、ベータ時代にそこそこ手こずらされた《ロアリング・ウルフ》だ。

　どうやらターゲットされているのは俺なので、アスナが素早く刃圏から出る。狼はダッシュの途中で体を縮ちぢめ、猛然とジャンプ。ほとんど真上から襲おそいかかってくる、体長二メートルの巨体をただガードすると高確率で押し倒され、転倒タンブル状態のまま咬かみ付き攻撃を連続で喰くらってしまう。大きく避よけるかソードスキルで迎むかえ撃うつ必要があるが、下から上の軌道を描くいわゆる対空技は、片手直剣の苦手分野だ。現状では《バーチカル・アーク》の二撃目が最も角度を稼かせげるが、初撃を空打ちしたうえで次撃を命中させるのは難なん易い度どが高すぎる。

　俺はいちど構えかけた愛剣を下ろし、わずかに身を沈めた。上空から猛然と突っ込んでくる狼を睨にらみつつタイミングを計り、思い切り地面を蹴ける。剣ではなく右足にライトエフェクトが発生し、全身が見えざる力によって加速される。後方宙返りしながらの垂直蹴り、体術スキル《弦ゲン月ゲツ》がロアリング・ウルフの首くび許もとを捉とらえ、狼は「ギャーン！」と悲ひ鳴めいを発しながらほぼ真上に跳ね返される。

　二層に隠れ住むヒゲ師匠のもとで、二重の意味で辛つらい修行をこなして会え得とくした体術は、使い勝手のいい優秀な攻撃スキルだ。しかし、武器となる手足を強化するわけにはいかないので、与ダメージ量では武器攻撃には敵かなわない。渾こん身しんの一撃がカウンターで入ったにもかかわらず、狼のＨＰバーは八割近くも残っている。

　狼が体勢を立て直す前に剣での追撃が間に合うかは微妙だが、バトンタッチするにはもう少し減らしておかないと……と思いながら、俺は着地態勢に入った。しかし、俺と狼がまだ空中にいる間に、

「スイッチ！」

　という声が聞こえ、右側から細剣使いがケープをなびかせつつ飛び出していく。走りながらシバルリック・レイピアを右脇わきに構え、二連れん撃げき技《パラレル・スティング》のモーションに入る。剣の重さが変わってるはずだけど大丈夫かな、と心配したのも束つかの間ま、かつて俺おれに流星を連想させた銀色の光が閃ひらめき、目にも留まらぬ突き技が落下直前の狼おおかみに叩たたき込まれる。

　ズガガッ！　と芯しんのあるサウンドが響ひびき、ロアリング・ウルフは空中をぐるぐる回転しながら吹き飛ばされて、ずっと離はなれた立木に激げき突とつした。俺の視界に表示される狼のＨＰバーが急減し、残り七割から六割ラインまでも通過して──イエローゾーンへ。

「……あ」

　着地した格好のままで俺が呟つぶやき、レイピアを突き出すアスナも「あら」と声を出した。

　直後、二人同時に地面を蹴けるが、その時にはもう狼は起き上がり、座った姿勢で顔を上向けると、細長い喉のどを震わせて「アオオォォォ～～～～ン」と遠とお吠ぼえを開始していた。たちまち、森のあちこちから、「ウオオォォォ～～～～ン」という声が返る。

　足を止めたアスナは、ちらりと俺を見ると、肩をすくめて言った。

「だって、二発であんなに減るなんて思わなかったんだもん」




　わらわら集まってきた狼たちを全すべて片付けるのに、十分近くもかかった。《仲間呼び》能力のあるｍｏｂ相手に粘るのは危険だが、現在の位置ならまだ、ヤバくなったら後方の野営地に逃げ込むという手が使える。キズメルに呆あきれられはするだろうが。

　幸いその最終手段に頼ることなく、また追加で仲間を呼ばれることもなく五匹の狼を倒した俺たちは、ふうと息をついて剣を鞘さやに戻した。

　アニール・ブレード＋８は期待以上の性能を発揮してくれたが、やはり恐るべきはアスナのシバルリック・レイピア＋５だ。手数が身上の細剣なのに、連続技の一発一発がまるで両手槍やりのように重い。しかも、これでまだ強化枠を10も残しているのだ。万が一フル強化なぞしてしまった日にはどうなることか。

　という俺の戦せん慄りつなぞどこ吹く風の体ていで、当のフェンサー様は木こ漏もれ日びの下をすたすた歩いている。きっと、彼女にとっては、重要なのは剣の数値的スペックではなく手て応ごたえやバランスといった感覚的な要素なのだろう。それと、この剣となら共に戦い続けられる、という信頼感か。

　もちろんフィーリングは大切だ。ナーヴギアが実用化される以前の、平面モニタでプレイするタイトルでも、俺を含むゲーマーたちはマウスやキーボードの操そう作さ感にこだわったものだ。俺のネットゲーム仲間にも、生産中止になったら困るからという理由で、お気に入りのデバイスを複数買い溜ためている人間は珍しくなかった。

　だが、ＶＲＭＭＯに於おいて、理屈より感覚を優先させることにはそこはかとない危うさが含まれているような気もする。もちろん何の根拠もない、それこそただの《感じ》でしかない話なのだが……。

「待って」

　突然、前を歩いていたアスナがそう囁ささやくと同時に立ち止まったので、俺おれはもう少しで背中に突っ込みそうになった。不自然なポーズで停止しつつ、慌てて周囲の様子を探さぐる。考え事をしてはいたが、散漫になっていたつもりはない。眼めでも耳でも、モンスターの気配は捉とらえられない……。

　いや。

　どこか遠くで、キン、と高く鋭するどい金属音が聞こえた。もう一度、更にもう一度。不規則だが途切れることなく続く、この音は──。

「剣と剣の戦せん闘とう……？」

　そう呟つぶやきながら振り向いたアスナに、俺は素早く頷うなずきかけた。

　何せソードアート・オンラインだ。剣けん戟げきの音は決して珍しくない。

　だが問題は、この《迷い霧きりの森》に、一層のコボルドや二層のトーラスのような武器を操あやつる通常ｍｏｂは湧わかないということだ。可能性があるとすれば、森エルフ対黒エルフか、エルフ対プレイヤーのイベント戦闘──あるいは、プレイヤー対プレイヤーの、いわゆるＰｖＰ。

　最後の組み合わせはない、と信じたい。こんな危険なフィールドで合意のうえのデュエルをすることなど考えられないし、デュエルでないとすれば、それはつまり……。

　そこで思考を打ち切って、俺は小声で提案した。

「念のために、様子を見に行こう」

　アスナは少し迷った様子だったが、すぐに頷いた。

「……わかった」




　戦闘のサウンドエフェクトが届く範はん囲いは、地形や天候、そして聞く者のステータスにもよるが、原則的にはさほど広くない。音の聞こえてくる方向に、身を屈かがめつつ数分間移動すると、前方の木こ立だちの奥で明るい閃せん光こう──ソードスキルのライトエフェクトが断続的に瞬またたいた。

　更に数メートル進み、古木の幹にアスナと並んで背中を押し当ててから、そっと左右から覗のぞき込む。

　まず見えたのは、こちらに背を向けて半円形のフォーメーションを組む五人のプレイヤーだった。揃そろいの胴衣ダブレツトは、青地に銀の差し色。間違いなく、リンド率いる《ドラゴンナイツ》のメンバーだ。五人の中央に立つ、藍あい色の長髪を後ろで束たばねた細身の男は恐らくリンド本人だろう。右手の曲刀《ペール・エッジ》を高く掲げ、指示のタイミングを計っている気配。だが、待機状態の五人の向こうでは、相変わらず激はげしい剣戟の音が続いている。

　いったい誰だれ、もしくは何と戦っているのかと爪つま先さき立ちになり、どうにか半円陣の奥を視界に収める。

　まず見えたのは、大きく翻ひるがえる緑色のマントとプラチナブロンドの長髪、そして頭の両脇わきから長く伸びる耳だった。プレイヤーではない。森エルフの男騎き士し──しかも、昨日の夕方に俺とアスナが戦った《フォレストエルブン・ハロウドナイト》と、姿かたちが細部に至るまでまったく同じ。雪のように白い肌を持つエルフは、リンドたちに背中を向けたまま、何者かと激はげしく斬きり結んでいる。後ろ姿はまるで無防備なのに、五人のプレイヤーは待機したまま動かない。ということは……。

「……あの人たちも、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストをやってる……？」

　背中合わせに立つアスナの呟つぶやきに、俺おれは小さく頷うなずいた。

「たぶん……。しかも、森エルフ側に味方したんだろう。つまり、あのエルフが戦ってる相手は……」

　途と端たん、触れ合う装備を通して、鋭するどい震えが伝わった。アスナも、俺と同じ推測に辿たどり着いたのだ。ドラゴンナイツの五人とエリート森エルフを向こうに回して戦っているのは、黒い肌と紫の髪を持つ《ダークエルブン・ロイヤルガード》……すなわち、第二のキズメルに違いあるまい、という。

　起こり得ることだ。と言うより、これは必然の展開なのだ。三層から開始されるキャンペーン・クエストは誰だれでも受けられる、言い換えればクエストの起点となる森エルフと黒エルフの戦いは、この森の中で数限りなく繰くり返されるのだから。何人ものキズメル、という概念には強烈な違和感を覚えるが、だからと言って、俺たち以外のプレイヤーはこのキャンペーンに手を出すななどと主張できようはずもない。できるのはただ、森エルフの男騎士と黒エルフの女騎士が共に命を落とすのを見ていることだけ──。

　いや、それは違う。俺はもう知っているのだ。二人のエルフの相討ちを回かい避ひし、味方したほうを生存させられる可能性があることを。

　昨日、そうと気付けたのは、アスナと行動を共にしていたからだ。恐らく俺一人だったら、ベータ時代の知識に縛しばられて、森エルフを本気で倒そうとはせずにひたすら防御に徹てつしていただろう。しかしアスナは本気も本気、ありったけの全力で遥はるか格上のエリートｍｏｂに挑いどみ、それを倒してのけた。もちろんダメージの大部分を与えたのはキズメルだったし、俺もかなり頑張って攻こう撃げきしたが、アスナの奮ふん闘とうがなければあの結果は起こり得なかった。

　そのつもりで見ていると、リンド率いる青服集団は、どうやらこのクエストの情報を得ている。転移門の開通からたった一日で早くも《アルゴの攻略本・三層編ｖｏｌ１》が配布されたのか、あるいは別ルートの情報なのかは解わからないが、リンドたちが無理に戦闘に割り込まずに待機しているのは、敵エルフが大技を発動させる→味方エルフが命と引き替えの反撃をして双方共倒れになる、という流れを知っているからに違いない。

　────どうする。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんに、俺おれは唇を嚙かみ締しめた。

　戦場に飛び込み、リンドに『全力で頑張れば敵エルフを倒せる、そうすれば生き残った味方エルフが強力な護ご衛えいになってくれる』とアドバイスするべきか。だがこの状況で、俺への不信感はキバオウといい勝負なはずのリンドがそれを受け入れるだろうか。

　それに──その場合、俺とアスナは、第二のキズメルの殺害に手を貸すことになるのだ。

　もちろん、これは理不尽極きわまる感傷に過ぎない。昨日、俺たちは一いつ切さいの理由なくキズメルに味方し、敵対した森エルフを容赦なく殺したのだから。エルフの二種族には正義も悪もない。仮に昨日、何かのはずみで森エルフ側に与くみしていれば、俺とアスナはキズメルを殺し、森エルフの野営地に招かれて一晩を過ごし、男騎き士しと友ゆう誼ぎを結んでいたはずだ。そもそも俺自身が、ほんの数分前、この世界で理屈に感情を優先させる危うさについて思いを致したばかりではないか。

　…………けれど。

　いっそう強く唇を嚙んだ、その時。すぐ後ろから、いつになく掠かすれた声が聞こえた。

「ごめん……キリト君に、任まかせる」

　短いフレーズではあったが、そこには深い躊躇ためらいが滲にじみ出ていた。アスナもまた、俺と同じ二律背反にとらわれているのだろう。

　──まったく、クエストってやつは。

　胸の奥で、そんな繰くり言ごとが苦い泡となって弾はじける。

　ＭＭＯＲＰＧに於おけるクエストというものに内包されるジレンマについては、昨夜ゆうべアスナと話し合ったばかりだ。膨ぼう大だいな数のプレイヤーが同時接続しているこの世界では、たった一人の勇者などというものは存在し得ない。皆が皆、自分が主人公の物語クエストを体験する権利を持っている。ＳＡＯがデスゲームと化したいまでもなお……あるいは、そうなったいまだからこそ。

　だが、時として、異なるプレイヤーが辿たどっている異なる物語が交こう錯さくしてしまうことがある。今朝がた洞どう窟くつでニアミスしたキバオウも、いま十数メートル離はなれた場所に立っているリンドも、本来であれば俺たちと遭そう遇ぐうしてはいけなかったのだ。その瞬しゆん間かん、物語の唯一性が失われてしまうのだから。

　クエストを受けた瞬間、そのプレイヤーまたはパーティーは一時的インスタンスマップに隔かく離りされ、クリアするまで他ほかのプレイヤーとは出会わない。それが理想的な対処法だろう。しかし、広大なフィールドやダンジョンを、何十何百と同時生成するのはいくらなんでも不可能だ。あのエルフ野営地がインスタンスであるだけで、すでに充分驚おどろくべきことなのだ。それに、インスタンスの多用は、ＭＭＯがＭＭＯである必然性を失わせもする。

　俺が歯を食い縛しばりながらそんなことを考える間にも、エルフ騎士たちの戦いは激はげしさを増していく。ＨＰゲージの残量からして、リンドの説得を試みるなら、もう迷っていられる時間はあまり残されていない。

　いや……本当は、迷うような場面ではないのだ。優先すべきは物語性の保全ではなく、デスゲームと化したＳＡＯからの脱出。その可能性を高められるなら何でもするべきだ。

「……行こう」

　俺おれが小声で呟つぶやき、アスナが頷うなずく気配が伝わった、その瞬しゆん間かん。

　盛んに斬きり結ぶ二人のエルフ騎き士しが立ち位置を九十度変え、いままで緑のマントに遮さえぎられていたダークエルフの姿が露あらわになった。

　黒と紫の軽金属鎧よろいと、長いサーベルに小型のカイトシールド。浅黒い肌と、ペールパープルの髪。そこまではキズメルとまったく同じ。そして──同じなのは、それだけだった。

「えっ……!?」

　アスナが鋭するどく喘あえぎ、俺も驚きよう愕がくに両眼めを見開いた。

　髪をオールバックに撫なでつけたダークエルフ騎士の身長は、相対するフォレストエルフ騎士とまったく変わらない。両腕は筋肉質で、顔立ちは美しくも猛たけ々だけしい。つまり、男なのだ。どう見ても。

　俺が呆ぼう然ぜんと見詰める先で、黒エルフの男騎士は鋭い踏ふみ込みで森エルフの長剣をかいくぐり、斬り上げの一いち撃げきをヒットさせた。金髪の騎士は数メートルも吹き飛ばされ、呻うめき声を漏もらして倒れ込んだ。

　黒エルフは森エルフを追おうとせず、代わりにリンドたちに敵意溢あふれる双そう眸ぼうを向けた。左上に掲げられたサーベルが、紫色の輝きを放つ。リンドがシミターを下ろし、左手のラウンドシールドを構えながら叫ぶ。

「全員、防御！」

　残る四人も、盾たてや大型武器を掲げて防御姿勢を取る。俺たちが割り込むタイミングは最も早はや完全に失われた。ここで後ろから飛び出せばリンドたちは動揺し、防御に失敗してしまうかもしれない。

　ダークエルフは、密集して守りを固めるプレイヤー五人に向かって、正面からソードスキルを発動させた。滑すべるようなダッシュで瞬時に間合いを詰めるや、サーベルを、目にも留まらぬスピードで左から右へと一いつ閃せん。紫のライトエフェクトがリンドたちの盾や武器に激げき突とつするたび、轟ごう音おんと火花が迸ほとばしる。だが、倒れた者はいない。

　耐たえた──と思ったが、しかし騎士の剣技はそれで終わりではなかった。体を独こ楽まのように回転させるや、再び同じ軌道の横よこ薙なぎ。更に、もう一度。三連続範はん囲い攻撃、確か《トレブル・サイズ》という高位の片手曲刀ソードスキルだ。

　二撃目でリンドたちのガードが崩くずれ、三撃目で全員が大きく吹き飛ばされた。

　彼らが派手な金属音とともに落下したのは、大木の裏に隠れる俺とアスナからほんの六、七メートル離はなれた場所だった。視界に並ぶ五つのＨＰバーが、揃そろって黄色の注意域に突入する。

　俺はこの先の展開を知っているし、リンドたちも同様のはずだ。しかし、抑えがたく動どう悸きが速まり、両手にじわりと仮想の汗が滲にじむ。ゆっくり歩み寄るダークエルフ騎き士しを、倒れたまま見上げる五人のプレイヤーからも、恐慌一歩手前といった緊きん迫ぱく感かんが伝わってくる。

　背後のアスナが片足を動かす気配がしたので、俺おれは慌てて右手でフードの端はしを摑つかんだ。同時に、立ち止まった黒い騎士が、鋼はがねのように鋭えい利りな声を発した。

「警けい告こくに従い立ち去っておれば、このようなことにはならなかったものを。愚おろかな人間たちよ……その愚かさの報むくいを受けるがよい」

　ベータ時代の《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストとまったく同じ台詞せりふ。ダークエルフは、五人の真ん中にいるリンド目掛けて、両手で握ったサーベルを高々と振りかざす。リンドは反射的な動作で左手の盾たてを持ち上げるが、それで次の攻こう撃げきを防げるとはまったく思えない。

　エルフの剣が、きぃぃぃんという振動音とともに輝き始めた、その瞬しゆん間かん。

「貴様の敵は私だ、リュースラの騎士！」

　いつの間にか立ち上がっていた森エルフが、鋭するどく叫ぶと同時に地を蹴けった。ロングソードに緑の輝きをまとわせながら、恐ろしいほどのスピードで斬きりかかる。黒エルフは回かい避ひできず、サーベルで斬ざん撃げきを受ける。双方の刃やいばの接触点から広がった衝しよう撃げき波はが、リンドたちを再び地面に押し倒し、俺の隠れる大木の幹をも震わせる。

　二人のエルフ騎士はぎりぎりと剣を軋きしませながらしばし鬩せめぎ合った。しかし、ＨＰゲージが赤くなっている森エルフのほうが、少しずつ押し込まれていく。サーベルが眼前にまで迫った時、森エルフがもう一度叫んだ。

「カレス・オーの聖せい大たい樹じゆよ！　我に最後の秘ひ蹟せきを授さずけたまえ！」

　途と端たん、森エルフの胸のあたりから鮮あざやかな黄緑色の輝きが迸ほとばしった。それは騎士の全身を包むと、しゅばっ！　と音を立てて周囲に拡散した。攻撃とも思えない現象だったが、黄緑色の光は黒エルフのＨＰゲージを根こそぎ奪い去り、同時に森エルフのゲージをも空からにした。二人の騎士は、剣を斬り結んだ格好のまま、ゆっくりと崩くずれ落ちていく。

　全すべて、俺の記憶にあるとおりの展開だ。ベータ時代、俺はこの光景を実に三度も──一度は自分自身のクエストとして、二度はヘルプのパーティーメンバーとして──眼めにした。黒エルフ側につこうと森エルフ側につこうと、展開も台詞せりふも当時はまったく同じだったのだ。

　その時はさしたる感慨も抱かず、むしろ《よくある筋書き》とすら思ったのだが、いまはなぜか胸を衝つかれるような感覚に襲おそわれ、アスナのケープを握り締しめたままひたすらに浅い呼吸を繰くり返すことしかできなかった。




　地面に倒れた瀕ひん死しの森エルフは、リンドたち《ドラゴンナイツ》の五人に最後のメッセージを託し、黒エルフともども光の粒となって消滅した。草地に残された小さな革袋を、リンドが手を伸ばして拾い上げる。

　途端、サブリーダー的立場にあるらしい、確か《ハフナー》という名前の両手剣使いがその場に座り込みながら大声を出した。

「うあー、ビビったっつーのマジ！」

　彼に関しては、二層ボス攻略戦の終了後に、己おのれの犯罪行為を告白した鍛か冶じ屋やネズハに対して『オレの剣売った金でうまいもん喰くいやがって』と詰め寄ったシーンが記憶に新しいところだ。あの様子だと、どうやら剣は同等の品が補ほ償しようされたのだろう。同じく強化詐さ欺ぎの被害に遭あったブロードソード使いシヴァタの姿も、五人の中にある。残り二人の名前は解わからないが、片方の顔には見覚えがある。

　そちらの、右手に鎖くさりつき打だ撃げき武器──いわゆるフレイルを携たずさえた男は、左手で勢いよくハフナーの肩を叩たたいて言った。

「大丈夫だって、ハフさん。さっきのはいわゆる負けイベントなんだからさ」

「んなこと言って、お前だって結構ビビってたろーが、ナガ」

「そりゃちょっとはビビるって。あのエルフ、カーソルが赤通り越して黒いんだもん。あんなん初めて見たわ」

「だよなー、ヤベーってマジ」

　彼らの会話を聞く限り、どちらも元ベータテスターではなさそうだ。少し離はなれたところで何かを話しているリンドもシヴァタも、まず違うだろう。ならば、と思いながら俺おれは五人目を注視した。
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　瘦やせた男で、武器は俺おれと同じアニール・ブレードだ。鎖くさりを編んで作った頭巾コイフを目ま深ぶかに被かぶっていて口から下しか見えないものの、二層ボス戦には参加していなかったプレイヤーだと思える。アニール使いとしては初めて見る男のはずだが、醸かもし出す雰囲気がなぜか妙に引っかかる。

　アスナにも確認したいところだが、五人は俺たちが身を隠す大木からほんの十メートルしか離はなれていないので、囁きウイスパーでも気付かれる可能性がある。別に「ちわーっす」と出ていったところで剣を向けられはしないだろうが、さりとて友好的に対応してもらえる自信もない。いっそ隠蔽ハイデイングスキルを使ってしまいたい場面だが、それをしてもし看破されようものなら、ますます面倒なことになる。

　幸い、五人は俺たちの存在にはまるで気付いていないようで、リンドの合図でひとところに集まるとミーティングを始めた。声のボリュームが落ちたので断片的にしか聞こえないが、どうにかリンドの発言の内容は伝わってくる。

「……の話だと、このあとは森の北にある……に行って、クエストを進行させ…………次の目的地が、ギルドクエストと共通だから、先にそっちを進め…………夕方には主街区で第一回の全体会議があるから、それまでにはギルドを…………」

　…………ふむ。と内心でひとつ頷うなずく。

　いまの言い方からして、クエストの情報はアルゴの攻略本ではなく、元ベータテスターから得ているようだ。となれば恐らく、名前の解わからないアニール持ちがそうである可能性が高い。あいつの情報をアルゴから買うこと、と脳内にメモっておいて、更に耳を澄すませる。

　しかしそこからは、森に出てくるモンスターへの対応方法がメインで、特に耳新しい話はなかった。五人は最後に軽く拳こぶしを突き上げると、北に向かって歩き去っていった。

　がちゃがちゃと盛大な足音が聞こえなくなるや、右肩越しに「放して」というやや尖とがり気味な声が届く。振り向いてからようやく、自分の右手がアスナのフードをしっかと摑つかんだままであることに気付く。

「ご、ごめ」

　謝あやまりつつ速すみやかに手を放すと、細剣使いは軽く鼻息を鳴らしてフードを被り直した。表情を怒りモードから訝いぶかりモードへと変え、小声で呟つぶやく。

「……さっきの、どういうこと……？」

　さっきの、という言葉が、一連の出来事のどの部分を指すのかしばし考えてから、俺は肩をすくめて答えた。

「解らない。俺も、二人目のキズメルが出てくるもんだとばっかり思ってたけど……まったく別人だったな……」

「森エルフのほうは同じ人だったのにね……」

「そこだよなあ。もし両方とも違ってたら、イベントが発生するたびにＮＰＣも変わるようになった……ってことでいちおう納得できるんだけどな」

　腕組みをしながらそう言うと、アスナはフードの奥からちらりとこちらを見上げた。

「ベータテストの時は、いつも同じ人だったのよね？」

「ああ。俺おれが実際にイベント戦せん闘とうに参加したのは三回きりだったけど、いつも森エルフは金髪ロングの男で、黒エルフはショートヘアのお姉さん……つまりキズメルだったよ。外見的には、だけどな」

「ふうん……」

　俺の返答を聞いたアスナは、少し考え込むような顔をしてから、軽くかぶりを振って言った。

「少なくともあと一回、いまのイベントを見てみないと何とも言えないわね。とりあえず……わたしたちも移動しましょ。霧きりが出てきたわ」

　その言葉に周囲を眺めると、確かに西側の木こ立だちの奥が白く染まりつつある。《迷い霧の森》特有の濃のう霧むに巻かれると視界がわずか五、六メートルにまで狭まり、モンスターと遭そう遇ぐうした時の危険度が増す。幸い、目指す往おう還かん階段は北東方向なので、霧に突っ込んだり迂う回かいしたりする必要はない。

「了解。全体会議は夕方って言ってたよな、急がなくてもよさそうだから戦闘はなるべく回かい避ひしていこう」

　そう応じて大木の幹から離はなれ、数歩進んだところで、アスナがついてこないことに気付き足を止めて振り向く。

　細剣使いは、数分前までイベントバトルが行われていた空き地にじっと眼めを向けていたが、すぐに踵きびすを返すと小走りで追いついてきた。何を見ていたのか訊きこうと口を開きかけたものの、思い直して軽く頷うなずきかけるだけにとどめ、俺は再び深い森の底を歩き始めた。




　霧に追いつかれることもなく、またエンカウントもわずか二回に抑えられたせいで、意外なほどあっさりと目的地の四阿あずまやに到着した。

　苔こけむした床の中央には、二層との往還階段が黒々と口を開けている。ここを上ってきてからまだ十七、八時間しか経たってないはずだが、なぜか何日も前のことのように感じる。同じ考えにとらわれたのか、アスナが下り階段を見下ろしながらぽつりと言った。

「あのエルフ野営地、まさか時間の流れ方が違う……なんてことはないわよね」

「はは、いくらナーヴギアでも、時間そのものをどうこうするのは無理じゃないかなあ」

　笑いながらそう答えると、フードの奥からジロリと睨にらまれる。

「そこまでは言ってないわよ。わたしたちの五感にこれだけリアルな情報を伝えられるんだから、時間感覚も操そう作さできるのかもって、ちょっと思っただけ」

「感覚だけ……か。つまり、実際には一日しか経ってないのに、三日経ったように感じさせる、みたいな……？」

「ええ…………あ、やっぱり、いまのなし。なくていいわ、そんな機能」

「はあ？」

　わけが解わからずに首を傾かしげると、アスナは言葉を探すように何度か瞬まばたきしてから、語気を弱めてぽつりと答えた。

「まやかしの希望に逃げたくないから」

　そこまで聞いて、ようやく理解する。アスナはきっと、デスゲームＳＡＯが開始されてから過ぎ去った三十九日間が、現実世界ではもっと短い……たとえば十日、それとも一日、いっそわずか一秒間の出来事だったら、と考えたのだろう。それが本当なら、どれほど心が救われることか。

　しかし残念ながら、フルダイブ中の感覚や思考を何百倍にも加速させるなど、どう考えても不可能だ。ナーヴギアの作動原理をろくに理解していない俺おれにも、それは断言できる。

　確かに逃とう避ひ的な希望だな、と答える代わりに、俺は胸の裡うちから自然と湧わき上がってくるものをそのまま口にした。

「……今日一日を、生き抜く。さっきアスナにそう言われて、すごくいい言葉だなって思ったよ。一日、一日を積み上げていく……そんなふうに考えたこと、なかったからさ」

　すると細剣使いは、再び言うべきことを探すような顔をしてから、仄ほのかに微ほほ笑えんだ。

「もしかして、毎日の勉強とか、苦手なヒトだった？」

「そりゃもう。テスト直前に半泣きで一夜漬けして、終わったら全すべて忘れるヒトだった」

「やっぱり。まあ、でも、あなたが記憶容量をＳＡＯベータテストのデータに費ついやしてくれたおかげで色々助かってるんだから、お礼言わないとね」

「……それは、褒ほめられてると思っていいのか？」

「もちろん。さて、そろそろ主街区に行きましょ。ここからは近いんでしょ？」

　少々釈然としないものを感じつつも、俺は頷うなずいた。

「ああ。この先の分かれ道を東に行けばすぐ見えてくるよ。名前はえーと、なんだったかな……す……ス何とか……」

　消滅した記憶を甦よみがえらせるべく唸うなる俺に、アスナが呆あきれ顔でコメントした。

「……褒めたの、撤てつ回かい」




　四阿あずまやを後にして、森の小道をほんの五分ほど進むと、行く手に太い丸太を並べて築きずいた壁かべが現れた。そういえば、エルフの町との見分け方は立木を切り出した木材を使っているかどうかだったなあ、と思い出しながら近づいていく。

　小道は巨大な鋳ちゆう鉄てつのゲートに吞のみ込まれていて、その向こうから人間の町特有の賑にぎわいが届いてくる。ベータ時代は、エルフ野営地から主街区に戻るとほっとしたものだが、いまはなぜかその感覚が薄うすい。

　隣となりのアスナがフードをいっそう深く引き下ろすのを見て、俺も二層で愛用していた変装用バンダナを装備すべきか考えたが、この時間ならもう町の中にプレイヤーはあまりいないだろうと考えてそのまま歩き続ける。ゲートに辿たどり着いたところで、大型のハルバードを掲げる衛えい兵へい──もちろん耳は短い──に話しかける。

「あの、この町の名前、なんでしたっけ？」

　厳いかつい顔をしたＮＰＣは、じろりと俺おれを見下ろすと、唸うなるように言った。

「ここは《ズムフト》の町だ」

「ども」

　素早く礼を言い、鉄製のゲートからトンネル状の通路に踏ふみ込んだ途と端たん、アスナからきっちり突っ込みが入る。

「スですらなかったわね」

「な、名前なんて訊きけばいいんだよ。大事なのは町のどこに何があるかという……」

「じゃあ早さつ速そく、おすすめの宿屋に案内してもらおうかな」

「へいへい。条件は？」

　俺の質問に、アスナは真剣な顔でしばし考えてから答えた。

「お風ふ呂ろ……と言いたいとこだけど、どうせ今夜には野営地に戻るんでしょうからそれはいいわ。ベッドが上等で、周りが静かで、眺めが良ければあとはどうでも」

「…………《あと》なんてもう何もないような……」

　いちおう小声でぼやいてはみたが、このズムフトの町に限っては、静かで眺めがいいという条件を満たすのはさほど難むずかしくない。なぜなら、町を構成するのは普通の建物ではなく、寄り添ってそびえる三本の巨木だからだ。バオバブのお化けのような幹の直径は三十メートル、高さは七十メートルに達する。その内部を何層にもくり抜いて町を作っているので、上のほうに行けば行くほど眺めは良く、地上の騒そう音おんも遠ざかるわけだ。

　ゲートから続くトンネルを抜けた途と端たん、眼前に三本のずんぐりした超巨きよ大だい樹じゆが出現し、アスナの眼めが丸くなった。

「うわ……凄すごい、ビルみたい……」

「中身も完全にビルだぞ。天てつ辺ぺんが確か二十階だからな。最上階なら眺め最高だけど、ただ、問題が一つ」

「……何よ？」

「エレベータがない」

　いいわよそれくらい、とアスナが心の広いところを見せたので、俺は《∴ゆえに》記号状の配置でそびえる三本の巨大バオバブのうち、右下の一本へと足を向けた。

　巨樹たちに囲まれた空間が、ズムフトの転移門広場だ。すでにアクティベートから一日近くが経過しているが、青く揺れるゲートは数十秒に一回のペースで人ひと影かげを生み出し続けている。少なからず見受けられる、初期装備だったり非武装だったりするプレイヤーたちは、一層はじまりの街から観光に来たのだろう。街の外には出るなよーと思ういっぽうで、圏内に残ることを選んだ人たちも、開通直後の層に遊びに行けるほどの余裕を取り戻しつつあるのかと思うと少しほっとする。

　転移門広場の北側は、一層のトールバーナにもあったような半円形の会議場になっていて、リンドの言葉にあった《第一回の会議》はあそこで開かれるのだと思われる。いまは見物客しかいない広場を左手に見ながら、南東の巨大バオバブに歩み寄る。

　根元から少し上ったところにある入り口までは幅広の階段が設もうけられていて、その傍かたわらには掲示板が立っていた。もちろん、板に羊皮紙を貼はり出す、本来の意味での設備だ。探すまでもなく、ど真ん中に貼られた大判の告知が目に飛び込む。

「攻略会議、午後五時からってなってるわね。だいぶ時間空いちゃいそう……」

　呟つぶやくアスナに、「先に部屋を借りてから考えようぜ」と提案し、俺おれは十段ほどのアプローチを上った。

　自然の樹う洞ろを利用した正面入り口をくぐると、一階の大ホールが視界いっぱいに広がった。年輪模様がくっきり浮き上がるほど磨みがき上げられた床を、プレイヤーやＮＰＣが談笑しながら行ゆき交かっている。ホールの外周には主に食料品を売る店が軒のきを連つらね、真ん中には大きな螺ら旋せん階段が天井を貫つらぬいてそそり立つ。

「わあ……」

　小さく嘆たん声せいを漏もらしながら階段に近づいたアスナは、床から木目がそのまま繫つながる踏ふみ板や手すりをまじまじと眺め、言った。

「この建物全体が、言わば一いち木ぼく造づくりってわけね。彫るの、大変だったでしょうね」

　ここで、仮想世界のオブジェクトなんだからそのへんは何でもアリ、と興ざめなコメントをしない程度の分別はヘビーゲーマーの俺にもある。ウム、としかつめらしい顔で頷うなずき、右手でこんと手すりを叩たたく。

「あとで奥のでかバオバブ……設定上は《ユーツリー》って名前らしいけど、そこの上のほうにいる町長に話しかけると、この木を彫るのがどんだけ大事業だったかっていうなが～～い話を聞かせてくれるよ。ギルドクエストの最初のミッションがそれなんだけどな」

「ふうん……ギルドと木彫りと何の関係があるのかしら」

「それこそなが～～い話だけど、かいつまんで言えば、大昔に三本の木をそれぞれに彫ってた三つのグループがケンカばっかりしてたのを、なんとかいう戦士兼鍛か冶じ屋や兼木工職人のスゴイおっさんがまとめ上げて町を完成させて、その功績でどっかの層の王様からギルドリーダーの印章シギルを授さずかったという……」

「ふうん」

「んで、そのおっさんの子孫が代々このズムフトの町長を世せ襲しゆうしてきたんだけど、いまの町長になってから大事なシギルが盗まれて、それを取り戻してくれっていうのがギルドクエストの大筋」

「ふうん」

「……その、アスナさんは、ギルド的なものには興味ない的な？」

「ないわ、いまのところ」

　ばっさり答えると、細剣使いは形のいい唇をひん曲げて続けた。

「だって、アルゴさんの本でちょっとだけ解説されてたけど、ギルドって、メンバーが稼かせいだお金の何パーセントかを自動で徴収したりするんでしょ？」

「ま、まあね。というかそれがリーダーシギルのありがたい機能なわけで……」

「別に、お金が惜おしくて言ってるんじゃないのよ。そういう強権的っていうか、押しつけがましい感じが嫌きらいなだけ」

「なるほど」

　さもありなんと納得するいっぽう、その反応にそこはかとない危き惧ぐを覚えもする。

　もうずっと昔のことにも思えるが、一層のボス部屋から二層へと上る階段の入り口で、俺おれはアスナに言った。いつか、信頼できる人にギルドに誘われたら断るな。ソロプレイには絶対的な限界があるから、と。

　アスナが、誰だれかに私し淑しゆくしたり忠誠を誓ちかうようなタイプではなさそうだということは俺ももう理解している。しかし同時に、俺にはない資質を秘めているとも思う。それは人を導みちびく才能、つまりリーダーシップだ。彼女が自みずからギルドの頭を張るような展開はちょっと想像しづらいが、たとえば大規模ギルドの幹部プレイヤーとしてなら、いまの時点でも人一倍の輝きを放つのではないか……。

　柄がらにもなくそんなことを考えていると、アスナは唇をへの字に曲げたまま問い返してきた。

「そういうあなたは？　ベータテストの時は、ギルドに入ってたの？」

「いえ……入ってマセン……」

　色々と見透かされた気がして、不ふ明めい瞭りような声でもごもご答えてから、往おう生じよう際ぎわ悪く付け加える。

「でも俺は別に自動徴収が嫌いやだったとか、人の下につきたくなかったとか、そういうアレじゃなくて、その、単純に……」

「効率の問題？」

　再び見事に看破され、降参とばかりに軽く両手を持ち上げる。

「まあね。ＳＡＯって、ＭＭＯにしちゃ珍しく、フルパーティーよりソロとかコンビのほうが経験値稼かせげるんだよな……序じよ盤ばんだけかもしれないけど。ベータの時はもう、一ヶ月でどこまで行けるかって、それしか考えてなかったからさ」

　ここで、先ほど脳裏に甦よみがえったかつての自分の台詞せりふ──《ソロプレイの絶対的限界》についてひと言付け加えようかと考えたが、いまはその必要はあるまいと思い直す。

「なるほど」

　俺おれの返事をどう解釈したのか、こくりと頷うなずいたアスナはようやく口こう角かくを通常位置に戻した。続けて何か言いかけたように見えたが、すぐに唇を閉じると螺ら旋せん階段を振り仰あおぎ、気分を切り替えるようにショートブーツの踵かかとをコンと鳴らす。

「……それじゃ、そろそろ階段上りに挑戦しましょ。いちばん上は二十階だっけ？　フロアによって宿泊料が違ったりするの？」

「いや、部屋の広さと窓の有無で変わるだけ。上に行けば見晴らしはいいけど、上り下りが面倒だからさ」

「了解。……先に言っておきますけど、天てつ辺ぺんまで競走とかしませんからね」

「だ、誰だれも言ってないだろそんなこと！」

　と俺が抗弁する隙すきを突いて、アスナは階段の手て摺すりをひらりと飛び越えてショートカットすると、結構なペースで上り始めた。慌てて追いかけ、隣となりに並ぶが、螺旋階段では絶対的に有利なインサイドを押さえられてしまったために気を抜くと置いていかれそうになる。しかもＳＡＯでは、移動速度は基本的に装備重量と敏びん捷しよう値ちで決まるため、スピード型のアスナが優雅な足運びで上る真横を維持しようとするとバランス型の俺はかなり頑張らねばならない。最後は半分意地で二十フロアぶんの階段を上り切り、そんな必要はないのに膝ひざに両手をついてぜえぜえいっていると、俺より一秒早く到着したアスナが涼しい声で言った。

「わたしの勝ちね。勝者の権利として、部屋はわたしが決めますからね」

「ず……ずるいぞ、競走しないとか……言っといて……」

「あら、わたしは走ってないわよ。えーと、宿屋の人は……あ、いたいた」

　広いホールをすたすた歩いていく細剣使いの背中を、やれやれと見送ってから、

「…………ん？」

　と首を捻ひねる。先刻の台詞せりふに少しばかりおかしな部分があった気がしたのだが、当人は早くもＮＰＣに話しかけ、メニュー窓を出現させている。宿屋のチェックインは一階（もしくはそれに相当する場所）のフロントで手続きするのが普通だが、ここのような大型施設では各階に配置されたＮＰＣでも可能────いやいや、いまはそんなことを考えている場合ではない。

　なぜか足音を殺しつつ近づくと、アスナは真剣な表情で空き部屋一覧表示を睨にらんでいたが、やがて「ここ！」と宣言しながら窓をつついた。泊数を設定し、支払いを済ませる。窓を消し、振り向いて、めったに見せることのない笑顔で言う。

「南側の、よさそうなお部屋が取れたわ。ちょっと高いけど、半額になるんだからいいわよね。ほら、こっち！」

　俺の背中をぐいっと押し、足早に移動を開始する。真円を描くフロアは、中央に階段ホールがあり、その外側に客室が二重の円を描いて配置されているようだ。つまり、内側の部屋には窓がないということになる。

　アスナが選んだのは、当然のように外側の部屋だった。【２０３８】の表示がついたドアのノブを握ると、借かり主ぬしを識別してロックが解除される。揺れるケープが開いた扉の中に消えてから、二秒ほど迷って後を追う。

　確かに、これまで俺おれが泊まってきた部屋の中では、見晴らしに関してはぶっちぎりで一番だ。広いうえに、南側の壁かべが大きな窓になっていて、地上六十メートルの高さから三層の深い森とその向こうの外周部が一望できる。被かぶっていたフードをはねのけたアスナは、真っ先に窓へと取り付き、短い歓かん声せいを上げてから振り向いて叫んだ。

「凄すごいよキリト君、迷い霧きりの森が全部見えそ……う…………」

　はしゃぎ声が途中で減速した理由はきっと、いまになってようやく現状を把握したからだろう。

　凍り付いていた笑顔が薄うすれ、口くち許もとが引き結ばれると、首のあたりから一気に顔が赤くなる。二、三度唇を開閉してから、何かを求めるように左右を見回し、そばのテーブルに用意されていたウェルカムフルーツらしき謎なぞの木の実を一つ握る。

　それを見事なオーバースローで俺の顔面目掛けて全力投球しながら、耳にきーんとくる音量で──

「……なんでここにいるのよ!!」
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　それは確かに、俺も色々と考えの至らぬ人間だ。しかし、いまだけは思っていいのではないか。

　理り不ふ尽じんだ、と。

　ピンクの外皮に紫の縞しま々しまというデザインの果実は、幸いと言うべきかあいにくと言うべきかかなり硬く、俺おれのおでこにクリーンヒットしても粉々に砕くだけたりはせず真っ二つに割れただけだった。もちろん《圏内》ゆえに、衝しよう撃げきはあっても数値的ダメージはない。

　左右の手でキャッチした果実の片方を、とりあえずかじってみる。乳白色の果肉はさくさくした歯触りで、リンゴとナシとライチを混ぜたような味もなかなかのものだ。

　無言でフルーツをさくさくさくさく食べ続ける俺を、五メートル離はなれたところで睨にらみつけながらアスナはしばらく息を荒らげていたが、やがてかかる事態を招いた責任の半分以上は自分にあることを理解してくれたのだろう。少しずつ両肩をすぼめていき、しばしモジモジと足あし踏ぶみしてから、小声で謝しや罪ざいした。

「…………ごめんなさい。どう考えても、あなたのせいじゃないわよね」

「いやまあ、黙だまってついてきた俺も悪かったよ」

　貸しの一つも作っておこうかくらいのつもりでそう答えてみたが、顔を赤らめたままのアスナがあまりにも居いた堪たまれなさそうなので、ついフォローを入れてしまう。

「ゆうべ、キズメルの天幕に泊まった時の感覚で、つい入ってきちゃったんだけど……ここはアスナが借りた部屋なんだから、最初にひと言確認すべきだったよな」

「ううん、引っ張ってきたのはわたしだし……。──それ、投げてごめんね」

　ようやく感情エフェクトの薄うすれてきたアスナは、再び謝罪の言葉を口にしてから、ふと気付いたように首を傾かしげた。

「……確か、宿屋のお部屋って、パーティーメンバーなら自由に入れるのよね？」

「うん」

「……なら、宿泊料はどうなるの？　自動で均等割り払いになったりするの？」

「ああ、それは借りる時の設定次第だな。ウインドウに、宿泊人数の入力欄らんがあっただろ？　そこが一人になってれば自分が全額払うし、二人以上になってればワリカン」

「…………」

　沈らん黙もくするアスナの表情が実に微妙なニュアンスを湛たたえているのは、設定が二人になっていたことを憶おぼえているからだろう。つまり俺のサイフからもすでにデラックスルームの宿泊料の半額が引き落とされているわけだが、別にリカバリー不可能な問題ではない。

「大丈夫だよ、パーティー解散すれば俺は別の部屋を借りられるからさ。まあ、支払い済みのコルを返金してもらわないとだけどな」

「………………」

　俺の冗談めかした答えを聞いても、細剣使いはしばらく口を閉じたままだったが、やがて意を決したように言った。

「……ここ、今夜泊まるわけじゃなくて、夕方の会議まで休むだけなのよね？」

「ま、まあ、そのつもりだけど……夜にはダークエルフ野営地に戻りたいし……」

「……なら、まあ、そーゆーことにしましょ」

「そ、そーゆーとは、どーゆー？」

「……だって、二人で割るの前提なお値段なんだもん、ここ。泊まりもしないのに、一人であんな額払うなんて無む駄だ遣づかいすぎるわ」

　そう宣言すると、アスナは視線を左右に往復させ、部屋の両側に設しつらえられている二つのベッドのうち東側のほうを指さした。

「わたし、こっちを使わせてもらうわね。それと、念のため言っておきますけど、ここんとこに国境線があるからよろしく」

　爪つま先さきで、床の真ん中を縦たてになぞる。次いで自分の領土に歩み入ると、左腰のシバルリック・レイピア＋５とブレストプレート、フーデッドケープ、グローブとブーツを手早く装備解除。身軽になった体をベッドに腰掛けさせ、突っ立ったままの俺おれを見上げて言う。

「少しだけ仮眠させてもらうわね。キリト君も、休んでおいたほうがいいわよ」

「は、はあ」

　と頷うなずくことしか、俺にはできなかった。

　それは確かに、お金を節約できるところはするべきだし、休める時は休むべきだし、昨夜ゆうべも、そして恐らく今夜も同じ部屋──ではなく天幕に寝起きすることになるのだ。今更《混乱》バッドステータスに陥おちいっている場合ではない。いや、ＳＡＯに混乱のバステは存在しないのだったか。

　とりあえず与えられた領土に移動して、背中のアニール・ブレード＋８とロングコート他ほかの防具を除装する。ベッドに腰を下ろすとアスナと向き合う形になるので、何となく気恥ずかしくてそのままごろりと横たわる。さすがにお高い部屋だけあって枕まくらもマットレスもふかふかで、こんな状況でも速すみやかなる眠気が忍び寄ってくる。考えてみれば、今日は午前二時起床だったのだ。あれやこれやを棚上げして、少しくらい眠ってしまっても許される…………

「ねえ、さっきの話なんだけど」

　そんな声が部屋の反対側から届き、俺はいつの間にか閉じかけていた瞼まぶたを七割ほど持ち上げた。

「さっき……と言いますと？」

　曖あい昧まいな口調で問い返しながら視線を向けると、アスナはまだベッドの端はしに座ったままだった。ブーツを脱いだ足をぶらぶらさせつつ、思わぬ言葉を口にする。

「パーティーより、ソロとかコンビのほうが経験値効率がいいって話」

「……？　それが、どうかしたのか？」

　少し持ち上げた頭を傾かしげてから、そういえばと思い出す。確かに、一階の螺ら旋せん階段前でその話をした時、アスナが何か言いたそうな素振りを見せていた……ような気もしなくもない。

「えっと、ソロとコンビなら、どっちなのかなって」

「どっちって……ああ、どっちのほうが経験値稼かせげるかってこと？」

　細剣使いがこくりと頷うなずいたところで、再び頭を枕まくらに戻す。何度か瞬まばたきして眠気を追い払い、少し考えてから話し始める。

「うーん……それは、一概には言えないな。フルパーティーがあんまり経験値を稼げないのは、いまんとこ戦力が無む駄だになりがちだからなんだ。小型のｍｏｂを六人で囲んでもまともに武器を振れないし、と言って三人ずつに分けてもスイッチのタイミングを取りづらい。大型ｍｏｂが大量に湧わくマップが出てくればまた別だけどな……。もちろん、人数が多いほうが、安全性は増すわけだけど」

　と前置きしておいてから、アスナの質問に答える。

「ソロとコンビを比べる場合も基本的には同じことだ。コンビを組んで、ソロの倍のペースで狩りができれば経験値効率は上回る。でもまあ、それはなかなか難むずかしいけどな。ソードスキルからのスイッチで直チヨクにソードスキルを繫つなげられるくらいじゃないと……」

　そこまで説明してからようやく、俺おれはアスナが何を気にしているのかを理解できた──ような気がした。もう一度顔を向けるとばっちり眼めが合ってしまい、反射的に視線を天井へと逸そらせてわざとらしい咳せき払ばらい。

「え、ええと、まあそれはあくまで理想論というか、コンビでそこまできっちり連れん携けいできるようになるには時間もかかるし、それにいまの状況じゃ効率よりも安全を重視すべきで、そういう意味じゃソロよりもコンビのほうがずっと……」

「キリト君。もしわたしが足手まといなら、ちゃんとそう言ってね」

　静かな、しかし凜りんと響ひびく宣言に、思わず息を吞のむ。

　細剣使いは、先刻の慌てぶりが噓うそのように毅き然ぜんとした表情で俺を見据えると、揃そろえた膝ひざの上に両拳こぶしを乗せて続けた。

「トールバーナでも言ったけど、わたしは、わたしでいるためにはじまりの街から外に出たの。でもね……もしかしたら、いつの間にか、その気持ちを少しずつ忘れていたのかもしれない。二層のウルバスで会ってから、ずっとあなたと一緒に戦ってきたけど……そのことであなたの負担を増やしたり、レベルアップのペースを落としちゃってるなら、それはわたしの望むことじゃない」

「…………」

　自分が、自分でいるため。

　その言葉の意味をきちんと理解するには、俺は人の心というものを知らなすぎる。何せ、この異常極きわまるデスゲーム世界を、己おのれがどう受け止めているのかすらよく解わからないのだ。もちろん恐ろしいし、早く解放されたいと思う。死にたくないという気持ちも、全すべてを仕組んだ茅かや場ば晶あき彦ひこを憎む気持ちも当然ある。

　だが、そのような感情を、どう行動に変えていけばいいのか……それが解わからない。

　結果として、俺おれは正式サービスが開始されたその日から、ひたすら自分が強くなることだけを目指してきた。効率を重視し、情報をかき集め、キャラクター構成ビルドの最適解を模索するいっぽうで、多くのものを切り捨ててきた。

　だから、いま俺がこうしてアスナという細剣使いと行動を共にしているのも、それが生き延びるため、強くなるためにプラスだと判断した結果に過ぎない。それ以外の理由は存在しない。しない──はずだ。

「…………君は強いよ」

　短い思料を経て、俺は、自分の感じていることをそのまま口にした。

「足手まといだなんてことは、まったくない。シバルリック・レイピアのスペックも込みなら、もう秒間ダメージ量ＤＰＳは俺より高いと思う。……いや、数字だけじゃなくて、戦せん闘とうでの立ち回りも、ソードスキルも、俺に駄だ目め出だしできるところなんてないよ。だから……その、むしろ、このままコンビを組んでいてくれると、こっちも助かる」

　行ぎよう儀ぎ悪く寝転がったままぼそぼそと発せられた俺の台詞せりふを聞いたアスナは、しばらく背筋をぴんと伸ばして沈ちん黙もくしていたが、不意に細い体をぶるぶるっと震わせた。ように見えた。

　──え、いまのどういう反応？

　と思う間もなく、そっけない言葉が投げ返される。

「ふうん。なら、もうしばらくの間よろしく」

「う……うん、こっちこそ」

　軽く握手の一つもしておくべき場面だろうか、と俺は頭を枕まくらから浮かせかけたが、その時にはもうアスナは自分の領土ならぬベッドに体を横たえ、向こう側の壁かべ際ぎわまでごろごろ転がっていってしまった。こちらに背中を向けた状態で、再び早口に囁ささやく。

「じゃ、お昼まで仮眠させてもらうわね。おやすみなさい」

「う……うん、お疲れさま」

　なんなんだろう、と思いつつ頭を戻す。色々と考えるべきことがあるような気もしたが、再び勢力を増してきた眠気には抗あらがえず、俺はどうにか起床アラームだけ設定すると瞼まぶたを閉じた。

　たちまち拡散していく意識の表面で、幾いくつかの思考が小さな泡となって弾はじける。

　──たった一日で、ずいぶん色々あったもんだ。

　──この調子だと、三層の攻略は相当忙しいことになりそうだなあ。

　──でもまあ、背中を預けられる相手がいるっていうのも、なかなか悪くないよな……。




　この時点では、まったく思いもよらなかった。

　わずか七時間後に、いかんともしがたい外的要因によって、コンビの解消を迫られることになろうとは。










　　　５




「理り不ふ尽じんな要よう請せいであることは、こちらも深く理解している」

　と、藍あい色の長髪を後ろで束たばねたシミター使い──ギルド《ドラゴンＤナイツ・ＫブリゲードＢ》の初代リーダーとなったリンドは、急ごしらえの演えん壇だん上で重々しく告げた。

「だが、どうかそちらにも理解してもらいたい。トッププレイヤーがこのように二分されてしまったいま、我々は二ギルドの友好関係を恒久的に維持し、協力してゲーム攻略に当たらねばならないのだということを」

　ＤＫＢの下地を作った、いまは亡き《騎士ナイト》ディアベルと比べれば表情も言い回しも硬いが、大グループを十日間指揮してきたなりの貫かん禄ろくは充分に感じさせる。

　もう一つの集団、こちらも正式にギルドとなった《アインクラッド解放隊ＡＬＳ》を率ひきいるキバオウのトゲトゲ頭も壇上にある。しかしリンドと違って椅い子すに腰掛けたまま、腕組み足組みスタイルで沈ちん黙もくを保っている。隣となりに立つリンドが発言を終えても、口をむすっと引き結んだまま動こうとしない。

　なぜなら、リンドの言葉は、キバオウに向けられたものではないのだ。シミター使いが鋭するどい視線を注ぐのは、ＤＫＢにもＡＬＳにも所属しなかった少数の攻略プレイヤーの中でも輪をかけたはぐれ者、元ベータテスターであることをただ一人公言している《ビーター》──。

　つまり、俺おれだ。




　約五時間と三十分前、二重の意味でお高い部屋で仮眠して隠しパラメータの元気とやる気を回復させた俺とアスナは、再び長い螺ら旋せん階段を下りると──今度は競走はしなかった──食料とポーション類を買い込み、ズムフトで受けられる単発クエストを軒のき並なみ受けてから街を出た。ダークエルフ野営地に戻るためではなく、数日ぶりに腰を据えて経験値を稼かせぐためだ。

　ＲＰＧでの仕事と言っていい経験値稼ぎだが、それゆえにそのメソッドには各プレイヤーのこだわりが表れる。大きく分ければ《クエスト重視派》《狩り重視派》ということになろうか。前者がフィールドを走り回ってクエストをがんがんクリアし、ボーナス経験値を稼ぐスタイルなら、後者は狭いエリアに留とどまって、再湧出リポツプするｍｏｂをひたすら狩り続けるわけだ。

　俺はどちらかと言えば定点狩り派だったが、第二層のボス攻略戦を経て少し考えを変えた。ベータ時代には《ナト大佐》と《バラン将軍》で終わりだったはずのボス戦が、雷かみなり属性ブレスを吐きまくる《アステリオス王》の登場によって、あわやレイド壊かい滅めつの瀬せ戸と際ぎわまで行ったのだ。情報屋のアルゴが地道にクエストを片付け、真ボス追加の可能性に気付いてくれなければ、恐らくリンドもキバオウも、そして俺もアスナも死んでいただろう。クエストで得られるものは報酬と経験値だけに非あらず、という教訓を忘れてはならない。

　しかしもちろん、定点狩りでもコルと経験値以外に重要なものが得られる。戦せん闘とうを繰くり返すことによってのみ磨みがかれる、いわゆるプレイヤースキルというやつだ。本物の体と同じようにアバターを動かして戦うＶＲＭＭＯでは、数値的ステータスと同じかそれ以上に重要な能力である。実際、ウインドウに表示されるアタックスピードの数字は同じでも、そのソードスキルに習しゆう熟じゆくしている者とそうでない者では技の発動速度に如によ実じつな差が出る。他ほかにも的確な立ち回りや危機対処力など、プレイヤー本人に依拠する部分は実に大きい。

　というわけで俺おれとアスナは、討伐・収集系のクエストをこなしつつ、効率のいいポイントを見つけたら集中的に定点狩りをするという欲張りな計画を立てて再びフィールドに出た。夕方までの五時間で数知れぬｍｏｂを刀のサビに──正確にはポリゴンの欠片かけらに変えて街に戻り、クリア条件を満たした七つのクエストを片かたっ端ぱしから報告した結果、俺のレベルは一つ上がって15に、アスナはなんと二つ上がって14になった。

　心地ここち好よい疲労と達成感に満たされながら酒場で軽く祝杯を上げ、掲示板で告知されていた午後五時の十分前に、三層初となる攻略集団の全体会議へと足を運んだ。

　三本の巨大バオバブに囲まれたすり鉢状の会議場には、早くも大勢のプレイヤーがひしめいていた。第一層トールバーナでの会議の頃ころから何かと世話になっている両手斧おの使いエギルの姿もあったので、挨あい拶さつしたり、いまだにアスナとパーティーを組んでいることを冷やかされたり、鍛か冶じ屋やネズハから譲ゆずり受けたまま二層の宿屋に預けてある《ベンダーズ・カーペット》を進しん呈ていする約束をしたりしているうちに五時の鐘かねが鳴り響ひびいた。ズムフトの時じ鐘しようは、巨大バオバブの幹から舌ぜつや支柱ごと削り出したという代しろ物もので、木製らしい柔らかな音を出す。夕刻の訪れを告げる物悲しいメロディを聴きながら例によって隅すみっこに座り、ステージに設置された演えん壇だんにキバオウとリンドが登場したので皆と一緒に拍手。

　改めて会議の参加者を数えると、壇上のツートップを含めて四十二人だった。昨日の二層ボス攻略戦には四十七、いや四十八人が参加していたが、ちょうどワンパーティーぶん減っている。姿を見せていないのは、ギルド《レジェンド・ブレイブス》の六人だ。

　レベル的には攻略集団の平均値に達していなかった彼らが二層ボス戦で大活かつ躍やくできたのは、全身くまなく強化された武器防具によるステータスの底上げがあったからだ。しかし彼らは、強化の原資を得るべく詐さ欺ぎ行為を繰り返していたことを告白し、全装備を攻略集団に譲じよう渡とした。最前線で戦えるだけの力を回復するには時間がかかるだろうが、強い意志さえあれば、いつか必ず戻ってくるだろう。

　俺がそんなことを考えている間にリンドとキバオウによる簡単な挨拶が終わり、いよいよ攻略会議が開始された。

　最初の議題は、ここまで攻略集団の主力を担になってきた青グループと緑グループが、いよいよ正式なギルドになったという報告だった。これには俺も素直に感心した。ギルド結成に必要なシギルを入手するには、お使いや討伐や収集やイベント戦闘が延々と続く──もちろんエルフ戦争のキャンペーン・クエストに比べればずっと小規模だが──厄やつ介かいな連続クエストをクリアせねばならず、ベータテスト時の平均所要時間は二十時間程度と聞いた記憶がある。三層到達からまだ一日しか経たっていないので、キバオウもリンドも寝食を忘れてクエストに邁まい進しんしたのだろう。ことに、ベータ時代の情報を持たないはずの《解放隊》が《ナイツ》に遅れを取らなかったのには、リンドも驚おどろいたはずだ。

　続いて両ギルドの正式名称とアルファベット三文字の略称が発表され、現時点での所属プレイヤーの紹介があり、最後にギルドメンバー募集の呼びかけが行われた。と言っても、会議場に集まった四十二人のうち、どちらのギルドにも参加していないのは斧おの使いエギルと彼の仲間たち、そして俺おれとアスナの合計六人だけだ。

　俺はもちろんどちらのギルドにも入るつもりはないし、アスナも現時点ではその気はないということだったし、恐らくエギルたちも同様だろう。六人が誰だれも手を挙げなければ議題その一は終了──と俺は予想したのだが。

　ＤＫＢリーダーのリンドが、まったく思いもよらないことを言い出したのは、その時だった。

「ギルメンを募集するにあたっては、可能な限り広く門戸を開きたい。当面の参加要件は、レベル10に達していること、それだけだ」

　そこで隣となりのキバオウがガタッと立ち上がり、

「ウチはレベル９や！」

　とだけ叫んで座る。リンドは額ひたいに一いつ瞬しゆんだけ青筋を浮かべたが、すぐに落ち着きを取り戻し、説明を続けた。

「この会議に参加していて、どちらのギルドにも入っていない人たちは、全員その要件を満たしているはずだ。だから、手さえ挙げてくれれば喜んで迎え入れたい。ただ……たった一つだけ、特定の人に関しては要件を付け加えさせてもらう。これは、キバオウさんとも話し合って決めたことだ」

　今度は、キバオウの眉み間けんに深々と縦たてジワが寄る。気に入っていないが仕方ない、という意思表示だろうか。この時点で、俺は吞のん気きにも「特定の人？　誰？」などと考えていた。だから、壇だん上じようのリンドがまっすぐこちらに眼めを向けた瞬しゆん間かん、危うく階段状の座席から転げ落ちそうになった。

「……キリトさん」

　硬い声で呼びかけられてようやく、なるほどそういうことかと得心する。つまり、あんたはビーターだからギルドに入れてやらないよ、とリンドは言いたいのだろう。今更驚くような話でもないし、そもそも入れてもらうつもりもなかったのだ。

「ああ、解わかってる……」

　と俺は言いかけた。しかしリンドはそこで視線を左に振り、俺ではないプレイヤーの名前を呼んだ。

「そして、アスナさん」

　例によってフードを深く被かぶったアスナが、ぴくりと肩を動かす。表情は、すぐ隣となりに座る俺おれからもよく見えない。

　黙だまり込む俺と、最初から何も言おうとしないアスナを順に見据えると、リンドはひとつ咳せき払ばらいしてから言った。

「君たち二人のギルド加入を認めるには、レベルの他ほかに、もう一つだけ条件がある。それは、ＤＫＢとＡＬＳに一人ずつ加入してもらう、ということだ」

「…………一人ずつ？」

　咄とつ嗟さに何を言われているのか理解できず、俺は小声で繰くり返した。隣のアスナは何の反応も見せない。

　再び大きく咳払いしたリンドは、早口になりながら説明を加えた。

「昨日のボス攻略戦を見ても明らかなように、キリトさんとアスナさんの実力は、我々トッププレイヤー集団の中でも突出している。何せ、君たちはボス三匹のＬＡボーナスを全部持っていったんだからね。もちろんそれを責めているわけじゃないさ。ただ、今後のことを考えると、君たちが二人とも片方のギルドに参加する事態は望ましくないんだ。現状ではいちおう対等と言っていい両ギルドの戦せん闘とう力りよくに、大きすぎる差がついてしまう」

　いちおうのひと言に引っかかったのか、今度はキバオウの額ひたいに青筋が浮いた。その様子を人ごとのように眺めながら、俺はＳＡＯ初のギルドリーダーとなった男の主張を聞き続けた。

「これが理り不ふ尽じんな要よう請せいであることは、こちらも深く理解している。だが、どうかそちらにも理解してもらいたい……」




　彼らは、どこまで本気で言っているのだろう。

　と、真っ先に俺は考えた。

　リンドとキバオウが俺とアスナに突き付けた条件とはつまるところ、ギルドに入りたければ二人別々だぞ、ということだ。だが、《入りたければ》という前提がそもそも成立していない。俺は、どちらのギルドだろうと加入するつもりは一いつ切さいないからだ。リンドはそれを知っているはずだし、キバオウに至っては、ビーターたる俺をギルドに入れたりすれば、かねて掲げる反ベータテスター主義を否定することになる。

　何もこんな公開の場で横車を押そうとせずとも、会議の前に俺たちをつかまえて、「ギルドに入るつもりはあるか？　ない？　ＯＫ」とでも訊きけばそれで終わっていた話ではないのか。実際、ＤＫＢ、ＡＬＳ両ギルドメンバーの大半は途と惑まどい顔でざわついているし、一つ前の段に座るエギルに至っては、何を馬ば鹿かなことを言っているんだとばかりに両手を大きく広げて頭を振っている。この一幕で、リンドたちの株が上がったとはまったく思えない。いったい彼らにどんなメリットがあるというのだろう。

　頭の中は疑問符だらけだが、それでも壇だん上じようのリンドがこちらの返事を待っているようなので、とりあえず立ち上がると俺おれは言った。

「えーと……突出した実力とまで言ってもらったのに申し訳ないけど、俺は当分どっちのギルドにも参加するつもりはないよ。……っていう答えは、あんたたちも予想してたんじゃないかと思うけどな」

　するとキバオウはフンと鼻を鳴らし、リンドのほうはほんの一いつ瞬しゆん苦笑したように見えたが、すぐに元の固い表情に戻ると軽く頷うなずいた。

「了解した。──ちなみに、この状況で、敢あえてギルドに入らないという決断の理由を訊きいてもいいか？」

「え？　……と……」

　言葉の意味を図はかりかね、口ごもる。

　この状況──とはデスゲームＳＡＯそのもののことか。つまりリンドは、《ゲームクリア》と《サバイバル》という相反する目標を達成するためには集団ギルドを作るのが最善の選択だと考えているわけか。ならばやはり、その前提からして俺とは相あい容いれない。だが、この場で俺の考えを一から説明する時間も、そんな義理もない。

「……決断なんて大げさなもんじゃないよ。ちょっと性に合わない……それだけだ」

「ふむ。それではキリトさん、あんたは当面ギルドに加わるつもりも、率ひきいるつもりもないと、そういうことでいいのかな」

　その言葉を聞き、今度は俺が苦笑する。

「そういうことでいいよ。ちゃんとしたメンバーになれる気もしないのに、ましてやリーダーなんてどう考えても荷が重すぎる……」

　…………ははあ、そういうことか。

　自分の台詞せりふをヒントに、ようやくリンドの真意に辿たどり着けた気がして、内心なるほどと頷く。

　つまるところリンドは、公おおやけの場で、俺からいまのひと言を引き出したかったのではないか。俺が、第三のギルドを旗揚げするという可能性をあらかじめ潰つぶしておくために。

　だとすれば、何とも遠回しな手を使ったものだ。仮に俺が《ブラック・ビーターズ（仮名）》的なギルドを立ち上げたところで参加希望者がいるとは思えないし、面と向かって「ギルドを作るつもりはあるのか？　ない？　ＯＫ」と訊きけばそれで──いや、もっとストレートに「お前はギルドを作るな」と要求されてもハイヨと頷いていただろうに。

　しかし、驚おどろき呆あきれるいっぽう、安易に水を向ければ逆にそのせいでギルドを立ち上げる気にさせてしまうという藪やぶ蛇へび展開を警けい戒かいした気持ちは解わからなくもない。この慎重極きわまるやり方は、俺にある男を強く思い起こさせる。ギルドＤＫＢの前身である青グループ、そして全攻略集団の初代リーダーたる《騎き士し》ディアベルだ。

　第一層ボス攻略戦の少し前から俺は、情報屋のアルゴを通して、アニール・ブレードを買い取りたいというオファーを再三受け取った。依頼の出所は、当時はまだ一匹狼おおかみだったキバオウであり、キバオウを動かしていた男こそがディアベルだった。彼は、自みずからのリーダーシップを揺るがぬものにするべく、一層ボス《イルファング・ザ・コボルドロード》のラストアタックを確実に取りたいと欲した。そして最大の障害になると睨にらんだプレイヤー、つまり俺おれの戦せん闘とう力りよくを削そごうとしたのだ。実に何とも遠回しな話だ──ただ「ＬＡを譲ゆずってくれ」と要よう請せいすれば、俺は了解していたと思う。まあ、そこそこの代価は要求したかもしれないが。

　リンドが、ディアベルのその工作について、当時もいまも承知している（いた）とは思わない。今回よく似た搦からめ手てを選択したのは、半分偶然、半分は彼のディアベルに対する意識のありようが原因だろう。

　不意に黙だまり込んだ俺を、リンドは壇だん上じようから鋭するどい視線で捉とらえ続けている。

　知り合って十日以上も経たつというのに、俺は初めてリンドという男の顔を真正面から見た気がしていた。キバオウのキャラクターが強烈なために、リンドには常々影かげの薄うすさを感じてしまっていたが、鋭えい利りに切れ上がった両眼めは奥に強い光を宿している。

　俺の知る限り、彼が大勢の前で生々しい感情を激げき発はつさせたことはたった一度しかない。イルファング戦の終了後、俺に対して、なんでディアベルさんを見殺しにしたんだ、と詰め寄った時だけだ。

　次に会った時、リンドは《騎き士し》と同じように髪をブルーに染め、銀色のアーマーを装備し、青グループを指揮していた。彼がその道を選んだ理由は、ディアベルを尊敬していたからか。それとも、超えたいというライバル心か。あるいは──ディアベルそのものになろうとしているのか。

　三つ目は難むずかしいと思うぞリンド、と俺は内心で呟つぶやく。

　ディアベルという男は、元ベータテスターでありながらその事実を隠して攻略集団を率ひきいるという二面性を心の裡うちに宿していた。いつ露ろ見けんし、吊つるし上げられてもおかしくない綱渡りの役回りロールプレイだが、それゆえに強く、それゆえに人を惹ひき付けた。

　仮にＳＡＯが異常なデスゲームに変へん貌ぼうしなかったら、あの男は対人戦屋ＰｖＰｅｒになりたかったのではないか……と俺はぼんやりと感じている。ディアベルとはイタリアの方言で《悪あく魔ま》を意味する単語だ、とアルゴに教えてもらったことだけが根拠の勝手な想像だが、もしそれが事実だとすれば、彼はどんな気持ち、どんな覚悟で《騎士》を名乗っていたのだろうか。もちろんそこまでは解わからないし、解った気になるのは死んだあの男への冒ぼう瀆とくというものだが。

　少なくとも、ディアベルは仲間たちにも多くのことを明かさぬままアインクラッドを去ったのであり、そんな彼に成り代わることは誰だれにだって不可能だ……。

　という俺の思考を読み取ったのかどうか、リンドはひときわ鋭い眼まな差ざしになりながら口を開いた。

「あんたは、ギルドにかかわるつもりはない。そういうことでいいんだな、キリトさん」

「……いいよ、それで。もちろん、ボス攻略戦には参加する……させてもらうつもりだけど」

　俺おれの答えを聞くと、シミター使いは軽く二、三度頷うなずいた。

「了解した。ボス戦については、次の会議で話し合うつもりだ。こちらが確認したいことは以上だ」

　リンドが視線を外したので、ふうっと息を吐き出しながら石造りの階段ベンチに腰を下ろす。

　続けてエギルたちにもギルド加入の意思確認が行われたが、巨漢揃ぞろいの四人は揃って辞退。彼らこそ新ギルドを立ち上げそうな気もするが、リンドはそれについては触れなかった。結局、ＤＫＢもＡＬＳもぴったり十八人ずつで落ち着いたことになる。今後は激はげしいメンバー獲かく得とく合戦が行われるのかもしれないが、それで攻略集団の陣容が厚くなるのなら大いに結構なことだ。

　やれやれ、と肩の力を抜いたところで──。

　俺はようやく、自分がアスナの意思をまったく確認せずに話を進めていたことに気付いた。フードを目ま深ぶかに被かぶったまま、隠いん蔽ぺいスキルを発動させたかの如ごとく気配を殺しているので、つい意見を聞きそびれてしまったのだ。だいたいリンドも、俺とエギルだけでなくちゃんとアスナにも確認するべきではないのか。

　と、内心で責任を押しつけつつ、そろそろと左隣どなりを見る。

　両手両脚をぴしっと揃えた佇たたずまいは、トールバーナでの初会議の時とまったく変わらない。フード越しに垣かい間ま見みえる横顔は静かで、機き嫌げんを損そこねているわけではなさそうだ。

「あの……」

　小声で囁ささやきかけようとして、俺は続く言葉をごくりと吞のみ込んだ。アスナの、細められた瞳ひとみの奥で、ゆらゆらと燃える青白い炎に気付いたからだ。

　ご機嫌斜め、どころの話ではない。

　現時点ではこの場に集つどう四十二人の中で最大の秒間ダメージ値を持つであろう細剣使いは、かつてないレベルで、心の底から、空前絶後に激げき怒どしている。

「それでは、次の議題に入ろう。ここからは、進行役をキバオウさんにお願いしたい」

　リンドの発言を受け、ようやく出番とばかりにキバオウが立ち上がったようだが、俺は演えん壇だんに眼めを向けることもできず、さりとてアスナの横顔を直視もできずに、中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で硬直し続けた。

　まがりなりにもパーティーメンバー、しかもここ数日はずっと行動を共にしているのだ。とんでもなく怒っている、それくらいは解わかる。

　しかしその理由となると、速すみやかな確信には至れない。①俺のせい、②リンドのせい、③キバオウのせい、という三択にまでは何とか絞り込めるが、そこから先がどうにも悩ましい。

　③は恐らくあるまい。アスナとキバオウはあまりウマが合うとは思えない──今日の払ふつ暁ぎよう前に森の洞どう窟くつでニアミスした時は、端たん的てきに表現するならば「うへえ」という顔をしていた──が、この会議中に限っては、キバオウは最初に簡単な挨あい拶さつをしたきりほぼずっと椅い子すに座りっぱなしだった。

　そして、①もないと信じたい。アスナの意思を確認せずにギルド不参加を表明してしまったのは確かだが、それが不満ならば黙だまり込んだまま静かに怒ったりせず、途中で口を挟むくらいはしそうなものだ。それに、フードの奥で底光りする双そう眸ぼうは、十数メートル離はなれた演えん壇だんの一点に据えられたまま動こうとしない。

　その視線が捉とらえるのは、消去法でいけば、②のリンドということになるのだろう。アスナをここまで怒らせたのは、ＤＫＢリーダーによる一連の発言である可能性が高い。

　等々と俺おれが考えを巡らせる間にも、演壇ではＡＬＳリーダーのキバオウが身振り手振りつきで威勢よくまくし立てている。

「ええか、三層の目標クリア時間は一週間や！　あと四日で迷宮区まで行って、二日でフロアボスを倒す！　そのために必要なんは、ズバリ最前線組の頭数や！　いつまでも四十人ぼっちやったらラチがあかへん、ワイらと一緒にこんクソゲームと戦おうっちゅうもんを、積極的に増やしていかなアカンのや！」

　熱のこもった弁舌に、主に緑グループから「そうだそうだ！」と掛け声が飛ぶ。確かに攻略集団の戦力増強は喫きつ緊きんの課題だが、新規参入者を増やすことと、攻略のスピードアップは相反する目標だ。両ギルドを中心とするフロントランナーが頑張って先に進めば進むほど、遅れてはじまりの街を出た者たちを引き離してしまう。オルランド率いる《レジェンド・ブレイブス》が強化詐さ欺ぎに手を染めたのも、容易には縮ちぢまらないレベル差を、一足飛びに埋めようとしたからだ。

　しかしそれはそれとして、現在の俺には、いっそう急を要する任務がある。アスナの怒りをなんとか鎮しずめて、リンドに食ってかかるような展開を回かい避ひしなくてはならない。いまのところはぎりぎり自分を抑えているようだが、このままでは、会議が終わった瞬しゆん間かんに座席から飛び出してリンドに詰め寄りかねない。そんなことをすればＤＫＢのメンバーが黙だまっていないだろうし、現在ならばまだ、仮にアスナが入りたいと言えば喜んで迎え入れるはずの主力ギルドの態度も変わってしまうかもしれない。

　まだまだ続きそうなキバオウの演説を耳からシャットアウトし、俺はもう一度左に向き直ると、意を決して話しかけようとした。

　しかし、こちらが口を開く前に、フードの奥から低く掠かすれた声が発せられた。

「止めても無む駄だよ。いままでも、あの人の発言には何度か辟へき易えきさせられたけど、今回だけはひとこと言わないと気が済まないわ」

「……今回というのはつまり、『入りたいなら別々のギルドに』っていうヤツ？」

　念のためそう訊たずねたが、アスナはイエスともノーとも言わず──きっと、言う必要もないということなのだろう──硬さを増した声を響ひびかせた。

「ギルドに入るとか入らないとか、誰だれかと一緒にいるとかいないとか、それはわたしが自分で決めることだわ。……百歩譲ゆずって、押しつけがましくあれこれ言うだけなら我慢もするけど、あの人は心の奥底で、自分が他人を導みちびいてあげなきゃならないって思い込んでるのよ。厳きびしく命令することが、最終的には相手のためになるって信じてるのよ。そして、そういう自分の行いを、指し導どう者しやとしての自己犠ぎ牲せいだとさえ思っているんだわ」

「…………」

　俺おれに向けられたものではないことは解わかっているのに、それでも背中にうっすら汗が滲にじむほど辛しん辣らつな言葉だ。仮に、誰だれかが俺についてこのような評価を下しているのを小耳に挟みでもしたら、一週間ほど宿屋に引き籠こもってしまいそうだ。

　しかし、アスナの指摘が正せい鵠こくを射いているのだとすれば、リンドが回りくどい真ま似ねをして俺によるギルド設立を阻止しようとしたのも、自分のリーダーシップを確立するためだけではなく俺というプレイヤーを正しく導くためでもあるということになるのか。ＤＫＢの青服を着て、前ぜん衛えい部隊の一員となるのが、はぐれビーターたる俺にとっての《健全な更生》であると、そういう話なわけか。

　確かにそれは少しばかり責任感というものを履はき違えているよなあ、と思う反面、アスナの考えすぎではないかという気もする。そんな俺の内心を感じ取ったのか、細剣使いはほとんど音にならない声で呟つぶやいた。

「……解るのよ。あっち側じゃ、子供の頃ころから、そんな言葉ばっかり聞かされてきたから」

「…………！」

　思わず息を吞のむ。アスナがあっち側、つまり現実世界の自分について語ることはごく珍しい──というより、ほとんど初めてではないだろうか。

　わたしがわたしでいるため。剣を取り、はじまりの街を出た動機を、アスナはそんな言葉で表現した。その意味をあまねく理解できたとはまだまだ思えないが、少なくとも、ここでリンドの命令に抵抗しなければ、アスナは自分でいられなくなってしまうのだろう。それはアスナにとって、攻略集団に留とどまり続けるよりも大切なことなのだ、きっと。

　────しかし。

　しかし…………。

　俺が深い逡しゆん巡じゆんに囚とらわれる間にも、演えん壇だんでは、キバオウの熱弁が終わりに近づこうとしている。当面の目標として明日夕方までの《次の町》への到達が掲げられ、本日午後に販売開始されたらしいアルゴの攻略本から要注意ポイントの情報が読み上げられる。反ベータテスター主義を掲げるキバオウだが、攻略本はギリギリ《信頼できる二次資料》扱いとなったようだ。調子のいい話だなあという気もするが、攻略集団からは距きよ離りを置き続けるアルゴのスタンスが認められるならばまあいいのかとも思う。

　だが、代わりにアスナが集団から敵視されるような展開は、やはり避さけるべきだ。キバオウの演説はもうすぐ終わりそうだし、その直後にアスナはリンド目掛けて突進するだろう。

　アスナは、俺おれにはない資質を秘めている。大集団を率ひきいてこそ輝く、リーダーの資質を。第三層に上ってきたばかりの、まだまだ攻略序じよ盤ばんと言わねばならないこの時期に、主流派に楯たて突ついて自分の可能性を打ち捨てるような真ま似ねをしてはならないのだ。一層ボス攻略戦の直後に、まさにそれをしでかした俺の言えたことではないのかもしれないが……。

　少々自じ嘲ちよう的にそんな思考を巡らせた直後、俺は不意にとある事実に気付き、息を詰めた。

　偶然ではない。攻略集団全体の指揮官を自負するリンドとの衝しよう突とつというこの展開は、必然的なものだ。アスナが俺と行動を共にしている限り、いつかは起きることだった。なぜなら俺はビーターであり、ベータテスト時に溜ため込んだ知識を元に自分と、そしてパーティーメンバーのアスナをハイペースで強化し続け、同時に他ほかの最前線プレイヤーたちとの隔絶を広げてきたからだ。アスナの左腰に輝くシバルリック・レイピアこそが、その証あかしではないか。

　何のことはない。アスナの可能性を狭めているのは、コンビを組む俺なのだ。

　今更そんな、あまりにも当たり前の事実に気付く自分への幻滅と怒り、そしてひときわ強い躊躇ためらいに翻ほん弄ろうされ、俺は唇を嚙かんだ。

　壇だん上じようでは、キバオウがぐるりと会議場を見回し、まとめに入ろうとしている。

「……そうや、この層から、最初にボス部屋を見つけたほうのギルドがボス攻略レイドを指揮するっちゅうことになったんや。他に質問は……なさそうやな、なら三層一回目の攻略会議はこれで終しまいや。最後に、全員で一発、気合入れんで！」

　右拳こぶしを高々と突き出すキバオウを見て、隣となりのリンドもしぶしぶという様子で立ち上がる。

　同時に、アスナが上体を前に傾かたむける。細い脚が、突進に備そなえて張り詰める。

「……一週間で、ボスぶっ倒すでえ!!」

「「「おう!!」」」

　という野太い叫びが轟とどろく中、俺は左手を伸ばし、アスナの右手首を強く握った。

　フードがさっとこちらに向けられ、低く鋭するどい声が流れる。

「止めないで」

「いや、止める」

「今更あの人に……ううん、ギルドの人たち全員に嫌きらわれたって関係ないわ。わたしはギルドに入る気なんかないんだから。あんなことを言われて黙だまってるくらいなら、はじまりの街に戻ったほうがましだわ」

　言い切るアスナのフードを微風が揺らし、夕焼けの赤がはしばみ色の瞳ひとみに反射して、二つの流星のように強く輝いた。

　怒りに燃える双そう眸ぼうを見詰め返しながら、俺は軽くかぶりを振った。

「ダメだ、アスナ。彼らと対立しちゃいけない」

　いちど唇を閉じてから、胸いっぱいに空気を吸い込む。

　俺とのコンビはここで解消だ、と告げるために。

　これこそ、アスナの嫌けん悪おする、《相手のためを思ったつもりの押しつけがましい命令》そのものだということは理解している。

　だが、いまとなってはもう、俺おれは他ほかの言葉を持たない。たとえ嫌きらわれ、疎うとまれ、軽けい蔑べつされて、二度とこれまでのように話したり冒険を共にしたりできなくなろうとも、アスナが攻略集団の主流派から敵視されるような展開は避さけなければならないのだ。

　ソロプレイヤーの、絶対的限界。

　それは、誰だれにも助けてもらえないということだ。

　ＳＡＯには、うんざりするほどたくさんのバッドステータスが用意されている。スタン、麻ま痺ひ、毒、出血、盲目、眩暈めまい、エトセトラ……仲間さえいればリカバリー可能なそれらの阻害状態が、ソロでは命の危機に直結してしまう。普通の、つまり蘇そ生せい可能なゲームであれば、経験値効率を優先してリスキーなソロプレイを選択することもあるだろう。しかしいまやこの世界は、ただ一度のミスすらも見逃してくれない、過酷な限界領域デスゾーンと化した。俺が一層から二層にかけてソロを気取っていられたのも、ベータテストで得た知識という命綱ライフラインがあったればこそだ。

　しかし、そのラインも十層までしか届かない。俺はいずれ、見知らぬマップ、見知らぬモンスター相手に綱渡りのサバイバルを強しいられることになる。加えて、フロアボス戦では、現在でもベータ時の情報が役に立たなくなってきている。今後、幾き何か級きゆう数すう的に増大していく困こん難なんに対応するには、フルパーティーへの参加とギルドからの支援が何より重要になるだろう。なのに、行動を共にする時間が伸びれば伸びるほど、アスナは俺と同じ──いや、俺以上に危険なポジションへと踏ふみ込んでいってしまうのだ。

　言わねばならない。二層でのウインドワスプ狩りから始まった暫ざん定てい的コンビを、ここで解消しようと。そして君はリンドへの怒りやキバオウへの反発を吞のみ込んで、いますぐとは言わないけれど、ＤＫＢでもＡＬＳでもいいからギルドに入るんだ、と。

　けれど俺の喉のどは、胸に溜たまる空気を声に変えるのを拒否するかの如ごとく動こうとしない。

　アスナもまた、無言で視線を合わせ続けている。つい数秒前までは赫かつ々かくと燃えていたはずの瞳ひとみだが、いまは不思議な色の光を宿して内心を窺うかがわせない。

　会議場のプレイヤーたちは、勇ましい掛け声の余よ韻いんに包まれたまま、三々五々集まって興奮気味にあれこれ言葉を交かわしている。すぐ前に座るエギルたちが壁かべになっているのか、誰も俺とアスナの張り詰めた状況には気付いていないようだが、いつまでも顔を突き合わせて見つめ合ってはいられない。

　一度強く歯を食い縛しばってから、俺は塞ふさがりかけた喉からようやく低い声を絞り出した。

　だがそれは、自分でもまったく思いも寄らぬ言葉だった。

「……もし、俺が、たとえば今日死んだら……君は、どうするんだ？」

　するとアスナは、そんなはずは絶対にないのだが、あたかも俺の問いを予想していたかのように表情を変えないまま答えた。

「何も変わらないわ。走れるところまで走るだけ」

　続けて、短く問い返す。

「あなたは？　わたしが死んだら、どうするの？」

　数秒前に同じことを訊きいておきながら、俺おれはすぐには答えられなかった。

　アスナが死に、存在のすべてがアインクラッドから消滅したあと、俺はどうするのだろう。ソロプレイヤーに戻ることは確かだが、その時自分が何を感じ、何を考えるのか、まったく想像できない。

　突然、俺はまたしても、ひとつの単純な事実に気付いた。

　俺がアスナをメイン集団から切り離はなし、ハイリスクな立ち位置へと引き込んでいる。それは間違いない。しかし、そうしている理由はたった一つ──俺は、アスナに、死んで欲しくないのだ。

　一層迷宮区で初めて会った時、己おのれの節を枉まげて話しかけたのも、真っ先にそう感じたからだ。薄うす闇やみの底で流星のように閃ひらめく《リニアー》の軌跡、その飛んでいく先を見続けたいと願ったからだ。そして、アスナがリンドに食ってかかるのを止めようとしているのも、突き詰めればそういうことなのだ。

　コンビ解消だの、ギルドに入れだのと回りくどいことを言わずとも、ただ素直にそう告げればいいのかもしれない。しかし、俺の喉のどは再び、溶接されたかのように塞ふさがってしまう。

　大切な言葉ほど口に出せない悪あく癖へきは、いまに始まったことではない。三十九日前、はじまりの街の裏通りで、最初の友人クラインを見捨てて走り去った時から……いや、現実世界の埼玉県川かわ越ごえ市の自宅で暮らしていた頃ころから、俺は何度も言うべき言葉を言いそびれてきた。

　でも、いまは、せめてそうと気付いたいまくらいは──。

　強くそう念じるものの、しかし、喉は吸い込んだ空気を声に変えることを拒こばみ続ける。この世界の肉体はデジタルデータなのだから、塞がっているのは、本当は喉ではない。ナーヴギアに接続する俺の脳、意識そのものだ。長年かけて、自分自身で、意識の回路を閉ざしてしまったのだ。

　言うべき言葉を、ため息に変えて霧む散さんさせてしまおうとした、その時。

　不意に、耳みみ許もとで、かすかな声が聞こえた気がした。




　────キリト。

　────伝えたいことがあるのなら、伝えられるうちに伝えたほうがいい。そうできるのは、とても幸せなことなのだから。




　静かな、しかし凜りんと響ひびく囁ささやき声は、遥はるか離れた森の奥で分かれたダークエルフ騎き士しのものと思えた。夜明け前、野営地裏手の墓地で聞いた言葉が記憶から甦よみがえったのだろうか。あるいは、俺おれが勝手にキズメルの声を造り出しただけか。

　だが幻の声は、確かな強さで俺の背中を押した。諦あきらめかけた言葉が、途切れ途切れに口から零こぼれ落ち、仮想の空気を震わせた。

「……俺は、君に、死んで欲しくない」

　アスナの瞳ひとみが、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが大きく見開かれた。

「……だから、いまは我慢してくれ。リンドや彼のギルドが、俺や君の命を救うことだって、きっとあるはずなんだ。彼に助けられるくらいならとか、そんなことは、思わないでくれ」

　情けないことに、最後のほうは、べそをかく子供かというくらい声が揺れた。

　視線を下に外し、摑つかみっぱなしだったアスナの右腕から手を放す。体をぎこちなく正面に向けると、プレイヤーの大半は会議場のステージ部分に降り、武器の見せっこやら収集アイテムのトレードに勤いそしんでいる。エギル隊の四人も頭を突き合わせ、何かの打ち合わせの真っ最中らしい。

　たった四センテンスを口にするだけで全精神力を使い果たし、俺はただ暫ざん定てい的パートナーの反応を待った。

　五秒ほど経過したところで、短い言葉がぽつりと発せられた。

「……なら、我慢しておくわ」

　それを聞き、俺は胸に溜たまっていた空気の残りを細長く吐き出した。アスナにとっても、己おのれの信条を足あし蹴げにされた怒りを抑え込むのは容易なことではなかっただろう。何か言うべきかと思ったが、まるで言葉が浮かばず、俺はただこくりと頷うなずくことしかできなかった。

　少しして、右の耳みみ許もとで、もう一度かすかな囁ささやきが聞こえた。

　──頑張ったな、キリト。

　これには我ながら苦笑してしまう。キズメルの声で自分へのねぎらいをねつ造するなど、いくら何でも調子よすぎるというもの…………。

「………………」

　いや。

　しかし、まさか、そんな。

　その他幾いくつかの接続詞を脳内で連発させつつ、俺はおそるおそる右手を持ち上げ、すぐ隣となりの何も存在しない（ように見える）空間を探さぐった。

　すると、何やら柔らかい感触が、ぷにんと指先を押し返した。




　エギルとその仲間たちに短く挨あい拶さつし、客席の後ろから会議場を出ると、メインストリートを足早に通り抜けて圏外へのゲートをくぐる。そのまま道を百メートルほど移動し、主街区ズムフトの喧けん噪そうが聞こえなくなったあたりで夕ゆう闇やみ迫る森に少しだけ踏ふみ込むと、俺はようやく足を止めた。

　ここまで無言でついてきたアスナは、訝いぶかしげな表情で突然の移動に対する説明を求めている。しかし俺おれはすぐには理由を語らず、代わりに当てずっぽうの場所へと顔を向けてから、小声で呼びかけた。

「……いるんだろ、キズメル？」

　アスナが「えっ」と両眼めを見開き、きょろきょろあたりを見回す。

　しばらくは小鳥のさえずりと木々の葉は擦ずれだけが続いたが、不意にぱさりと布がはためく音が聞こえた。続いて、俺が見ていた方向とはまったく反対側から、笑いを含んだ声。

「気付かれてしまったか」

　勢いよく振り向くと、そこには長いマントを勢いよく背中にはねのけるダークエルフの姿があった。隠蔽ハイデイング状態が解除されても、騎き士しの長身は薄うす暗ぐらい木陰に溶け込んで見分けづらいが、オニキスのような二つの瞳ひとみだけがきらきらと悪戯いたずらっぽく輝いている。

「気付くもなにも……」

　話しかけてきたのはそっちじゃないか、という言葉は省略して、俺は苦笑いを浮かべた。会議場で、隣となりから囁ささやき声が聞こえるまでは、まったく想像もしていなかったのだ。ダークエルフ野営地で解散したはずのキズメルが、マントの持つ《隠れ身のまじない》の力で透明化して、俺たちのすぐ近くに潜ひそんでいようなどとは。

　いったい何から訊きいていいのか解わからず、微ほほ笑えむキズメルをただ眺めるだけの俺に代わって、アスナが呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「え……キズメル……？　いつから、そばに……？」

　──確かに、それは重大な問題だ。

　仮にキズメルが、野営地を出た直後から俺たちを追っていたのだとすると、彼女もあの場面を見たことになるのではないか。《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストの起点となるイベント戦せん闘とう──すなわち、リンド隊が森エルフ騎士に加勢して黒エルフ騎士と戦うシーンを。

　あの時死んだ黒エルフは、俺が存在を危き惧ぐした《第二のキズメル》ではなかったのだが、それでもキズメル的には二重の意味で受け入れがたい光景だろう。仮にあの場に居合わせたのだとしたら、彼女は果たしてどのように解釈したのか。

　という俺の懸け念ねんは、しかし、アスナには共有されていなかったようだ。キズメル同様にフードを払った細剣使いは、なぜか少しだけ顔を赤くしながら問いを付け加えた。

「……もしかして、宿屋のお部屋でも、一緒だった……？」

　──確かに、それも重大な問題だ。

　なし崩くずし的にアスナと同じ部屋に泊まってしまったことはこの際さて措おくとしても、何か恥ずかしいことを言ったり言われたりしなかっただろうか。約八時間前の記憶を再生しようとしたが、幸いと言うべきか、キズメルは軽くかぶりを振った。

「いや、そなたらを見つけたのは、あの街の集会場でだよ。野営地から転移のまじないで近くの森まで飛んだのが、夕刻になってからだったからな……」

　そういえば、そんな便利な仕掛けがあるんだった。と思い出しつつ少々ほっとするが、まだまだ疑問が消えたわけではない。

　そもそも、こんなことがあり得るのだろうか。パーティーを組んでいないＮＰＣが、設定された行動エリアを遠く離はなれて、プレイヤーを追ってくる……などということが。

　しかも、キズメルが俺おれに囁ささやきかけてきた会議場はズムフトの街のど真ん中で、当然《圏内》ということになる。仮にモンスターに追いかけられたプレイヤーが街の中に逃げ込んで、モンスターもそのまま街に侵入するようなことがあっても、ゲートの両側に陣取る鬼のように強い衛えい兵へいＮＰＣがたちまち退治してしまう。

　そしてキズメルは、ダークエルフ側のクエストを進行させている俺とアスナにとっては黄色カーソルのＮＰＣだが、それ以外のプレイヤーには赤カーソルのモンスターなのだ。もちろんズムフトの衛兵にとってもそうであるはずで、何かのはずみでハイディングが看破リビールされでもしたら大変なことになっていたのではないか。まあ、エリートｍｏｂ扱いのキズメルも鬼強いのは確かなので、街の衛兵相手でも瞬しゆん殺さつされたりせず森に逃げ込むくらいはできるのかもしれないが。

　等々、頭の中に浮き上がる幾いくつものクエスチョンマークを、俺は一文に集約させつつ問うた。

「ええと……どうしてまた、わざわざ人間の街まで……？」

　するとキズメルは、錯さつ覚かくではあろうが少しばかりはにかむような表情を閃ひらめかせてから、真顔に戻っていっそう簡潔に答えた。

「任務だからな」

「に、任務？」

「うむ。私がいま司令から与えられている任務は、そなたらの世話と護ご衛えいだ。今朝、野営地を出たそなたらがなかなか戻ってこないので、少しばかり様子を見てこようと思ったまでのことだ」

「ま、までのこと、ですか。でも……大丈夫なのか、街のあんな奥まで入ったりして？　もしハイド、じゃなくて隠れ身のまじないが破れたりしたら……」

　俺の言葉に、今度は少し自慢げな顔になったエルフ騎き士しは、不思議な光こう沢たくのあるマントに触れながら言った。

「この《朧おぼろ夜よの外がい套とう》のまじないは、陽ひと月の光が入れ替わる夕刻と夜明け前に最も強くなるのだ。ちょっとやそっと体に触れられたくらいでは破れないさ」

「ははあ……なるほど……」

　俺が、柔らかな感触の残る右手の指先を眺めながら頷うなずくと、アスナが眉み間けんのあたりに不ふ穏おんな色合いを漂ただよわせつつ呟つぶやいた。

「…………触れられた？」

「うむ、キリトもこう見えてなかなか」

「なかなかのものだなあ、そのマントは！」

　と割り込みをかけて、怪しげな雲行きを回かい避ひ。実際、あのまま透明キズメルの体のどこかを触り続けていたら、ハラスメント防止コードが発動して牢ろう獄ごく送りになっていたかもしれないと思うと冷や汗が滲にじむが、とりあえず質疑応答はこのへんで切り上げることにして、俺おれはちらりと視線を仰あお向むけた。

　梢こずえの隙すき間まに広がる空、正確には上層の底は、西側にわずかな朱色を残すのみで大部分が紫に染まりつつある。会議の後にズムフトの街で夕食を済ませてくるつもりだったが、キズメルをもういちど圏内に連れていくのも躊躇ためらわれるし、といって街の外に置き去りにするような真ま似ねはなおさらできない。

「……アスナ、このまま野営地に戻ろうと思うけど、それでいいか？」

　顔を戻した俺がそう訊たずねると、細剣使いは「さっきの話はあとでキッチリ」的な一いち瞥べつを浴びせてから、表情をニュートラルに戻して頷うなずいた。

「いいわ。せっかくキズメルが迎えに来てくれたんだし」

　そう言って口を閉じたが、まだ何か言いたげな様子なので、首を少し傾かたむけて続きを促うながす。

　するとアスナは、視線を地面に落とし、ブーツの爪つま先さきで青紫色のキノコをつんつんしながら一つの提案を付け加えた。

「……あのね、いっそのこと、ボス戦までずっと野営地を拠点にしたらどうかなって思ったんだけど」

「え？　……ま、まあ、攻略の進み具合はエギルやアルゴから情報が入るだろうし、補給面も問題はないだろうけど……でも、ズムフトの宿屋、気に入ってたみたいだったのに」

「景色なんて、一回見ればそれでいいのよ。それより……いまは、ギルドの人たちの近くにいたくない気分なの」

「……そっか」

　ＭＭＯＲＰＧで《プレイヤーに近づきたくない症候群》をコジらせるとなかなか厄やつ介かいなことになりがちではあるが、しばらくリンドたちと距離を置きたいというアスナの気持ちも解わかるし、それ以前に俺もまったく人のことは言えないので、頷いてからキズメルに向き直る。

「キズメル、今夜から……たぶん一週間くらい、天幕に泊めてもらっても大丈夫かな？」

「構わないさ」

　あっさりとそう答えたＮＰＣ騎き士しは、プレイヤーと見まごうばかりの──いや、プレイヤーよりもいっそう優しい笑みを浮かべ、言った。

「自分の家と思ってくれれば、私も嬉うれしい。共に暮らそう、それぞれの務つとめを果たすまで」

「……ああ、ありがとう」

　暮らす、という言葉に新鮮な響ひびきを感じながら俺おれが礼を述べると、アスナも無言でこくりと頷うなずいたが、なぜかすぐにそっぽを向いてしまった。夕ゆう陽ひの残照を受けて、左腰のレイピアも、簡素なブレスト・プレートも、滑なめらかな頰ほおのラインも真っ赤に染まっていた。




　ダークエルフ野営地から主街区近くの森まで転移できるおまじないは残念ながら一方通行だという話なので、俺たちは夕ゆう闇やみ深まる《迷い霧きりの森》を、今朝のルートとは逆方向に歩くことになった。

　当然モンスターとの戦せん闘とうは避さけられないが、俺もアスナも戦力がアップしているし、何より再びパーティーに加わったエルフ騎き士しが頼もしいことこの上ない。レベル的には俺もキズメルと同じ15に到達したのだが、エリートクラスである彼女の強さはレベルの数字では計れない。隊列はなんとなく前にアスナとキズメル、その後ろに俺という並び方になったが、右から来るｍｏｂは銘めい刀とう《シバルリック・レイピア＋５》を振るうアスナが、左から来るｍｏｂは更なる業わざ物ものであろうロングサーベルを操あやつるキズメルが、通常技とソードスキルのワンセットで倒してしまうので俺の出番はほとんどない。パーティーを組んでいるがゆえに、俺にもきっちり分配される経験値とコルの獲かく得とく表示を申し訳ない気分で眺めながらも、思考はついつい右へ左へと彷徨さまよい出ていく。

　右を見ながら考えるのは、攻略集団を名実共に分割することになったギルドＤＫＢとＡＬＳ、そして俺とアスナのことだ。

　俺は、アスナがリンドに突っかかっていくのを止めるために、「君に死んで欲しくない」という言葉を口にした。もちろんその場限りの方便ではなく、心の底から浮かび上がった本心だ。しかし、それによって俺は、アスナとの暫ざん定てい的パートナーシップを再び延長する道を選ぶことにもなった。俺と行動を共にするより、大ギルドに加わったほうがアスナの生存率は上昇すると理性では判断しながら、コンビ解消のひと言をどうしても口にできなかったのだ。あの時、喉のどから声が出なかった理由は、いまでもよく解わからないが。

　ともあれ俺は、自分の言葉に対する責任を取らねばならない。具体的には、いままで以上に、全力で彼女を強化するのだ。戦闘での動き方のみならず、ステータス、装備類、そして知識面でも。

　二層でコンビを組んでから今日でちょうど一週間が経たつが、その間、俺はアスナに対して、訊きかれれば答えるというスタンスで接してきた。おかげで、「それを早く言いなさい」という台詞せりふを何度聞いただろうか。利己的なビーターだという負い目がそうさせたのかもしれないが、しかし、そんな自分への甘やかしもそろそろ終わりにするべきだ……。

　──と、右を見やって考えるいっぽうで、左を向いてはまた別の思考が脳裏に漂ただよう。考えるのはもちろん、謎なぞ多きＮＰＣ騎士キズメルに関するあれこれだ。

　いったい彼女は、どういう存在なのだろう。

　ただのＮＰＣでないことは、もはや明らかすぎるほど明らかだ。会話の自然さ、感情表現の豊かさは、ズムフトの街に配置されていた店員や衛えい兵へい、宿屋のお姉さんはもちろん、野営地に起居する他ほかのダークエルフとも決定的に異なる。ＮＰＣ用のアルゴリズムに制御されているのではなく、キズメル自身が考え、感じ、意思決定しているとしか思えない。そうでなければ、俺おれとアスナを追いかけて、野営地から遠く離はなれた主街区にまで潜せん入にゆうするなどという大胆な行動は取り得ないだろう。

　ノーマルなＮＰＣでなければ、考え得る結論は二つだ。

　その一、理由は不明だが、キズメルは決められたキーワードに反応するだけの人工無脳チヤツトボツトではなく、高度な人工知能ＡＩを備そなえている。

　その二、これまた理由は解わからないが、キズメルはプレイヤーである。正確には、俺たちプレイヤーと同じ人間が、ダークエルフのアバターを操そう作さし、それらしくロールプレイしている。

　どちらも、おいそれとは信じがたい。ことにその二はないと思いたい。もしそれが真実なら、キズメルに宿っているのはデスゲームの犠ぎ牲せい者しやたる一般プレイヤーではなく、このデスゲームを企たくらんだ側……運営サイドの人間だということになるからだ。

　まさか茅かや場ば晶あき彦ひこ当人がキズメルを動かしてはいないだろうが、仮に茅場の協力者だとしたら、俺たちのゲーム攻略を純粋に助けてくれるはずがない。行動を共にし続けた先に、何らかの罠わなが用意されていると見るべき────

「…………っ」

　強くかぶりを振って、俺は無理やりに思考を打ち切った。

　キズメルを疑いたくはない。野営地裏手の仮設墓地で、妹ティルネルのことを話してくれた時の悲しみに耐たえる横顔が、企みを秘めた演技だったなどとは思いたくない、絶対に。

　瞼まぶたを持ち上げ、もう一度、前方右側を歩く細剣使いの背中を見やる。

　俺はアスナを守り、強くしなくてはならない。もし、近い未来に俺が死んだとしても、一人でこの過酷な世界を戦い抜けるくらい、強く。それが、コンビ解消を選ばなかった俺の責任だ。

　しかし、万々一、キズメルとの出会いが何らかの《罠》だったとしたら。その可能性が、ごくわずかでも存在するのなら……。

「……キリト」

　不意に前方左側から呼びかけられ、俺ははっと顔を上げた。

　すると、振り向いて首を傾かしげるダークエルフ騎き士しと眼めが合う。訝いぶかしそうな、心配そうなその表情はどこまでも自然で、あれこれ邪推を巡らせる自分に恥じ入りたくなると同時に、彼女の真実を知りたいと思う気持ちも大きくなる。

「さっきから黙だまり込んでいるようだが、どうかしたのか？」

「あ、いや、何でもないんだ。ちょっと考えごとを……」

「ふむ。悩んでいるのなら、話してみるのもいいと思うぞ」

　キズメルの言葉に、アスナも振り向いて言い添える。

「そうよ、最近解わかってきたけど、あなたって一人であれこれ考えすぎて勝手に落ちてくタイプでしょ。ヘンなとこにはまり込む前に言っちゃいなさいよ」

「そ、そんなことは……なくもないけど……」

　女性剣士二人に注視され、思わず視線を彷徨さまよわせるが逃げ場などあろうはずもない。だからと言って、考えていたことをそのまま口に出すわけにもいかない。やむなく、ぎこちない笑いを浮かべながら答える。

「ええっと、二人とも強くて頼もしいなぁーって……」

「それのどこに考えごとの要素があるのよ」

「いや、だから、えー、なんだ、その、お……お嫁さんにするならどっちかなーみたいな……」

　──いまのなし。セーブポイントからやり直し。

　視界の隅すみ々ずみまで【ＬＯＡＤ】ボタンを探す俺おれを、何とも形容しがたい表情でしばし眺めたアスナは、大きく息を吸い込むと、

「バッカじゃないの!?」

　というありがたい御言葉を仰おおせられた。

　いっぽうキズメルはと言えば、一いつ切さい表情を変えることなく「ふむ」と呟つぶやいてから、真顔のまま言った。

「済まんな、キリト。それには女王陛下の許しを賜たまわらねばならん」

「い、いえいえ、お気になさらず……」

　顔と両手をぷるぷる振りながら、こんなことならＭＭＯばっかりじゃなくその手の選択肢がいっぱい出てくるゲームもやっておくんだった、というか恋愛シミュレーション大好き中学生ならこんな状況に陥おちいることもなかったのに、いやいや案外フルダイブ型美少女デスゲームというようなものも有り得なくはないのかも、その場合は何がどうなったら死ぬんだろうなあ……と逃とう避ひ的思考を巡らせていると、アスナがいっそう冷たい声で言った。

「ついたわよ」

　危うく「どこに？」と訊ききそうになってから、この小旅行には目的地が存在していたことを思い出す。

　顔を上げると、前方で深い森が切れ、たなびく夜よ霧ぎりの奥ではためく三角の旗がうっすらと見て取れた。懐なつかしきダークエルフ野営地だ。

　やれやれやっと帰ってきた、と感じてしまう自分への苦笑を吞のみ込み、ついでに数十秒前の失態も全すべて忘れ去ることにして、俺は前方をすたすた歩く女性陣を追いかけた。

　結局、戦せん闘とうどころかナビゲーションまで全て二人に任まかせてしまったし、ズムフトから野営地まで移動するあいだにかなり株を下げた気がするが、そこにも敢あえて教訓を見み出いだすとすれば、一人でうじうじ考えていてもロクなことがない──ということだろうか。

　キズメルがＡＩだろうと人間だろうと、俺おれたちは彼女を助け、彼女も俺たちを助けてくれたという事実は揺るがない。そして、俺も、きっとアスナも、キズメルとなるべく長く──できるならずっと一緒にいたいと思っているという事実も。いまは、それで充分だ。

　キバオウがぶち上げた目標どおりにフロア攻略が進展すれば、第三層のボス戦は六日後、十二月二十一日に行われることになる。それまでは、この野営地を拠点に、できる限りのことをする。中断しているキャンペーン・クエストを進め、防具の更新と強化も行い、スキル熟じゆく練れん度どを鍛きたえて情報も仕入れる。やるべきことは山ほどある。

　魔ま法ほうの霧きりに満たされた細い谷間を抜け、野営地に入ったところで、俺は少しだけ不思議な香りのする空気を胸いっぱいに吸い込み、よし、と自分に気合を入れた。










　　　６




　千古の昔──。

　大地は、森フオレストエルフ族の築きずいた《カレス・オー王国》、黒ダークエルフ族の住まう《リュースラ王国》、人間族の《九連合王国》、ドワーフ族の地下王国やその他の種族が暮らす中小国家によって分割統治され、時折小こ競ぜり合あいはあったもののおおむね平和な時代が長く続いた。

　しかしある時《何か》をきっかけとして、全国家の主要な百の地域が円えん盤ばん状に切り抜かれ、空へと引き上げられるという天変地異が起きた。円盤のサイズは最小でも直径三キロメートル、最大で十キロメートルに及び、それらは円えん錐すい台形に積み重ねられて、百階層からなる巨大な浮遊城を形作った。

　内部に数あま多たの街や村、山や森や湖を吞のみ込んだまま、城は二度と大地に還かえることはなかった。かつての文明を支えていた魔法の力は失われ、人間族の九王家は全すべて絶えた。ほとんどの街は自治都市となり、階層間の交流は断たれ、そして再び悠久の時が過ぎ去った。現在では、かつての《大地切断》にまつわる伝承を残しているのは、いまだ王家による統治を保つ両エルフ族のみである──。




「…………っていう、話みたいだなあ……」

　天幕の側面に寄りかかりながら、今日までに知り得た《アインクラッド誕生の秘密》の概略を話し終えると、少しして背中側から水音混じりの声が返った。

「んー……色々解わかったようで、実は大して情報増えてないわよね」

「そうなんだよな……」

　頭の後ろで両手を組み、真上を振り仰あおぐ。風ふ呂ろ天幕の天てつ辺ぺんに設もうけられた換気口から流れ出す湯気越しに、濃のう紺こんに染まる第四層の底が見える。

　エルフ族の伝承によれば、ずーっと昔、何者かがすぽっと地面を引っこ抜き、鉄の枠組みと石のパネルで補強して、何層も何層も重ねたわけだ。いや、もちろん実際にアインクラッドを創つくったのはＳＡＯ開発責任者たる茅かや場ばとアーガスのスタッフであり、大地切断にまつわる昔話は《そういう設定》でしかないことは理解しているが、それでもやはり気になる。誰だれが、何のためにこの浮遊城を生み出したのか。神様みたいな存在の気まぐれなのか──それとも、人間またはエルフもしくはそれ以外の何者かの仕し業わざなのか。

　似たようなことを入浴中のアスナも考えていたようで、ぶくぶくと泡っぽいエフェクトのかかった声が響ひびく。

「そういえば、この世界って、神様の存在感が薄うすいわよね。わたしが子供の頃ころに観みたり読んだりしたファンタジーはたいてい、いろんな名前の神様がいたような気がするけど」

「うーん、そう言えばそうかもなあ。大きめの街には教会があるし、ＮＰＣの神父さんもいるけど、どんな神様を祀まつってるのかさっぱり不明だしな……。──でも、ファンタジーテイストのゲームに限ってみれば、案外こんなもんかもよ。漠然とした神様っぽい存在がいるだけっていうか」

「プレイヤーがそれぞれのイメージで補完しなさい、ってわけ？　ならさしずめ、キリト君の守り神は《ＬＡボーナスの神様》よね。今日のフィールドボス攻略戦でもしっかり持ってったでしょ」

　からかい半分の指摘に、一いつ瞬しゆんむぐっと口を閉じてから、そろそろ説得力の薄れてきた言い訳を試こころみる。

「べ、別に狙ねらってＬＡ取りに行ってるわけじゃないぞ。単に俺おれが攻こう撃げき力りよく特化型のビルドだから、そうなる確率が高くなるってだけの話で……。っていうか、そんなら、アスナの守り神はアレだな、オフロの神様だな。行く先々で風呂付き物件に恵まれる御ご利り益やくがあるという……いやあ思い出すなあ、トールバーナで俺が借りてた部屋に」

　ばしゃっ！　と天幕の厚布越しに、後頭部を水のボールが直撃する。しまったこれは失われたはずの記憶だった、と慌てて話題を修正。

「そ、それはそうと、結局俺たちの他ほかにこのキャンペーン・クエスト進めてるのって、ＤＫＢのリンドたちだけだったな。せっかくアルゴが《攻略本・エルフ戦争編Ⅰ》を作ってくれたのに、もったいないよなあ」

「わたしたちも色々情報提供したのにね。……でも、もしかしたら、みんなあの攻略本を見て尻しり込ごみしちゃったのかも。キャンペーンが終わるのは九層、ってしっかり書いてあったからね……。エギルさんも、いまは長なげぇクエストにかかりっきりンなってる余裕はねぇかなあ、って言ってたし」

　アスナが披ひ露ろうした、意外と似ているエギルの口くち真ま似ねに軽く苦笑しつつ答える。

「まあ、九層に到達してから三層まで戻ってクエスト受けて、ラッシュでクリアする手もあるっちゃあるけどさ。それならレベルも相当上がってるから、エルフ騎き士しを助けられる確率も高くなる……かもしれないし」

　と自分で言ってから、ああそうか、と思う。

　三層から九層まで続く大型キャンペーン・クエストに挑むということは、このデスゲームを九層まで突破できるという前提に立つことでもある。元ベータテスターの俺おれにとっては一度通った道だし、クエストを始めた時もレベルアップ効率のことしか考えていなかったが、確かにいまの状況では、九層は遠すぎる、あるいは重すぎる未来かもしれない。上を見れば、どうしても、頭上に積み重なる残り九十七もの層を意識せずにはいられないのだから。

「…………でもね」

　まるで、俺の思考を読んだかのように、天幕の中のアスナが呟つぶやいた。

　大きめの水音が響ひびき、ウッドデッキを濡ぬれた素足で踏ふむ音が続く。まっすぐ垂たれ下がる厚布のすぐ向こう側に、ぺたんと座り込む気配。

「わたし、最近、残りの層のことを考えるのが、ほんの少しだけ怖くなくなった気がするの。今日一日だけを頑張って生き延びようって気持ちは変わらないけど、でもそれと同時に、早くダークエルフの女王様がいるお城を見てみたいな、とか……その上に何十とある層も、全部大昔に地面から切り離はなされたんだとしたら、いろんな景色や、いろんな街があるんだろうな、とか……そんなふうに思ったりもするのよ」

「…………そっか」

　改めてアスナの強さに感じ入りながらも、俺の口から出たのはただの相づち一つだけだった。これではあんまりなので、続けて言うべきことを探した結果──。

「……上の層には、いろんなオフロもあるだろうしな」

　というコメントに対する反応は、厚布の向こうから俺の背中へと炸さく裂れつした肘ひじ打ち（恐らく）だった。




　十二月十八日、日曜日。

　主街区ズムフトで三層初の攻略会議が開かれた日から、早くも三日が経過した。その間俺とアスナは、ただの一度も街に戻ることなく、ダークエルフ野営地を拠点にひたすらクエストを進め、強化素材を集め、スキルを鍛きたえてｍモｏツｄドもあれこれ取得した。

　レベルも更に一つずつ上昇し、俺おれが16に、アスナが15になったが、この三層ではもうこれが限界だろう。ベータ時代の攻略適正レベルはボス挑戦時でフロア×３だったので──もちろんこの計算式は、上に行けば変わってくるだろうが──すでに６～７レベルも上積みしてしまっている。当然、経験値効率は大きく下がり、フィールドやダンジョンでのｍｏｂモンスター狩りではバーグラフがろくに動かない。

　いっぽう驚おどろかされたのは、連日の冒険に同行してくれた騎き士しキズメルのレベルが、俺と同じ16に上がったことだ。キズメルをエフェクト光が包み込んだ瞬しゆん間かん、思わず「レベルアップおめでとう」と言ってしまい内心慌てたが、どうやら彼女にとってレベルの数字は剣士としての位階的なものと認識されているらしかった。微ほほ笑えみながら「ありがとう」と返されて、大いにほっとしたものだ。

　ますます強くなってしまわれたエリート騎士様の助けを得てキャンペーン・クエストは順調に進んだが、先刻アスナと話したとおり、アインクラッド創生にまつわる物語の肝心なところはなかなか明らかにならない。

　第一章《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》、第二章《毒蜘ぐ蛛も討伐》に続く第三章《手た向むけの花》は、二章で戦死が明らかとなった偵察兵のための供く物もつを森で集める収集系クエスト。次の第四章《緊きん急きゆう指令》では、二章と同じく任務から戻ってこない偵察兵の捜索に向かい、今度はきっちり救助に成功。しかし第五章《消えた兵士》で、俺たちが野営地に連れ帰った偵察兵は、実は森エルフがまじないで成りすましていた偽にせ物ものだということが明らかになる。

　俺はもちろんその展開を知っていたので、四章の段階でどうにかして偽物だと暴あばいてやることも考えたが、まじないを破る方法も不明なうえに、そんなことをしたらキャンペーンがそこで停止してしまう可能性もある。やむなく野営地でそれとなく見張り続けるだけにして、偽兵士が司令部天幕から《秘鍵》を盗み出そうとしたところで「御用だ！」とやったのだが、エルフお得意の完全ハイディングで見失ってしまった。ベータ時代はまんまと鍵かぎを盗まれたので多少は進歩したとも言えるが、どちらにせよ偽物は追いかけねばならない。野営地の《黒エルフダークエルブン・の狼使いウルフハンドラー》と臨りん時じパーティーを組み、もちろんキズメルとも一緒に偽兵士の痕こん跡せきを辿たどったところ、森の奥で発見したのは何と森エルフの大型キャンプであった！

　──というところで、クエストは再び中断している。なぜなら今日は、攻略集団総出で、迷宮区に繫つながる洞どう窟くつに巣くうフィールドボスの攻略戦が行われたからだ。

　討伐そのものは初回の挑戦で達成され、一人の死者も出なかった。どこかのはぐれビーターがまたもやＬＡボーナスをかっ攫さらったこと以外は大成功と言っていいのだが、しかし俺は、改めて感じずにはいられなかった。前の層から燻くすぶり続けている集団内部の火種が、二大ギルドの発足を経て、いよいよ熱を増してきていることを。

「……なあ、アスナ」

　打だ撃げき技わざを頂ちよう戴だいした背中をさすりながら風ふ呂ろ場ばの中に呼びかけたが、返事の代わりに聞こえたのは、出入り口の垂たれ幕まくがばさりと持ち上げられる音だった。顔を右に向けると、天幕から歩み出てきた細いシルエットが残照の中に浮かび上がった。

　ほんの一分前まで湯船に浸つかっていたはずだが、いつものレザーチュニックを身につけた姿に湯上がりの気配は微み塵じんもない。仮想のお風呂なのだから当然と言えば当然だし、瞬しゆん時じに全身の水気が乾くのは便利でもあろうが、しかし攻略集団随ずい一いちの風呂愛好家としては、そのへん味気なく感じたりしないのだろうか。

　などと考えてしまったせいか、俺おれの口から出た質問は、当初の予定とはまるで異なるものだった。

「……たまには、着替えたくなったりしないのか？」

　途と端たん、逆光でも如によ実じつに解わかるほど深く、眉み間けんにタテジワが刻まれる。

「わたしが着替えないと、何か問題があるの？」

　氷点下の切り返しに、慌てて首をぶんぶん左右に振る。

「い、いやいや何も。ただその、風呂に入った後くらい、それっぽい格好したくなったりしないのかなーって……ほら、浴衣ゆかたとか、バスローブとか、Ｔシャツいっちょとか……」

　しまった最後のは余計だった、現実世界で風呂上がりによくそんな格好をしていた妹のせいだ、などと思いつつ逃亡の準備をしていると、アスナはしばらく目め許もとをぴくつかせていたものの幸い発火点には至らなかったらしく、ふうっと息を吐いて自分の体を見下ろした。

「……キリト君はよくご存じでしょうけど、着替えを持ってないわけじゃないのよ。むしろ、ストレージの空き容量いっぱいに詰め込んでたくらい」

　そういえば、と頷うなずく。二層ウルバスの宿屋で、詐さ取しゆされかけたアスナのウインド・フルーレを回収するために《所有アイテム完全オブジェクト化》のボタンを押させた時に、膨ぼう大だいな量の白くて小さな布アイテムが部屋中に舞まい散ったことは記憶に新しい。

　それ以上は思い出さないように、的な視線で俺を一いち瞥べつしたアスナは、天幕の支柱に寄りかかると夕空を見上げながら言葉を続けた。

「でも、あれは、自分で着て楽しむための服じゃないの」

「へ？　じゃあ、なんであんないっぱい買ったんだ？」

「買ってないもの」

　その言葉にぱちくりと瞬まばたきしてから、ようやく気付く。同種の製造品アイテムが大量に存在するのなら、それは《目的》ではなく《手段》である可能性が高い。

「……もしかして……裁さい縫ほうスキル修行で、自分で作ったのか……？」

　小声で訊たずねると、アスナはこくりと頭を動かした。

「で、でも、いつそんなことしてたんだ？　二層で俺とコンビ組んでからじゃないよな……？」

「うん、その少し前。ほら、二層ってフィールドでレベル上げしてると、やたら羊毛ウールとか木綿コツトンの素材が貯たまるでしょ？　それで、何となく……」

「な、なるほど。俺おれは貯まるそばからＮＰＣに売り払ってたけどな……。でも、よく生産系のスキル上げする気になったなあ。滅め茶ちや苦く茶ちやめんどくさいだろ、あれ」

　感心しながらそう言ったが、今度はなぜか反応がない。黙だまり込むアスナを横目で見上げていると、不意に気付く。現時点では、生産系スキルを上げるにあたって、作業の面倒さよりも大きな問題があるのだ。スキルを取得するための枠、という。

　スキルスロットの数は、レベル１時点の初期値で二つ。レベル６で三に増え、レベル12で四に、レベル20で五になって、そこから先は10レベル刻みらしい。

　レベル16の俺はいま四つのスロットを持つが、《片手直剣》《体術》《索敵》《隠いん蔽ぺい》と全すべて戦せん闘とう系スキルで埋まっている。アスナも同じく四スロットのはずだが、しかし考えてみると、俺は彼女が《細剣》以外にどんなスキルを取っているのか聞いたことはなかった。フィールドでは金属製のブレストプレートを装備しているので《軽金属装備》は持っているのだろうが、残り二つは謎なぞだ。そのうち一つが《裁さい縫ほう》なのだとしても、しかし、なぜ敢あえていま、それを。

　先刻アスナは「素材が貯まるから何となく」と言ったが、スキルスロットは何となくで消費できるほど余裕のあるものではない。攻略集団の一員として最前線で戦い続けるのなら、戦闘に寄与しない生産スキルよりも、俺が取っている《隠蔽》なり《索敵》なり、あるいは《軽かる業わざ》でも《限界重量拡張》でも、生存率を高められるスキルでスロットを埋めたほうが合理的だ。そんなことは、俺が言うまでもなくアスナにも解わかっているのだろうが。

　俺の視線に含まれる途と惑まどいを感じたのか、アスナはちらりとこちらを見下ろしてから、またしても予想外の台詞せりふを口にした。

「言っておくけど、もう《裁縫》はスロットから外してるわよ。作った服とかも、だいたい布に戻しちゃったし」

「え、そ、そうなの？　じゃあ、ほんとに何となくだったのか？」

「そう言ったでしょ。……まあ、それだけでもないけど……」

「……と言いますと……？」

「内緒。いつか話す気になったら話すわ」

　という素そっ気けない反応のわりに、なぜか仄ほのかな微笑を浮かべたアスナは、寄りかかっていた天幕の支柱から背中を離はなして言った。

「で、あなたはどうするの？　お風ふ呂ろ入るなら、ここで見張り番してるけど？」

「あー、うーん、三分で済ませるから番はいいよ。先に食堂行っててくれ」

「了解。ご飯の時に、今日倒したデッカイ蜘く蛛もから何が出たのか聞かせてね」

「へいへい」

　俺が頷うなずき、立ち上がると、アスナは軽く手を振りながら隣となりにある食堂天幕へと歩いていった。後ろ姿を見送ってから、風呂天幕の垂たれ幕まくをくぐる。

　夕方、野営地に帰ってくるやこの場所に直行するアスナに付き合い、入り口で番をするようになって五日が経たつ。しかし、男女問わずＮＰＣダークエルフが使用中の天幕に入ろうとしたことは一度もない。正直、見張り番は必要ないのではと思わなくもないが、確かに風ふ呂ろの出入り口が鍵かぎの掛からない布一枚では不安な気持ちも解わかる。

　解るが、男の俺おれは風呂場のセキュリティを気にする立場でもないので、天幕内部に敷しかれたウッドデッキに上がるや装備フィギュア画面の全解除リムーブボタンを三連打して全装備をストレージに戻す。途と端たん襲おそってくる肌寒さに身を縮ちぢめつつ、デッキの奥に設置された大型のバスタブに直行。本当は威勢よく飛び込んでみたいところだが、あまり激はげしい水音を立てると周りのエルフが何事かと様子を見に来るかもしれないので、極力そっと滑すべり込む。

　バスタブの長さは軽く二メートル半はあり、これだけのお湯を沸かすのはさぞ大変だろうと思うが、そこはエルフお得意のおまじないパワーらしい。たっぷりと満たされた湯は薄うす緑みどり色で、ハッカのようなヒノキのようないい匂においがする。肩まで浸つかると全身を心ここ地ち好よい熱感と圧力が包み、確かにこれはアスナがハマるのもむべなるかな、と思ういっぽうで、本物の風呂に追いついていない部分がやはり気になってしまう。どこがどうとは言えないのだが、液体の液体らしさが少しずつ足りないのだ。

　俺は日ひ頃ごろ、このアインクラッド及び自分の体が、ポリゴンの作り物だということを極力意識しないようにしている。わずかにでも《仮のものである》と感じると、何となく、やり直しが利きくのではと思えてくるような気がするからだ。戦って食べて寝るぶんには世界も自分も充分にリアルなのだが、たまにはこうして違和感を覚えてしまう時もある。俺が風呂にあまり重きを置かないのは、きっとそんな理由──……

　いや、それもただの言い訳か。現実世界でも、俺はさして風呂が好きな子供ではなかった。案外、頭を洗ったり体を拭ふいたりドライヤーを使ったりしなくて済むぶん、こちらの風呂のほうが性に合っているのかもしれない。

　ウッドデッキの片かた隅すみにはシャンプーやボディソープが入っているらしい小さな壺つぼが並ぶが、当然そんなものを使ったことはない。果たしてアスナはあれらを有効利用しているのだろうか、これは訊きいても大丈夫な種類の質問だろうか……。

　などと考えているうちに二分が経過したので、俺は烏からすの行ぎよう水ずいを終了するべく立ち上がろうとした。

　天幕入り口の垂たれ幕まくが、向こう側からふわりと持ち上げられたのはその時だった。

　──アスナが忘れ物か何かを取りに？　いやいやデッキには何も落ちていない。

　──他ほかのプレイヤーがひとっ風呂浴びに？　いやいやここはインスタンスマップだ。

　──森エルフのヒットマンが俺の命を狙ねらって？　いやいや入ってきた人物の肌はダークエルフ特有のカフェオレ色…………

　バスタブの縁ふちを両手で握ったまま硬直する俺に気付いた来訪者は、オニキス色の瞳ひとみをいちど瞬またたかせると、まったく何事もないように言った。

「おや、入っていたのか、キリト」

　──すまなかった、出直すよ。

　という展開を当然予想したのだが、鎧よろいにマント姿のダークエルフ騎き士しはまるで表情を変えもせず、するりと垂たれ幕まくをくぐると左肩の留め具に触れながら言葉を続けた。

「私も湯ゆ浴あみさせてもらって構わないか？」

　瞬しゆん時じに状況を見み極きわめ、取り得る全すべての行動を検討し、その先を予測したうえで動く。ＳＡＯで生き抜くために最も必要な能力のひとつだが、キズメルがこちらの答えを待つ半秒の間に、俺おれはかつてないスピードで頭を回転させた。何せ、ここでの選択いかんでは、一層の黒鉄宮に叩たたき込まれてしまうかもしれないのだ。

　ＳＡＯ開発陣にとっては、ハラスメント防止コードの導どう入にゆうは苦渋の選択であった。

　という話を、ベータテストが実施されていた頃ころに、雑誌のインタビュー記事で読んだ憶おぼえがある。

　他者への攻こう撃げきや盗みと違って、犯罪行為としてのライン引きが難むずかしい《不適切な接触》への対処は、マナーやモラルといったプレイヤーの自浄作用に任まかせることを当初は考えていたようだ。システムによる一律な検出ではコードの誤作動を招きかねないし、またコードの仕組みが悪用されてしまうことも有り得る。

　しかし、外見的にはプレイヤーと区別できないＮＰＣの存在と、ＶＲＭＭＯというまったく新しいゲームジャンルそれ自体が、結局はコードの導入をやむを得ぬものとした。具体的には、《フルダイブ環かん境きようでうら若い女性型ＮＰＣに好き放題触りまくれる》という状況が、審しん査さ機構の倫理コードに引っかかったらしい。それを言うならＰＫはどうなるんだという気もするが、古来その手の基準というのは理り不ふ尽じんなものなのだろう。インタビューに答えていたのは茅かや場ばではなくアーガス開発チームのメンバーたちだが、彼らも現実世界の諸事情によって運用される倫理コードについては色々思うところがあるようだった。

　ともあれ、ＳＡＯに存在するハラスメントコードは、異性プレイヤーではなく異性ＮＰＣへの不適切行為に対処することを主たる目的として導入された、ということだ。

　しかし、であるならば、ＮＰＣのほうからお風ふ呂ろに突入してきたこの展開をシステムはどのように判断するのか。接触さえなければコードは発動しないのか、それともキズメルが全装備解除した姿を見ただけでアウトなのか──あるいは、イレギュラー状況ということでエブリシングズゴナビーオールライトなのか。

　レブリミットまで回した脳から幻まぼろしの白煙をモワモワさせつつ、俺は答えた。

「ど、どうぞ、俺はもう出るから」

　システム面を云うん々ぬんする以前に、人としてそうすべきであろう。という判断のもと、俺はすみやかに風呂場から脱出しようとしたが、問題がひとつ。現在、俺は全装備解除状態であって、このままではバスタブから出るに出られない。男プレイヤーの中には、仮想体アバターの裸を見られるくらいナンボのもんじゃいという豪傑もいて、町中で平然と着替え操そう作さをしたりもしているが、俺おれは残念ながらそこまでの胆力は持ち合わせていない。

　ゆえに、キズメルの視線が外れた瞬しゆん間かんに動くべく、バスタブの縁ふちを握ったままタイミングを計っていると──。

「そうか、すまんな」

　軽く頷うなずき、エルフ騎き士しは天幕右側の洗い場ゾーンに体を向けながら魔ま法ほうの留め具を押した。

　しゃららん、と先日も聞いたサウンドが響ひびき、防具とマントが光の粒となって消滅。中は、シルクのインナー一枚きりだ。漆しつ黒こくのボディスーツに施ほどこされた精せい緻ちなレース編みから、艶つややかな褐色の肌が透けるさまは俺をスタンさせるに充分すぎるインパクトだが、この光景はかつて一度目もく撃げきしている。どうにか集中力を保ちつつ、キズメルが背中を向けた瞬間にバスタブから飛び出す。まだ空中にいる間にウインドウを開き、電光の如ごとき指さばきでインナーを装備。腰回りに頼もしい装着感が宿るのを意識しながら、続けてシャツとズボンを──。

　しゃららん。

　再び例の、美しくも危険な効果音が鳴り響いた。反射的に視線を右へ振った俺が見たのは、こちらに背中を向けて立つキズメルの体から、ボディスーツが沫あわ雪ゆきの如く消え去る瞬間だった。

「なびゃっ……」

　口から無意味な奇音を漏もらしつつ、俺は空中で体勢を崩くずした。必然、着地にも失敗し、転倒タンブル状態へと移行。情けない格好でウッドデッキにびたんと貼はり付く俺に気付き、キズメルが振り向こうとする。

「どうしたキリ……」

「だ、だだだ大丈夫！　なんでも問題ないです！」

「そうか？　風ふ呂ろ場ばは滑すべるから気をつけるんだぞ」

　そそっかしい子供に対するお母さん的な注意事項を口にすると、キズメルは危ういところで体の向きを戻し、木製のバスチェアに腰を下ろした。すぐ前のカウンターに並ぶ小こ壺つぼのひとつから、とろりとした液体を右手に取ると、すっ、すっと肌のあちこちを撫なでる。途と端たん、真っ白い泡がもこもこと大量に湧わき上がり、剝むき出しの背中を覆おおっていく。

　その光景を、俺もボーッと見ていたわけではない。転倒状態から立ち上がる時間すら惜おしみ、匍ほ匐ふく前進で出入り口に向かおうとしたのだが、先刻のバスタブジャンプのせいでウッドデッキが濡ぬれて摩ま擦さつ値が低下している。それでもどうにか二メートルほど移動した、その時──。

「ちょうどいい、背中を流してくれないか」

　と、騎士様の御言葉が高みから下し賜たまわられた。
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　結果として、俺が《不適切な接触》行為によって黒鉄宮送りになることはなかったが、それがキズメルの特殊性に依よるものかどうかは検証できなかった。なぜなら風ふ呂ろ天幕には、肌を擦こする用の大型ブラシまで備そなえられていたからだ。

　騎き士しの真後ろで椅い子すに座り、泡まみれの背中をブラシでごしごしするという行為を俺おれが拒否しなかったのは、決してハラスメント防止コードに対する挑戦心の発はつ露ろではない。キズメルが付け加えた、「ティルネルの魂たましいが聖せい大たい樹じゆに召されてから、頼む相手がいなくてな」という言葉を聞いてしまったからだ。

　キズメルの妹ティルネルが命を落としたことも、森エルフと黒エルフの戦争そのものも、言ってしまえば《キズメルに与えられた設定》であるに過ぎない。プレイヤーも見ていないのにＮＰＣ同士の戦せん闘とうが実際に行われるとは考えられないからだ。ＶＲＭＭＯに於おいては、《誰だれもいない森の奥では木は決して倒れない》のだ。ゆえに、野営地裏手の墓地でキズメルが語ったティルネルとの思い出も、そのように作られた記憶でしかない、ということになる。

　しかし、それを言うならこの俺の、十四年と七十二日にわたる記憶も全すべてが真実であると断言できるだろうか？　俺の実存はキズメル同様のプログラムであり、アインクラッドに閉じ込められたあの日に初めてロードされ、それ以前の《現実世界》に関する記憶は全て作り物──ということが絶対にないと言えるだろうか？

　そんなふうに、本気で思い悩んでいるわけではない。ただ、俺の記憶も、キズメルの記憶も、本質的には同じものなのだと、俺は思いたいのかもしれない。

　等々と考えながら、柔らかい毛が密に植えられたブラシを一心に動かしていると。

「……このごろ、不思議な夢を見るのだ」

　不意に、キズメルが呟つぶやいた。

「ゆ……夢？」

　ＮＰＣが夢なんて、とはもちろん口にしないが、相当に驚おどろかされたのは事実だ。一いつ瞬しゆんブラシを止めてしまってから、すぐに再開しつつ訊たずねる。

「どんな……？」

「うむ……。四日前、私が森エルフの騎き士しと戦っているところに、キリトたちが飛び込んできた時の夢……だと思うのだがな。不思議なのは、起きることが、四日前とは色々と違うのだ」

「…………」

　無言で背中を擦こすり続ける俺おれに、キズメルはゆっくりと語る。

「まず……キリトの格好が違う。それに、仲間も違う。人族の戦士ではあるが、アスナではなく、見知らぬ男たちだ……」

「へえ……？　俺、アスナ以外とパー……じゃない、仲間になったことなんてほとんどないけどなあ」

「うむ……。だが、それは些さ細さいな違いだ。……夢の中で、キリトと仲間たちは、やはり私に味方して森エルフと戦う。しかし、こう言ってはなんだが、夢のお前や仲間たちは腕が未み熟じゆくでな……森エルフにまるで歯が立たんのだ。一人、また一人と倒れていき……そして私は、お前を助けるために、我らエルフの命である聖せい大たい樹じゆの加か護ごを全すべて解き放つ。敵騎士は倒れるが、同時に私の命も尽きる。地面に崩くずれる私を、キリト、お前は悲しそうな眼めで見下ろしている……そんな夢さ。お前の格好や、仲間の顔ぶれは夢を見るたびに変わるのだが……最後の、お前の顔だけはいつも同じだ…………」

「ふう……ん」

　短く呟いてから。

　俺は両眼を見開き、声を出さずに喘あえいだ。

　それは。

　その夢は────。

　ＳＡＯベータテストの記憶ではないのか。

　キズメルには理解できないであろう問いを、俺は驚きのあまりそのまま口にしてしまいそうになった。

　直前でそれを妨げたのは、天幕入り口の垂たれ幕まく越しに響ひびいた、少し尖とがり気味の声だった。

「キリト君、いつまで待たせるのよ。もう十分近く経たつわよ」

　発言者はもちろん、先に食堂天幕へ移動したはずの細剣使いどのだ。

　──そう言えば、三分で出るって言ったんだった。

　と、遅ればせながら自分の発言を思い出すが、失われた時はもう巻き戻せない。それ以前に、厚布一枚隔へだてたところにアスナが立っている状況で、一糸まとわぬキズメルの背中をごしごししているシチュエーションが俺おれの対応能力を超えていて、返事すらもままならない。

　両手でブラシを握ったまま硬直していると、入り口からいっそう剣けん吞のんな声が響ひびいた。

「ちょっと、何か言いなさいよ。あと三秒応答がなかったら突入するわよ」

　どうやら、晩ご飯のお預けをくってご機き嫌げんななめのようだ。恐らく今夜の定食メニューは、アスナの好物らしい白身魚の香草焼きか、根菜たっぷりのブラウンシチューに違いない。そういえば、この世界のエルフって生木は伐きらないけどベジタリアンってわけじゃないんだなあ。昔読んだファンタジー小説のエルフなヒロインはお肉食べなかった気がするけどなあ。

　などと逃とう避ひ的思考を巡らせている場合ではない。二・八秒が経過したところで、俺は意を決して大きく息を吸い込んだ。

「わ、悪い！　すぐ出るから、あと一分待って！」

　その時点で十五センチほど引き開けられていた垂たれ幕まくが、ゆっくりと元に戻る。

「……お情けで二分あげるわ。先にあんたのぶんも注文しとくからね、適当に」

　という言葉とともに、足音が遠ざかっていく。はふうーと長く息を吐いていると、目の前のキズメルが、どこかおもしろがるような声で囁ささやいた。

「ふむ。人族の戦士は、一緒に湯ゆ浴あみをすることはないのか？」

「お、男と女は特に、ね。……エルフはどうなんだ？」

「城にある騎き士し館やかたの湯浴み場は分かれているが、ここは戦地だからな。あまり贅ぜい沢たくも言っていられん」

「なるほど。……ええと、さっきの夢の話、また今度詳しく聞かせてもらっていいかな」

　キズメルの中に残存している──かもしれない、ベータテスト時代の記憶。正直、猛烈に気になるが、俺もある程度情報を整理してからでないと、何をどう訊きいていいのかも決めかねるところだ。

　騎士はほんの少しだけ振り向いて頷うなずくと、半なかば自分に向けるように呟つぶやいた。

「ああ。私も知りたい……あの夢に、どんな意味があるのか……」




　深夜、二十三時四十五分。

　自分にしか聞こえない起床アラームによって目覚めた俺は、しばらく横たわったまま意識が完全に覚かく醒せいするのを待ってから、そっと上体を起こした。

　天幕のセンターポールにぶら下がるランプも、その下のストーブも火を落とされているが、天井の煙穴から忍び込む月光のおかげで真まっ暗くら闇やみではない。分厚い毛皮が敷しき詰められた床の真ん中では、キズメルとアスナが身を寄せ合って深い眠りについている。

　ほとんどのＮＰＣは、プレイヤー同様に夜になれば眠るが、それはただ横たわって瞼まぶたを閉じ動かなくなるという、プログラムされた行動パターンの一いつ環かんに過ぎない──と、俺おれはこれまで考えてきた。いや、キズメル以外のＮＰＣにとってはそれが事実なのかもしれない。

　だが、約六時間前、彼女は俺に言った。夜ごと、不思議な夢を見るのだ、と。

　あの言葉を聞いて、俺は現実世界の何者かがダークエルフ騎き士しをロールプレイしているのではという疑いをひとまず捨てた。ベータテスト時代の話を持ち出すのは、ＮＰＣに成りすますうえでは明らかに逆効果だし、何より、いまの俺はベータ時代とは外見がまったく違うのだ。運営サイドの人間がそれを知らないはずがないし、知っているなら『お前の顔だけはいつも同じ』という台詞せりふが出てくることは有り得ない。

　では、キズメルが本物のＮＰＣであるとして──彼女にとっての《夢》とはいったい何なのだろう。現実世界人にとっても夢はまだまだ未解明の代しろ物ものらしいが、少なくとも、夢を見るというのなら、キズメルの本質であるプログラムは寝ているあいだも演算を止めていないのだ。

　俺がベータ時代に《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストに合計三回挑み、そのたびにキズメルの死を目の当たりにしたことを憶おぼえているのと同様に、彼女の中にも当時のデータが残留していて、その《存在するはずのない記憶》をどうにか整合性のある形で処理しようとしている……そういうことなのだろうか。

　キズメルが例外的なＮＰＣだから、ベータ時代の記憶を残しているのか。

　それとも、記憶が残っているから、現在の特殊性を獲かく得とくしたのか。

　座り込んだままあれこれ考えていると、垂たれ幕まくの隙すき間まから入り込んだ夜風が、俺の髪を軽く撫なでた。その感触に、俺はふと、このデスゲームが始まった日のことを思い出した。

　最初の友人クラインを見捨ててはじまりの街を出た俺は、草原をノンストップで走り抜け、森の奥の小村ホルンカに到達した。目当ては、現在も愛用している《アニール・ブレード》を報酬として獲かく得とくできるクエストだった。

　子供を病びよう魔まに冒おかされた母親の依頼で、植物型モンスターを狩って秘薬の材料を集めるというそのクエストを遂すい行こう中に、俺は初めて自分以外の元ベータテスターに出会った。誘われるままパーティーを組んで共きよう闘とうし、素材アイテムがひとりぶん集まったところで、彼が仕掛けたＭＰＫによって命を落としかけた。

　辛からくも死線をくぐり抜け、村に戻った俺は、母親ＮＰＣに薬の材料を渡してクエストを完了させた。ベータ時代に同じクエストをやった時は、報酬の剣を受け取るや新たな戦場へと飛び出したものだが、なぜかあの日は母親が薬を煎せんじるのを見守り、病気の子供が臥ふせる隣となりの部屋までついていったのだ。

　薬を飲んで、少し顔色が良くなった子供ＮＰＣ──アガサという名の少女を見ているうちに、俺はずっと昔、現実世界で妹の看病をした時のことを思い出していた。その途と端たん、デスゲームに囚とらわれたと知った時から抑え込んでいたものが溢あふれ出し、目の前のベッドに顔を押しつけて泣いてしまった。そんな俺の頭を、ＮＰＣのアガサは、心配そうに撫でてくれたのだ。俺が泣きやむまで、いつまでも、いつまでも……。

「………………」

　ゆっくりと一度深呼吸すると、俺おれは追想を打ち切った。

　姉妹のように寄り添って眠るキズメルとアスナが眼めを覚ます気配はない。夕方、入浴と食事を終えてから再度森に出て、キズメルに手伝ってもらいながら主街区ズムフトで受けたクエストを全すべて完了させたのだ。報告こそ後回しにしたが、たっぷり四時間はスパイダーだのトレントだの狼おおかみだのと戦いまくっていたので、二人とも疲れたのだろう。……ＮＰＣに疲労パラメータがあるかどうかは解わからないが。

　正直俺もまだまだ寝足りないが、今夜はもう一つだけミッションを残している。四つん這ばいで慎重に移動し、垂たれ幕まくを大きく動かさないよう気をつけながら天幕の外に出ると、もう一度深呼吸。

　冷たい空気を胸一杯に吸い込んでどうにか眠気を振り払い、忍び足で夜中の野営地を歩き始める。四日間の滞在で顔見知りになった夜や警けいエルフに軽く合図して通り過ぎ、狭い谷を抜けて今日三度目のフィールドへ。

　深夜の《迷い霧きりの森》は、もし濃のう霧むに巻かれようものなら視界がブルーグレー一色になってしまう危険地帯だが、さすがにそろそろ地形はほぼ完全に覚えた。モンスターの気配をかわしながら森の底を走り抜け、十分足らずの移動で二層との往おう還かん階段に到達する。

　青白い光に沈む石造りの四阿あずまやは無人に見えたが、俺が近づいていくと、それまでは何もないように見えていた柱の陰から人ひと影かげが一つ滲にじみ出るように現れた。透明マント使用時のキズメルに並ぶほどの、ハイレベルな隠いん蔽ぺいスキルだ。

　待ち合わせの相手は、目ま深ぶかに被かぶったフードの下で、三本ヒゲのフェイスペイントをにやりと動かして言った。

「七秒遅刻だゾ、キリ坊」

「悪い、電車が遅れて」

　我が渾こん身しんのユーモアに、灰色のフードがやれやれとばかりに振り動かされる。

「もう少し、気の利きいたジョークを売ってやってもいいゾ」

「……いや、間に合ってます。それより、早さつ速そくで悪いけど……メッセージで依頼したこと、何か解ったか？」

「相変わらずせっかちだナ。慌てる鼠ねずみは穴へも入れぬって言うゾ」

　にやりと笑った待ち合わせ相手は、すぐ近くの、半なかばから倒れた石柱にひょいっと飛び乗るとあぐらをかいて座った。俺も、向かい合うかたちで別の柱に背中を預ける。

　通称《鼠のアルゴ》、現状ではアインクラッド唯一にして最高の腕を持つ《情報屋》である。付き合いは古い（と言ってもせいぜい一ヶ月だが）ものの、アルゴ当人について俺が知っていることは案外少ない。性別は恐らく女性、年齢は恐らく十代後半から二十代前半、そして恐らくは俺おれと同じ元ベータテスター。ベータ時代に自身で集めた情報と、俺を含む元テスターから買った情報を集約して、《アルゴの攻略本》なる小冊子を街の道具屋で委託販売している。そして忘れてはいけない、モットーは《売れる情報なら何でも売る》。

　つまり、俺がアルゴ本人に関する情報、たとえば身長体重とか好きな食べ物とかスキル構成等々を売ってくれと言えば彼女は売るだろう。代価は恐ろしく高価であろうが。

　しかし幸い、今回俺が依頼した情報の値付けは、非常にリーズナブルだった。ロングコートのポケットから取り出した五百コル金貨を一枚ぴーんと弾はじき飛ばすと、アルゴは二本の指で見事にキャッチし、指先でくるくる回してから何ど処こへともなく消し去った。

「毎度。ほんじゃ、今夜までに解わかったコトだけ教えるゾ」

　両頰ほおにヒゲがペイントされた顔から笑みを消し、低めた声で続ける。

「まず、三層に来てからリンド隊ことギルド《ドラゴンナイツ・ブリゲード》に参加したプレイヤーはどうやら一人だけだナ。名前は《モルテ》、男で片手直剣使い、街中でも鎖コ頭イ巾フを脱がない……いまのトコ、情報はそのくらいカ」

「モルテ……」

　どこかお菓子っぽい響ひびきのある名前を、小声で繰くり返す。

　コイフを被かぶった片手剣使い。三日前の朝、リンド率ひきいる五人パーティーの中に見かけた男で間違いないだろう。恐らくは俺と同じ元ベータテスターで、キャンペーン・クエストの知識をリンドに提供している……。

　そこでふと、とある矛む盾じゆんに気付き、眉まゆを寄せる。

「いや……でも、このあいだの攻略会議、あんたもどっかで見てたと思うけど、ＤＫＢは二層ボス攻略戦の時と同じ十八人だったぞ。……ってことは、モルテ氏が増えたぶん、一人抜けたわけか？　自発的なのか、除名なのかはさておき」

　俺の指摘を、アルゴはあっさりと否定した。

「いいや、会議場にいた十八人の顔ぶれは、ボス戦から変わってなかったナ」

「……ＤＫＢのメンバー全員、顔と名前を覚えてるのか？」

「それができなきゃ、情報屋のカンバンは上げてられないんだヨ。もちろん、ＡＬＳのほうもばっちりダ」

「お見み逸それしました」

　軽く両手を持ち上げてから、話を戻す。

「……つまり、三層で加わったばっかりのモルテ氏は、あの会議に出席してなかった……ってことか。その理由までは……」

「解わからない、残念ながらナ」

「ま、そりゃ本人かリンドに訊きくしかないもんな」

　喋しやべりながら、三日前の、ズムフト会議場での記憶を再生せんと試みる。しかし、リンドの他ほかに十七人いたはずの青服集団の顔が、どうにも思い出せない。主たる理由は、階段状になった客席の最後部最上段に座っていたので、出席者の背中しか見えなかったからだ。加えて、会議の途中からは隣となりで暴発寸前のアスナが気が気でなかったという事情もある。

　とは言え、ゲーム開始から四十日も経たつのに、いまだに攻略集団の──ボス戦で互いの命を預かり合う連中の顔と名前をきっちり把握できていないのは問題であろう。

　情報屋の看板を上げるつもりはないが、これからはもうちょっと人の顔を憶おぼえるべく努つとめよう。かなり苦手なスキルではあるけれど。

　などとこっそり決意しつつ、再び口を開く。

「……そのモルテ氏が、ギルドに入った経けい緯いはどんな感じなんだ？」

「志願、みたいだナ。三層が開通した翌日に、リンドがＤＫＢの……当時はまだギルドじゃなかったけどナ、主立ったメンバーに対して、《志願してきた新人》として紹介したそうダ」

「ふうん……。なら、志願を直接受けたのはリンドだけってことか。でも、あのリンドがよく加入をＯＫしたなあ。そんだけモルテ氏が強いってことなのかな……アルゴの眼めから見てどうだった？」

　何なに気げなく発した問いだったが、石柱の上であぐらをかくアルゴは、渋じゆう面めんを作りながら体を前後に揺すった。

「それが、オイラもまだ噂うわさのモルテくんを直接は見てないんだよナ……ズムフトで、ＤＫＢが拠点にしてる酒場に張り込んでも、それっぽい奴やつは現れなかったヨ」

「へえ……。アルゴにも見つけられないってことは、意図的に身を隠してるのかな……」

「たぶんナ。リンドの指示だとしたら、ＡＬＳを出し抜くための隠し球のつもりなんだろうサ。ま、さすがにボス戦には出てくるだろうカラ、そこでチェックしとくヨ」

「よろしく頼む。ま、ここまででも代金ぶんの情報はしっかり聞かせてもらったよ」

「そりゃよかっタ」

　にやっと笑ったアルゴは、高さ一メートル半はある石柱から、まったく足音を立てずに飛び降りると顔の前に右手を持ち上げた。指先に、さっき俺おれが支払った金貨が出現し、淡い月光をきらりと反射させる。

「ちなみにキリ坊、情報を売る気はあるカナ？」

「へ？　何の？」

「三層に来てから、アーちゃんと一緒にどこに寝泊まりしてるのか」

「売りません」

　即答すると、アルゴは再び口くち許もとをにんまりさせ、言った。

「なるホド。《アーちゃんと寝泊まり》の部分は否定しないわけだナ。おっと、安心シロ、この情報は売り物にはしないでおくヨ」
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《鼠ねずみ》と五分雑談すると、知らないうちに百コルぶんのネタを抜かれてるぞ。気をつけろ。

　と、かつて誰だれかに忠告されたというのに、何度同じ過あやまちを繰くり返せば気が済むのか。

　アルゴと別れた俺おれは、がっくり肩を落としつつ、夜の森を一人歩いた。時折立ち止まってはウインドウを開き、この四日間で森の九割近くがマッピングされた地図から進むべき方向を確かめる。

　ダークエルフ野営地ならもう地図を見ずとも帰れるが、目的地は別だ。三層の南半分を覆おおう《迷い霧きりの森》の中央部にプロットされた光点を目指して、慎重に移動する。その座標に存在するのは、主街区ズムフトでも、女王蜘ぐ蛛ものダンジョンでもなく、野営地から逃亡した偽にせ兵士が逃げ込んだ森エルフの大型キャンプである。己おのれの迂う闊かつさにいつまでもがっくりしている場合ではない。今夜の単独ミッションは、これからが本番なのだ。

　ベータ時代に、俺はこの連続クエストの第六章、その名も《潜せん入にゆう》を体験した。クリア条件は、森エルフのキャンプから《命令書》なるアイテムを奪うこと。そこには、迷い霧の森北部に存在するフォレストエルフ野営地の司令官から発せられた極ごく秘ひ指令が記してある。極秘、と言ってももちろん俺はもう内容を知っている。すなわち、偽装デイスガイズのまじないを使ってダークエルフ野営地から秘ひ鍵けんを盗み出すべし。もしそれに失敗した場合は、増援の到着を待って、野営地を強きよう襲しゆうするべし──。

　物ぶつ騒そうなその命令書を奪うために、ベータ時代の俺は、四人のパーティーに野営地で雇やとった黒エルフ兵士四人を加えた合計八人で、森エルフのキャンプに夜襲をかけて敵兵を皆殺しにした。恐らく今回も、アスナとキズメル、そして味方兵士を伴ってこのクエストをクリアしようとすれば、同じ方法を取らざるを得ないだろう。

　だがいまの俺は、その展開に強い拒否感を覚えてしまう。アスナとキズメルに、敵とはいえ森エルフの寝込みを襲おそって殺すような真ま似ねをさせたくないのだ。

　不合理で無意味な感傷であることは解わかっている。更に、俺一人でクエストをクリアできたとして、それをアスナに報告すれば大いに怒るであろうことも想像できる。

　事前に説得を試こころみるという選択肢ももちろんあった。だが、アスナは──もしかしたらキズメルも、野営地で待っていてくれという俺の要よう請せいを拒否する可能性が高い。そして、俺が想定しているクエストのクリア方法は、一人でなければ成功しない。

　その方法とは、剣にものを言わせた強奪ではなく。

　単身キャンプに忍び込み、盗み出すことだ。

　何度死のうと一層黒鉄宮で蘇そ生せいできたベータ時代ならまだしも、現在のデスゲーム状況で、感傷を理由に無用な危険を冒おかすのは大おお馬ば鹿か者もののすることかもしれない。そもそもこのクエストは、デスゲームからの解放条件であるフロア突破とは直接関係ないのだ。

　しかし、仮に二層でアスナとコンビを組まず、ソロプレイヤーのままこの三層にやってきていたとしても──どこかでほんの少し風向きが変わっただけで、そうなっていた可能性は大いにある──俺おれは一人でキャンペーン・クエストに挑戦するつもりだった。その時は当然、指令書奪取クエストも単独でクリアせねばならなかったわけだ。

　成算はある。もともと、《潜せん入にゆう》という副題からして、このクエストは剣を抜かずにクリアできるよう設計されているはずなのだ。実際、ベータテスト後期には、隠いん蔽ぺいスキル持ちが一人でキャンプに忍び込むのがセオリーとなっていた。そしていまの俺は、レベルもスキル熟じゆく練れん度ども、クエストに想定された数字を大きく上回っている。

　もちろん、何らかの事故が起き、一人でキャンプの森エルフ戦士全員と戦う羽目になる確率もゼロではない。

　だが俺は、二層でアスナと行動を共にした一週間と、三層に上ってきてからの五日間が、それまでの価値観を変化させつつあることを自覚している。効率よくｍｏｂを狩り、クエストを短時間でクリアして、最大限の金と経験値を稼かせぐ……この世界で生き残り、仮想の牢ろう獄ごくからの解放を目指すために重要なのはそれだけだと思っていた。固定パーティーや、クエストのストーリーなど邪じや魔まなだけだと切り捨てていた。

　けれど、もしかしたら、効率と同じくらい大切なものがここには存在するのかもしれない。

　それが何なのか、いまの俺にはまだ明確な言葉にはできない。しかしその何かのために、俺はこうして独り夜の森を歩いている。単独潜入の危険を冒おかしてでも守りたい、何かのために。

　頭ではあれこれ考えつつも、夜行性ｍｏｂに引っかかることなく約二キロメートルを踏とう破はし、午前一時少し前に俺は目的地近きん傍ぼうへと到着した。

　森エルフの前線キャンプは、迷い霧きりの森を東西に流れる谷川沿いの丘上に存在する。半円形に築きずかれた柵さくに、出入り口は一つだけ。当然衛えい兵へいがいて、気付かれずに侵入するのは俺の隠蔽スキル値でも不可能だ。キズメルの透明マントこと《朧おぼろ夜やの外がい套とう》を借りられれば隠蔽率ハイド・レートを上乗せできたかもしれないが、先日聞いた話によると、残念ながらあのマントはエルフ相手には効果が薄うすいらしい。だからこそ、同じようなアイテムを持っているであろう森エルフも、わざわざ偽にせ兵士を仕立ててダークエルフ野営地に潜入したわけだ。

　そんなわけで正面からの潜入は不可能、更に、真っ白い枯かれ枝を束たばねた柵はちょっと体重を掛けただけでポキィーンと爽そう快かいな音を立てて折れるので、乗り越えることもできない。しかしもちろんビーターたる俺は、正しい潜入ルートを知っている。キャンプから少し離はなれた場所で谷に降り、河か原わらを歩くと目的のブツがある天幕の真下に辿たどり着けるのだ。谷底から丘上までは垂直の崖がけが七メートルも切り立っているが、木の根がいい具合に張り出していて、重装戦士以外ならば案外苦労せずに上ることができる──らしい。

　うまいこと指令書を盗み出せたら、情報をアルゴに売って、《攻略本・エルフ戦争編Ⅱ》に活いかしてもらおう。いまは俺おれたちとリンド隊しかキャンペーンを進めていないらしいが、攻略集団を追いかけてくるプレイヤーたちには役立ててもらえるだろう。

　そんなことを考えながら、丘を南から西へと回り込み、傾斜が比較的緩ゆるい場所を探して谷底に降りる。軽やかな水音を奏かなでる渓流に眼めを凝こらすと、時折かなり大きな魚ぎよ影えいがゆらりと水面を横切っていく。釣り上げて塩焼きにしてみたいのは山々なれど、残念ながら釣りスキルも料理スキルも持っていない。そこからアスナの裁さい縫ほうスキル修行の謎なぞに思考が飛びそうになるが、いやいやいまはミッションに集中！　と自分に言い聞かせて、大小の岩が転がる河か原わらを慎重に前進する。

　わずかに差し込んでくる青い月光を頼りに、十メートルほど歩いた──その時。

　俺は、誰だれかに見られているような感覚に襲おそわれて立ち止まった。

　素早くあたりを見回すが、前にも後ろにも真上にも、人ひと影かげはもちろん獣じゆう影えいも虫影も存在しない。だいたい、《他人の視線を感じる》などという現象は、アインクラッドでは現実世界以上に起こり得ないはずだ。プレイヤーを含むムービング・オブジェクトを感知するには、視覚か聴覚、もしくは嗅きゆう覚かくにナーヴギアから感覚信号が入力されねばならない。《誰かに見られていること》それ自体に気付くことなど不可能なのだ、絶対に。

　理性ではそうと解わかっていても、俺は動けなかった。デスゲームに囚とらわれてから何度か感じた、いわく言いがたい悪お寒かんが背中に貼はり付いたまま去ろうとしない。立ち止まったまま、周囲に視線を送り続ける。

　ここで俺の、もしかしたら生死を分けたのは、数日前に熟じゆく練れん度ど１００に達して取得した索敵スキルのｍｏｄ、《看破力ボーナス》だった。文字どおり、ハイディングしている相手を見破りやすくなる強化だ。

　右から左へゆっくりと流した視線が、対岸の暗がりに、仄ほのかな輪郭の揺らぎを捉とらえた。両眼を見開き、その場所にじっと視線を送り続ける。もしあそこに何者かが潜せん伏ぷくしていれば、俺が凝ぎよう視しし続けることによってハイド・レートを低下させられる。しかしもし見当違いの場所を睨にらんでいるのなら、背後から忍び寄りつつある何者かに不意打ちを食らうかもしれない。

　振り向きたい衝しよう動どうに耐たえつつ、対岸の一点を睨みつけること十秒──。

　不意に、じわり、と暗がりに色彩が滲にじんだ。崖がけ下したから、染み出すように人影がひとつ現れる。対フォレストエルフ用に取得したｍｏｄだが、俺の視界に表示されたカラーカーソルは、ＮＰＣの黄色でもモンスターの赤でもなく、プレイヤーを示す緑色。

　カーソルに続いて見えたのは、ダークグレーの鱗片鎧スケイルアーマーだった。しかし金属製ではないらしく、胴にぴたりとフィットする鱗うろこ模様は濡ぬれたような半はん光こう沢たくを放っている。手足にも同じ素材のグローブとブーツ。武器は、左腰に片手直剣。そして、頭から肩にかけてを覆おおうのは、細かい鎖くさりをフード状に編んだ鎖コ頭イ巾フ──。

「…………お前は……」

　俺おれの口から、低い唸うなり声が漏もれた。

　間違いない。三日前、リンドのパーティーの中に見かけた男。ほんの一時間前に仕入れた情報によれば、《モルテ》という名前らしいＤＫＢの新メンバー。

　しかしなぜ、そいつが真夜中のこんな場所に、しかもたった一人で。

　いや。

　それらの疑問以上に重視すべきは、モルテがハイドしていた──そして俺が谷底に現れてもハイドを解かなかったという事実だ。

　無論、ハイディングそのものは犯罪行為ではない。俺だって、蜘く蛛もダンジョンでキバオウの一行に出くわした時に同じことをした。だがモルテは、偶然この場所に居合わせて、俺に気付いてからハイドしたわけではない。もしそうなら、熟じゆく練れん度ど50で《索敵距きよ離りボーナス》ｍｏｄを取った俺のほうが先に……少なくとも同時にはモルテの存在に気付いたはずなのだ。

　つまりモルテは、最初から身を隠していた。キャンプ裏手の谷底に、何者かが訪れることを予想して。そしてその何者かは、エルフ戦争クエストを、ダークエルフ側で進行させているプレイヤーでしか有り得ない。現状では、その条件に当てはまるプレイヤーは、三層にたった二人しかいない。すなわち、俺とアスナだ。

　こいつは、俺たちを待ち伏せていた。

　その認識に至った瞬しゆん間かん、俺の眼めから殺気のようなものが漏れたのだろう。渓流を挟んで六、七メートル先に立つモルテの右手が、ぴくりと震えた。

　しかし、次の瞬間、場違いに明るい声が張り詰めた空気を破った。

「いやあ、バレちゃいましたー」

　あと少し大きければ、崖がけ上うえのキャンプまで届いてしまうギリギリの音量だ。続けて鱗うろこ模様のグローブを持ち上げ、拍手する素振りを見せたが音は立てない。

「さすがだなー、自分、この距離この暗さで看破リビールされたの初めてかもですよ。しかも、最初、眼じゃなくてカンで気付いてましたよねー絶対。まさか《第六感》とかのエクストラスキルじゃないですよねー？」

　どこか少年っぽい無邪気さと、芝しば居いっぽいわざとらしさが同居した声。身長も体格も俺とほとんど変わらないようだが、鼻のあたりまでを覆おおうコイフが邪じや魔まをして顔は見えない。

　よくよく凝ぎよう視しすると、金属製のフードは縁ふちがぼろぼろに解ほつれて、細い鎖くさりが髪の毛のように何本も垂たれ下がっている。耐久度が消耗しているわけではなくそういうデザインなのだろうが、そこはかとない不気味さを感じさせる。

　冗談めかした質問には答えず、俺はまず相手の正体を確定させるべく口を開いた。

「あんた、ＤＫＢのモルテだよな？」

　相手がいちおう語尾にですますを付けているのでこちらもそうすべきかもしれなかったが、ハイドで待ち伏せされていたと知ればそんな気にもならない。先方も別に気分を害した様子はなく、再び拍手の真ま似ねをしながら言った。

「おー、主街区にほとんど寄り付かなかったのに情報が早いですねー。いかにも自分、モルテってもんです。名前の由来はとってもモテルから、じゃあないんですよねー残念ながら、あはははー」

　こちらの探さぐりをぬるりと受け流すような台詞せりふ回しに、なんだこいつ、と思わず上体を引いてしまう。いままでＳＡＯでは遭そう遇ぐうしなかったタイプだ。デスゲーム化する前に知り合った曲刀使いクラインもなかなかに軽妙なキャラクターをしていたが、裏表を感じさせなかった彼と違って、まったく内面が見えない。

　顔の前に垂たれ下がる鎖くさりをちゃらちゃら揺らしながら会え釈しやくするモルテに、俺おれはもう少し踏ふみ込んでみた。

「こっちは名乗らなくてもよさそうだな。どうやら、俺がここを通ると読んだうえでハイドしてたみたいだからな」

「あっは、やだなあー、それじゃまるで自分、キリトさんを待ち伏せてたみたいじゃないですかぁー」

　モルテは、俺の名前をさらりと織おり込みつつもあくまで朗ほがらかに答えた。口くち許もとには大きな笑みが浮かんでいるが、顔の上半分は解ほつれたコイフに隠されて見えない。

「みたいじゃなくて、そのものじゃないのか」

　喉のど元もとまで込み上げてくる、自分でも理由のよく解わからない苛いら立だちをどうにか抑え込みながら、更に追及する。モルテは笑みを消さぬまま、奇妙なダンスを踊るように両肩を振り動かすと、あっけなく肯定してみせた。

「実はそうなんですけどねー」

「……リンドの指示か」

「あははー、まあ、あの人なら素質はありますけどねー。でも、今回は自分の独断ですよー。だってホラ、ビーターじゃないリンドさんに解わかるわけないじゃないですかぁー。キリトさんが上のキャンプに潜せん入にゆうするためにこの川を通る、なんてことが」

「でも、お前には解った……ってことは、お前も元ベータテスターだな」

「ビーターでいいですよぉ。バカっぽいけど自分は好きですよー、この呼び方。知ってます？　ビーターって、英語だと《泡立て器》って意味なんですって。かき混ぜちゃいたいですよねえ色々と、あはははー」

　甘い響ひびきのある声は小音量でもよく通るし、言こと葉ば遣づかいもあくまで丁てい寧ねいだ。なのに、なぜ俺はこうも苛々させられるのか。

　これ以上戯ざれ言ごとに付き合う意思がないことを示すべく、一歩下がりながら言う。

「……俺を待ってたなら、早いとこ用件を言ってくれないか。あんたも知ってのとおり、俺はこの上でクエストをクリアしなきゃならないんでね」

「いやー、懐なつかしいですよねー、エルフ戦争クエスト。ベータ期間中に全クリできたのって、キリトさん含めて三人くらいしかいなかったらしいですよー。もちろん自分も、途中でタイムアップでしたよー」

　そこでモルテはひょいと両手を持ち上げ、踵きびすを返しかけた俺おれを引き留める。

「わあ、待ってくださいってば。言います言います、用件っていうか、お願いっていうか」

「……お願い？」

「ですですー。えーっとですねー、ぶっちゃけ、クエのことは忘れて、ここでお引き取り願えませんかねぇー」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとさせられてから、俺も負けじと両肩を大きく上下させた。

「ここまで来て帰るわけないだろ。だいたい、お前に何の関係があるんだ。ＤＫＢは、森エルフ側でキャンペーンを進めてるはずだろう」

　エルフ戦争キャンペーン・クエストは、原則としてパーティー単位で個別に進行する。拠点となる野営地はパーティー専用の一時的インスタンスマップだし、仮に黒エルフ側のパーティーＡが先行でクエストを進めたからと言って、森エルフ側のパーティーＢに何らかの不利益が発生するようなことは有り得ない。確かに、蜘く蛛もダンジョンやこのキャンプのような章クエストの目的地はインスタンスではないので、複数のパーティーがかち合うことは起こり得るが、少し時間を置けばどちらもきちんとクリアできる。ましてや、リンドたちは森エルフ側なので、指令書奪取クエストはそもそも発生しない。

　つまり、俺がここでクエストをクリアしようとしまいと、モルテ及びＤＫＢにはなんら影えい響きようを及ぼさないはずなのだ。

　しかしモルテは、ちゃらちゃら揺れる鎖くさりの下でにっこり笑いながら、右手の人差し指を左右に振った。

「それが、関係あるんですねぇー。残念ながら、どう関係あるかは説明できないんですけどねー。っていうか、説明できるくらいなら、ハイドなんかしてませんよねーあははー」

「…………なんだって？」

　危うくスルーしそうになったが、モルテの言葉に含まれた剣けん吞のんな意味に気付き、俺は両眼めを細めた。

「……それはつまり、こういう意味か？　お前がここでハイドしてたのは、俺を呼び止めて交渉するためじゃなく……実力行使で妨害するつもりだったと、そう言ってるのか」

「やだなぁやだなぁ、そんなことしたら自分、犯罪者オレンジフラグ立っちゃうじゃないですかぁー。せっかくギルド入れたのにそっこー除名されちゃいますよぉ、あははー」

　細い腰を左右にひょいひょい動かし、モルテは俺の問いをひとまず否定した。しかしすぐに、看過できない言葉を続ける。

「でもでもほら、ここで一曲披ひ露ろうするくらいならフラグは立たないですよねー？　自分、歌うのけっこー好きなんですよー。どっかの街にカラオケあったら通いまくりですよぉー」

「…………何を言って……」

　眉まゆをひそめてから、ようやく気付く。

　モルテは、俺おれがキャンプに潜せん入にゆうするタイミングで大声を出すつもりだったと言っているのだ。当然、幾いくつかの天幕に分散して寝ている十人以上のエルフ戦士は全員飛び起きるだろう。いきなりその人数にターゲットされたら、逃げるのも相当苦労する。いや……下へ手たをすると、敵に囲まれてそのまま……。

「…………ＭＰＫを仕掛ける気だった、のか」

　呟つぶやくと同時に、四十日前の記憶がフラッシュバックしかける。俺をＭＰＫで殺そうとした男の顔をどうにか脳裏から拭ぬぐい去り、じっとモルテの顔を睨にらむ。

　しかし、謎なぞめいた元ベータテスターは、悪びれる様子もなくコイフの下でにかっと笑った。

「そんな物ぶつ騒そうな話じゃないですよぉ。だってほら、キリトさんなら軽々脱出できたはずじゃないですかー？　自分はほんの一日、クエストを止めて欲しいだけなんですよぉー」

「一日……その一日で、何が変わるって言うんだ」

「それはぁ……」

　モルテはゆらりと両手を持ち上げると、二本の人差し指で口の前に×印を作った。

「残念！　ヒミツ！　なんですねぇー。でも、明日になれば解わかりますからぁ、すみませんけど今日はここで帰ってくれませんかねぇー」

「嫌いやだと言ったら？」

　いいかげん、相手のぬるぬるした弁舌に付き合うのにも嫌いや気けが差した俺は、ぶっきらぼうに吐き捨てた。

　するとモルテは、口くち許もとから離はなした両手の指を、まっすぐ俺に向けながら囁ささやいた。

「じゃあ、ベータ時代と同じ方法で決めましょうかぁ。ほら、ギルメン同士で対立しちゃった時とかぁ、よくやってましたよねぇー」

「……コイントスか？」

「あっは、それじゃキリトさんは納得しないでしょー。超クールで超エキサイティングなアレですよぉ、アレぇー」

　モルテが何を提案しているのか悟るまでに、二秒ほどかかった。

　向こう岸に立つ片手剣使いを、更に二秒間凝ぎよう視ししてから、限界まで低めた声で問い質ただす。

「…………本気で言ってるのか」

「自分、いつでも本気スイッチ全開ですからぁー」

　俺をポイントする二本の指の、左側だけを下ろすと、腰に装備されたアニール・ブレードの柄つかをゆっくりと撫なでる。

　間違いない。モルテは、こう言っているのだ。《決闘デユエル》で決めよう、と。

　デュエルというシステムそのものは、ＭＭＯＲＰＧに於おいてはさして珍しいものではない。ＰＫは不可能でも、合意のデュエルならできるというタイトルは数多く存在する。ＳＡＯは、圏外であればＰＫ可だが、ＰＫを仕掛けたプレイヤーには犯罪者属性が与えられ、カラーカーソルがオレンジ色に変化すると同時に圏内に立ち入れなくなる。

　いっぽうデュエルは圏内圏外を問わず実行可能で、しかも双方に犯罪者フラグは立たない。ゆえにベータ時代は、腕試しやイベント、あるいは揉もめ事ごとの解決方法として、盛んに行われていた。

　だが、ＳＡＯの正式サービスが開始されてからというもの、俺おれは一度としてデュエルを挑いどんだことも、挑まれたこともない。理由は、言うまでもなく、たとえデュエルと言ってもＨＰがゼロになれば死ぬからだ。つまり、現状のアインクラッドでは──。

「……デュエルをすれば、どっちかが本当に死ぬんだぞ」

　俺の呟つぶやきを聞いて、モルテはどこか嬉うれしそうに上体をくねらせた。

「キリトさんがそうしたいなら……って、うそうそ、ウソですよぉー。いくらなんでも、完全決着モードのデュエルなんか激げきヤバじゃないですかぁー。でもでも、半減決着モードならぜんぜん安全ですよぉ、ＨＰが黄色くなったとこで終わりのマイルド仕様ですから、あはははぁー」

　──確かに、ＳＡＯのデュエルには、ＨＰがゼロになるまで戦う《完全決着モード》の他ほかに、どちらかのゲージが半減した時点で終了となる《半減決着モード》、更にはクリーンヒットが一発入った時点で終わる《初しよ撃げき決着モード》が設定されている。

　ベータ時代は、あっさり決着しすぎる初撃モードはもちろん、消化不良感の残る半減モードでのデュエルもほとんど行われていなかった。ゆえに俺も存在をなかば失念していたが、しかしモルテの言うとおり、半減モードであれば死亡にまでは至らないわけだ。

　数値化された生命そのものであるＨＰを、五十パーセントも削る行為が危険であることは間違いない。だが、ここで俺がノーと言っても、モルテは先の宣言どおり叫び声シヤウトで妨害できるので、クエストはクリアできない。いや、仮に俺がデュエルを受け、勝利したとしても、モルテが必ず約束を守るとは限らないのだが……。

「……あんたが負けたら俺の邪じや魔まはしない、っていう保証はあるのか」

　コイフの奥の暗くら闇やみを睨にらみながら問い質ただすと、モルテは心外だと言わんがばかりに繰くり返し頭を左右に振った。

「そんな激げきサックな真ま似ねしませんよぉー。自分の名前、約束マモルッテが由来なんですよぉ、ウソですけどねー。でもでもほら、もし自分が負けたら、ＨＰが半分減っちゃってるワケじゃないですかぁ？　ポット飲んでも回復にけっこーかかるし、そんな状態で大声なんて出せませんよぉ、キャンプのナガミミくんたちがこっち来るかもしれないしぃ、後ろから他ほかのｍｏｂが寄ってくる可能性もありますからー、あははー」

「…………」

　保証としては、少々弱い。

　敢あえて不要な危険を冒おかさず、モルテの要よう請せいを吞のんで引き下がるという選択肢もあるにはある。別にこの《潜せん入にゆう》クエストは、今夜急いでクリアしなければならないものでもないのだ。会議でキバオウがぶち上げたロードマップによれば、零時をまたいで五日目となる今日から迷宮区の攻略が始まり、明後日あさつての夕方頃ごろボスに挑いどむことになっている。その間にクエストを進める余裕は充分にある。

　しかし、ここで野営地に帰れば、モルテがここに張り込んでいた動機は解わからないままだ。

　主街区に姿を現さない俺おれが、エルフ戦争クエストを進めていると推測することは元ベータテスターならば難むずかしくあるまい。だが、今夜この時間にこのキャンプを訪れるとピンポイントで読むのは不可能だ。アルゴから情報を買っていれば別だが、もしそうなら、先刻会った時にアルゴは俺にも《モルテが俺の情報を買った》という情報を売っただろう。

　つまりモルテは、いつ現れるのか解らない俺を待って、この場所で何時間もひたすらハイドしていた可能性が高い。そこまでして、こう言ってはなんだがたかだか章クエスト一つを妨害しなければならない理由は、いったい何なのか──。

　好奇心ではなく、突き止めずに帰るわけにはいかないという危機感に駆かられ、俺はやむを得ず顔を上下させた。

「……解った。俺が帰るかあんたが帰るか、デュエルで決めよう。ただし、あんたにはチップをもう一枚増やしてもらう」

「あれあれー、ツッコンできますねぇー」

「当然だろ、俺が負けたらクエスト中断するのに、あんたは負けてもただ帰るだけじゃ釣り合わないぜ」

「なるほどなるほど、じゃあ自分は何を賭かければいいんですー？」

「きっちり、納得のいく説明をしてもらう。何でこんなマネをしたのか」

　俺の言葉に、モルテは首と上半身をある種の玩具おもちやのようにふらふらさせたが、すぐにかくんと頷うなずいた。

「わーっかりましたぁー。解っていただけるかは解りませんけどぉー」

　条件の合意に至れば、これ以上会話に付き合う必要はない。とは言え、この場所でいきなり斬きり結ぶわけにもいかない。崖がけ上うえのキャンプまで剣けん戟げきのサウンドが届けば、エルフたちが目を醒さましてしまうかもしれないからだ。

「なら、場所を変えるぞ。少し上流に行ったところに、河か原わらが広くなってる場所があったはずだ」

「らじゃらじゃー、いやぁーあのキリトさんとデュエルなんてドキンチョですねぇー、終わったら一緒に写真撮とらせてもらっていいですかぁ、ってまだ写クリはドロップしないんですっけ、ざんねんざんねんー」

　ぺらぺら喋しやべりまくるモルテから視線を外し、南側の河か原わらを上流方向に歩き始める。対岸のモルテもひょいひょいと踊るような足取りで付いてくる。

　三十メートルほど移動すると、河原が円形に広がっている場所に出た。こういう特徴的な地形は何かのキースポットになっていることが多く、もしかしたら大物が釣れるのかもしれないが、川を覗のぞき込んでいる場合ではない。

　円の中央部で立ち止まり、体を右に向ける。モルテも同時にこちらへ向き直る。相変わらず口くち許もとのにやにや笑いは消えていないが、気配がほんの少しだけ鋭するどくなっている気がする。

「ではでは、自分からリク出させてもらいますねぇー」

　右手が閃ひらめき、呼び出したメニューウインドウを、モルテは滑なめらかな指捌さばきで操そう作さした。たちまち、俺おれの目の前に横長のサブウインドウが表示される。

【Ｍｏｒｔｅ　から１ｖｓ１デュエルを申し込まれました。受じゆ諾だくしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】と記された文字列の冒頭を確かめる。とりあえず、モルテという名前は偽ぎ名めいではなさそうだ。俺の語学力では、この五文字が意味のある単語なのかどうかを判別することは、残念ながらできないが。

　イエスノーボタンの上には、デュエルのモードを決定するチェックボックスがある。三つ並ぶ選択肢の中央、半減決着モードにチェックを入れてから、いちど顔を上げる。

　幅五メートルほどの川を挟んで立つモルテは、相変わらずコイフを目ま深ぶかに被かぶったままだ。頭防具は、覆おおう面積が大きくなるほど防御力も上がるが、そのぶん視覚と聴覚が阻害される。

モルテはいま、鼻下まで垂たれる鎖くさりの網目越しに外を見ているわけで、しかも夜ともなれば視界は相当に低下しているのではないか。

　いっぽう、ヘルメットの類たぐいを被っていない俺は視覚も聴覚もフルテン状態だが、もちろん頭に痛つう撃げきされればダメージは甚じん大だいなものとなる。しかし、仮にそれなりの兜かぶとを装備したところで、頭をクリーンヒットされれば瞬しゆん間かん的な眩暈デイズや行動不能スタンに襲おそわれる。ソロでそれらのバッドステータスを喰くらえばどちらにせよ命取りなので、何が何でも頭へのダメージは避さける、避けるために邪じや魔まな頭防具は被らない、とそういう思想なわけだ。

　その点で、モルテのコイフは中ちゆう途と半はん端ぱだ。バケツと通称されるグレートヘルム並みに視界を奪うわりに、防御力はさして高くあるまい。デュエルに臨のぞんですら外さないのは、そうしたい、あるいはしなければならない理由があるからか。

　掛け金に、コイフの理由も付け加えておけばよかった……という雑念を振り払い、俺は脳内のスイッチを切り替えた。

　視線を落とさずに指を動かし、イエスボタンが存在する位置を強く押し込む。サブウインドウの表示が変化し、六十秒のカウントダウンが開始される。

　ベータ期間中は、デュエルで一分もの待ち時間は長すぎる、という声が多く聞かれた。しかし運営側は、テスト終了までこの時間を短たん縮しゆくすることはなかった。

　久々のデュエルだが、やはり六十秒は長いと感じながら、俺おれは背中の鞘さやからアニール・ブレード＋８を抜いた。オーソドックスな中段に構え、両足を少し前後に開く。

　対するモルテは、カウントが始まっているのに、腰の武器を抜こうとしない。棒立ちのまま、こちらをぼうっと眺めている気配。なんだあいつ、やる気があるのか、と思わず眉まゆを寄せた──その瞬しゆん間かん。

　俺は、自分が余りにも安易に、モルテの挑戦を受けてしまったことに気付いた。

　ＳＡＯで生き抜くために、何より大切なのは知識と経験だ。

　もちろん俺は、ベータ時代に無数のデュエルを経験している。一対一の対人戦向きのソードスキルやその対抗策等の知識もある。

　しかし、いまから始まるのは、デスゲームと化したＳＡＯ正式サービスに於おけるデュエルだ。そして俺は、それを一度も、ほんとうにただの一度も経験したことがないのだ。

　対してモルテは、恐らくデスゲーム化以降にもデュエルを行っている。もしかしたら、何度も。だから彼は、俺の知らない何かを知っているのだ。その知識に基づいて、モルテは俺を見ている。自分はぎりぎりまで剣を抜かずに、俺の構えや位置取りから、情報を得ようとしている。

　ベータ時代に、そんなことをする奴やつはいなかった。待ち時間の長さにうんざりしつつ、時としてギャラリーと雑談すらしながら漫然とカウントダウンをやり過ごし、開始と同時に双方が覚えている中で最強のソードスキルを繰くり出す……それが俺の知っているデュエルだ。

　しかし、四十三日前のあの瞬間を境に、この世界ではあらゆるセオリーが変化した。

　六十秒。それは、相手を見て、戦術を立てるために与えられた時間なのだ。

　視線を一瞬、胸の前あたりに浮かぶサブウインドウに落とす。カウントダウンの数字は、早くも残り四十五秒まで減少している。

　再びモルテを見る。上体をゆらゆらさせながら直立するその姿からは、何の情報も読み取れない。対する俺は、右手に握ったアニール・ブレードを中段に据え、やや腰を落とし、重心を前寄りに移している。この体勢から何が解わかる？　モルテは俺の初動をどう読み、どう動いてくるのか？　無論構えを変えることはできるが、それによってまた新たな情報を与えてしまうのではないか？

　もう一度ウインドウを確認。残り三十五秒。ベータ時代はあれほど長ったらしく感じられた一分間のカウントが、いまはまるで倍速再生されているかのようだ。考えるための時間がまるで足りない。合図して仕切り直してもらう？　まさか、そんな真ま似ねができるはずもないし、そもそもカウントが開始されたらそのデュエルはもうキャンセルできない。思考から冷静さが失われつつあることを自覚すると同時に、仮想の冷や汗が一筋、額ひたいに流れる。

　残り二十五秒。こうなればこちらから仕掛けるのはやめて、相手の出方を見るか。どうせ俺とモルテの間には幅五メートルの川が存在するのだ。さして深くはないので渡ることは可能だが、流れの中で走ったり、ましてや斬きり結べば転倒タンブルする確率が高い。モルテもいきなり突っ込んではこないだろう……。

　──いや。五メートル程度ならば、突進系ソードスキルである《ソニックリープ》を使えば飛び越えられるのではないか。カウント終了と同時に発動させれば、ソードスキルの命中補正範はん囲いを抜けるほど大きく回かい避ひはできまい。幸い、俺おれはいま剣を中段に置いているので、上段構えから発動するソニックリープを読まれるとも思えない。

　残り十秒。カウントダウンに、ぴっ、ぴっ、という効果音が加わる。

　五秒。ここでついにモルテが左腰の剣を抜く。俺と同じアニール・ブレードの刀身は濡ぬれたようにぎらついていて、かなり強化されていることを窺うかがわせる。

　四秒。モルテは抜剣の動きからそのまま右手を振りかぶり、無む造ぞう作さとも思える動作で上段に構える。刀身を、ライトグリーンの輝きが包む。ソードスキル発動を知らせるライトエフェクト。あの構え、あの色は……ソニックリープ。

　三秒。奴やつも、俺と同じ作戦を？　だが、まだカウントは終わっていない。圏外デュエルでは、開始前に攻こう撃げきをヒットさせればそれは犯罪行為と見なされ、カラーカーソルがオレンジ色になってしまうはずだ。

　二秒。回避するなら、いますぐに右か左へ飛ばねば間に合わない。しかし俺はモルテの正面に踏ふみ留とどまったまま、剣を上段に動かし始める。奴は恐らく、ソードスキルのプレモーションをカウント終了まで引っ張るつもりだろうが、動き出しが余りに早すぎる。このタイミングでは、デュエルが始まる直前にキャンセルされてしまう。

　一秒。しかし。

　モルテは、カウントの数字が01の時点で躊ちゆう躇ちよなく地面を蹴ける。緑色の軌き跡せきを川かわ面もに映しながら、高速の斬ざん撃げきが甲かん高だかい唸うなりを上げて迫る。

　刹せつ那な、俺は悟る。

　ソードスキルの発動を、カウントゼロまで待つ必要はないのだ。剣が相手のアバターに触れ、ダメージ判定がなされる瞬しゆん間かんが、デュエル開始から〇・〇〇一秒でも後でありさえすれば犯罪フラグは立たない──モルテはその事実と、発動のタイミングを熟じゆく知ちしている。

　〇秒。

　川の中央に、【ＤＵＥＬ!!】の文字が紫色に輝いた。しかしそのシステム表示を、俺は見ることができなかった。黒い怪鳥の如ごとく跳ちよう躍やくするモルテの体が、視界をほぼ塞ふさいでいたからだ。

[image: ]

　俺は、デュエルが始まってからソニックリープを発動させるつもりだった。

　いまとなっては余りに悠長すぎるその思惑が、結果として、開始直後に敗北するという不ふ名めい誉よから俺を救った。

　上段に構えたまま、まだプレモーションに入っていなかったアニール・ブレードを横に倒し、モルテの斬撃に割り込ませることにぎりぎり成功したのだ。仮に脳天を直撃されていたら、その一いち撃げきでＨＰが半減まではしなくともスタン状態に陥おちいり、追撃を避さけることはできなかっただろう。

　右手で柄つかを握り、左手で刀身の側面を支えた俺おれの剣を、凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそった。

　モンスターの攻撃とはまったく違う、プレイヤーのソードスキル特有の重さ。システムアシスト任まかせの技ではなく、蹴けり出しと振り下ろしによる加速できっちり威力をブーストしている。両眼めの十センチ前でオレンジ色の火花と緑色の光こう芒ぼうが大量に飛び散り、視界をホワイトアウトさせた。

　片手用直剣は、片手武器の中では丈夫なほうだが、それでも弱点はある。刀身に横方向から強力な衝撃を加えられると、一気に耐久力がゼロになりヘシ折れる……つまり《武器破壊デストラクシヨン》が起きる可能性があるのだ。

　モルテのソニックリープを受け止める俺の剣が、ぎぎっと嫌いやな音を響ひびかせた。しかし、デスゲーム開始当日からの付き合いである相棒は、ぎりぎりのところで折れずに耐たえてみせた。野営地で《丈夫さデユラビリテイ》を＋４に上げていなければ、もしかしたら破は壊かいされていたかもしれない。それくらい危うい手て応ごたえだった。

「く…………」

　食い縛しばった歯の間から短い息を漏もらしながら、俺は敵ソードスキルの終了を待った。このまま受け切れれば、今度はモルテに技後硬直が課せられる。眼前に吹き荒れるライトエフェクトが、少しずつ、少しずつ弱まっていく──。

　しかし、技が終わる、その寸前。河か原わらの不安定な地面でどうにか踏ふん張っていた俺おれの右足が、圧力に耐たえかねてスリップした。がくっと体が沈み込み、俺は転倒を避さけるためにやむなく大きく後ろに跳ぶ。まったく同じタイミングで、モルテの剣から光が消える。

　着地した俺が、すかさず前に飛び出し。

　硬直から抜けたモルテが、再び剣を振りかぶった。

「オオオッ！」

「ショウッ！」

　二つの掛け声に、一つの金属音が続く。まったく同じ武器が打ち合わされる時特有の、強い共きよう鳴めい音おんを伴う剣けん戟げきが、深夜の森に二度、三度と響ひびく。

　ソードスキルを使わない剣捌さばきに於おいても、モルテの腕は確かだった。最小限のモーションから放たれた剣先が、最短距きよ離りを駆かけ抜けて俺のクリティカル・ポイントを捉とらえようとする。斬きり技と突き技の中間のような独特の攻こう撃げきを、俺はパリィとステップでなんとか回かい避ひし続ける。

　手数では明らかに負けているが、いまはこれでいい。戦せん闘とうに集中することによって、俺の中から無ぶ様ざまなパニックの余よ韻いんが消えていく。反転攻勢に出るのは、完全に集中力を取り戻してからでいい。

「ショアアッ！」

　奇き襲しゆうに失敗して苛いら立だったのか、モルテが甲かん高だかい叫び声とともに強引な突きを放った。狙ねらいは俺の心臓。突きスラスト攻撃は、パリィで防御しようとするとタイミングを読みづらいが、逆に横ステップによる回避はしやすくなる。俺は体を開きながら右斜め前に踏み込み、敵の剣先を躱かわすと同時に左から右への斬り払いを繰くり出す。

《鋭さシヤープネス》＋４に強化された刃やいばが、鱗うろこ模様のアーマーを切り裂き、初めてモルテのＨＰバーを減らした。初撃決着モードにも足りない程度のダメージではあったが、ともかくこれでとうとう俺が優位に立ったのだ。

「シュッ！」

　鋭するどく息を吐き出しながら飛び退すさるモルテの口くち許もとからは、いつしかあのにやにや笑いが消えている。ここで距きよ離りを取らせると、またどんなトリッキーな手を使ってくるか解わからない。俺は素早く踏み込み、剣の間合いを保つ。モルテは次々とスラスト気味の斬ざん撃げきを打ち込んでくるが、落ち着いて一つ一つ捌き、あるいは躱していく。

　攻撃しつつも下がり続けるモルテのブーツが、小さな水音を放った。地面を見ている余裕はないが、川かわ縁べりに追い詰めたのだ。このままプレッシャーをかけ、再び強引な一撃を誘う。それを回避したら、今度はソードスキルで勝負に出る──。

　ばしゃっ！

　という大きな水音が響ひびいたのは、その時だった。モルテが川に落ちたのではない。彼は、いつの間にか、すでに川へと大きく踏ふみ込んでいたのだ。そして右足で、大量の水を蹴けり上げた。俺おれの視界に、無数の水滴が舞まう。

　恐らく、水を目くらましに使って左右に回り込むか、反はん撃げきに出るつもりだろう。俺は素早く後退し、水滴から逃れつつモルテの動きを見み極きわめようとする。見開いた両眼めが、飛び散る飛沫しぶきの向こうに、紫色の輝きを捉とらえる。ソードスキル…………

　ではない。

　あれは、メニューウインドウの輝きだ。

　デュエル中に窓を出して何をするつもりかは解わからないが、剣を握ったままの右手でウインドウを出すことはできない。また、左手に移した様子もない。ならば鞘さやに戻したのか──いや、違う。恐らく、川の中に剣を落としたのだ。だから、新しい武器を装備するべく窓を開いた。このチャンスを見逃してやるほど、俺はお人ひと好よしではない。

「う……おおっ！」

　気合を迸ほとばしらせながら、剣を大上段に振りかぶったのと、ほぼ同時に。

　俺の耳が、シュワッ！　というかすかな音を捉えた。

　聞き覚えのあるサウンドだった。しかし、音の正体に思い至った時はもう、右手から放たれようとする斬ざん撃げきを止めることはできなかった。

　巻き上げられた大量の水滴が、放物線の頂点に達し、ゆっくりと落下し始める。その奥から現れたモルテの左手には、一秒前までは存在しなかったラウンド・シールドが握られている。飾り気のないシンプルな形状だが、スピン加工が施ほどこされた鋼鉄の輝きは、アイテムとしてのグレードの高さを如によ実じつに伝えてくる。

　俺が振り下ろした剣は、モルテが掲げるシールドの中央に激げき突とつし、派手なエフェクトを発生させた。飛び散る火花に押されるように、両者とも大きく仰のけ反ぞる。

　行デ動イ遅レ延イ状態から〇・一秒でも早く回復しようと、俺は仮想の慣性に全力で抗あらがった。

　モルテがいかにウインドウの操そう作さに長たけていようとも、あの短時間で装備フィギュア画面を開き、左手アイコンにタッチして、追加表示されるストレージからシールドを探し出して装備することは不可能だ。すなわち、先刻聞こえたのは、ワンタッチの装備変更を可能とする武器スキルのｍｏｄ、《クイックチェンジ》が発動した音に他ほかならない。

　ということは、出現したのは盾たてだけではない。体の陰になって見えないが、右手にも新たな剣が握られているはずだ。体勢を立て直した瞬しゆん間かん、モルテはその剣でカウンター攻撃を狙ねらってくるだろう。

　それを回かい避ひし、更なるカウンターを叩たたき込むべく、仰け反りモーション中の体を懸けん命めいに右へ倒す。盾持ちプレイヤーと戦う時のセオリーは、とにかく盾のある方向へと回り込むことだ。究極の一人称視点ゲームと言っていいＶＲＭＭＯでは、大型の盾は頼れる防具であると同時に、視界を塞ふさぐ壁かべともなる。そして、防御しているだけでは絶対にデュエルには勝てない。ベータ時代に学んだ基本的な知識だが、基本であるがゆえに現在でも通用するはず。

　俺おれよりほんの一いつ瞬しゆん早くディレイから回復したモルテが、コイフの下で歪ゆがめた唇から鋭するどい気勢を迸ほとばしらせた。

「シャオオッ！」

　鱗うろこ模様のレザーガントレットに包まれた右手が、黒い蛇のように閃ひらめく。これまでと同様の、突き気味の縦たて斬ぎりを予測した俺は、左足で地面を蹴けり、なんとか右へのステップに成功する。ラウンド・シールドは攻こう撃げき動作によって跳ね上がっているので、その下を狙ねらってカウンターの横切りを────

　ぶんっ！

　と重い風切り音が唸うなりを上げた。

　モルテの右手に握られているのは、剣ではなかった。そして、攻撃の軌道も縦斬りではなかった。

　長さ七十センチほどの柄つかの先せん端たんから、肉厚の刃やいばが突き出たそれは、斧おのだ。種別、片手用斧ワンハンドアクス。固有名は確か──《ハーシュ・ハチェット》。

　直立する体が独こ楽まのように回転し、斧は水平の軌道を描いて俺の左脇わき腹ばらへと迫った。回かい避ひも、防御も不可能だった。俺がモルテにヒットさせた初撃とまったく同じ位置を、斧の黒ずんだ刃がしたたかに打ち据えた。

　体が浮き上がるほど重い一撃は、俺のＨＰバーを二割近くも削り取り、更に再びの仰のけ反ぞり状態を強しいた。

　圧倒的攻撃力を誇る両手斧ツーハンドアクスは少なからぬ数のプレイヤーに愛用されているが、ワンハンドアクスはどちらかと言えばマイナーな武器だ。威力は片手剣とさして変わらないのに、突き技が使えないという厳きびしい制限がある。メリットは強攻撃を当てた時のディレイ効果が高いことくらいだが、それを狙うとどうしても大振りになってしまうのでなかなか当たらない。──直前まで他ほかの武器で突き技を使い続けて、敵の目を慣れさせでもしない限り。

「ぐうっ…………」

　喉のどの奥から呻うめき声を漏もらしながら、俺は今度もまた遅れて悟った。

　モルテがいままで、片手剣でひたすら突き気味の攻撃ばかり繰くり返していたのは、この一撃を当てるための布ふ石せきだったのだ。

　ということはつまり、アニール・ブレードではなくハーシュ・ハチェットこそがモルテの真の主武器メインアーム。武器スキルなしで強引に装備しているわけではない。ならば、次に来るのは──ソードスキルだ。

　モルテの全身が、黒いゴム人形のように激はげしく捩ねじれた。限界までテイクバックされた斧から、朱色の輝きが放たれた。

「シャハアア────ッ!!」

　異様な絶叫を迸ほとばしらせつつ、モルテは片手斧おの用水平二連れん撃げき技、《ダブル・クリーブ》を発動させた。

　視認できないほどのスピードで斧が二回転し、俺おれの胸と腹をほとんど同時に抉えぐった。体が内側から爆ばく発はつしたかのような衝しよう撃げきを味わいながら、俺は襤ぼ褸ろ切きれのように真後ろへと吹き飛ばされ、大きな岩に激げき突とつしてから地面に転がった。

　行動不能スタン状態を示すアイコンが点灯し、視界がまだらにブラックアウトする。ＨＰゲージが恐ろしい勢いで減り始め、五割ラインのぎりぎり手前で危うく止まる。

　スタンそのものは三秒で終了したが、俺は立てなかった。赤いダメージ・エフェクトを零こぼし続ける二箇所の傷から凍えるような冷気が忍び込み、手足の先まで痺しびれさせている。

　這はいつくばる俺の視界に、無む造ぞう作さな足取りで近づいてくる鱗うろこ模様のブーツが映った。ほんの二メートル先で止まった足の持ち主を振り仰あおぐと、コイフの下の暗くら闇やみに、これまではずっと隠れていた両眼めの仄ほの白じろい光が見えた。

「おおぉー」

　ぬるぬるした響ひびきのある声が、高みから落ちてくる。

「びっくりびっくりー。あれ喰くらってもまだ黄色くならないとか、さすがですねぇー。この斧おの、強化が重さ＋６なんですよぉ？　プレートアーマーだってスコーンっていくんですけどねー」

　相変わらず軽けい薄はくな、それでいてどこか毒々しさの増したモルテの徒むだ口ぐちを聞いているうちに、どうにか痺れの抜けた右手で剣の柄つかを握り直しながら短く言う。

「終わらせないのか」

「またまたぁー、そんなコト言って、自分がウカウカ近づいたとこで一発逆転狙ねらっちゃったりしちゃってるんでしょぉー？　それにぃ、ショボイ削りダメで決着なんて、せっかくのキリトさんとのデュエルがもったいなぁい、じゃないですかぁー。待ってますからぁ、どうぞどうぞ立っちゃってくださぁいー」

　一いちか八ばちかの、足への部位欠損ダメージ狙いもどうやら読まれていたようだ。やむなく、背後の岩に左手を当てながら、ゆっくりと立ち上がる。

　デュエル中の二メートルはもう密着距きよ離りと言っていい。しかしこの間合いでも、左手のラウンド・シールドと右手のハーシュ・ハチェットをだらりとぶら下げるモルテの立ち姿にはまるで緊きん張ちようの色がない。圧倒的優位による緩ゆるみではなく、経験がもたらす余裕だろう。

　思えば、デュエルが始まる前から、俺は全すべての面でモルテに上を行かれていた。

　戦場での位置取りも、カウントダウン中の読み合いも、初動の一撃も、戦せん闘とう中の立ち回りや戦術も、そして隠し持った切り札に至るまで、全て。この男は、ＳＡＯ正式サービスに於おけるデュエルというものを、俺より何倍も深く理解しているのだ。いや、ことによると、デュエルを主眼に置いた能力構成ビルドですらあるのかもしれない。そうでなければ、貴重なスキルスロットの二つを、意義の重複する《片手用直剣》と《片手用斧》で埋めたりするだろうか。

「…………！」

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、思考が狭く深い谷を飛び越えて、俺おれは息を詰めた。

　モルテが、デュエルのスペシャリストであるならば──俺のＨＰバーがぎりぎり半減に至らない分量を残しているこの状況も、偶然ではなく意図的なものだということも有り得るのではないか……？

　半減決着モードのデュエルは、どちらかのＨＰが五十パーセントを下回った時点で終了する。圏内であれば、リザルト表示窓が出てからの攻こう撃げきはシステム的保ほ護ごに阻はばまれて無効となり、圏外であれば、ダメージは通り続けるものの犯罪と見なされてカラー・カーソルがオレンジ色になってしまう。

　だが、俺のおぼろげな記憶によれば、厳げん密みつにはデュエルが終了するのはＨＰが半減したその瞬間ではない。通常攻撃、もしくはソードスキルが与えるダメージが、相手のＨＰを五割以上減らした時点、だったはずだ。

　つまり。仮に、１０００あるＨＰが５１０残った状態から、一撃で６００のダメージを喰くらえば。

　その時点でデュエルは終了するが、喰らったほうはＨＰがゼロとなって死に、そして相手はオレンジにはならない……のではないか？

　モルテが、意図的に俺のＨＰをわずかに残したのだとすれば。

　彼は、ただデュエルで勝ち、俺を引き返させようとしているのではなく。

　俺を……いま、この場で。

　殺そうと。

　氷よりも冷たい戦せん慄りつが背筋を這はい上り、全身がほんの一瞬だがぶるりと震えた。

　何かを感じたのか、モルテはコイフの下の口をきゅうっと吊つり上げると、吐と息いきめいた笑い声を漏もらした。

「アハァ」




　他ほかのプレイヤーに殺意を向けられるのは、これが初めてというわけではない。

　デスゲーム開始当日の夜、俺はクエスト攻略のために行きずりのパーティーを組んだ相手に殺されかけた。

　だが、彼の取った手段は、自みずから剣を振るうのではなく、呼び集めたモンスターに攻撃させるいわゆる《ＭＰＫ》だった。しかも彼は、ハイディングスキルで姿を消す寸前に「ごめん」と口にした。

　もちろん、謝あやまればＰＫ……いや、殺人行為が正当化されるわけではない。だが、彼は少なくとも、自分が生きるために──一分でも早くクエストをクリアして報酬のアニール・ブレードを入手するために、苦渋の選択として俺を切り捨てようとしたのだ。

　しかし、いまのモルテに、俺おれを殺すどんなメリットがあるというのか。デュエルで負ければ、俺は《潜せん入にゆう》クエストを今日のところは諦あきらめておとなしく帰るつもりだったし、仮に口約束が信じられなかったのだとしても、俺がこのクエストをクリアしようとしまいとモルテの利害には何ら影えい響きようしないはずなのだ。

　だとすれば。この男は、《殺すために殺す》というシンプルなドグマに従う、真の意味でのＰＫなのか。

　有り得ない。ＳＡＯは、脱出不能のデスゲームなのだ。モルテとて、電子の牢ろう獄ごくに囚とらわれていることに変わりはない。いまの状況で同じ攻略集団に属するプレイヤーを殺せば、そのぶんゲームクリアが──牢獄から解放される日が遠ざかる。単純極きわまるその事実を理解したうえで、なおも殺人に手を染めようというのなら、そのプレイヤーは解放を望んでいないということになってしまうではないか。

「…………お前は……」

　俺の呟つぶやきを、モルテは再度の笑い声で遮さえぎった。

「アハ、やめましょうよ、せっかくいいところなんですからぁ。ねぇ、見せてくださいよキリトさぁん。まさか、前線組で最強のヒトが、これで終わりじゃないですよねぇー？」

　右手の斧おのを持ち上げ、三本の指を使って器用にくるくる回転させる。

そんなふざけた身振りをしていても、隙すきらしい隙は存在しない。いきなり斬きりかかっても盾たてで難なんなく捌さばかれ、カウンター攻こう撃げきを叩たたき込まれるだろう。それがこちらのＨＰを五割強減らせるほどの高威力ソードスキルなら、俺はその瞬しゆん間かんに死ぬ。

　最悪の展開だけを回かい避ひせんとするなら、方法はなくもない。いますぐに降参リザインすればいいのだ。当然デュエルは俺の負けで終了するが、モルテもそれ以降に俺を攻撃すれば犯罪者オレンジプレイヤーになってしまう。何らかの企たくらみを秘めてＤＫＢに参加しているらしい彼は、いまカーソルの色を変えてしまうわけにはいかないだろう。半分は、希望的観測というやつだが。

　現時点での実力差を認め、生き残るために降参するか。それとも、モルテから企みの内容を聞き出し、クエストを続行し、そしてささやかなプライドを守るために、ここからの逆転勝ちを狙ねらうか。

　後者を選んだ場合も、残念ながら勝つための策や切り札はほぼ在庫切れだ。そして恐らく、モルテのほうは、まだまだカードを残しているに違いない。片手斧というマイナーな武器も、対人戦ではそのマイナーさ自体がメリットとなっている。片手直剣、片手曲刀、短剣、細剣、両手剣、両手斧あたりのソードスキルならプレモーションだけで判別する自信があるが、片手斧や片手鎚づちになると正直名前を覚えていないスキルすら存在する。実際、デスゲームの攻略が始まってからというもの、前線で片手斧を持っているプレイヤーなど一人も──……。

　不意に、頭の奥のほうがちくりと疼うずいた。

　さっきの、指先で斧をくるくる回す仕草。

　あれと同じ手て遊すさびをしたプレイヤーを、俺おれは見ている。しかも、三層に来てから。

　主街区での全体会議の時……ではない。その前……そう、女王蜘ぐ蛛ものダンジョンで俺とアスナ、キズメルがハイドしている時、少し離れた通路を通り過ぎていったのだ。

　右手に片手斧おの。左手にラウンド・シールド。そして頭には、灰色の鎖コ頭イ巾フ。

　眼前に立つ、モルテの姿そのもの。同一人物としか思えない。

　だが、有り得ない。あの時目もく撃げきした片手斧使いは……ギルドＡＬＳのパーティーに加わっていたのだ。
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　そのわずか七、八時間後、俺はギルドＤＫＢのリンド率ひきいるパーティーの中にモルテの姿を見ている。コイフは被かぶっていたが、盾たては持たず武器も片手直剣だった。だから俺は、キバオウのパーティーにいたコイフ男と同一人物だとは露つゆほども思わなかった。その可能性を思い浮かべすらしなかった。

　なぜなら……俺は、そしてきっと他ほかの多くのＳＡＯプレイヤーも、主武器メインアームというものをプレイヤーの持つ最大の属性と認識しているからだ。俺は片手剣使い。アスナは細剣使い。エギルは両手斧使い。そしてモルテは、片手剣使いで片手斧使い。

　その二重属性を利用して、モルテはギルドＤＫＢとＡＬＳに、同時に潜もぐり込んでいたということか。主武器を切り替えながら、リンドたちのクエストとキバオウたちのクエストを同時に手助けしていたのだろうか。

　しかし、何のために。元ベータテスターとしての、無む償しようの善意に基づいた行動？　だとしたら、俺おれが感じている冷たい殺意は、まったくの錯さつ覚かくなのか？

　それとも……いまの俺には想像もつかないほど深く、大きく、昏くらい意図が隠されているのか……？

「……お前は、何を……」

　自分にも聞こえないほどの小声で囁ささやいた俺に、モルテはきゅっと小首を傾かしげてみせた。

「ん？　ん？　ヤル気になりましたかぁー？　大丈夫ですよぉ、時間はまだまだありますからねぇー」

「…………そうだな。まだ、勝負が決まったわけじゃないからな」

　今度は、相手にも聞こえるボリュームで答える。

　何の勝算もなく、これ以上戦うのは危険だ。モルテの本質が善ではなかった場合、本当に殺される可能性はかなり高い。

　しかし、ここで降参して立ち去るのは更に危険だと直感が告げている。モルテの秘めたる意図、可能ならば彼の背後関係まで、わずかでも探さぐっておかねば近い未来に取り返しのつかないことが起きる……そんな気がしてならない。

　俺の応答を聞き、モルテは嬉うれしそうに笑った。

「ですよですよ、そうですよぉ。どんな勝負も、最後のカードをめくるまで解わからないですよねぇー。さぁさぁ、めくっちゃいましょうよ、ぺろぉーんと！」

「……なら、ショーダウンといくか」

　そう言うと、俺はアニール・ブレードを体の前で構え直した。

「アハァ、いいですねぇー。ギャラリーがいないのが残念ですけど、ショウ・タァ──イム、いっちゃいますかぁ！」

　モルテも左手の盾たてを掲げ、右手の斧おのを体の後ろに隠す。間合いがたった二メートルなので、俺の剣けん尖せんとモルテの盾はほとんど離はなれていない。

　二つの金属オブジェクトに宿る、戦意という名の電圧が少しずつ高まり、仮想のスパークがぱちっと音を立てて弾はじけた──その瞬しゆん間かん、俺は動いた。

　右足で地面を蹴けり、盾持ち相手のセオリーとは逆に利きき手側へ跳ぶ。モルテも体を右に回し、盾を俺に向け続けようとする。

　この反応は予想できた。大技ソードスキルを命中させるには、標的の体勢を崩くずす……つまりディレイさせねばならない。手っ取り早い手段は崩し性能の高い通常攻こう撃げきを当てることだが、今回、モルテはその手を使えない。小技をあと一発でも当てれば俺のＨＰが五割を割り込み、デュエルが終了してしまうからだ。ゆえに、モルテが俺を崩すには、こちらの攻撃を盾で防ぐ必要がある。

　逆に言えば、モルテが俺の回り込みに対して斧ではなく盾を向けてきた時点で、デュエルを利用した《合法ＰＫ》を狙ねらっていることがある程度証明されたわけだ。ここからワンミスでもすれば本当に殺されるという事実が氷の針となって頭の真ん中を貫つらぬくが、もう後戻りはできない。知識と能力の全すべてを振り絞らねば、恐れが現実になるだけだ。

「お……おおッ！」

　吼ほえながら、俺おれはアニール・ブレードを高々と振りかぶった。

　先刻、《クイックチェンジ》発動直後のモルテに難なんなくガードされた一いち撃げきと、まったく同じ右上段斬ぎり。しかも、気合のおまけつき。

　モルテは余裕たっぷりに盾たてを持ち上げ、防御姿勢を取る。直径六十センチはある鋼鉄の壁かべが、コイフの下の毒々しい笑みを隠す。

　盾によるガードで確実に行デ動イ遅レ延イを与えるには、単に構えっぱなしにするのではなく、敵の攻撃にタイミングを合わせてパリィ気味に跳ね返す、いわゆる《直前ガード》が必要になる。盾を顔の前に構えたモルテはいま、俺の上半身は見えないが、振りかぶられたアニール・ブレードは見えている状態だ。

　斬ざん撃げきを開始する瞬しゆん間かんを捉とらえるべく、モルテは俺の剣に感覚の全すべてをフォーカスさせている──はず。

　仮に、集中力の一割でも剣以外の部分に向け続けていれば。モルテが直前ガードを狙っていなければ。そして、俺の最後のカード──脇わきに構えた左拳こぶしを包む赤い光に気付かれていれば。

　俺は死ぬ。

　ショーダウン。

　右手の剣ではなく、握り締しめた左拳を、眼前の盾めがけて突き上げる。体術スキル最速の単発技、《閃打センダ》。

　いまこの瞬間、盾を握るモルテの左腕は、剣をタイミングよくガードするために力を緩ゆるめているはずだ。

　赤い光の軌き跡せきを引きながらショートアッパー気味に放たれた拳は、ラウンド・シールドの、俺から見て左下のエッジを捉えた。金属質の衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、俺とモルテの間から、鋼鉄の壁かべが消えた。

　戦せん闘とう中に、武器もしくは盾に発生し得る代表的なトラブルは三種類。壊こわれて消滅してしまう《武器破壊デストラクシヨン》、敵に奪われる《武ス器ナ強ツ奪チ》、武器を取り落とす《武ド器ロ落ツ下プ》。三つ目の落下を意図的に引き起こすことを、特に《ディスアーム》と呼ぶ。

　基本的には、モンスターが専用スキルを用いて行う攻撃だ。一層中ちゆう盤ばんの湖こ沼しよう地帯に出現する《スワンプコボルド・トラッパー》が代表的なディスアーム使いで、濁にごった沼に叩たたき落とされた武器を慌てて拾おうとして多くの犠ぎ牲せい者しやが出たらしい。

　プレイヤーもディスアームを狙うことはできるが、難なん易い度どは高い。方法は二つ、武器を握る手て許もとを狙うことと、武器そのものを横から攻撃すること。しかしどちらにせよ、相手の握力が緩ゆるんでいなければ成功しない。そして、戦せん闘とう中に腕から力が抜けるのは、攻こう撃げきを繰くり出す寸前の一いつ瞬しゆんだけだ。

　俺おれの《閃打センダ》は、半分以上は運に助けられて、そのタイミングをピンポイントで撃うち抜いた。ラウンド・シールドはモルテの左手からもぎ取られて、夜空に高く舞まった。コイフの下の口くち許もとから笑みが消え、片側の犬歯が剝むき出された。

　盾たてのディスアームには成功したが、攻撃を止めるわけにはいかない。相手のＨＰバーは、変わらず九割以上も残っているのだ。

　対人戦の経験量では、俺はモルテに遠く及ばない。

　しかしモルテのそれは、クイックチェンジの設定からして《片手剣＋盾なし》《片手斧おの＋盾あり》の二パターンであるはずだ。《片手斧＋盾なし》状態に持ち込んだいま、経験の差は縮ちぢまった──と思いたい。ここからの攻めで、敵のＨＰバーをあと四割と少し削り切る。それができなければ、もう二度と勝機は巡ってくるまい。

　いや、勝つとか負けるとか、生きるとか死ぬとか、そんな思考すらも邪じや魔まだ。

　いまはただ、前に！

「オオッ！」

　今度は本物の雄お叫たけびを放ちながら、振り上げていた剣を敵の左肩口へと叩たたき付ける。モルテは体を後ろに傾かたむけて回かい避ひしようとするが、鋭するどさ＋４強化された刃やいばが黒いスケイル・アーマーを辛かろうじて切り裂き、真紅のダメージ・エフェクトを散らす。ＨＰが八十五パーセントまで減る。

「シャッ！」

　鋭するどい息に乗せ、モルテが反撃のハーシュ・ハチェットを打ち込んでくる。だが、全すべての攻撃が大きな円弧を描く片手斧は、ここまでの近間だと小回りが利きかない。真横から唸うなりを上げて迫る一撃を、身を屈かがめて躱かわす。手斧ハチエツトと名前が付いてはいるが、充分に凶悪な威力を感じさせる肉厚の刃が、髪を掠かすめて通り過ぎる。しゃがんだまま、正面に見える二本の足をすかさず斬きり払う。切きっ先さきがブーツのすね部分を捉とらえ、ガッガッと硬い音が響ひびく。部位欠損を引き起こすには威力がまったく足りないが、ゲージが更に五パーセント減少。加えて、足への被ひ弾だんがモルテによろめき状態を引き起こす。

　──ここだ！

　俺は勢いよく跳ね上がりざま、ソードスキルのプレモーションに入る。

　モルテの斧は、まだ右へと流れたままだ。あそこから、もう一度真横に振り回すよりも、俺のスキル発動のほうが早い…………

　待て。モルテは今まで、俺の固定観念をことごとく逆さか手てに取ってきた。ならば、《斧は大振りになるから超近接戦向きではない》というその知識すらも、あるいは。

　左肩の上に構えかけた剣を、寸前で止める。

　同時に、モルテの顔を隠す暗くら闇やみの奥で、両眼めが異様な光を放つ。

「シャイイイイッ！」

　絶叫とともに、右手の斧おのが、俺おれの顔目掛けて一直線に疾はしる。攻こう撃げき部位は、重い刃やいばではない。柄頭ポメル部分に埋め込まれた、四し角かく錐すい型のスパイク。逆手握りバツクハンド状態となった鋭えい利りな棘とげが、先の水平斬ぎりを遥はるかに上回るスピードで迫る。

「っ……!!」

　歯を食い縛しばり、懸けん命めいに顔を後ろへ倒す。スパイクは、俺の額ひたいを掠かすめて左に流れる。パッと散る真紅の光点越しに、がら空きのモルテの体を睨にらむ。

　左肩の上で止めていた剣を、一センチ引く。プレモーションが認識され、高周波の振動音とともに刀身を銀色の輝きが包む。

「……ら、ああああッ！」

　垂直に近い角度で振り下ろされたアニール・ブレードが、モルテの右胸にヒット。

　剣は瞬しゆん時じに上段のポジションに戻り、再び垂直斬り。今度は、左胸を深々と抉えぐる。

　そしてもう一度跳ね返って──より深く、より重い一撃が、ドカッ！　という音とともに胸の真ん中に炸さく裂れつした。つい二日前に習得したばかりの片手剣三連撃技、《シャープネイル》。

　体の中央に、あたかも大型獣じゆうの爪つめ痕あとの如ごとき縦たて三本のダメージ・エフェクトを刻まれたモルテは、数分前に《ダブル・クリーブ》を喰くらった時の俺と同じように激はげしく吹き飛び、背中から水面に落下した。

　その頭上に表示されるＨＰゲージが、急速にその幅を減少させ、残り五十一か二パーセントあたりで停止した。

　すかさず追いかけ、剣先で一度引ひっ搔かきでもすればデュエルに勝てる──と解わかってはいたが、しかし俺は剣を振り下ろした体勢のまま動けなかった。あまりに強く集中しすぎたせいか、頭の芯しんがキーンと鳴り、心臓はとんでもない速さで脈打っている。

　さすがのモルテも三秒ほどは川の中に倒れ込んだままだったが、すぐに大量の水滴を滴したたらせながら立ち上がると、ちらりと自分の体を見下ろした。

　三本のダメージ痕こんは、赤い光の粒を音もなく零こぼし続けている。しかしそれもすぐに消え、モルテは視線を十メートル離はなれた場所に立つ俺へと向けた。唇が歪ゆがみ、一いつ瞬しゆんだけ上下の歯を擦こすり合わせてから、見慣れた笑みを形作る。

「……さすがさすがぁ、最強って言われてるだけありますですねぇー。さっき自分のシールドかっ飛ばしたの、アレってもしかして、ベータの時ちょろっと噂うわさになった《体術》スキルですかぁ？」

「……どうかな」

　これ以上情報を与えるつもりはないので、素そっ気けなく答える。モルテはいっそう大きく笑うと、右手に握った斧をくるりと一回転させた。

「ちなみにぃ、どこでスキル覚えられるか訊きいたら、教えてもらえちゃったりしますぅ？」

「…………」

　ここで二層の山奥に隠れ住むヒゲ師匠の座標だけを教えて、モルテの顔にも修行クエストをクリアしない限り消えない落書きを出現させてやるのも一いつ興きようではあるが、肩をすくめて言い返す。

「あんたが、誰だれとデュエルの練習をしたのか教えてくれたらな」

　するとモルテは、笑みを苦笑に変えた。

　体術スキルと違って、デュエルのテクニックはＮＰＣに教えてもらうわけにはいかない。モルテがここまでの技と知識を身につけるには、ＳＡＯ正式サービスの開始以降に、プレイヤーを相手に膨ぼう大だいな回数のデュエルを繰くり返す必要があったはずだ。そして恐らくその誰かは、ギルドＤＫＢとＡＬＳ双方に潜もぐり込んでいるモルテの企図を共有している。

「もちろんもちろん、と言いたいところですが……」

　川の中に突っ立ったまま蛇のように上体をくねらせ、うそぶく。

「練習相手は森の動物たちですよぉ、自分、基本ぼっちですからぁー」

「そのわりには、ＤＫＢのリンドにはずいぶん気に入られてるみたいじゃないか」

　ＡＬＳのキバオウにも、と付け加えたくなるが我慢する。

　モルテは口こう角かくをきゅうっと吊つり上げると、囁ささやくように言った。

「そうでもないですよぉ、自分はあのヒト好きですけどねー。……っとっとぉ、デュエルの残り時間、あと一分ですねぇ。どうしますぅ？　決着、つけちゃいますかぁ？」

「……そうだな、残りＨＰもイーブンになったしな」

　声のピッチを一段低めて応じる。

　残りＨＰという言葉を使ったのは、これでお前だけではなく俺おれもデュエルＰＫを狙ねらえるぞ、という含みを持たせるためだがもちろんブラフだ。モルテは恐らく本気で狙ねらっていただろうが、たとえそんな相手でも、このデスゲームで他ほかのプレイヤーを殺す覚悟は俺にはない。

　こちらの真意を見透かそうとするかのように、斧おの使いは顔の前に垂たれ下がる何本かの鎖くさりをチャラリと鳴らしてから、いっそう大きな笑みを浮かべて言った。

「いいですね、いいですねぇ。キリトさんのそういうところ、自分的に超ポイント高いですよぉ。それにぃ、対戦と言えば三本勝負ですしねぇ。ラウンドスリー、いっちゃいますかぁー」

　深さ二十センチほどの浅瀬に留とどまったまま、右手のハーシュ・ハチェットをひゅんひゅん回してから斜めに構える。俺の言葉をブラフと見破ったのか、それとも自分が殺される可能性を認識してなお戦せん闘とうを続けるつもりなのか。どちらにせよ、俺ももう後には引けない。切きっ先さきを下げていたアニール・ブレードを持ち上げ、同じく中段に据える。

　視界上部中央に表示されるデュエルの残り時間は、わずか四十秒。ＨＰバーの残量は、見たところほとんど同じだ。タイムアップした場合はＨＰの残りパーセンテージが多いほうが勝者となるが、その判定は五パーセント刻みなので、このまま時間切れになればドローで終わる可能性が高い。しかし、俺おれはともかくモルテはそんな決着を欲していないだろう。どこかのタイミングで必ず仕掛けてくる。

　枯こ渇かつ寸前の集中力を振り絞り、モルテの立ち姿を凝ぎよう視しする。《体術》スキルを見せた時点でこっちの引き出しは空からっぽだが、奴やつはまだまだ底が見えない。一気に突っ込んでくるか、それともじりじり間合いを詰めてくるか──。

　次の瞬しゆん間かん。

　モルテは、またしても俺の予想を裏切るアクションを起こした。

　体を大きく仰のけ反ぞらせながら、右手の斧おのを高々と振りかぶる。無骨な刃やいばを、青緑色の輝きが包む。ソードスキル。だが間合いは十メートル以上もある。片手剣技で今のところ最長の射程を持つ《ソニックリープ》ですら届かない距きよ離りだ。片手斧に、俺の知らない超ロングレンジの跳ちよう躍やく技わざが……？

　避よけるか、受けるか、あるいは前に出るか。その三択に、俺は半秒迷った。もしかしたら、俺の命を奪っていたかもしれない〇・五秒の停滞。

　しかし、デュエルは、思わぬ形で幕を下ろした。

　まさにソードスキルを発動せんとしていたモルテが、何かの音を聞きつけたかのように、不意に顔をさっと左に向けると何のつもりかそのまま斧を下ろしたのだ。当然スキルは強制終了し、青緑色のライトエフェクトも放射状に拡散して消える。

「…………」

　剣を構えたまま硬直する俺に、モルテは左手を立ててひょいひょい動かしてみせた。

「すみませんねぇ、自分、このへんで時間切れみたいですー」

「……タイムアップまで、あと三十秒あるぞ」

「いやいや、三十秒って案外長いですよぉ？　一秒ずつ数えたら三十秒もかかっちゃうんですよぉ、あははー」

　こちらを煙に巻くようなことを言いながら、ひょいと身を屈かがめ、足あし許もとの水面に手を突っ込む。取り出されたのは、デュエル序じよ盤ばんにモルテの手から消えたアニール・ブレードだ。まるでその場所に落ちていることを知っていたかのように、平然と剣を左腰の鞘さやに戻すと岸に上がる。今度は川の上流方向へ数メートル歩くと、河か原わらに落ちていたラウンド・シールドを拾い上げる。

「ではでは、自分はここでー。楽しかったですよ、いつかまたやりましょうねぇー」

　すたすた歩み去ろうとする背中に、俺はどうにか一つだけ問いかけた。

「このままドローなら、俺はキャンプのクエストをクリアしていいんだな？」

　するとモルテは振り向くことなく左手を持ち上げ、言った。

「どうぞどうぞぉー、でも、ちょっと難むずかしいと思いますけどねー、あはははー」

　直後、デュエルの残り時間がゼロになり、モルテの後ろ姿を紫色のリザルト・ウインドウが覆おおい隠した。予想どおりに引き分けを告げる大型の窓が薄うすれ、消えると、もう片手斧使いの姿はどこにもなかった。

　更に数秒間剣を構え続けてから、俺おれはゆっくりと背中を伸ばした。まずは、腰のポーチから回復ポーションの小こ瓶びんを取り出し、栓を抜いて飲み干す。カテキン入りアセロラジュースとでも言うべき風味はあまり積極的に味わいたいものではないが、半減したＨＰを一本でフル回復させてくれるのだから文句は言えない。

　次にじっと耳を澄すませてみる。しかし届いてくるのは川のせせらぎ、木々のざわめき、虫の声に遥はるか遠い狼おおかみの遠とお吠ぼえくらいのものだ。モルテにデュエル中断を決意させたらしき特異な音はまったく聞こえない。

　それに、彼の最後の言葉……『クエストのクリアが難しい』とはどういう意味だ？　立ち去ったと見せかけてキャンプ潜せん入にゆうを妨害するつもりなのか？　そもそも、モルテはなぜハイドやデュエルまでして、俺を森エルフのキャンプに近づけまいとしたのか……？

　デュエルが引き分けに終わった以上、モルテの企たくらみを聞き出すこともできなくなってしまったわけだが、この際殺されずに済んだだけで良しとすべきかもしれない。あの男が最後に何をしようとしたのか、俺は読み切れなかった。結果はドローに終わったが、公平に見て、今回のデュエルは俺の負けだろう。

「…………鍛きたえ直さないとな……」

　剣を背中の鞘さやに戻しながらそう呟つぶやいてはみたが、デュエルの──すなわちＰｖＰの訓練をすることには正直抵抗を覚える。今回身を以もつて知ったように、完全決着モードはもちろん、半減決着モードですら生死に関かかわるところまで行きかねない。結局、合法であろうとなかろうと、この世界でのＰｖＰテクニックは人殺しの技に他ほかならないのだ……。

　軽く頭を振ってから、肺に溜たまっていた空気を全すべて吐き出して新鮮な夜気に入れ替える。モルテがＤＫＢとＡＬＳに浸透しているらしい件をどうするかは、ダークエルフ野営地に戻ってからアスナと話し合って決めればいい。あの男が元ベータテスターとしての義務感から両勢力に助力しているという可能性だって、完全に消えたわけではない──はずだ。

　最後にもういちどモルテが歩き去った川の上流方向を見詰めてから、体を反対側に向ける。下流方向の右岸には高い崖がけが切り立ち、その上でキャンプのかがり火がちらちら揺れる様子がここからも見て取れる。

　妙な妨害さえなければ、さして困こん難なんなクエストではない。あの崖を登って隊長の天幕に忍び込み、テーブルの上にある指令書を盗んでまた崖を降りるだけだ。

　いちおう背後の気配に気を配りながら、先刻歩いた川岸を戻り始める。右側の崖が少しずつ高くなり、俺の背丈を超えた、ちょうどその時──。

「……何だ貴様ら！」

　という叫び声が耳に届き、俺は全身を強こわ張ばらせた。

　──まさか、森エルフの夜や警けいに見つかったのか？　キャンプから何十メートルも離はなれているこの位置で？

　などと考えつつも、本能的な反応ですぐ右の崖がけ下したに飛び込み身を隠す。素早く周囲を見回すが、赤いカーソルは見えない。

　それに、よくよく思い出してみれば、声はずいぶんと遠かった。だいたい、単独行動中の俺おれを見つけて「貴様ら」という呼びかけにはなるまい。──ということは、どういうことなのか。

　ゆっくり体を起こし、崖の縁ふちから少しだけ顔を出すと、半円形を描く丘の裾すそあたりにじっと眼めを凝こらす。

　すると、俺が隠れている場所の反対側、丘を南から登る小道の入り口あたりに、複数のシルエットが見えた。再び、内容は聞き取れないが何人かの怒ど声せい。どうやら、五～六人程度の集団が二つ対たい峙じしているようだ。

　森エルフと黒エルフの小隊だろうか。だとすれば、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》のようなイベント戦せん闘とうが始まるのかもしれない。しかし、俺が知っている《潜せん入にゆう》クエストに、こんな展開はなかったはずだ。

　訝いぶかりながら、いっそうの力を込めた視線を彼方かなたの集団にフォーカスさせる。索敵スキルの補正が働き、遠景の解像感が増すと同時に、糸いと屑くずほどのサイズのカラー・カーソルが幾つか出現する。

　その色を認識した瞬しゆん間かん、俺は低く喘あえいでいた。

「な…………」

　カーソルは、全すべて緑。

　あの二集団は、どちらもプレイヤーだ。










　　　８




　丘上に築きずかれた森エルフの大型キャンプは、関連クエスト進行中のプレイヤーだけがアクセスできる一時的インスタンスマップではないのだから、そこを目的地とする複数のパーティーが偶然出くわしてしまうことは有り得る。更に、クリアする順番を巡ってトラブルになることも、絶対にないとは言えない。

　だが最前線組が数十人しかいない現状では確率は相当に低いはずだし、そもそもエルフ戦争クエストを進めているのは俺おれとアスナ、そしてギルドＤＫＢだけではなかったのか。だとすれば俺が見ているのは、ＤＫＢの内うち輪わ揉もめなのだろうか。

　そんなものに近寄りたくはないが、様子を窺うかがっている数秒のうちにも、向かい合う二集団のテンションは更に上昇しているようだ。これ以上あの場所で騒さわがれると、丘上キャンプのエルフ戦士たちが反応し、警けい戒かいが厳きびしくなってしまうかもしれない。やむなく、状況だけでも把握するためにそろりそろりと崖がけを登る。

　俺の現在位置は、南に向けて半円を描く丘の西せい端たん。十数人規模と思おぼしき集団が溜たまっているのは南端。二地点の間の斜面にはちょっとした茂みくらいしかないので、さすがにまっすぐ接近はできない。まずは丘を取り囲む森に入り、地面を這はい回る根っこやら灌かん木ぼくやらを乗り越えながら南東方向を目指す。

　ここ数日の森暮らしで慣れたのか、転んだりすることもなく数十秒で目標地点に到達する。森の縁ふちにあつらえ向きの大木がそびえているので、太い幹の裏側に貼はり付き、念のためハイディングスキルを発動させてからそっと覗のぞき込む。

　丘の麓ふもとには、踏ふみ固められた小道が東西方向に延び、途中で丘を登る道が北へ分岐している。そのＴ字路──俺の位置からだと⊥字路だが──部分に、睨にらみ合う二つの集団。数は、東側が六人。対する西側は、十人を超えているようだ。ＤＫＢの内紛なら、この場にギルドのほぼ全員が存在することになる。

　朧おぼろな月光に照らされるプレイヤーたちは、今のところ剣を抜くまでには至っていないようだ。だが、武器の柄つかに手を置く者も少なからずいて、険悪な雰囲気は痛いほど伝わってくる。先ほどまでの罵ののしり合いは収まっているが、むしろ緊きん迫ぱくの度合いは増しているように思える。

　そこまで見て取った時、数が少ない右側の集団から、一人のプレイヤーが前に出た。

　長い髪を後ろで束たばね、左腰には細身のシミター。間違いなく《ドラゴンナイツ・ブリゲード》のリーダー、リンドだ。俺の位置からはほとんどシルエットにしか見えないが、元から鋭えい利りな顔立ちがいっそう張り詰めているように感じられる。

　リンドは、対たい峙じする集団の中央を見据えると、低い声で言った。

「これ以上言い合っていても埒らちがあかない。このポイントに、先に到着したのは我々だ。ルールどおり、こちらがクエストを進めさせてもらう」

　内紛にしては、言い方が堅苦しいな……と思ったのも束つかの間ま。

　左側からも一人が勢いよく飛び出すと、右手の人差し指をリンドに突き付けた。

「先ゆうてもほんの何十秒やろが！」

　────!!

　俺おれは、危うく声を上げてしまいそうになり、慌てて口を閉じた。

　星球鎚モーニングスターのようにトゲトゲした髪型に、背中の片手直剣、そして何よりあの威勢のいい関西弁。ギルドＡＬＳ──《アインクラッド解放隊》のリーダー、キバオウその人でしか有り得ない。

　ということはつまり、リンドを含む六名と向かい合っている十数人は、ＡＬＳのメンバーなのか。しかし、彼らがなぜこのキャンプに。

　俺の疑問を、続くキバオウの怒ど声せいが半分だけ解消した。

「そもそも、ルールってなんやねん！　ジブンが勝手に決めたんなら、そんなもんに従う義理ないで！　ワイらもここの襲しゆう撃げきクエ、何がなんでもクリアせなあかんのや！」

　襲撃クエストを、クリア。

　キバオウは確かにそう言った。ならば、ＡＬＳ側も、エルフ戦争キャンペーン・クエストを進めている──しかもダークエルフ側で──ということなのか。しかし、今日……いや昨日の午前中に行われたフィールドボス攻略戦の折、ＡＬＳのメンバーにそれとなく訊きいたところでは、キャンペーンなんぞには興味もないようなことを言っていたのに。

　可能性は二つだ。全ギルドメンバーに箝かん口こう令れいが出されていたのか、あるいは昨日の午後からクエストを始めて、わずか十二時間で第六章まで到達したのか。

　後者は少々信じがたい。戦せん闘とう一回で終わる第一章《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》はともかく、《毒蜘ぐ蛛も討伐》《手た向むけの花》《緊きん急きゆう指令》《消えた兵士》と半日で立て続けにクリアするには、このクエストを熟じゆく知ちしている人間……たとえば元ベータテスターの先せん導どうが絶対に必要…………

　────いる。

　ＡＬＳにも、その条件を満たすプレイヤーが。

　つい数分前まで、丘の裏の川べりで俺と刃やいばを交えていた鎖コ頭イ巾フ男、モルテ。あいつは、顔を隠し、主武器を切り替えて、両方のギルドに潜もぐり込んでいた。ＤＫＢのガイドができたのなら、当然ＡＬＳ側でも可能だったはずだ。

　つまりキバオウは、モルテの協力を仰あおいで、キャンペーン・クエストを強行軍でここまで進めたわけか？　だが、あの男には、《元ベータテスターとは馴なれ合わない》というポリシーがあったはずだ。その節を枉まげてまで、どうして急に……？

　混乱しつつも、向き合う二人のリーダーに眼めを凝こらしていると、今度はリンドが苛いら立だちを隠さない声を発した。

「クエストや狩り場は先着順、それが当然のルールだろう！　キバオウさん、あんたもギルドを率ひきいる立場になったんなら、道理ってものをわきまえてもらわないと困るな！」

　リンドにしては珍しく高たか飛び車しやな物言いに、キバオウの大きな糸切り歯がぎりっと軋きしんだ、気がした。

「道理？　道理やて？　リンドはん、ジブンがそれを言うんかい」

　両腕を勢いよく胸の前で組むと、いっぱいに体を反そらせ、自分より背の高いリンドの顔を睨ねめ付ける。

「ならワイも言うたるわ。あんた、三層来てからずーっと隠しとったやろ。このエルフクエが、フロアボス攻略に必須やっちゅうことをな！」

　は……!?

　という驚きよう愕がくの声が、音となって仮想の空気を震わせる寸前に、慌てて口を押さえる。

　それは確かに、キャンペーンを進めれば報酬として金コルや経験値やアイテムを獲かく得とくできるが、フロア攻略に必須とまでは言えない。クエストを受けていようがいまいが迷宮区タワーの扉は開くし、ボス部屋にも入れるし、フロアボスを倒せば上の層に行ける。少なくとも、ベータ時代は……いや、正式サービス開始後も一層と二層はそうだった。万が一、この三層から仕様が変更されているのだとしても、今の段階でそれを知り得る人間はいないはずだ。

　しかしキバオウは、己おのれの言葉に絶対の自信があるかのように、怒りに満ちた糾きゆう弾だんを続ける。

「ほんの五日前や、あんたも憶おぼえとるやろ。二層のボス戦で、ボス牛が三匹に増えとることを知らんかったばかりに、レイドが全滅しかけたんや。おんなじトラップが、この三層にも仕掛けられとる。エルフクエをクリアして、なんやアイテムを手に入れんと、ボス戦でヤバイ目に遭あうっちゅうワナがな。あんた、それを知っとったクセに、このあいだの会議ん時にひとっ言も説明せんかったやろが！　そのどこに道理があるっちゅうんや！」

「……ち……」

　────違う！

　と、リンドと同時に叫びたい衝しよう動どうを、俺おれは大木の裏で必死に堪こらえた。

　少なくとも、ベータの時は、三層で進められる範はん囲いのキャンペーン・クエストを全すべてクリアしてもフロアボスの特効アイテムなどは入手できなかった。さっきも考えたとおり、ベータ時から報酬が変更されているのかもしれないが、だとしてもいまそれを断言できるのは、この層で第十章まで続くクエストをすでに完かん遂すいしている者だけだ。三層開通からまだ四日しか経たっていない現状で、そんなプレイヤーが存在するとはとても思えない。キャンペーンの中ちゆう盤ばんまではラッシュで進められなくもないが、九章、十章あたりは一日がかりのロングクエストなのだ。

　つまり、キバオウが口にした特効アイテムの話は、何者かが意図的に伝えた偽にせ情報である可能性が高い。そしてその何者かとは、恐らく……。

「……違う、そんな話は知らない！」

　リンドの叫び声が、俺おれの思考を一時停止させた。両眼めの焦点を合わせると、シミター使いはこの距きよ離りからでも解わかるほど深い谷を眉み間けんに刻み、反そり返るキバオウを睨にらんでいる。

「ＤＫＢわれわれがキャンペーン・クエストを進めていたのは、単に経験値と報酬アイテム狙ねらいだ！　言うまでもないことだから言わなかった、それだけだ！」

「ハッ、その報酬アイテムちゅうんがボス戦に必須なんやろが！」

　キバオウも勢いよく体を前に出し、リンドの視線を間近から受け止める。

「ジブンは結局、前線組全体の親分でいたいだけなんや！　そんな輩やからにルールどうこう言われたくないわ、ここはワイらが先に行かせてもらうで。おとなしゅうそこで待っとれや！」

　勢いよく振り向こうとするキバオウの左肩を、リンドの手が押さえた。途と端たん、双方の後ろに並ぶギルドメンバーたちの間にも、張り詰めた空気が流れる。

「待て、勝手な真ま似ねをするな！　あんたは知らないかもしれないけどな、あの手のキースポットは、誰だれかがクエストをクリアしたら消滅して、また森のどこかにランダムで湧わくんだ。ここで待ってても、こっちはクリアできないんだよ！」

　その言葉に、キバオウも左手を伸ばすとリンドの胸ぐらを摑つかむ。

「語るに落ちるとはこのことやな！　そらつまり、あんたらがクリアしたらワイらができなくなるゆうことやないか！」

「だから、先に来たほうに優先権があると言っているだろうが！」

「せやから、そんなルール知らんちゅうんや！　何なら、もっと解りやすいルールでアトサキ決めてもええんやで！」

「……どういう意味だ、それは！」

　…………まずい。

　二人とも、完全に頭に血が上っている。本格的に危険なことになる前に、ＤＫＢのシヴァタあたりが止めに入るかもしれないが、同格の、しかも冷静な幹部がＡＬＳにもいないことには話はまとまるまい。

　かと言って、俺が飛び込んでも仲裁できるとはまったく思えない。いったいどうすれば、この状況をクールダウンできるのか……。

　強く奥歯を嚙かみ締しめた、その時。

　頭の奥で、つい数秒前にリンドが口にした言葉がリフレインした。

　──あの手のキースポットは、誰かがクエストをクリアしたら消滅する。




　後に聞いた話では、互いの胸ぐらを摑つかみ合うキバオウとリンドは双方一歩も引かず、最終的には両ギルド総勢十八人が我先にと丘を駆かけ上ってキャンプになだれ込む──という事態の寸前まで行ったらしい。

　森エルフ側でクエストを進めるＤＫＢの任務は、キャンプの隊長エルフに、野営地からの補給物資を届けること。

　黒エルフ側につくＡＬＳの任務は、俺おれと同じく指令書の奪取。

　つまり、両ギルドが同時に突入した場合、キャンプ内部の森エルフ戦士十数人は、ＤＫＢにとっては友好的ＮＰＣ、ＡＬＳにとっては手て強ごわい（と言ってもエリートタイプであるキズメルよりはずっと弱いが）敵対的アクテイブモンスターということになる。当然、リンド率ひきいる六名の眼前で、キバオウ率いる十二人と森エルフたちの戦せん闘とうが開始されるわけだ。

　その時、ＤＫＢはどう動くか。

　最も理性的な対応は、殺されていく味方兵士を無視して隊長に補給物資を届けて、クエストをクリアしてしまうことだろう。その瞬しゆん間かんにキャンプが兵士ごと消滅するのかは定かでないし、そもそも戦っているはずの隊長エルフが物資を受け取ってくれるかどうかも微妙なところだが、少なくとも攻略集団そのものが受けるダメージはまだしも浅いと言える。

　しかし、リンドとＤＫＢメンバーの精神状態いかんでは、最悪の事態が引き起こされることもあり得る。すなわち、ＤＫＢが森エルフたちに加勢して、ＡＬＳメンバーに剣を向ける、という展開が。

　ＤＫＢの六人にエルフ部隊の十数人が加われば、ＡＬＳ十二人と戦力的にはほぼ互角。いちいちデュエルを申しん請せいするような余裕があるはずもなく、犯罪者オレンジ化してしまうプレイヤーが双方に出るだろう。そうなれば、もう混戦に歯止めは掛からない。こんなフィールドの真ん中で、一層ボス攻略戦以来の死者が──しかもプレイヤーの剣によって命を落とす者が出てしまったら、攻略集団はもう二度とひとつにはまとまれない。

　デスゲーム攻略に、長い停滞を強しいていたであろうその惨さん劇げきは、しかし今回は危ういところで回かい避ひされた。

　なぜなら、キバオウとリンドが互いを肩で押しのけつつ丘を駆かけ上り始めたその瞬間、まるで魔ま法ほうのように（ＳＡＯ的解釈としては本当にエルフの魔法なのだろうが）頂上に築きずかれた大型キャンプが消滅してしまったのだ。

　二人のギルドリーダーと、合計十六人のギルドメンバーは、全力疾走中の一コマを切り出したかの如ごとき姿勢のまま、呆ぼう然ぜんと丘の天てつ辺ぺんを見上げ続ける。

　やがて、月光に照らされる小道を、一人のプレイヤーがてくてく下りてくる。両陣営に先んじてクエストをクリアし、キャンプを消滅させてしまった張本人の顔を見た瞬間、少なからぬ人数が考える。またあいつか、と。──このへんは、あくまで想像ではあるが。




　十八人ぶんの視線を浴びせられた俺としては、しかしうわべほど平然としていたわけではなかった。

　クエストを先んじてクリアしてしまおうと決心してから取った行動は、次のようなものだ。

　森の中を、来た時の数倍のスピードで谷川まで戻り、河か原わらをダッシュしてキャンプの真下に到達すると、高さ七メートルの崖がけを一気によじ登る。首尾よくキャンプに忍び込んだら、決まったコースを巡回している不寝番の目を盗んで隊長の天幕に侵入。奥の寝台で眠る隊長エルフの気配を窺うかがいながら、中央のテーブルに置かれた指令書をゲット。天幕を出て、再び巡回兵士の死角を保ちつつ裏手の崖を降りる。

　簡単なようだが、ベータ時代に経験者から勘かん所どころを教わっていなければ、間違いなく途中で気付かれていただろう。崖下の河か原わらに足が着き、クエストログが進行した時には、安あん堵どのあまりへたり込みそうになったほどだ。

　正直、そのまま野営地に帰ってしまいたいと思わなくもなかった。しかし、ＤＫＢとＡＬＳの一触即発状態をなんとかするには、キャンプを消滅させるだけでは足りない。誰だれがクエストをクリアした──まだ司令官に報告していないので暫ざん定てい的なものだが──のかを明らかにする必要がある。

　もういちど崖を登ると、ちょうどキャンプ全体が緑色の光に包まれて消え去るところだった。次にこの《潜せん入にゆう》クエスト、もしくは森エルフ側のお使いクエストをクリアしようとする者は、マップに表示される新たな光点を頼りに、広大な迷い霧きりの森のどこかに再湧出リポツプするキャンプを見つけねばならない。どんなロケーションだろうと裏からこっそり潜入する手段はあるらしいが、俺おれが詳しく知っているのはここの崖登りコースだけだ。アルゴがこのクエストの攻略法を本にする時は、さしもの《鼠ねずみ》も情報収集に苦労するだろう。

　などと考えながら、俺は柵さくの一本さえ残っていない丘上の空き地を横切り、麓ふもとへと続く小道を下った。

　こちらを啞あ然ぜんと見上げる二大ギルドの主力メンバーたちから少し離はなれた場所で立ち止まり、おもむろにウインドウを開いて時刻を確認。指令書奪取に要した時間は、移動を含めて五分弱だった。つまり、リンドとキバオウは、あれから更にそれだけの時間を費ついやして互いの説伏を試こころみたわけだ。残念ながら、その努力は実を結ばなかったようだが。

　ウインドウを消した右手をコートのポケットに突っ込むと、俺は我ながら素そっ気けない口調で言った。

「悪いけど、ここのクエストは俺がクリアしたから、あんたらは別のキャンプを探してくれ」

　途と端たん、リンドの顔は白っぽく、キバオウの顔は黒っぽく変わる。どちらがより怒っているのかは、月明かりだけでは判別できない。

　しかし、最初に口を開いたのはやはり、元ベータテスターへの対抗心を燃やし続ける男キバオウだった。

「……最近見かけんと思ったら、ビーター小僧もキャンペーンやっとったんかい。おおかた、このチョンマゲと同じで、小僧もクエスト報酬がボス攻略に必須ちゅうことを知ってて黙だまっとったんやろ」

　すぐ隣となりに立つＤＫＢリーダーを肘ひじでぐいっと突き放すと、俺とリンドを交互に睨にらみながら、憎々しげに口を歪ゆがめる。

「おのれらは、結局のとこ、こんクソゲームに閉じ込められとる八千人を解放するっちゅう目標は二の次三の次なんや。他人を出し抜いて、強い武器やらアイテムやら溜ため込んで、トッププレイヤーづらして偉ぶりたいから最前線におるだけなんや。最初の日に、はじまりの街からあっちゅう間に消えよった何百人のビーターどもと変わらへん。そんな輩やからに、ディアベルはんの後継者づらする資格なんぞあらへんからな！」

　先刻まではいちおう音量に配はい慮りよしていたのが、丘上のキャンプが消滅したことでリミッターも解除されたのだろう。烈火の如ごとき舌ぜつ鋒ぽうでキバオウがまくし立てると、背後のＡＬＳメンバー十一人も口々に「そうだそうだ！」「このコスプレ野郎が！」などと喚わめき声を上げた。

　キバオウが口にした後継者云うん々ぬんという糾きゆう弾だんや、付け加えればギルドメンバーのコスプレ野郎なる悪あく罵ばは、ディアベルの死後に髪色を青に変えたリンドに対するものだ。どうやらキバオウたちの怒りは、俺おれにクエストをかっ攫さらわれてなお大部分がＤＫＢに向けられたままらしい。

　月光の下でも解わかるほど顔を蒼そう白はくに染めたリンドは、細い吊つり眼めに異様な光を滾たぎらせ、ぎりっと歯を食い縛しばった。

　しかし激げき発はつには至らず、後ろのＤＫＢメンバーが叫び返そうとするのを左手で止める。勢いのままキャンプに突とつ撃げきしそうになったことを彼なりに反省したのか、ああまで言われても自分を抑えようとする精神力は大したものだが、そのぶん内圧は際限なく高まっているようにも思える。

　大きく息を吸い込み、数秒かけて吐き出すと、リンドは低く張り詰めた声で問いかけた。

「キバオウさん。改めて言わせてもらうが、キャンペーン・クエストの報酬アイテムがボス攻略に必須だなどという話は、オレを含めたＤＫＢメンバーの誰だれも知らなかった。あんたこそ、そんな話をどこで仕入れてきたんだ」

　が、憤ふん激げきに駆かられるキバオウに一いつ蹴しゆうされる。

「白々しいわ、その手には乗らへんで！　そうやってまた、ジブンだけ情報を独占するつもりやろが！」

「だから、違うと言っているじゃないか！」

　再び怒ど鳴なり合いフェイズを開始しようとする両名を眺めながら、俺は少々遣やり切れない気分にとらわれた。

　攻略集団などと言っても、最前線で戦うプレイヤーは、かくも一枚岩ではない。

　最精せい鋭えい部隊たらんとするギルドＤＫＢ、規模の拡大を目指すＡＬＳ、中立派であるエギル組、そしてはぐれビーターたる俺となぜかコンビ継続中のアスナ。加えて、真意はいまだ不明だが両ギルドに浸透してキャンペーン・クエストの手引きをしていたモルテと、彼のデュエル練習相手を務つとめた何者かも一勢力と数えていいだろう。

　キズメルが教えてくれた、かつて人間の国は九つにも分裂していたというこの世界の歴史を皮肉な気分で思い出しながら、俺おれは再び口を開いた。

「リンドさん、それにキバオウさん」

　呼びかけると、角つの突き合わせる二人は揃そろってこちらを睨にらんだ。

　ここまで関係が拗こじれてしまった両陣営を和解させる魔ま法ほうの言葉など存在しない。いにしえの《大切断》以来、この浮遊城からはあらゆる魔法が失われてしまったのだ。愚おろかな人族たる俺たちは、いまの自分にできることをするしかない。

「知ってのとおり、俺はビーターだ。だから、エルフ戦争キャンペーン・クエストの報酬が何だったか、どんな効果を持っていたのかは知っている。でも、俺がキャンペーンを進めてるのは、報酬アイテムが目的じゃない。レベルを上げて、装備を強化して、フロアボスを倒すためだ。あんたらだって、苦労してギルドクエストをクリアしたのは、そうやってケンカするためじゃないだろう」

　俺の言葉を聞いた途と端たん、キバオウが俺に右手の人差し指を突き付けた。

「横からしゃしゃり出てきてここのクエストかっ攫さらいよったくせに、偉そうなこと言うなや！　報酬アイテム狙ねらいやないって、どうやって証明するんや!?　どうせ、心ん中じゃ、今すぐ次のクエストに行きとうて堪たまらんのやろが!!」

「キャンペーン・クエストはここで中断する」

　無表情にそう告げると、キバオウは「あぁん？」と口を開き、リンドは眉み間けんに深い縦たてじわを刻んだ。俺はコートのポケットから右手を引き抜き、親指で真後ろ──なだらかな丘の遥はるか彼方かなたに黒々と偉容をそびえさせる第三層迷宮区を示すと、言った。

「俺はこれから、迷宮区の攻略を開始する。あんたらがクエスト一章ごとにぐだぐだモメてるあいだに、迷宮区の宝ハ箱コも鉱石素材イシも開け放題拾い放題だしな。ビーターの俺に、取りこぼしを期待するなよ。……ボス部屋までに追いついてこなかったら、勝手に攻略メンバー集めて突入するぜ。俺は、ビーター兼フロントランナーとして、やりたいようにやるだけだからな」

　口を閉じ、右手を下ろしても、声を上げようとする者はいなかった。丘の斜面に満ちる沈ちん黙もくを成分分析すれば、驚おどろき二割、怒り三割、そして呆あきれ五割ということになるだろう。発言者の俺自身「いくらなんでも」と思わずにいられない台詞せりふだが、この場の緊きん張ちよう状態を収めるためには、これしか思いつかなかったのだ。

　最初に反応したのは、今度もキバオウだった。

「……せっかく六章まで進めたキャンペーンを、投げ出すっちゅうんか」

「そうだ」

　頷うなずくと同時に、胸の深いところがずきんと疼うずくのを感じる。

　三層だけでも十章、遥か上の九層で待つ最終章まで数えたら何十章にもなる連続クエストを、こんな序じよ盤ばんで中断してしまうのは無念極きわまりない。迷宮区攻略後に戻ってきて再開することはシステム的には可能だが、恐らくキバオウたちは、俺が報酬アイテム狙いでないことの証明として、先刻入手した指令書の破棄を要求するだろう。キーアイテムを失ってしまえば、永遠に《潜せん入にゆう》クエストをクリアできない。

　それだけではない。ここでキャンペーンを投げ出すことは、すなわちキズメルとの別れをも意味する。彼女がいままで行動を共にしてくれたのは、俺おれとアスナが黒エルフ先せん遣けん隊たいに協力して森エルフと戦ってきたからだ。その任務を放棄すれば、必然的に、キズメルが俺たちに力を貸す理由も失われる。

　しかし、それが大規模キャンペーン・クエストというものだ。

　単独クエストが一冊の本だとすれば、キャンペーンは何冊も続く長編シリーズに喩たとえられるだろう。そのシリーズを読み続けている間は、俺たちは物語の中に入り込める。だがページを閉じれば、もうお話の舞ぶ台たいや登場人物と触れ合うことはできない。クリア報酬のアイテムや経験値はあくまで添え物だ。キャンペーン・クエストが真にもたらしてくれるのは、かりそめの世界に血肉を与える物語そのものなのだ……。

　いつしか俯うつむき加減になっていた俺の耳に、突然、甲かん高だかい叫び声が突き刺さった。

「できるわけねーだろ！」

　顔を上げると、ＡＬＳの集団の中ほどに、突き上げた右拳こぶしを盛んに振り回している男がいた。ひょろりと細い体を、ギルドカラーであるモスグリーンの胴衣と黒っぽいスタデッド・レザーアーマーに包み、両眼めと口のところだけが開いた同色のレザーマスクを被かぶっている。他ほかのメンバーの陰になって、武器までは見えない。

　男は、聞き覚えのある金かな切きり声ごえで続けて叫んだ。

「そいつ、フカシてんだ！　一人でボス部屋まで辿たどり着けるわけねー！　迷宮区行くフリして、自分だけキャンペーンをクリアするつもりなんだ！」

　それを聞いたＡＬＳメンバー、続けてＤＫＢメンバーも少しずつざわつき始める。届いてくる言葉の切きれ端はしを聞く限り、俺の宣言に懐かい疑ぎ的な声のほうが多いようだ。

　瘦やせた男は、再びきんきん響ひびく声で喚わめいた。

「ビーター野郎に騙だまされんな！　そいつのせいでディアベルさんが死んだんだぞ！　そんな奴やつ無視して、オレたちもキャンペーンを……」

「黙だまっとれや、ジョー」

　キバオウがぼそりと命じると、ジョーと呼ばれたマスク男は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で右手を下ろした。

　このタイミングで、今度はリンドが口を開く。

「……キリトさん、あんたの実力は承知してるが、さすがに一人で迷宮区攻略は無茶だろう。ＡＬＳに同調するわけじゃないが、キャンペーンを中断するって言葉、そう簡単には信じられないな。元テスターのあんたなら、連続クエストをクリアし続けることで得られるものの大きさは充分に承知しているはずだ。それに……」

　鋭えい利りな形の両眼めでちらりと周囲を見てから続ける。

「……あんたの相棒はどこにいるんだ？　もしかしたら、あんたがここでオレたちを足止めしている間に、キーアイテムを預かった相棒がクエストを進めてたりするんじゃないか？」

　まったく見当外れではあるが、しかしにわかに反論しがたい指摘だ。俺の相棒──正確には暫ざん定てい的パーティーメンバーは、野営地の天幕でキズメルと並んで眠っているはずであり、今この場で即座に疑いを晴らすことは不可能だ。

　口を閉ざしたままの俺おれに、両ギルドメンバーからの非ひ難なんの声が散発的に投げかけられる。

　徐々にボリュームを増していく怒ど声せいを無言で受け止めながら、俺はかすかな既き視し感かんにとらわれる。五日前の、第二層ボス攻略戦の直後。強化詐さ欺ぎに手を染めていたことを告白したギルド《レジェンド・ブレイブス》の鍛か冶じ師しネズハに対しても、こんなふうに大勢の糾きゆう弾だんが浴びせられたのだ。

　あの時は、最終的に「命で償つぐなえ」という声まで沸き起こった。ブレイブスのメンバーたちがネズハと一緒に土下座しなければ、誰だれかが本当に剣を抜いていたかもしれない。

　そう……考えてみれば、あの緊きん張ちよう状態を間接的に招いたのは、ブレイブスに強化詐欺のトリックを指南したという謎なぞの黒ポンチョ男だ。今回の事態を誘ゆう導どうした鎖コ頭イ巾フ男モルテと、立ち位置が似ている。

　同一人物──ということが、あり得るのだろうか？

　もしそうだとすれば、モルテの行動原理は完全なる悪だ。二大ギルドを、意図的に森エルフ側と黒エルフ側に分けてキャンペーン・クエストを進行させ、この丘での衝しよう突とつを演出した。彼が河か原わらでハイドしてまで邪じや魔ま者もの──つまり俺をキャンプに近づけまいとした理由は、俺が先にクエストをクリアすればキャンプそのものが消えてしまうから、ということになる。

　しかし。

　ＤＫＢとＡＬＳを衝突させることで、あの男にどんなメリットがあるというのか。

　一枚岩ではないにせよ、攻略集団はこれまで第一層、第二層を突破し、第三層も迷宮区の手前まで到達している。その集団が内紛によって弱体化すれば、デスゲーム攻略は著いちじるしく遅れるだろう。俺一人をＰＫするよりも、影えい響きようはずっと大きい。

　モルテは……この電子の牢ろう獄ごくから、出たくないのか？

　そんな人間が、本当に存在するのだろうか……？

「何とか言えよ！」

　再び例の金かな切きり声ごえが響ひびき、俺は顔を上げた。キバオウに《ジョー》と呼ばれたレザーマスク男が、穴から覗のぞく両眼を爛らん々らんと光らせながら喚わめき立てている。

「どこにいるんだよ、あの女はぁ！　抜け駆がけでクエスト進めてるんじゃねーのかよ！　違うってんなら、ここに出してみろよぉ！」

　その言葉に答えたのは、俺でも、キバオウでも、リンドでもなかった。

　集団の後方から発せられた、静かだが確たる意志を秘めた声が、森の夜気を強く震わせた。




「わたしなら、ここにいるわよ」




　後に──本当にずっとずっと後になって、アスナは言ったものだ。『もしあそこで誰だれかが剣を抜いてたら、わたしオレンジになってたかもだよー』と、ほわんほわん笑いながら。

　幸い血の雨は降らなかったものの、それまでとは別種の緊きん迫ぱく感かんが一気に場を支配した。

　両ギルドのメンバーたちは、もちろん大いに驚おどろいただろう。

　しかし、俺おれも心の底から驚きよう愕がくした。いまこの場所で聞こえるはずのない声に、一いつ瞬しゆん幻聴かと思ったほどだ。

　丘を下る小道の中ほどに立ち尽くしたまま、眼下を塞ふさぐ人間の壁かべを呆ぼう然ぜんと眺める。やがて、見えない何かに押されるように、ＡＬＳメンバーは右に、ＤＫＢメンバーは左に後あと退ずさりし始める。

　露あらわになった小道は、丘の麓ふもとで東西に分岐し、その先は深い森になっている。Ｔ字路の正面には、他ほかの木々よりも一回り以上太い古木がそびえる。先ほど、俺が幹の裏に隠れてキバオウたちのやり取りを盗み聞きしたその大木の裏側から、一人のプレイヤーが姿を現す。

　灰色がかった赤のフーデッドケープ。えんじ色のチュニックと、レザースカート。そして腰には、朧おぼろな月光の下でも冴さえ冴ざえと輝く銀色のレイピア。

　……あの木の後ろから出てくるってことは、ずっとあそこに隠れてたわけじゃなくて、俺がキャンプに移動してからの十分少々の間に到着したわけだな。

　さして重要ではない推測を巡らせる俺のすこし下で、リンドとキバオウも左右に数歩下がる。完全にクリアになった小道を、闖ちん入にゆう者しやは毅き然ぜんとした足取りで登ってくる。夜風に揺れるフードの奥では、薄うす茶ちや色の瞳ひとみが強い輝きを浮かべている。いまはそこに内なる感情を読み取ることはできない。

　俺の右隣どなりで立ち止まり、勢いよく振り向くと、攻略集団唯一の女性プレイヤーにして我が暫ざん定てい的パートナーでもある凄すご腕うでの細剣使いアスナは再び凜りんとした声を響ひびかせた。

「この人とコンビを組んでいる以上、当然わたしも迷宮区に行きます。そして行くからには、ボス部屋を目指すわ。確か、最初に到着した人がレイドリーダーなのよね」

　リンドとキバオウが顔色を変え、後方の十六人も低くざわめく。ある意味では俺以上の壮そう言げんだが、すぐに反応する者がいないのは、突然の登場への驚おどろきもさることながら、アスナの左腰に煌きらめく新たな主武器《シバルリック・レイピア》の存在感に気け圧おされているのだろう。俺のアニール・ブレード＋８を遥はるかに上回るスペックを持つ騎き士し剣は、青い月明かりの下で妖よう気きとでも言いたくなるほどの圧力を放射している。

　考えてみれば、エルフ野営地でこのクラスの剣を造れる可能性がある、という情報を四日前の会議で攻略集団全体に伝えるつもりが、リンドの《ギルド別々発言》の余波で言いそびれたままになっていた。しかし今にして思えば、あの情報を公開していたら両ギルドとも総動員態勢でキャンペーン・クエストに注力していた可能性があり、そうなればこの場には二倍の人数がひしめいていたわけだ。

　やはり謎なぞの凄すご腕うで無愛想鍛か冶じ屋やについてはきちんと検証してから公開しよう……と俺おれの思考が脇わき道みちに逸それかけた、その時だった。

「オレ……オレ知ってる!!　そいつら、一層でも二層でも、ろくに迷宮区のマッピングしねーでちょろちょろ残り物のハコ開けたりしてたんだ！　そんな奴やつら、一人が二人になったくれーでボス部屋まで行けるわけねーんだ!!」

　金かな切きり声ごえの主ぬしは、今度もＡＬＳのジョー氏だ。集団が右に動いたおかげで、陰になっていた全身が露あらわになっている。ひょろっと細い腰周りにぶら下がるのは、強く湾曲した短剣だ。確か固有名を《ナム・ダガー》、二層迷宮区の牛男から低確率でドロップする、斬きりつけた相手を低確率でスタンさせるという珍種の武器である。

　ダガー使い、と認識することでようやく思い出す。声に聞き覚えがあるのも当然、ジョーは二層ボス部屋で、ネズハの強化詐さ欺ぎのせいで死者が出たと主張した男……そして一層ボス部屋で、真っ先に俺を元ベータテスターだと糾きゆう弾だんした男だ。フルフェイスマスクを被かぶっているせいで顔を覚えられないのが残念だが、ここまで敵意を向けられれば今後はその存在に留意しておくべきだろう。これまでにそうしなかったのが少々悔くやまれる。

　俺の悪あく癖へきにして弱点は、他人の顔をろくに見ない、名前もなかなか覚えないことだ。いつかそのせいで危機を招くこともあるだろうかと思いながら、棒のように細く小柄なジョーの立ち姿を脳裏に刻む。

　次に見かけたらすぐに思い出せるという確信が得られると、俺は二分以上も閉じっぱなしだった口を開いた。

「ボス部屋まで辿たどり着けないと思うなら、俺たちのことは放っておけばいいだろ、ジョーさん。こっちは宣言どおり迷宮区に行くだけだ」

「言われねーでもほっとくっての！　もういいだろキバさん、いつまでもこんなとこでグダってんのやめて、早く次の……」

　きんきん声で喚わめきかけたダガー使いを、ギルドリーダーの鋭するどい一いち瞥べつが沈ちん黙もくさせた。

「何度も言わせんなやジョー、しばらく口閉じとけ」

　ドスの利きいた声こわ音ねで命じると、キバオウは体ごと俺とアスナに向き直った。トゲトゲ頭をがりがり引っ搔かき、唸うなり声で言う。

「……ワシには、なんやもう解わからんわ。ジブンら、ほんまにキャンペーンクエの報酬アイテムなしでボスとやろうっちゅうんか。報酬がボス攻略に必須ちゅう可能性がちっとでもあるなら、それを確認してからでも遅くないやろ」

「確かにそうだ」

　いちど頷うなずいてから、俺おれは二人のリーダーを順に凝ぎよう視ししつつ答えた。

「でも、報酬アイテムを検証するのが目的なら、ＤＫＢとＡＬＳ、どっちかがキャンペーンを放棄すべきだ。森エルフ側と黒エルフ側のクエストを同時進行すれば、また今回みたいな衝しよう突とつが起きるぞ。リンドさんとキバオウさんが話し合いでどっちが辞退するか決められるなら、俺も検証の結果を待つ」

　俺の言葉に、数メートル離はなれたところに立つ両人と、その後方のギルドメンバーたちが再び顔色を変えた。懲こりずにジョーが何事か叫ぼうとしたようだが、隣となりに立っていた両手剣使いが腕を引っ張って黙だまらせる。

　本当は、両ギルドとも、一人の男に誘ゆう導どうされてキャンペーン・クエストを始めた可能性があることをここで告げたかった。しかし残念ながら、ＤＫＢに新規参入した片手剣使いモルテと、俺が洞どう窟くつでキバオウのパーティーに見かけた片手斧おの使いが同一人物であるという証拠はない。不確実な情報を口にしたら、また事態が紛ふん糾きゆうしてしまいかねない。

　仏ぶつ頂ちよう面づらを保ちながらも、内心は祈るような気持ちで、俺は二人のリーダーを見詰め続けた。二大ギルドを相争わせるのがモルテの目的なら、俺はどうにかして攻略集団の崩ほう壊かいを防がねばならない。正義感なぞ大して持ち合わせていないが、単純に、モルテは俺にとって相あい容いれぬ敵だからだ。これは、俺とモルテの、形を変えた決闘デユエルなのだ。

　キバオウとリンドは、同時に顔を横に向けると、二秒ほど視線を交換してから揃そろってフンと鼻を鳴らした。そっぽを向くＡＬＳリーダーに対して、ＤＫＢリーダーは俺を見上げると、大きくかぶりを振った。

「それは無理な相談だな、キリトさん。序じよ盤ばんならまだしも、うちも向こうも六章までクエストを進めてしまっている。ここで放棄すれば、失うものが大きすぎる」

　肩を落としたくなるのを堪こらえ、表情を変えずに頷うなずく。

「……そうか。なら、あんたらが角つの突き合わせてる間に、俺たちは迷宮区を上るだけだ」

「その言葉も、残念だが、今はハッタリと受け取るしかない。いくらあんたらでも、二人だけでボス部屋まで行けるほど、迷宮区は甘くないぞ。……こんなタイミングで言うのもなんだが、意地を張るのもこのへんが限界じゃないか？　いつまでもソロやコンビにこだわらないで、そろそろギルドに入ったらどうなんだ。先日も言ったとおり、戦力バランスの関係で、二人ともウチで引き取ることはできないが」

　──おいおい、今それを言い出すのかよ。

　と俺は内心で青ざめた。《ギルド別々》はアスナにとって最大級の地じ雷らいキーワードだ。

　予想どおり、右隣でしばらく沈ちん黙もくしていた細剣使いは、リンドの言葉を聞いた途と端たんに一歩前へと踏ふみ出した。

　しかし、発せられた言葉は、まったく予想せざるものだった。

「二人だけじゃないわ」

　…………は？

　と思う間もなく。

　俺おれのすぐ左で、月明かりに薄うす青あおく染まる大気が、音もなく左右に分かたれた。

　あたかも空間そのものが裏返るようなその現象を、俺は四日前の夕方に、主街区ズムフト近郊の森で目もく撃げきしている。いや、正確には背後でマントが擦こすれる音を聞いただけだったのだが、しかし同じ能力であることに間違いあるまい。

　つまり。いかに夜とは言え、月光に照らされる何もない草地のど真ん中という悪条件で、俺を含む二十人近いプレイヤーの目から数分間も隠蔽ハイドしてのけた人物は──。

　透明化のまじないがかかったマントが左右に払われると、まず絹糸のように艶つややかなペールパープルの髪が夜光を受けて眩まばゆく煌きらめいた。続いて、黒の地金に紫の象ぞう嵌がんが施ほどこされた優美なブレストプレートが露あらわとなる。左手と左腰には、真銀ミスリルと思おぼしき深い輝きを放つカイト・シールドとロング・サーベル。剝むき出しの腕と脚の肌は、今は深い藍あい色に見える。

　マントを被かぶるために下を向いていた顔が昂こう然ぜんと持ち上げられると、サイドに伸びる髪がふわりと流れ、凄せい絶ぜつなまでの美び貌ぼうと細長い耳が露わになった。オニキスの瞳ひとみで、言葉を失う攻略集団プレイヤーたちを見渡すと、《三人目》は凜りん冽れつなる声を発した。

「我が名はキズメル。リュースラ王国エンジュ騎き士し団だんに所属する近衛このえ騎士である！」

　マントの下から出した右腕を、さっと俺とアスナに向けて掲げる。

「盟約により、我、人族の剣士キリト、アスナと共に《天てん柱ちゆうの塔》へ赴おもむかん！　我が刃やいばの前に、たとえ塔の守しゆ護ご獣じゆうといえども朝あさ露つゆの如ごとく散り果てるであろう！」

　キャンペーン・クエストを六章まで進めているのなら、ＤＫＢもＡＬＳも、キズメルが口にした国名がダークエルフ女王の治める国であることは承知しているだろう。《天柱の塔》なる名称が、迷宮区タワーを指すことも容易に想像可能だ。

　しかし、両リーダーを含めた全員が──あのお喋しやべりジョーでさえも両眼めと口をぽかんと開けたまま絶句しているのは、キズメルの美貌ゆえか、ＮＰＣが俺とアスナの名を口にしたことへの驚おどろきか、はたまたレベル16エリート・モンスターとしての底知れない迫力に圧倒されているのか──。

　…………まあ、その全部かな。

　と俺が思ったその時、再び顔を氷のように青ざめさせたリンドが、一歩、二歩と後あと退ずさった。

「……そ、そこにいて大丈夫なのか、キリトさん」

「え……何がだ？」

「そのダークエルフ、カーソルが真っ黒だぞ……最初のクエストで戦ったエリートｍｏｂより、レベルが上なんじゃないのか……」

　なるほど、と内心で頷うなずく。俺とアスナはもちろん、ダークエルフ側でキャンペーンを進めているＡＬＳメンバーにはキズメルのカラー・カーソルはＮＰＣカラーの黄色だが、森エルフに与するリンドたちＤＫＢメンバーには、モンスターを示す赤に見えるのだ。そしてモンスターの赤カーソルは、自分とのステータス差によってライトピンクからダーククリムゾンまで変化するので、ただでさえ強いエリート騎き士し様から更にレベルアップまでしてしまったキズメルは、レベル15近いであろうリンドの眼めにもほぼ黒色に見えるわけだ。

　じりじり下がるリンドと、マントを夜風にはためかせるキズメルを交互に見ていたキバオウも、数歩後退するとライバルに向けて問いかけた。

「カーソル黒いって、ほんまか」

「ああ……もし戦せん闘とうになったら、この人数でもたぶん勝てない」

「んなアホな……なんでや、なんでそんなえげつないモンが連中の味方しとんのや……」

　その呻うめき声が、キズメルにも聞こえたのだろう。少しだけ俺に顔を寄せ、囁ささやく。

「人族の言葉は、私が思っていた以上に複雑なのだな」

　もちろん、キバオウの関西弁を聞いてのコメントだろう。ＡＩとしてのキズメルが持つ、何と言うか《言語エンジン》的なプログラムは恐らく標準語にのみ対応しているのだろうから、キバオウの台詞せりふは半分近く理解不能なのではないか。

　思わず苦笑しかけてから、ふと気付く。

　この場では先刻から、《クエスト》だの《キャンペーン》だの《キーアイテム》だのというゲーム用語が飛び交かっていた。それらの言葉は、ここが現実世界に設置されたサーバーの中にのみ存在する仮想世界であるという事実を示すものだ。浮遊城アインクラッドが、本当は大昔の《大地切断》によって大陸から切り離はなされたのではなく、《ソードアート・オンライン》という名のＶＲＭＭＯゲームの舞ぶ台たいに過ぎないのだと告げるものだ。

　無論、キズメルにそんな認識はあるまい。この世界でダークエルフとして生まれ、育ち、騎士になって、今日まで戦ってきた彼女は、果たしてプレイヤーたちの言葉をどう解釈したのか。その解釈が、キズメルのＡＩに何らかのダメージを与えることが、絶対にないと言えるか。

　リンドとキバオウは、少しずつ丘を下るとそれぞれの仲間に合流し、一団となって何事か話し合い始めた。

　この時間に、俺も今まで言えなかったことを、キズメルに伝えるべきだ。彼女を、ただの協力ＮＰＣではなく、本当の仲間……友達だと思うのなら。

「……キズメル」

　俺の囁き声に、何かを感じたのだろう。左に立つダークエルフ騎士だけでなく、右側の細剣使いも顔を向けてくる。

「あのな……俺とアスナは、キズメルと違って、この城で生まれたわけじゃないんだ。ずっと遠い場所からここに連れて来られて、自分の世界に戻るために戦っているんだ」

　途と端たん、アスナが鋭するどく息を吞のむ気配。右手を動かし、彼女の手の甲あたりに軽く触れてから、体ごとキズメルに向き直る。

　騎き士しは、少し不思議そうな表情で、じっと俺おれを見ていた。オニキス色の双そう眸ぼうの奥で、いかなる情報処理が行われているのかを知るすべはない。

　──言ってはいけないことだったのか。次の瞬しゆん間かんに、ＧＭゲームマスターか何かが現れ、彼女を回収、初期化してしまうのだろうか。

　途方もなく長い数秒ののち、キズメルの艶つややかな唇が動いた。

「無論、知っているとも」

「…………え……？」

「いままで敢あえて問わなかったが、それが人族に残された最大のまじないなのだろう？　異国より戦士を召喚し、《天てん柱ちゆうの塔》をひとつに繫つなげるために戦わせている……。我ら黒エルフも似たようなものさ、森エルフから全すべての秘ひ鍵けんを守り抜き、聖堂の封印を保つために長い戦いを続けているのだからな……」

「……え、ええと……そう、なのかな……」

　キズメルの言葉は、あくまでＳＡＯ事件をこの世界の設定に沿って解釈したに過ぎなかったが、そのように理解しているものを無む闇やみに掘り崩くずそうとする必要はあるまい。頷うなずいた俺に、騎士は淡い笑みを浮かべて見せた。

「我らは転移のまじないで層を行き来できるゆえ、人族が執心する《天柱の塔》に立ち入る必要はないのだが、そなたらが望むなら力を貸そう。だが、そうだな、代わりに……」

　キズメルは、笑みを少し大きくすると、俺とアスナを交互に見詰めて言った。

「……いつか、そなたらが生まれた国の話をしてくれ。どんな家族のもとで、どんなふうに育ったのかを、な」

「……ああ、解わかった。約束する」

　頷きながら、俺はひとつの感慨にひたっていた。

　この浮遊城アインクラッドが、仮想世界でありゲームなのだとこだわることにどんな意味があると言うのか。キズメルにとっても、そして俺やアスナにとっても、今やこの世界は唯一の現実だ。《クエスト》というゲーム用語は、《任務》を人族ふうに言い換えたもの……それでいいではないか。

「それとは別に、今度、人族の言葉を色々教えるよ。迷宮区……俺たちは天柱の塔をそう呼ぶんだけどさ、そこで戦うなら必要になりそうだから」

「ああ、よろしく頼む」

　俺の言葉にキズメルが頷き、アスナが微ほほ笑えみの気配を漏もらした、その時だった。

「待たせたな、いちおうの合意に達した」

　リンドの声が響ひびき、俺たちは揃そろって丘下へと体を向けた。

　シミター使いは、相変わらずキズメルに近づきたくない様子だったが、意を決したように数歩斜面を登ると発言を続けた。

「結論から言うと……オレたち《ドラゴンナイツ・ブリゲード》と、キバオウさんの《アインクラッド解放隊》は、両方ともキャンペーン・クエストを放棄する」
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　──何と。

　少々、いやかなり驚おどろかされたが、顔には出さないよう気をつけつつ言葉の続きを待つ。

「だが、キャンペーンの報酬が、フロアボスの攻略に必須だという話も念のため検証する必要がある。そこで、その役目を、キリトさんたちに頼みたい」

　──何と。

　と再び思うが、今度も無表情を保ったまま俺おれは問い返した。

「それは構わないが、あんたらはこれからどうするんだ？」

　すると、少々気まずそうに口を閉じたリンドに代わって、どこかやけっぱちのような勢いでキバオウが叫んだ。

「決まっとるやろが！　ワイらは迷宮区をマッピングするんや、あんたらだけに任まかして事故死でもされたら寝覚め悪いやろ！」

「……なるほど」

　これにはさすがに苦笑せずにはいられない。隣となりのアスナも、「ものは言いようね」と呆あきれ声で呟つぶやく。

　しかし、恐らくはこれが最善の決着だろう。謎なぞの男モルテはこの場に現れなかったが、籍せきはＤＫＢに置いたままのはずだし、ＡＬＳとの繫つながりも保っているはずだ。両ギルドがキャンペーンを続ければ、またいつモルテの先せん導どう、いや煽せん動どうによって一触即発の事態が引き起こされてもおかしくない。できるだけ早くモルテの企たくらみの証拠を摑つかみ、公おおやけの場で真意を問い質ただす必要がある。

　そういえば、モルテほどではないが俺おれへの敵意をあからさまにしていたジョーはこの決定をどう感じているのか、と思って彼の姿を探すと、ＡＬＳ集団の隅すみっこでこちらに背中を向け、両手を頭の後ろで組んでいた。何とも解わかりやすい拗すねっぷりに感心すると同時に、あの男をギルドメンバーに抱えているキバオウの度量も再評価したくなる。

　とはいえもちろん口には出さず、俺は大きく息を吸うと、もういちどリンドを見て言った。

「了解した。今日が十九日、ボス攻略戦は二十一日の予定だったな。なら、二十日の夕方までに三層のキャンペーンを終わらせて、結果を報告する。……俺たちの情報を信じてもらう、っていうのが前提だけどな」

　すると今度はリンドが、強こわ張ばってはいるが苦笑らしきものを口の端はしに浮かべた。

「今更そこにケチはつけないさ。……キリトさん、さっきあんたは言ったな。フロントランナーとして、すべきことをするだけだ、と。悔しいが……あれを聞いて、オレはディアベルさんを思い出したよ」

　表情を改め、何度か唇を嚙かみ締しめてから、言葉を続ける。

「……ディアベルさんは、一層のトールバーナで開かれた、第一回の攻略会議で言ったんだ。ボスを倒し、第二層に到達して、このデスゲームをいつかクリアできるんだってことをみんなに伝えなきゃいけない。それがオレたちトッププレイヤーの義務なんだ、ってな。オレは……あの人の遺い志しを継ついだつもりだった。あの人が作るはずだったギルドを作って、最強に育て上げて……それがオレの責任だと…………」

　これまで内心を露あらわにすることがほとんどなかったリンドの突然の独白に、ＤＫＢのハフナーやシヴァタたちのみならず、ＡＬＳの面々も押し黙だまった。静寂の中、俯うつむき加減だった顔を持ち上げたリンドは、意を決したように俺を凝ぎよう視しし、思わぬ質問を発した。

「……いい機会だから、ひとつ教えてくれ。ディアベルさんの、死に際ぎわの言葉を聞いたのは、キリトさんだけなんだ。あの人は……最後に、何て言ったんだ？」

　俺は、すぐには答えられなかった。

　ディアベルの最後の言葉を、忘れたわけではもちろんない。だがそれは余りに短く、そして真っ当すぎるひと言だった。リンドが求めているものがそこに存在するのか、咄とつ嗟さに判断できなかったのだ。

　しかし、噓うそをでっち上げることはもちろん、教えないという選択肢も俺にはない。一いつ瞬しゆん瞑めい目もくし、四散する直前の《騎き士し》の顔を思い起こしてから答える。

「後は頼む。ボスを、倒してくれ。…………ディアベルは、そう言った」

　するとリンドは、いきなり顔を歪ゆがめ、次いで再び深く俯うつむいた。

　やがて、震える声が、夜風に乗って俺おれの耳まで届いた。

「…………倒すさ。この層のも……次の層も、その次も。ドラゴンナイツは、そのために結成したんだからな」

　下を向いたまま、五人の仲間たちのほうに向き直ると、硬く握った右拳こぶしを突き出す。サブリーダーの両手剣使いハフナーを始め、片手剣使いシヴァタ、フレイル使いナガ、そして俺がまだ名前を知らない二人が、勢いよく拳を打ち付け合う。

　再び背筋を伸ばし、振り向いたリンドの顔は、すでにいつもの不ふ遜そんなエリートっぽさをたっぷりと漂ただよわせていた。俺とキバオウを順に見やると、シミター使いは堅苦しい口調で言った。

「我々ＤＫＢは、夜が明け次第迷宮区の攻略を始める。次の会議は、二十日の十七時にズムフトの会議場にて。では、ここで失礼する」

　ざっざっと草むらを踏ふみ締しめて東へと去っていく六人パーティーを、俺たちのみならずキバオウも毒気を抜かれたように見送っていたが、やがてありったけの力を込めて「ケッ！」と吐き捨てた。

「相変わらずえっらそうなガキやな！　ディアベルはんの遺い志しは、ワシかてたっぷり受け継ついでるっちゅうねん！　おう、ワイらも行くで！　連中には負けてられへんからな、先にボス部屋見つけんのはこっちや！」

　リーダーの発破に、オウ！と野太い声で答えると、ＡＬＳの十二人は西へと移動し始める。どうやら彼らは、すでに拠点を次の町へと移しているらしい。

　二パーティーの最後尾に立つキバオウは、丘の斜面を五メートルほど進んだところで立ち止まり、微妙な角度で振り向いた。

「おい、小僧…………」

　そこでいったん口をつぐみ、解毒ポーションでも飲んだような顔をしてから、

「……キリト……はん」

　と呼びかけてくるので、俺はあぜんと眼めを見開き、アスナが「ふぶっ」というような奇音を漏もらした。幸いこちらの反応に気付いた様子もなく、キバオウはとげとげ頭をがりがり搔かきながら言った。

「結局ジブンにはクエスト持っていかれたんやからな、礼は言わへんぞ。ただ……アンタみたいのが、前線組に一人くらいおってもええんかな、ちゅう気もちいっとくらいはしないこともないわ。そんだけや」

　仲間を追って立ち去ろうとする後ろ姿に、俺はどうにかひと言だけ声をかけた。

「……次からは『はん』なしでいいよ」

　返事代わりに右手を軽く振り動かすと、ＡＬＳリーダーもまた斜面の向こうへと姿を消した。

　十人ぶんの足音が遠ざかり、視界に表示されるカラー・カーソルも全すべて消滅すると、真っ先にアスナがふうーっと長く息を吐き出した。

　ちらりとそちらを見ると、同じタイミングで顔を上げた細剣使いとばっちり眼めが合う。

　考えてみれば、寝ているアスナを起こさずに一人でクエストをクリアしにきた件については、まだ何も話していない。さして怒っているようにも見えないが、ひょっとしたらこれが先日の怒りモードの更に上かもしれないので、おそるおそる口を開く。

「ええと……色々と、仰おつしやりたいこともあろうかと思いますが……」

「当然よね」

「は、はい」

「でもまあ、野営地に帰ってからにしておくわ」

「は、はい」

　こっそり安あん堵どの息をついてから、今度はキズメルに眼を向ける。

　ダークエルフの騎き士しは、ＡＬＳが去って行った方向を無言で眺めていたが、やがて俺おれの視線に気付くと軽く微ほほ笑えんだ。

「人族の騎士団も、それなりのものではあるのだな。無論、我がエンジュ騎士団にはまだまだ及ばぬが」

「ま、まあね。俺たちは、騎士団じゃなくて《ギルド》って呼んでるけど」

「覚えておこう。……しかしキリト、あまり無茶をするのは感心しないな。私が眼を覚まし、お前がいないことに気付かなかったら、ここにも駆かけつけられなかったぞ」

「す、すみません。それと……ありがとう」

　どうやら、先に起きたのはアスナではなくキズメルだったらしい。という俺の思考を察知したのか、アスナが少し唇を尖とがらせながら付け加えた。

「追いかけようって言ったのはわたしだからね。どうせまた、無茶なことしてるんだろうって思ったから。実際してたわけだけどね……まったくもう、わたしにはギルドの人たちと対立するなとか言ったくせに……」

「す、すみません。そしてありがとう」

　二人に向けて深く一礼すると、俺はコートのポケットから丸めた羊皮紙を取り出した。もちろん、森エルフのキャンプから盗み出した指令書だ。

「それじゃ、迷宮区は彼らに任せて、俺たちはこいつを我らが司令官どのに届けに行こうぜ」
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　三層では第十章まで続くキャンペーン・クエストを、十二月二十日の夕方五時を期限に──つまり実質的には約四十時間で終わらせると宣言してしまった俺おれは、ダークエルフ野営地に戻り、司令官に《潜せん入にゆう》クエストの完了報告をするとすぐさま続きの任務を開始した。

　第七章《蝶ちよう採集》は、野営地周辺に森エルフが偵察のために放った巨大チョウチョを探して倒すだけの息抜き的クエストだ。投剣スキルを上げていれば更に簡単なのだが、さすがに現状ではスロットが足りないので、夜明けの森でチョウチョを追いかけ回し、拾った石を一いつ生しよう懸けん命めい投げてなんとかクリア。

　第八章《西の霊れい樹じゆ》では、俺たちが持ち帰った極秘指令書を読み、森エルフが野営地の強きよう襲しゆうをも辞さない覚悟であると知った司令官が、《秘ひ鍵けん》を秘密裏に四層の基地へ送ることを決意する。俺とアスナとキズメルは、三人のダークエルフ兵士とともに、ダークエルフ族が層の間を行き来するのに使っているという《霊樹》を目指す。

　しかし、この手の重要アイテム運搬クエストが道中何事もなく終わるわけもなく、森の西の端はしにあるという霊樹に向かう俺たちを、謎なぞの黒装しよう束ぞく集団が襲おそってくる。顔全体を覆ふく面めんで隠した、《アンノウン・マローダー》なる仮の固有名を持つ襲しゆう撃げき者しや四人のうち三人までは、さして手こずらずに倒す。何せ、俺とアスナのレベルが想定よりかなり高いうえに、キズメルというエリート騎き士し様も同行しているのだ。しかし四人目がいきなり煙玉を炸さく裂れつさせ、混乱するダークエルフ兵士の懐ふところから秘鍵を奪い去ってしまう。

　もちろん俺は襲撃があることを知っていたので、頑張って四人とも倒そうとしてみたのだが、やはり不ふ可か避ひの展開だったらしい。倒した三人の死体も即座に黒く溶けて消えてしまい、この段階では何者なのかを突き止めることはできない。

　続く第九章《追跡》では森の奥へと逃げ去った盗賊を追いかけることになるのだが、ベータ時代はこのクエスト一つにほとんど朝から晩までかかってしまった。理由は、唯一の手がかりである《光る目印》──エルフ兵士が、逃げる盗賊に発光薬の小こ瓶びんをぶつけていたらしい──を森の中で見つけるのが、猛烈に大変だからだ。

　九章が始まった時点ですでに十九日の正午を回っていたため、俺は夜遅くまでかかることを覚悟した。しかし驚おどろいたことに……いや、本当のことを言えば最も早はや納得のキズメル力なのだが、パーティーの先頭に立った騎士様が「あそこだ」「次はあれだ」と待ち時間ゼロで目印を発見しまくってくれたので、午後二時には盗賊が逃げ込んだ洞どう窟くつを発見することができた。

　そこでいったん司令官への報告を求められたので、野営地に戻りがてら食事と休きゆう憩けいを済ませ、夕方からついに三層での最終任務となる第十章《秘鍵奪だつ還かん》を開始。これが、迷宮区ほどではないにせよ広大なダンジョンを攻略させられる難なん関かんで、さすがにその日のうちには終わらない。夜明け前からの強行軍で疲労が溜たまっていたこともあり、地下一階の超巨大ウデムシ型ボスを倒したところでいったん切り上げる。

　深夜十一時に野営地に帰き還かんし、交代で入浴。今回はアスナが使用中の風ふ呂ろ天幕にキズメルが突入し、なんだか色々あったようだが、残念ながら垂たれ幕まく越しに聞こえてくる軽めの悲ひ鳴めいや水音や笑い声だけではいかなる状況が発生していたのかを推測することは不可能だ。遅い食事を取ってから就寝し、明くる十二月二十日の早朝に起床。鍛か冶じ屋やで装備のメンテ、道具屋で消費アイテムの補給を行い、意気軒けん昂こうとして巨大ダンジョン地下二階の攻略へと出発する。

　一度野営地に戻ってしまったので兵士三人はもうついてきてくれなかったが、俺おれとアスナ、キズメルだけのほうが戦せん闘とう中ちゆうに高度な連れん携けいを取りやすい。虫型や獣けもの型をメインとするモンスター群を調子よく片付け、ダンジョンの最深部でとうとう覆ふく面めん盗賊のアジトを発見する。

　隠密行動スニーキングで忍び込み、食堂らしい広間を窓から覗のぞくと、そこに覆面をつけていない賊を五人ばかり発見する。彼らは森エルフでも、もちろん黒エルフでもない。壊え死ししたような黒緑色の肌と、どこか悪あく魔まめいた風ふう貌ぼうを持つ異種族だ。

　カーソルに表示される名前は《フォールン・エルフ・ウォリアー》。キズメルの顔に緊きん張ちようが走るが、この場であれこれ訊きいている余裕はない。更に奥へと進み、回かい避ひ不可能な戦闘に何度か勝利すると、ついにダンジョンの──そしてこのクエストの最終ボスである《フォールン・エルフ・コマンダー》が姿を現す。

　取ミりニ巻オきンも多く、なかなかに厄やつ介かいな敵ではあるが、レベルをこの層の限界まで上げている俺たちが危機に陥おちいるほどではない。アスナのシバルリック・レイピアにとどめを刺され、コマンダーは呪じゆ詛その台詞せりふとともに黒く溶け崩くずれて消える。

　戦場となった広間の奥で、大量のお宝とともに翡ひ翠すいの秘ひ鍵けんを取り戻し、ダンジョンを出る。今度こそ《西の霊れい樹じゆ》まで秘鍵を運んで、ようやくこれで長い長いキャンペーン・クエストも（あくまで三層のぶんは、だが）終わり──。

　と、俺とアスナがハイタッチしかけた、その時。

　キズメルが、思いがけない言葉を俺たちに告げたのだった。




「アスナ……、それにキリト」

　美貌の騎士は、紫色の髪に柔らかな日差しを滑すべらせながら、ひと言ひと言を嚙かみ締しめるように言った。

「《フォールン》どもが森エルフと手を組んでいると知れた以上、この秘鍵は一刻も早く上層の砦とりでへ届けねばならぬ。確実を期すためには、私が直接運ぶ必要があるだろう……」

「えっ……」

　軽く両眼めを瞠みはったアスナは、一歩前に出ると、何かを予感したような、ほんの少し強こわ張ばった笑みを浮かべた。

「じゃ、じゃあ、わたしたちも一緒に行くよ。また襲しゆう撃げきがあったら大変だもの」

「ありがとう、アスナ。その気持ちは、とても嬉うれしい」

　そこでいったん言葉を切ったキズメルは、アスナの横に移動しながら振り向き、視線を持ち上げた。

　外周部にほど近いので、澄すみ切った青空が正面に広がっている。そのスカイブルーを背景に、《霊れい樹じゆ》の節ふしくれ立だった幹が高々とそびえる。

　直径五メートルはある樹きの根元近くには大きなウロが口を開け、内部は空洞になっているが、ズムフトの街のように人の手で彫り抜いたわけではなさそうだ。ウロの奥の暗くら闇やみには、仄ほのかに脈動する青い光が見える。大樹の周囲には、苔こけむした岩で堅けん牢ろうな壁かべが築きずかれ、たった一つのゲートはダークエルフのエリート兵士四人に護まもられている。

　この霊樹はエルフ族にとっての転移門で、森エルフのそれも、フロアの反対側に存在する。ベータ時代には、これを使えば迷宮区を突破せずとも上層に行けるのではないかという議論が当然のように起こった。実際に、三十人規模のレイドを組んでゲートの突破を図はかったギルドもあったらしいが、兵士四人に軽く蹴け散ちらされたそうだ。仮に突破できたところで、プレイヤーが樹に入っても何も起きなかったに違いないのだが──。

　当時の俺おれのそんな予想は、キズメルが大樹を見上げながら発した言葉によって肯定された。

「……しかし、残念だが、この霊樹の門を通ることが許されているのは、我らリュースラの民だけなのだ……」

　半なかば予想もしていたのだろう。アスナは、数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくを経てこくりと頷うなずいた。

「そうなんだ……」

「ああ……」

　キズメルも、軽く頷き返しただけでしばらく唇を閉ざし続けていたが、不意に体の向きを変えるとアスナの背中にそっと両腕を回した。細剣使いはわずかに眼めを見開いたものの、すぐに自分も騎き士しの体を抱き締しめた。

　アスナの耳に口くち許もとを寄せたキズメルは、俺の耳にぎりぎり届くかどうかという音量で囁ささやいた。

「……ひと月前に妹を喪うしなってから、私はずっと死に場所を求めてきた。カレス・オーの白騎士と刃やいばを交えている時、ようやく私も妹のところに行けると思った。しかし……そなたとキリトが現れ、私を救った。きっと、あの子がそなたらを導みちびいたのだろう……」

　ティルネルという名のダークエルフ薬くす師しが、アインクラッドに実在したのかどうかは、俺には解わからない。プレイヤーが一人も見ていない場所で実際に黒エルフと森エルフの大規模戦せん闘とうが行われたのかもしれないし、あるいはその記憶は──ティルネルの存在も含めて、キズメルにバックボーンとして与えられた設定に過ぎないのかもしれない。

　しかし俺の眼には、確かにその時、抱き合うアスナとキズメルの隣で蜃しん気き楼ろうのように揺れる淡い光が見えた。霊樹の木こ漏もれ日びが作ったライトエフェクトか……それとも。

「…………また、会えるよね」

　キズメルの髪に顔を埋めたアスナが呟つぶやくと、騎き士しは深く頷うなずき返した。

「ああ、必ず。聖せい大たい樹じゆが、我らを導みちびいてくれる」

　両腕に力を込めてから、ゆっくりと抱ほう擁ようを解く。最後にもう一度、笑顔でアスナと頷き合ったキズメルは、続いて俺おれに視線を向けた。

　ここは握手、いやハイタッチかな……と思ったのもつかの間。大おお股またに歩み寄ったキズメルは、躊躇ためらうことなく二本の腕で俺を包んだ。金属鎧よろいのひんやりした滑なめらかさと、針葉樹を思わせる爽さわやかな芳香が、まるで深い森の中にいるような感覚をもたらす。

「……キリト。次に会ったら、夢の話の続きをしよう」

　耳みみ許もとでそんな言葉が囁ささやかれ、俺は自分もそっとキズメルの背中に両手を触れさせながら答えた。

「ああ。必ず」

「うむ。約束だぞ」

　最後に、エリート騎士の腕力でぎゅっと俺を抱き締しめると、キズメルは体を離はなした。一歩、二歩と下がり、左胸に右拳こぶしを当てて一礼。俺とアスナも、自然と同じ仕草で礼を返す。

「では……しばしの別れだ。《天てん柱ちゆうの塔》に同行できなくてすまんが、なに、そなたらの剣力ならば守しゆ護ご獣じゆうも敵ではないさ。軽く蹴け散ちらし、上ってこい。四層で待っているからな」

「うん。キズメルも、気をつけて」

　アスナの言葉に、微ほほ笑えみながら頷くと、騎士は勢いよく踵きびすを返した。長いマントをなびかせ、ゲートに向かって歩いていく。衛えい兵へいが左右に分かれ、騎士を通し、再び門を塞ふさぐ。

　キズメルは、もう振り向くことなく霊れい樹じゆのうろを潜くぐると、内部の暗くら闇やみに姿を消した。数秒後、青い光が強く瞬またたき──。

　俺の視界の左上から、この一週間ずっと表示されていた三本目のＨＰバーが、風音にも似たかすかなサウンドとともに消滅した。




　結局のところ、エルフ戦争キャンペーン・クエスト三層編の完全クリア報酬に、迷宮区ボスモンスターの特効アイテムに類するものは存在しなかった。

　野営地司令官から、ねぎらいの言葉とともに示された報酬選択リストには六種類の武器防具が並んでいたのだが、全アイテムのスペックや特殊効果、風味付けフレーバーテキストに至るまでを穴が空くほど眺めても、フロアボスに関連しそうな情報は一文字たりとも見つけられなかったのだ。

　結局、俺は転倒タンブル耐性と跳ちよう躍やく力りよくブースト効果つきのレザーブーツを（モルテとのデュエル時に足を滑すべらせた反省から）選び、アスナはキズメル愛用のマントと同じ素材でできたフーデッド・ケープを貰もらった。控えめな光こう沢たくを持つ薄うす紫むらさき色のケープは、オリジナルほどではないが高い隠いん蔽ぺい効果と、ＡＧＩ上昇効果があるらしい。

　いままでは至って事務的──というかＮＰＣ的な態度を貫つらぬいていたダークエルフの司令官は、俺おれたちが報酬を選び終わると椅い子すから立ち上がり、どこか憂ゆう慮りよするような表情を作ると言った。

「我らエルフは長く生きるが、刃やいばを受ければ傷つくし、傷が深ければ命を落とす。肉体の頑強さでは、人族やドワーフ族に及ばない。そなたらが地下迷宮で戦ったフォールン・エルフは、いにしえの大地切断以前に、聖せい大たい樹じゆの力によって刃にも傷つかぬ体を得ようと企たくらみ、追放された者どもの末まつ裔えいだ。奴やつらがこの城に跋ばつ扈こし、しかも森エルフと手を組んで秘ひ鍵けんを狙ねらったとなれば容易ならざる事態だ……。我ら先せん遣けん隊たいはいましばしこの地に留とどまり、フォールンの痕こん跡せきを調査したのちに四層の砦とりでへと戻る。そなたらにも、引き続き力を貸してもらえると助かる」

　俺とアスナは思わず顔を見合わせてから、同時に頷うなずいた。

「は、はい、そりゃもう」

「わたしたちにできることなら」

「うむ。期待しているぞ……そなたらであれば、砦の将軍殿も厚く遇するであろう。この紹介状を携たずさえていくがよい」

　そう言うと、司令官は卓上から細く丸めた羊皮紙を取り上げ、差し出した。オマケの報酬をありがたく受け取り、一歩下がった俺たちを、司令官は再び呼び止める。

「そなたらは、天てん柱ちゆうの塔を上って四層に行くのであったな？」

「は……はい、そうです」

「ならば、守しゆ護ご獣じゆうの、毒を用いた攻こう撃げきに気をつけるのだな。この野営地で、毒消しの薬を充分に用意していくがよかろう」

「ど、どうも、ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、今度こそ天幕を辞する。

　外に出た途と端たん、正午を告げる角つの笛ぶえの音が野営地に響ひびき渡った。食堂から流れてくる香ばしい匂においに引き寄せられるように十歩ほど移動してから、アスナと顔を見合わせる。

「……最後のアドバイス、ありがたいっちゃありがたいけど……」

「これで、クエスト報酬の話が噓うそかほんとか、ちょっと微妙になっちゃったわね……」

　アスナには、昨日のうちに、モルテという名の片手剣／片手斧おの使いの出現と、彼の怪しげな動きについて説明してある。

　モルテが、ギルド《ドラゴンナイツ・ブリゲード》に加入し、キャンペーン・クエストの手引きをしていたことは、アルゴの情報からも確定的だ。いっぽう、《アインクラッド解放隊》にも主武装を変えて潜もぐり込んでいたのもまず間違いないだろう。

　しかし、キバオウが急きゆう遽きよキャンペーンを開始する動機となった、「クリア報酬がフロアボス攻略に必須」という情報を流したのがモルテだというのは俺の想像だ。その情報が大噓なら、そこを突いて情報の出所をキバオウから聞き出そうと俺は目論もくろんでいたのだが──。

「……クリア報酬アイテムの中に、フロアボス用の特殊効果を持ってるやつは一つもなかった。キバオウは、『エルフクエをクリアして何かのアイテムを手に入れないとボス戦で危ない目に遭あう』って言ったんだから、その情報は噓うそだった……と言えば言えると思うけどな……」

「そうよね……。でも、司令官が教えてくれた『解毒ポーションを持ってないと危険』っていう情報がソレなんだ、って言われたらきっぱりと否定もできない感じね」

　うむむ、と考え込む俺おれに、さすがＡＧＩ型だけある切り替えの速さを見せて、アスナは言った。

「あとはもう、夕方の会議で、事実をありのままに説明するしかないわね。そこでモルテって人の反応を見れば何か解わかるかも。……とりあえず、ご飯食べて、出発までちょっと休みましょう。まだキズメルのテント、使わせてもらえるといいけど」

「……そ、そうだな」

　仮に使用可能でも、もう持ち主は四層に旅立ってしまわれたのだから、その場合は我々二名だけで宿泊することになるのでは。と思ったものの口には出さず、俺は食堂天幕に向かうアスナを追いかけた。

　幸い──と言うべきだろう、今回は二名一室状態に気付いたアスナが投げるべきフルーツは天幕内に存在しなかったので、代わりに柔らかいクッションをぶつけられるだけで済んだ。




　夕方五時。

　主街区ズムフトの会議場で、二回目の攻略会議が開催された。

　リンド率ひきいるＤＫＢと、キバオウ率いるＡＬＳは、宣言どおりに迷宮区最上階ボス部屋までのマッピングを終えていた。最初にボス部屋の扉に到達したのは、僅きん差さでＤＫＢだったらしい。ゆえに、会議の進行役と、攻略本番でのレイドリーダーは二層に引き続きリンドということになった。

　俺とアスナに肩透かしを食わせたのは、会議場にモルテが姿を見せていないことだった。もしかしたら武装を丸ごと替え──街中なのだから、スキルを持っていない種類の武器でも鎧よろいでも好きに装備できる──、鎖コ頭イ巾フも脱いで、俺に識別できない姿で紛まぎれ込んでいるのやもと思ったのだが、アスナがチェックした限りでは、両ギルドの顔ぶれは二層ボス戦の時とまったく変わっていないようだった。

　会議の議題は、明朝から開始予定のフロアボス攻略戦のスケジュールから、具体的な戦術へと進んだ。すでに《アルゴの攻略本・ボス編》も配布されており、そこに書かれているベータ時の情報をもとに各パーティーの役割を決めていく。

　質疑応答が一段落したところで、リンドは俺に発言を求めた。無論、キャンペーン・クエストの報酬についてだ。立ち上がり、まずクエストの大まかな流れから説明する。フォールン・エルフ登場のあたりでは議場が軽くどよめき、中には詳しく聞きたい者もいるようだったが、そのへんは近日刊行されるであろう《アルゴの攻略本・エルフ戦争編Ⅱ》に載のるはずなので割愛し、主眼点に移る。

「……結論から言えば、アイテムそのものには、フロアボスに対する特別な効果はなかった。ただ……報酬を受け取ったあと、エルフの司令官がひとつだけボス戦のアドバイスをしてくれたんだ」

　先を聞き漏もらすまいと、一同が静まりかえる。しかし、

「えーと……『ボスは毒攻こう撃げきをしてくるから、解毒ｐｏｔをたくさん用意しておくように』……以上」

　という俺おれの言葉に、議場は微妙な空気に包まれる。あまりにも簡単というか基本というか、解毒ポーションなんか言われなくても持ってますよと答えたくなる助言だからだ。俺は軽く咳せき払ばらいすると、司令官の名めい誉よのために付け加える。

「いちおう言っておくと、ベータ時代のボスは、そこまで派手な毒攻撃はしてこなかった。ここが今回の変更ポイントかもしれないから、解毒ｐｏｔは持てるだけ持っておいたほうがいいと思う。……この情報が、《ボス攻略に必須なクエスト報酬》かどうかは、リンドさんとキバオウさんの判断に任せる」

　発言を終えて俺が座ると、会議場が一気に騒さわがしくなった。「特効アイテムじゃないのは拍子抜けだ」という意見もあれば、「アイテムなんかよりよっぽど重要な情報だ」と主張する者もいる。後者の代表格はＡＬＳのジョー氏で、「今から全員でキャンペーンをやれば、もっと大切な話が聞けるかも」と例の金かな切きり声ごえでまくし立てている。

　しかし今度もまたキバオウのひと声で黙だまらされ、議場が静寂を取り戻すと、演えん壇だんのリンドがなかなか板に付いてきたリーダーぶりを発揮して締しめくくった。

「解毒ポーションは、下層の街の道具屋も回って、今夜中に充分以上の数を揃そろえる。行動開始は、予定どおり明日の朝九時とする。集合は、ズムフト北門。迷宮区最寄りのデッセルの町まで全員で移動し、休きゆう憩けい後、塔に入る。フロアボス撃破の目標時間は、午後二時とする」

　そこでシミター使いは口を閉じ、会議場の四十数人を左から右へと見渡すと、気合の籠こもった声を張り上げた。

「明日の夜には四層主街区で祝杯を上げよう！　みんな……勝つぞ！」

　前回の会議で、いまと同じように演壇に立つリンドを見ながら、俺は考えた。あんたがディアベルに成り代わるのは難むずかしいと思うぞ、と。

　しかし、ディアベルそのものにはなれなくても、リンドにだって彼にしか果たせない役割があるのだろう。色々なものから逃げ続けている俺などよりもずっと重要な……遥はるか遠い第百層を目指すために、誰だれかが必ず務つとめなくてはいけない役割が。

　いっぽうで、《誰も務めてはいけない役割》に手を染めている者もいる。ＤＫＢとＡＬＳを衝しよう突とつさせようとしたモルテや、レジェンド・ブレイブスに強化詐さ欺ぎをけしかけた黒ポンチョ男だ。彼らの真意はいまだ不明だが、必ずまた何かを仕掛けてくるだろう。その時に備そなえて、俺おれも、俺が果たすべき役割を果たし続けなくてはならない。攻略集団のはみ出し者にも、できることはあるはずだ。

　周囲のプレイヤーたちと一緒に、百メートル上空に広がる石と鉄の蓋ふた目掛けて右手を突き上げながら、俺は新たな決意を強く握り締しめた。




　翌日──二〇二二年十二月二十一日水曜日、午後一時十二分。

　アインクラッド第三層ボスモンスター《ネリウス・ジ・イビルトレント》は、七パーティー四十二人のレイド部隊によって撃げき破はされた。

　大型樹じゆ木もく型ボスは、ベータ時代とは異なる広こう範はん囲い毒化スキルを頻ひん繁ぱんに発動させたが、大量に用意された解毒ポーションが枯こ渇かつすることはなかった。俺が予想したとおり、シバルリック・レイピアを携たずさえるアスナの攻撃力は明らかに抜きん出ていたが、いまのところは皆ひたすらに感かん嘆たんするだけのようだった。

　戦せん闘とう時間、五十三分。犠ぎ牲せい者しやは、二層に引き続いてゼロ。

　レイドに、斧おの使いモルテの姿はなかった。
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「…………わたしも、狙ねらったんですけど」

　第四層へと続く螺ら旋せん階段を上りながら、アスナが軽めの膨ふくれっ面つらで言った。

「は？　何を？」

　問い返すと、細剣使いはいっそう唇を尖とがらせる。

「決まってるでしょ。ラストアタック・ボーナスよ」

「あ……は、はあ……」

「最後、君のソードスキルとわたしのソードスキルが同時にヒットしたじゃない。技は両方とも二連撃だったし、君の剣よりわたしのレイピアのほうが攻撃力高いはずよね？」

「は、はい……」

「なのに、どうして君が持っていくのよ。理屈じゃわたしがＬＡになるはずじゃないの」

「えーと、それは、その……たぶん、俺の技のほうが一いつ瞬しゆん早く当たったんじゃないかなーとか……」

「いいえ！　ど・う・じ・で・し・た!!」

　ぷいっと顔を逸そらし、アスナは階段を上るペースを速める。慌ててその後を追いながら、なんとか話題の切り替えを試みる。

「そ、それはそうとホラ、二層から三層への階段を上ってる時、ＳＡＯの戦せん闘とうはコンチェルトだって話をしただろ？　日本語だとえーと、二重奏……じゃなくて……」

「協奏曲！」

　背中を向けたままびしっと訂正され、アスナからは見えないだろうが「それ！」と揺れるケープを指さす。

「そうそう、その協奏曲ってのは、一つのメイン楽器と複数の管弦楽器を組み合わせた形式、だったよな。俺おれはそれを、一人対多数の戦闘って解釈してたんだけど、もしかしたら違うかもなって……」

「……ふうん？」

　アスナは徐々に歩調を緩ゆるめると、俺の隣となりに並んで怪け訝げんな顔を向けてくる。

「なら、どういう意味なの？」

「えーと……たとえパーティーやレイドを組んでても、自分はいつも一人なわけで……でも、ピンチの時に周りを見れば仲間がいるぞ、みたいな……」

「…………ものすごく、君らしくない発言ね」

　真顔でそうコメントされ、ごもっともと頷うなずく。きっと、一週間ぶりのフロアボス攻略戦の高揚がまだ抜けていないのだろう。

　アスナは、そんな俺に呆あきれと疑念が入り交じった視線を向けていたが、やがてふうっと息を吐くと微ほほ笑えんだ。

「その解釈なら、三層の独奏楽器は君でもわたしでもなかったわよね」

「……え、じゃあ、誰だれ？」

「もちろん、キズメルよ」

　即答され、俺は再び深々と頷く。十章に及ぶキャンペーン・クエストのほぼ全すべての戦闘で、キズメルはその圧倒的な実力をいかんなく発揮し、俺とアスナはサポートに回りっぱなしだったのだ。第三層の深い森をステージに奏かなでられた協奏曲コンチエルトの主役は、間違いなくダークエルフの女性騎き士しだった。

「…………また、会えるよね」

　アスナの呟つぶやきにすぐには答えず、行く手に小さく見えてきた白亜の扉を見上げる。

　リンドたちＤＫＢと、キバオウたちＡＬＳは、今回も戦後処理──という名のドロップアイテム分配ダイスロール大会のためにボス部屋に残っている。ゆえに未み踏とう層そうの扉を最初に開け、アルゴにボス撃破の一報を入れる役目は、再び俺たちに託された。

　プレイヤーは誰ひとり足を踏ふみ入れたことのない……しかし大切な仲間が待っているはずの新たなるフロアに思いを馳はせながら、俺は言った。




「会えるさ。必ず」








黒こく白びやくのコンチェルト　終わり












　　　あとがき




　川かわ原はらです。『ソードアート・オンライン　プログレッシブ２』をお読み下さってありがとうございます。

　そろそろ書いても大丈夫そうなので書きますが、浮遊城アインクラッドの攻略を改めて第一層から追いかけるという無む謀ぼうなコンセプトのこの『ＳＡＯプログレッシブ』は、最初からそのような意図のもとに開始されたわけではありませんでした。

　二〇一二年の七月から十二月にかけて放送されたテレビアニメ版ＳＡＯをご覧下さった皆様はご存じのことと思いますが、アニメ版は、原作の各エピソードを時系列に並べ替える形で構成されています。しかしながら、原作ではアインクラッド攻略の序じよ盤ばんがほとんど書かれていません。作中の二〇二二年十二月にデスゲームが開始されてから、翌二〇二三年四月にキリトが《月夜の黒猫団》と出会うまでの半年間がまったくの空白なのです。

　これでは、アニメの一話と二話のあいだであまりにお話が飛びすぎるので、せめて第一層の突破まではきちんと描こう！　ということになり、私がまず小説形式でキリトとアスナの初遭そう遇ぐうから一層ボス攻略戦までのお話を書きました。指定された枚数の二倍の分量に膨ふくらんでしまってプロデューサー陣が青ざめるという微ほほ笑えましい（？）一幕もあったりしましたが、ともあれそのような経けい緯いによって生まれたのが、前巻に収録されている『星なき夜のアリア』というわけです。

　つまり、仕事としてはその続きを書く必要はなかったのですが、『アリア』を書き終えてからもずっと、私の中には「あのあとキリトとアスナはどうしたんだろう」という気持ちが残っていました。このへんの葛かつ藤とうは前巻のあとがきにも書きましたが、二層に到達してからの二人（とアルゴやエギルやキバオウ）を追いかけてみたい、ただそれを始めるともう後に引けなくなりそうだし既刊との矛む盾じゆんもあれこれ出てきてしまう、としばらく迷っていたわけです。

　しかし、いちど書きたくなったものは書かずにいられないのが作家のサガでして……ままよとばかりに『儚はかなき剣のロンド』に着手し、これまた想定外のボリュームになってしまったもののなんとか完成させて、二〇一二年の十月に『アリア』と『ロンド』を一冊にまとめた文庫として出版させて頂きました。つまり、このプログレッシブは、ある程度《なりゆき》によって開始されたシリーズでもあるのです。そうでもなければ、全百層のアインクラッドを最初から上り直そうという覚悟は──いくらそれを書きたいという気持ちがあったにせよ──固められなかったかもしれません。

　しかしまあ、上り始めてしまったからにはもうはじまりの街には戻れない！　ということで、大変長らくお待たせしましたが第三層攻略編『黒こく白びやくのコンチェルト』をお届けします。メインテーマは前巻の予告どおり《キャンペーン・クエスト》ということになろうかと思いますが、むしろＮＰＣのキズメルさんに焦点が当たりまくってクエストの後半部分がラッシュ進行になってしまったのは私の不徳の致すところでございます。

　書いていて改めて思ったのですが、ＭＭＯＲＰＧのクエストって何だか不思議ですよね。一人用のＲＰＧなら、主人公はその世界で生まれてある日旅に出た冒険者なので、色々な冒険クエストに挑んだり巻き込まれたりするのも別に不思議はありません。でも、ＭＭＯのＰＣプレイヤーキヤラクターは、どこか異邦者ストレンジヤー的な部分があると思うのです。生身のプレイヤー要素がより大きいというか……。実在するＭＭＯでも時にそう感じるのですが、架空のＶＲＭＭＯであるＳＡＯでは完全にキャラクター＝プレイヤーなので、キリトやアスナは現実世界という異国からアインクラッドを訪れた存在としてクエストに挑むことになります。そこで何が起きるのか、二人は何を感じるのか……『コンチェルト』はそんなことを考えながら書きました。必然的に、浮遊城アインクラッドはいつ、どうやって生まれたのか……という部分にまで踏ふみ込むことにもなりましたが、そのへんは今後のお話でも少しずつ触れていきたいと思っています。キャンペーン・クエストはまだまだ終わらないようですし。

　第四層攻略編はまた来年のお届けになりそうですが、キリトたちと一緒に百層目指して上る覚悟で書き続けていきたいと思っていますので、よろしくお付き合いのほどお願いいたします。次のＳＡＯは本編14巻、整せい合ごう騎き士し化してしまったユージオとキリトの一騎打ちの行ゆく方えはいかに！　というところから始まる予定です。こちらもどうぞよろしくです！




　またしても超デンジャラスなスケジュールのなか超クール超エキサイティングなイラストを描かいて下さったａｂｅｃさん、私の解読不能なメモから超ビューティフルな地図を作って下さった来くる栖すさん、例によってあれこれご迷惑をおかけしてしまった担当の三み木きさんと土つち屋やさん、ありがとうございました！　そして、累計三十冊目となるこの本をここまでお読み下さった皆様も、本当にありがとうございました!!　来年もよろしくお願いいたします!!





二〇一三年十月某日　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド16　─白雪姫の微睡─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

私がデビュー以来ほとんどの原稿を書いてきた近所のファミリーレストランが閉店してしまいました。もう二週間以上経つのですがまだ喪失感みたいなものが胸に居座っています。そのお店で書いた最後の本です。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係











本書は書き下ろしです。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





ソードアート・オンライン プログレッシブ2








川かわ原はら 礫れき





発　行　　　　2015年12月1日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 REKI KAWAHARA





※2014年6月9日発行の電撃文庫『ソードアート・オンライン プログレッシブ2』2版に基づき制作








[image: ]



cover.jpeg





images/00020.jpeg





images/00022.gif





images/00021.jpeg
'COEO

ZEIR

BEXE

EEE3 nttp:idengekibunko.jp/





images/00023.gif
AT

BOOKYWALKER





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg
AN\






images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
[AMBOUS S bict i
SN RI TSRO TS|

FUp
CPAYIFUEIRINBEEERT

PRI ETVET






images/00001.jpeg
JIJE T

A1Z Ak abec






images/00004.jpeg
\

[=o0 AT P ANAR AV T D]

P

Z .
///]l\

B

TAR>BATIEH S0t
TrehREHLL-

i





images/00003.jpeg
B

e il

.’ﬂuazua&‘nwi
o
7

\\:me.k&. #DL°
LS RIS W
O moans02)






images/00006.jpeg
X Mo

[+

>E

S{A O  swomonsronine—7)

ol [Iﬂtlﬂ[ﬁﬁﬁﬁqﬁﬁﬁ[

N
OO0k &

0

L —

i

[Y—KFP—hA>512 | TOI57—
FBaz

A C B o AU oA =

& &®

r

PP e





images/00005.jpeg
TOPOBIUPIESE

NIV P—EBDES, Ef
BBLXTLRSOEHT, BUFTE! z
EREURINTIESNTIS. FORMIZER (5
—2) TW7. IWICIERE (F2LAN) TLIOH
EHAFEL. TNTNHSAOHDARIF v R—
¥ JTANDRREBSTNG, BRUABICIEE

FUVb>, KEADEEULEYZI—C. H—
BOLKATPYT ¥ - ARIVE - O—F> B

BOEPRTUZRE> EFHH;
BB — VRO TNBKSE,

IRREFRE

ASAb/ Rt






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
oD (T I
L

z > F z A}

%ﬁyﬁﬁs‘g 20229114





images/00009.jpeg





